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独立行政法人国際協力機構は、ナイジェリア連邦共和国の地方給水改善計画にかかる協

力準備調査をすることを決定し、平成 22 年 6 月から平成 23 年 2 月まで、八千代エンジニ

ヤリング株式会社の中村浩氏を総括とする調査団を組織しました。 

 

調査団は、ナイジェリアの政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における現

地踏査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。 

 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立

つことを願うものです。 

 

終りに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

 

平成 23 年 2 月 

 

 

 

独立行政法人国際協力機構 

地球環境部 

部長 江島真也 
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要  約 

① 国の概要 

ナイジェリア連邦共和国（以下「ナ」国という）は、西アフリカ中央部にあるギニア湾に面し、

ニジェール・チャド・カメルーン・ベナンと国境を接している。約 1 億 4 千万人の人口（2007 年

「ナ」国政府人口センサス）と 92.37 万 km2 の国土を有し、１人あたりの GDP は US$2,133 (IMF、

2007 年)である。かつては多様な農産物を産出するアフリカ有数の農業大国であったが、1960 年

代後半に石油が発見されると石油に依存する経済構造へと変容するとともに、石油を巡り内戦や

クーデターが繰り返されたため、内政面は不安定で貧困の緩和やインフラ整備も進んでいない。 

② 要請プロジェクトの背景、経緯及び概要 

「ナ｣国政府は 2004 年 5 月に他国の貧困削減戦略ペーパー(Poverty Reduction Strategy Paper)に相

当する「国家経済強化開発戦略（National Economic Empowerment and Development Strategy : 

NEEDS）」を策定し、2020 年までに世界第 20 位以内の経済発展を実現すべく種々の分野を開発す

ることとした。その中で水供給は重点分野に位置づけられ、2011 年までに全ての国民に安全な水

供給を行うことが目標とされた。しかし、人口増加の影響等により安全な水にアクセスできる割

合は、1990 年の 49%から 2004 年には 48%へとむしろ悪化している。特に都市部（68%）に比し

て村落部（31%）は低い水準に止まっており、水因性疾患のリスクがある表流水や溜まり水を飲

用している人口は多く、給水率の改善は喫緊の課題である。係る状況下、「ナ」国政府は我が国に

対し、13 州への井戸掘削機材の供与を要請した。 

③ 調査結果の概要とプロジェクトの内容 

これを受けて、日本国政府は協力準備調査の実施を決定し、独立行政法人国際協力機構（JICA）

は協力準備調査団を 2010 年 6 月 13 日から同年 7 月 4 日まで「ナ」国に派遣し、13 州のうち治安

上問題のある 3 州を除く 10 州のサイト調査等を実施し、要請の内容、妥当性及び必要性を再度検

証し、帰国後、現地調査資料及び国内解析にもとづき候補の絞込みを行った。 

引き続き JICA は協力準備調査団を 2010 年 8 月 7 日から同年 9 月 24 日まで「ナ」国に派遣し、

事業実施対象の候補としてエヌグ、オンド、タラバ、ケッビ、ナイジャの 5 州を選定し先方と合

意し、この 5 州を対象としたサイト調査等を実施した。帰国後、現地調査資料及び国内解析にも

とづき、プロジェクトの必要性、社会・経済効果及び妥当性について検討し、協力準備調査報告

書(案)を取りまとめた。さらに JICA は 2011 年 1 月 8 日から同年 1 月 16 日まで調査団を再度同国

に派遣し、協力準備調査報告書(案)の説明・協議を行い、これに基き本協力準備調査報告書が作成

された。 

調査の結果策定した協力対象事業は、地下水開発に必要な機材の調達、給水施設建設資材の調

達及びソフトコンポーネントとし、井戸掘削位置の選定を含む給水施設建設については「ナ」国

側が責任を負う方針が双方によって確認された。 

本協力準備調査団が帰国後、現地調査及び「ナ」国側との協議結果に基づき取りまとめた調達

資機材の概要は次表のとおりである。 
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調達資機材の概要 

番号 項目 数量 

1. 井戸掘削機材   

(1) 井戸掘削リグ 

(2) 高圧コンプレッサー 

(3) クレーン付トラック 

ケッビ州 :1 
ナイジャ州:1 
タラバ州 :1 
オンド州 :1 
エヌグ州 :1 

台 
 

2. 調査・観測用機材   

(1) 物理探査機 

(2) 水質試験器 

(3) 揚水試験機材 

ケッビ州 :1 
ナイジャ州:1 
タラバ州 :1 
オンド州 :1 
エヌグ州 :1 

式 

3. 給水施設建設資材   

(1) ハンドポンプ 

(2) 村レベル用ハンドポンプ修理工具 

ケッビ州 :100 
ナイジャ州:100 
タラバ州 :100 
オンド州 :100 
エヌグ州 :100 

式 

(3) LGA(地方政府)レベル用ハンドポンプ修理工具 

ケッビ州 :14 
ナイジャ州:24 
タラバ州 :15 
オンド州 :18 
エヌグ州 :9 

式 

(4) ケーシングおよびスクリーンパイプ 

ケッビ州 :100 
ナイジャ州:100 
タラバ州 :100 
オンド州 :100 
エヌグ州 :100 

式 

(5) 井戸掘削泥材 

ケッビ州 :1 
ナイジャ州:1 
タラバ州 :1 
オンド州 :1 
エヌグ州 :1 

式 

また、ソフトコンポーネントは次の 2 分野において実施する。 

 井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理技術の支援 

 給水施設の運営・維持管理体制強化の支援 

④ プロジェクトの工期及び概算事業費 

本プロジェクトの責任機関は連邦水資源省（FMWR）であり、実施機関は対象 5 州(ケッビ州、

ナイジャ州、タラバ州、オンド州、エヌグ州)の地方給水・衛生公社(RUWASSA)あるいは水と衛

生プロジェクト(WATSAN プロジェクト)である。 

本プロジェクトを無償資金協力により実施する場合、資機材調達期間として 24 ヶ月（内ソフト

コンポーネント実施期間として 6ヶ月）、「ナ」国側の給水施設建設期間として 24ヶ月を必要とし、

全体工期として約 48 ヶ月となる。また、本計画の概算総事業費は約 13.7 億円（日本側無償資金

負担額：約 11.8 億円、「ナ」国側負担額：約 1.9 億円）と見積られる。（この金額は、交換公文（E/N）
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上の供与限度額を示すものではない。） 

「ナ」国側負担事業の主なものは、物理探査による井戸掘削位置選定を含めた給水施設建設で

ある。調達された井戸掘削資機材を「ナ」国側が活用し地方部の給水率を向上させ住民に安全な

水を供給するためには、対象 5 州における地方給水事業の予算が確保され、地方給水事業を担当

する実施機関（RUWASSA/WATSAN プロジェクト）の組織体制と技術力が維持される必要がある。 

⑤ プロジェクトの妥当性の検証 

本プロジェクトによる資機材調達完了後の 2 年間で、調達資機材を使用して対象 5 州に合計 500

本のハンドポンプ付深井戸給水施設が「ナ」国側によって整備され、対象 5 州の人口 132,000 人

に安全な水が供給される。 

更に、実施機関に井戸掘削関連機材が整備されることにより、上記 500 本の井戸完成後も対象

5 州において給水施設建設が継続して行われ、資機材調達完了後の 3 年目～5 年目で合計 750 本の

深井戸が「ナ」国側によって新たに建設され、新たに合計 198,000 人に安全な水が供給される。

その後も「ナ」国側は井戸建設を継続する。 

また本プロジェクトではソフトコンポーネントによる「井戸掘削計画・データ管理・機材維持

管理の支援」および「給水施設の維持管理体制強化の支援」が実施される。これらのソフトコン

ポーネントの実施によって実施機関職員の工事運営技術が向上し、井戸台帳が整備され、機材の

維持管理が強化される。また、村落住民による給水施設の持続的な運営・維持管理が促進される。 

本プロジェクトの実施により、深井戸給水施設建設によって衛生的な水が供給され、対象地域

において下痢・コレラ・赤痢等の水因性疾患の発生率が低下し、対象村落住民の水汲み労働が軽

減される。 

本プロジェクトは上記のように多大な効果が期待されることから、我が国の無償資金協力を実

施することは妥当であると判断される。 

本プロジェクトで調達される井戸掘削関連資機材と「ナ」国側によって建設された給水施設の

運営維持管理が持続的かつ円滑に実施され、対象 5 州の給水事業が効果的に継続されるためには

以下の点に留意する必要がある。 

 対象 5 州における地方給水事業予算確保と実施機関の技術力・組織体制強化 

 井戸給水施設の運営維持管理体制の整備 

 技術協力プロジェクト（連邦水資源研修所機能強化計画）との連携 
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＜ケッビ州＞ 

  
UNICEF から 1995 年に給与された 2 台の井戸掘削リグ

のうち一台の状況。このリグは老朽化し修理不能である

が、もう一台は稼動中である。 
 

UNICEF から 1995 年に給与された 2 台のコンプレッサー

のうち一台の状況。このコンプレッサーは老朽化し修理

不能であるが、もう一台は稼動中である。 

  
ケッビ州 RUWASSA のワークショップ家屋の状況。外

装・内装ともに良く整備され十分な広さを持っている。
 

ワークショップ家屋内の旋盤機、プレス機、切断機、グ

ラインダー等の修理機器の状況。修理機器の整備状況は

良好であり、修理頻度が高いことが伺われる。 

 

サボ・ゴンダ村の手掘り浅井戸の状況。この地区で唯一

の井戸であり、乾季には井戸は枯れる。その時は、遠方

のニジェール川へ水を汲みに行かなければならない。 

「ナ」国側が建設したワサグ村の深井戸状況。集落の中

心に井戸が位置している。井戸周辺には住居・畑はなく、

広場となっている。村落住民組織が井戸の維持管理を行

っている。 



 

＜ナイジャ州＞ 

  
1991 年の日本の無償で供与された井戸掘削機とトラッ

ク(2 台)。いずれも老朽化による破損と腐食が進み修理

不可能と判断される。 

同左。２台の井戸掘削機は 2004 年頃まで使用されてお

り、使用試用は 14 年間程度と考えられるため、ナナイジ

ャ州 RUWASSA の機材維持管理能力は高いと考えられる。

 

1987 年に UNICEF が供与した井戸掘削機の状況。2004

年以降故障により使用できなかったが昨年(2009 年)修

理し使用可能とのことである。通常は使用せず予備的に

使用する予定であるが、老朽化が進んでいるため、今後

の稼動状況は不透明である。 

 

RUWASSA の倉庫内の状況。倉庫は充分な面積があり、井

戸掘削資材やパイプが保管されている。倉庫建屋は堅

固であり盗難の危険はない。 

「ナ」国側が建設した Gida Mango 村の村落給水施設状

況。村落水衛生委員会(WASHCOM)が設立され井戸施設

を管理している。井戸施設がある村落には WASHCOM
の設立が義務付けられている。 

Kurni Sheyi 村の浅井戸の状況。この村は、本プロジェ

クトの対象村落の一つであり、現在、この浅井戸を飲

料水の水源となっている。井戸の直径 2ｍ・深さ 1.5m
であり、手掘り井戸を木材と土で覆っている。井戸水

は黄色に着色し不衛生である。乾季には井戸か枯渇し、

5km は離れた小河川で水汲みを行う。 

 

 



 

＜タラバ州＞ 

タラバ州RUWASSAが所有する牽引型掘削リグの状況。

老朽化のため故障し修理不能である。同型機がもう 1
台あり、そちらは現場で稼動中であるが、牽引式である

ため、機動性に乏しい。 
 

牽引型コンプレッサーの状況。老朽化により故障し修

理不能である。同型機 1 台は現場で稼動中である。牽

引式であるため、機動性に乏しい。 
 
 

移動型ワークショップ車両の状況。車内にはプレス機、

切断機、グラインダーなどを装備している。この車両は

井戸掘削現場に配置され、井戸掘削機材の修理を行って

いる。 
 

RUWASSA の倉庫内に保管されたパイプ状況。資材倉

庫は堅固であり盗難の恐れはない。 
 

RUWASSA 所有の電気探査器の状況。2000 年に UNICEF
から供与された。旧式であり探査精度は低い。RUWSSA
は積極的に電気探査を実施しており、コードドラムが壊

れかけているが、電極棒に錆がなく、使用頻度の高さが

伺われる 
 

「ナ」国側が建設した Yusa B 村のハンドポンプ井戸。

Yusa B 村には村落水・衛生委員会が設立され、井戸施

設の管理を行っている。RUWASSA は施設の維持管理

を支援している。 

 

 



 

＜オンド州＞ 

WATSAN プロジェクト所有の井戸掘削機。1992 年に

UNICEF から 2 台供与された。 

同左。2008 年まで使用実績があるが現在は老朽化が著し

く使用不可能である。使用期間は 15 年程度であり、機材

の維持管理能力の高さが伺われる。 
 

WATSAN プロジェクト所有のコンプレッサー。1992 年

UNICEF から 2 台供与された。写真のコンプレッサー

は現在でも使用可能だが、老朽化による能力低下のた

め井戸掘削作業には使用されず、井戸のリハビリテー

ション作業にのみ利用されている。 
 

WATSANプロジェクト事務所敷地内の資材倉庫ワーク

ショップの外観。十分な広さを持ち堅固な構造であり

盗難の心配ない。 

WATSAN プロジェクト事務所敷地内のワークショップ

内の状況。修理工が常駐し、機器の整備・修理を行っ

ている。写真はプレス機で老朽化が進んでいるが、使

用頻度は高い。井戸掘削機材はすべてこのワークショ

ップで修理されている。 

「ナ」国側が建設した Hara Moken 村の深井戸給水施設

の状況。1993 年 UNICEF の支援によって掘削された。

人口 5,000 人に対しこのハンドポンプ井戸 1 本のみあ

り、1 人当たりの給水量は 1.4ℓ/日程度である。給水量

は国家目標値の 20 分の 1 に過ぎない。WASHCOM が

設立され維持管理を実施している。井戸の深さは深度

50m 程度、地下水位 20m 程度であり、標準的な井戸で

ある。 
 



 

＜エヌグ州＞ 

RUWASSA 所有の日本製井戸掘削機。1988 年に日本の

無償資金協力で 2 台供与された。現在、老朽かによ 2
台とも使用不可能である。井戸掘削機の使用期間は、

12～20 年であり、RUWASSA の維持管理能力は高い。

 

RUWASSAが所有する掘削機の状況。1988年にUNICEF
から 1 台供与される。老朽化により現在使用不可能。

使用期間は約 20 年程度である。 

RUWASSA の資機材置き場及びワークショップの状

況。施設は新しく、堅固であり盗難の心配はない。 
RUWASSA の資機材置き場及びワークショップの内部

状況。揚水管などの井戸建設資材整然と保管されてい

る。 

RUWASSA が所有する水質試験機の状況。 
故障により使用不可能であり、井給水施設完成後の水
質検査に支障をきたしている。 

 

「ナ」国側が建設した Ubeabo 村の深井戸状況 村人口

5,000 人に対し 2 本のハンドポンプ深井戸しかない。

RUWASSAの指導によりWASHCOMが施設を管理して

いる。年間通じて使用可能。故障時は住民が修理費を

支出している。掘削深度 60m、地下水位 35m 程度であ

る。 

 

 
 



図表リスト 

表 1-1  「ナ」国の国家開発計画および、給水に係わる政策·················································1-2 

表 1-2  開発調査協力実績 ···········································································································1-3 

表 1-3  一般無償協力実績 ···········································································································1-3 

表 2-1  ケッビ州 RUWASSA 年間実行予算額の推移 ·······························································2-2 

表 2-2  ケッビ州 RUWASSA の井戸掘削に直接関連する職員数············································2-2 

表 2-3  ケッビ州 RUWASSA 井戸さく井実績 ···········································································2-3 

表 2-4  ケッビ州 RUWASSA 保有の井戸掘削機材 ···································································2-3 

表 2-5  ケッビ州 RUWASSA 保有の支援車両 ···········································································2-4 

表 2-6  ケッビ州 RUWASSA が保有する物理探査機材 ···························································2-4 

表 2-7  ナイジャ州 RUWASSA の年間実行予算額の推移 ·······················································2-5 

表 2-8  ナイジャ州 RUWASSA の井戸掘削に直接関連する職員数 ········································2-5 

表 2-9  ナイジャ州 RUWASSA 井戸さく井実績 ·······································································2-6 

表 2-10 ナイジャ州 RUWASSA 保有の井戸掘削機材 ·······························································2-6 

表 2-11  ナイジャ州 RUWASSA 保有の支援車両 ·······································································2-6 

表 2-12 ナイジャ州 RUWASSA が保有する物理探査機材 ·······················································2-7 

表 2-13 タラバ州 RUWASSA の年間実行予算額の推移 ···························································2-8 

表 2-14 タラバ州 RUWASSA の井戸掘削に直接関連する職員数············································2-8 

表 2-15 タラバ州 RUWASSA 井戸さく井実績 ···········································································2-9 

表 2-16 タラバ州 RUWASSA 保有の井戸掘削機材 ···································································2-9 

表 2-17 タラバ州 RUWASSA 保有の支援車両 ···········································································2-9 

表 2-18 タラバ州 RUWASSA が保有する物理探査機材 ·························································2-10 

表 2-19 オンド州 WATSAN プロジェクト年間実行予算額の推移·········································2-11 

表 2-20 オンド州 WATSAN プロジェクト井戸掘削に直接関連する職員数 ·························2-11 

表 2-21 オンド州 WATSAN プロジェクトの井戸掘削実績 ····················································2-12 

表 2-22 オンド州 WATSAN プロジェクト保有の井戸掘削機材·············································2-12 

表 2-23 オンド州 WATSAN プロジェクト保有の支援車両 ····················································2-12 

表 2-24 オンド州 WATSAN プロジェクトが保有する物理探査機材·····································2-12 

表 2-25 エヌグ州 RUWASSA 年間実行予算額の推移 ·····························································2-14 

表 2-26 エヌグ州 RUWASSA の井戸掘削に直接関連する職員数··········································2-14 

表 2-27 エヌグ州 RUWASSA 井戸さく井実績 ·········································································2-15 

表 2-28 エヌグ州 RUWASSA 保有の井戸掘削機材 ·································································2-15 

表 2-29 エヌグ州 RUWASSA 保有の支援車両 ·········································································2-15 

表 2-30 エヌグ州 RUWASSA が保有する調査機材 ·································································2-15 

表 2-31 ケッビ州対象 LGA の電気及び通信状況 ····································································2-16 

表 2-32 ナイジャ州対象 LGA の電気及び通信状況 ································································2-16 

表 2-33 タラバ州対象 LGA の電気及び通信状況 ····································································2-17 

表 2-34 オンド州対象 LGA の電気及び通信状況 ····································································2-17 



表 2-35 エヌグ州対象 LGA の電気及び通信状況 ····································································2-17 

表 2-36 ケッビ州ケッビ市から各 LGA の都市部へ通じる道路状況·····································2-18 

表 2-37 ナイジャ州 Minna 市から各 LGA の都市部へ通じる道路状況 ································2-18 

表 2-38 タラバ州 Jalingo 市から各 LGA の都市部へ通じる道路状況 ···································2-19 

表 2-39 オンド州 Acure 市から各 LGA の都市部へ通じる道路状況 ·····································2-19 

表 2-40 エヌグ州 Enugu 市から各 LGA の都市部へ通じる道路状況 ····································2-19 

表 2-41 ケッビ州の取水対象帯水層の賦存量概算 ··································································2-23 

表 2-42 ケッビ州の取水対象帯水層の地下水位、揚水量、井戸掘削成功率 ·······················2-23 

表 2-43 ナイジャ州の取水対象帯水層の賦存量概算 ······························································2-24 

表 2-44 ナイジャ州の取水対象帯水層の地下水位、揚水量、井戸掘削成功率····················2-24 

表 2-45 タラバ州の取水対象帯水層の賦存量概算 ··································································2-24 

表 2-46 タラバ州の取水対象帯水層の地下水位、揚水量、井戸掘削成功率 ·······················2-25 

表 2-47 オンド州の取水対象帯水層の賦存量概算 ··································································2-25 

表 2-48 オンド州の取水対象帯水層の地下水位、揚水量、井戸掘削成功率 ·······················2-25 

表 2-49 エヌグ州の取水対象帯水層の賦存量概算 ··································································2-26 

表 2-50 エヌグ州の取水対象帯水層の地下水位、揚水量、井戸掘削成功率 ·······················2-26 

表 2-51 井戸種類別地下水の簡易水質試験結果一覧表(ケッビ州) ········································2-27 

表 2-52 井戸種類別地下水の簡易水質試験結果一覧表(ナイジャ州) ····································2-27 

表 2-53 井戸種類別地下水の簡易水質試験結果一覧表(タラバ州) ········································2-28 

表 2-54 井戸種類別地下水の簡易水質試験結果一覧表(オンド州) ········································2-28 

表 2-55 井戸種類別地下水の簡易水質試験結果一覧表(エヌグ州) ········································2-28 

表 2-56 アンケート調査の対象 LGA 及びコミュニティ ························································2-29 

表 2-57 対象各州の基礎的データ ·····························································································2-30 

表 2-58 対象コミュニティの総人口··························································································2-30 

表 2-59 コミュニティの重要問題 ·····························································································2-30 

表 2-60 ハンドポンプ井戸の現況 ·····························································································2-31 

表 2-61 動力式ポンプ井戸の現況 ·····························································································2-31 

表 2-62 安全な水へのアクセス、水消費量及び水源までの平均距離 ···································2-31 

表 2-63 基本的な衛生施設へのアクセス率 ··············································································2-31 

表 2-64 村落給水施設の主要な問題点（％） ··········································································2-32 

表 2-65 給水衛生施設維持管理のための住民組織 ··································································2-32 

表 2-66 インタビュー調査対象 LGA 及びコミュニティ ························································2-33 

表 3-1  対象 5 州の村落給水開発計画(2010－2017 年)·····························································3-1 

表 3-2  調達資機材·······················································································································3-2 

表 3-3  本計画のプロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM） ····································3-3 

表 3-4  各州実施機関の井戸掘削斑····························································································3-6 

表 3-5  エヌグ州要請村落リスト ·······························································································3-9 

表 3-6  オンド州要請村落リスト ·····························································································3-11 

表 3-7  タラバ州要請村落リスト ·····························································································3-13 



表 3-8  ケッビ州要請村落リスト ·····························································································3-15 

表 3-9  ナイジャ州要請村落リスト··························································································3-17 

表 3-10 実施機関の井戸掘削実績(過去 5 年間) ·······································································3-19 

表 3-11  カノ州案件実施以前の既存掘削機による井戸掘削実績(1999～2004 年) ················3-19 

表 3-12 カノ州案件実施後の井戸掘削実績(2007～2009 年) ···················································3-19 

表 3-13 ハンドポンプ深井戸の水理地質条件に関する 3 つの基準 ·······································3-20 

表 3-14 対象 5 州の水理地質条件(優先 120 村落に関して) ····················································3-20 

表 3-15 2 年間で井戸掘削可能な井戸数の総合評価(単位：井戸本数) ·································3-22 

表 3-16 給水原単位に関する設計条件······················································································3-22 

表 3-17 各州の地下水涵養量に対する深井戸揚水量（ハンドポンプ深井戸開発後） ········3-23 

表 3-18 水質検査項目 ·················································································································3-25 

表 3-19 各州の設計掘削深度および設計スクリーン長 ··························································3-25 

表 3-20 各州の井戸掘削成功率 ·································································································3-26 

表 3-21 井戸建設資機材リスト ·································································································3-27 

表 3-22 各実施機関の施設・敷地規模(m2)···············································································3-29 

表 3-23 消耗品を計画する際の井戸本数··················································································3-29 

表 3-24 各実施機関のクレーントラック現有状況 ··································································3-30 

表 3-25 各実施機関の揚水試験の実施状況 ··············································································3-30 

表 3-26 電気探査と電磁気探査の利用方法 ··············································································3-31 

表 3-27 各実施機関の物理探査機器の保有状況 ······································································3-31 

表 3-28 ハンドポンプおよび修理工具の調達数 ······································································3-32 

表 3-29 ケーシングおよびスクリーンの調達数量 ··································································3-33 

表 3-30 対象州の井戸掘削の対象となる地層 ··········································································3-33 

表 3-31 対象各州の井戸掘削深度 ·····························································································3-34 

表 3-32 各パイプの仕様 ·············································································································3-36 

表 3-33 資機材の調達区分 ·········································································································3-36 

表 3-34 資材負担区分 ·················································································································3-39 

表 3-35 ソフトコンポーネント対象部局(井戸掘削計画・データ管理・ 

  機材維持管理技術)········································································································3-44 

表 3-36 ソフトコンポーネント対象部局(給水施設の運営維持管理体制の強化) ·················3-45 

表 3-37 活動明細計画（1/2） ····································································································3-46 

表 3-38 活動明細計画（2/2） ····································································································3-47 

表 3-39 詳細投入計画（建設計画・データ管理・機材維持管理） ·······································3-48 

表 3-40 詳細投入計画（村落給水施設運営・維持管理）·······················································3-49 

表 3-41 ソフトコンポーネントの支援項目と実施リソースの調達方法 ·······························3-50 

表 3-42 ソフトコンポーネント実施工程（対象 5 州） ··························································3-51 

表 3-43 実施工程表（案） ·········································································································3-52 

表 3-44 施設建設工程 ·················································································································3-52 

表 3-45 井戸掘削作業工程 ·········································································································3-53 



表 3-46 深井戸施設における「ナ」国側の負担事項 ······························································3-54 

表 3-47 調達機材の運用に要する要員構成 ··············································································3-55 

表 3-48 実施機関の修理部門人材 ·····························································································3-57 

表 3-49 各州実施機関が所有する修理機材 ··············································································3-57 

表 3-50 ハンドポンプ深井戸運営・維持管理に関する役割分担 ···········································3-58 

表 3-51 対象事業の概算事業費 ·································································································3-58 

表 3-52 実施機関による井戸掘削費用······················································································3-59 

表 3-53 調達機材の年間維持管理費··························································································3-59 

表 3-54 ハンドポンプ深井戸の年間維持管理費用 ··································································3-60 

表 3-55 給水施設の維持管理費とコミュニティ住民の支払い可能額 ···································3-60 

表 4-1  本プロジェクトによる深井戸給水施設の増加 ····························································4-3 

表 4-2  本プロジェクトによる給水人口の増加 ········································································4-4 

表 4-3  本プロジェクトによる定性的効果 ················································································4-4 

 

図 2-1  連邦水資源省（FMWR）の組織図················································································2-1 

図 2-2  ケッビ州水資源省組織図 ·······························································································2-2 

図 2-3  ケッビ州 RUWASSA 組織図 ··························································································2-2 

図 2-4  ナイジャ州水資源省組織図····························································································2-4 

図 2-5  ナイジャ州 RUWASSA の組織図および人員 ·······························································2-5 

図 2-6  タラバ州水資源省組織図 ·······························································································2-7 

図 2-7  タラバ州 RUWASSA 組織図 ··························································································2-8 

図 2-8  オンド州特別事業省(Ministry of Special Duties)組織図··············································2-10 

図 2-9  オンド州 RUWASSA 組織図 ························································································2-11 

図 2-10 エヌグ州水資源省組織図 ·····························································································2-13 

図 2-11  エヌグ州 RUWASSA 組織図 ························································································2-13 

図 3-1  エヌグ州要請村落位置図 ·····························································································3-10 

図 3-2  オンド州要請村落位置図 ·····························································································3-12 

図 3-3  タラバ州要請村落位置図 ·····························································································3-14 

図 3-4  ケッビ州要請村落位置図 ·····························································································3-16 

図 3-5  ナイジャ州要請村落位置図··························································································3-18 

図 3-6  井戸標準図·····················································································································3-37 

図 3-7  ハンドポンプ深井戸付帯施設······················································································3-38 

図 3-8  浸透升·····························································································································3-38 



略 語 集 

A/P Authorization to Pay（支払い授権書） 

ASTM American Society for Testing and Materials（アメリカ材料試験協会規格） 

B/A Banking Arrangement（銀行取極め） 

BS British Standard（英国工業規格） 

DO Dissolved Oxygen（溶存酸素） 

DTH Down The Hole Hammer（エアーハンマー掘削） 

DIN Deutsche Industrie –Norm（ドイツ工業規格） 

EC Electric Conductivity（電気伝導度） 

E/N Exchange of Note（交換公文） 

FMWR Federal Ministry of Water Resources（連邦水資源省） 

G.L. Ground Level（地表） 

GNP Gross Domestic Product（国内総生産） 

JIS Japanese Industrial Standards（日本工業規格） 

JICA Japan International Cooperation Agency（国際協力機構） 

LG Local Government (地方政府) 

LGA Local Government Areas（地方政府地区） 

M/D Minutes of Discussion（協議議事録） 

MDG Millennium Development Goal（ミレニアム開発ゴール） 

MWR Ministry of Water Resources（州水資源省） 

NEEDS National Economic Empowerment and Development Strategy  

 （国家の繁栄に関する国家計画） 

NGN Nigerian Naira（ナイジェリア ナイラ） 

NPC  National Planning Commission（国家開発庁） 

NSDWQ  Nigeria Standard for Drinking Water Quality（ナイジェリア飲料水基準） 

NWRI National Water Resources Institute（連邦水資源研修所） 

OJT On-the-Job Training（実習教育） 

O&M Operation and Maintenance（運営維持管理） 

PDM Project Design Matrix（プロジェクトデザインマトリックス） 

PHCN Power Holding Community of Nigeria（ナイジェリア電気公社） 

PVC Polyvinyl Chloride（塩化ビニール） 

RUWASSA Rural Water Supply and Sanitation Agency（地方給水衛生公社） 

UNICEF United Nations International Children’s Fund（国連児童基金：ユニセフ） 

uPVC Unplastised polyvinyl Chloride（硬質塩化ビニール） 

VLOM Village Level Operation and Maintenance（村落レベル維持管理） 

WASHCOM Water, Sanitation and Hygiene Committee（水衛生委員会） 

WATSAN Project Water and Sanitation Project（水と衛生プロジェクト：UNICEFのプロジェクト） 

WHO World Health Organization（世界保健機関） 
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第 1 章 プロジェクトの背景・経緯 

1-1 当該セクターの現状と課題 

1-1-1 現状と課題 

 ナイジェリア連邦共和国（以下「ナ」国という）は、西アフリカ中央部にあるギニア湾に面し、

ニジェール・チャド・カメルーン・ベナンと国境を接している。約 1 億 4 千万人（2007 年「ナ」

国政府人口センサス）の人口と 92.37 万 km2 の国土を有し、１人あたりの GDP は US$2,133（IMF、

2007 年）である。かつては多様な農産物を産出するアフリカ有数の農業大国であったが、60 年代

後半に石油が発見されると石油に依存する経済構造へと変容するとともに、石油を巡り内戦やク

ーデターが繰り返されたため、内政面は不安定で貧困の緩和やインフラ整備は進んでいない。 

 こうした背景の中、「ナ｣国政府は 2004 年 5 月に他国の貧困削減戦略ペーパー（Poverty Reduction 

Strategy Paper）に相当する「国家経済強化開発戦略（National Economic Empowerment and 

Development Strategy : NEEDS）」を策定し、2020 年までに世界第 20 位以内の経済発展を実現すべ

く種々の分野を開発することとした。その中で水供給は重点分野に位置づけられ、戦略構想とし

て策定された「地方給水・衛生プログラム」によれば 2011 年までに全ての国民に安全な水を供給

することとしている。併せて、村落給水（人口 5000 人未満）においては給水原単位を 30 リット

ル/人/日、水運搬距離を 250m 以内、1 給水施設あたりの受益者を 250～500 人とすることを目標に

掲げているが、人口増加の影響等により安全な水にアクセスできる割合は 1990 年の 49%から 2004

年には 48%へとむしろ悪化している。特に都市部（68%）に比して村落部（31%）は低い水準に

止まっており、水因性疾患のリスクがある表流水や溜まり水を飲用している人口は多く、給水率

の改善は喫緊の課題である。 

 係る状況下、「ナ」国政府は 2009 年 7 月に我が国に対し、13 州への井戸掘削機材の供与を要請

した。要望調査検討過程で現地 ODA タスクフォースが絞込みを行い、候補となる 5 州（ナサラワ、

ナイジャ、ザンファラ、タラバ、オンド）を選定したが、治安上問題のある 3 州を除いて再度妥

当性及び必要性を詳細に検証した。その結果、新たな候補としてエヌグ、オンド、タラバ、ケッ

ビ、ナイジャの 5 州に絞り込み先方と合意した。この 5 州に対して、概略設計を行い事業計画策

定及び概算事業費積算を行うことを目的として本調査を実施した。 

1-1-2 開発計画 

「ナ」国の国家開発計画および、給水に係わる政策を表 1-1 に示す。「ナ」国は 2000 年以降、

村落給水率に係わる目標値を掲げ、給水率の向上に努めている。2004 年の「ナ」国の村落給水率

は 31%であり、表 1-1 に示す給水率の目標値を大きく下回っている。その理由は、人口が増加す

る一方で、予算不足のため給水施設建設が計画通りには進んでいないためである。更には、施設

の維持管理が不十分であり利用可能な給水施設が減少しているためである。 
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表 1- 1 「ナ」国の国家開発計画および、給水に係わる政策 

給水セクター開発計画 
国家政策 計画年次 

計画名 給水に係わる目標 
Vision 2010     ～2010 年 
NEED-1 
 

2004～2007 年 
国家給水衛生政策
 

給水率を 2005 年までに 60％、2008 年

までに 80%まで改善し、2011 年まで

に全ての国民に安全な水を供給する。

ミレニアム開発

目標 
2008年～2015年 

NEED-2 2008～2011 年 

地方給水衛生プロ

グラム（戦略構想）

2015 年までに、村落給水率を 75%ま

で向上させ、2025 年までに 100％とす

る。 

Vision 2020 2008～2020 年 - 
2009 年における給水率 47%を 2020 年

までに 100%とする。 

 

1-1-3 社会経済状況 

(1) 社会状況 

人口・文化及び民族構成 

「ナ」国の総人口は約 1 億 4000 万人で、250 以上の民族が居住していると言われている。「ナ」

国は地政学的に北央部、北東部、北西部、南東部、南南部、南西部の 6 つに区分されている。民

族構成は、北部全体にハウサ及びフラニ族が多く、全人口の 30 %程度を占めている。その他、南

西部のヨルバ族が約 20 %、南南部から南東部のイボ族が 18 %程度を占める。北部には牧草地が多

いが、南部には湿地帯が多い。北部―東部―西部の境界となって流れるナイジャ川とベヌエ川の

2 つの大河によって作り出される気候風土は、多種多様な文化を育んでいる。宗教はイスラム教

が全人口の 5 割、キリスト教が 4 割を占める。北部ほどイスラム教色が、南部ほどキリスト教色

が強くなる。 

言語 

公用語は英語である。また多数民族が使用するハウサ語、ヨルバ語、イボ語は、議会や官庁内

での使用が認められている。その他「ナ」国には、方言も含めると 500 以上の言語が存在すると

言われている。学校では、初等教育の 3 年生まで現地語により授業を行っており、4 年生からは

英語によって授業が行われている。しかしながら、農村部ではほとんど英語が通じず、主要言語

であるハウサ語、ヨルバ語、イボ語を理解しない人々も多く存在する。 

(2) 経済状況 

「ナ」国の産業構造は第一次産業 30％、第二次産業 34％、第三次産業 36％（いずれも 2007 年

対 GNP 比）となっている。全産業中で、「ナ」国最大の産業は原油である。南部のデルタ地帯に

油田があり、石油及び石油製品は輸出の主力を担っている。他にカカオ、ゴムも主な輸出品の一

つとなっている。輸出先は、米国がもっとも多く、ブラジル、スペインも主な輸出先となってい

る。また、主な輸入品目は工業製品、機械・輸送機器、化学製品、食料品などであり、輸入先と

しては中国、オランダ、米国、英国、ブラジルからが多い。 

その他の資源は石炭、天然ガスがあり、こうした産業は南部デルタ地帯周辺の諸州で行われて
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いる。そのため貧困比率はこの地域の 33 %～47 %に対して、遊牧民が多く居住する北西部や北東

部では 71 %～76 %（2004 年ナイジェリア全国生活水準調査）となっている。所得格差は、地域や

都市部及び農村部で開きがあり、人口の 54％が 1 日 1 ドル以下（世銀）で生活している。全体に

各種社会経済指標が低水準にある中、「ナ」国政府は貧困削減への取り組みを「ナ」国全体の経済

水準を押し上げる戦略と位置づけた。 

1-2 無償資金協力要請の背景・経緯及び概要 

 「ナ」国政府は我が国に対し、13 州への井戸掘削機材の供与を要請した。要望調査検討過程で

現地 ODA タスクフォースが絞込みを行い、候補となる 5 州（ナサラワ、ナイジャ、ザンファラ、

タラバ、オンド）を選定したが、治安上問題のある 1 州を除いて再度妥当性及び必要性を詳細に

検証すると共に、5 州程度に絞り込み無償資金協力として適正な内容として先方と合意を行なっ

た。あわせて概略設計を行い事業計画策定及び概算事業費積算を行うことを目的として本調査を

実施した。 

 第 1 回派遣(2010 年 6 月)では治安面で問題があるとされた 3 州を除く 10 州の情報が収集され、

国内での解析を経て第 2 回派遣(2010 年 8 月～9 月)で対象州(エヌグ、オンド、タラバ、ケッビ、

ナイジャ)が決定された。 

1-3 我が国の援助動向 

「ナ」国の地方給水に関連した我が国の協力（開発調査協力、一般無償資金協力）実績は下記

に示すとおりである。 

表 1- 2 開発調査協力実績 

年度 案件名 概要 

1989.4 ～

1990.6 
北部地下水開発計画 

「ナ」国北西部に位置するソコト州の水需要と地下水開発

可能量を評価し、地下水開発計画を立案した。 

1992.3 ～

1995.3 
全国水資源総合開発計画 

「ナ」国全国を対象として水資源量を評価し、2025 年を目

標とした各セクターの水資源開発・管理計画を策定した。

                表 1- 3 一般無償協力実績         （単位：億円） 

年度 案件名 供与限度額 案件概要 

2001～2002 オヨ州地方給水衛生改善計画 7.10 
オヨ州 16LGA を対象とした 100 箇所の

村落給水施設資機材を調達した。 

2005～2006 カノ州給水計画 3.56 
カノ州 38LGA を対象とした 240 箇所の

村落給水施設資機材を調達した。 

2007～2008 ヨベ州給水計画 2.65 
ヨベ州 17LGA を対象とした 76 箇所の

村落給水施設資機材を調達した。 

2010~2011 
バウチ州およびカツィナ州給水

計画 
5.00 

バウチ州 8LGA の 76 箇所とカツィナ州

5LGA の 92 箇所の村落給水施設資機材

を調達した。 

   

 

LGA（郡: Local Government Areas） 
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1-4 他ドナーの援助動向 

「ナ」国における村落給水セクターの外国ドナーとして、UNICEF、DFID、EU、UNDP、世銀な

どの活動がある。この中で、UNICEF の活動が最も活発である。UNICEF は 1980 年代から村落給

水施設の建設事業を継続的に行なっており、現在までに 22 州で活動を行った。UNICEF は各州政

府の村落給水担当省の中に WATSAN Project と呼ばれる一時的な組織を設立し、井戸掘削資機材供

与などの支援を行いながら村落給水施設の建設事業を実施した。UNICEF は DFID、EC、US など

の資金により活動を行っている。 

 UNICEF は 2003 年までは、給水施設の建設資金の支援とともに井戸掘削機の調達も行なってき

たが、機材の維持管理に問題があったため、2004 年からは援助方針を転換し、井戸掘削機の供与

を止めた。近年の UNICEF の支援事業では、民間井戸掘削業者が村落給水施設の建設を担当し、

RUWASSA は民間業者に対する入札業務と民間業者の業務管理を担当するパターンが一般的とな

っている。現時点において対象州の実施機関に対する資機材の調達を計画している外国ドナーは

存在しない。 
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第2章 プロジェクトを取り巻く状況 

2-1 プロジェクトの実施体制 

「ナ」国の村落給水事業は本件の実施機関である各州の地方給水衛生公社 (Rural Water Supply 

and Sanitation:RUWASS)や水衛生プロジェクト(WATSAN Project)が実施しているが、上記以外に連

邦水資源省、州政府水資源省、流域開発公社、MDG 事務所、外国ドナー等の複数の機関が独自に

村落給水施設の建設事業を実施している。各州政府の法律では、RUWASSA や WATSAN プロジ

ェクトが村落給水施設建設の担当機関として規定されているが、現実には複数の機関が村落給水

施設建設を独自に行っている。そのため、各機関が実施する事業間の調整が不足し非効率的であ

る。かかる状況を改善するために村落給水事業の実施機関を RUWASSA や WATSAN プロジェク

トに一元化すべきである。以下に、本プロジェクトに係わる主要機関に関して記載する。 

2-1-1 主管官庁 

本プロジェクトの責任機関は連邦水資源省（FMWR）である。FMWR は、水資源政策の策定、

国内の水資源の安全性の維持と促進、水文・水理地質データの収集・解析、地下水資源の調査や

開発などを行っている。また、給水を目的とした水資源の開発と利用の調整、水資源開発に関す

る国内外の関連機関との連絡等を担当している。FMWR の組織図を図 2-1 に示す。本計画の担

当部署は、給水部の地方給水課である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2- 1 連邦水資源省（FMWR）の組織図 

2-1-2 ケッビ州 

(1) 組織・人員 

図 2-2 にケッビ州水資源省（MWR）の組織図を示す。同省は水資源に関する政策策定を担当し

ており、都市部の給水は水公社（Water Board）が、地方部の給水は RUWASSA が担当している。

したがって、本計画のケッビ州での実施機関は RUWASSA である。RUWASSA は、村落給水施設

建設のための調査班と井戸掘削班を有し、給水施設建設の能力と実績を持っている。ケッビ州で

は RUWASSA の他に、水資源省給水局が村落給水の施設建設を実施するケースもあるが、給水局

は自身で施設建設を行う能力はなく、RUWASSA の協力を得つつ民間発注により事業を実施して
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いる。 

 

 

 

 

 

 

図 2- 2 ケッビ州水資源省組織図 

RUWASSA は 2005 年に創設され、ケッビ州の地方給水事業の中心的組織である。RUWASSA の

前身は、UNICEF 支援により 1994 年に設立された WATSAN プロジェクトである。図 2-3 に

RUWASSA の組織図を示す。2009 年現在 7 部体制（給水部、機材管理部、衛生部、村落啓発部、

計画部、総務部、会計部）となっており、47 名の職員が在籍している。本計画は給水部と機材管

理部が中心となって実施する。 

 

 

 

 

注) ( )内は職員数 

図 2- 3  ケッビ州 RUWASSA 組織図 

(2) 財政・予算 

2006 から 2009 年にかけての RUWASSA の活動予算を表 2-1 に示す。村落給水施設建設事業実

施のための施設建設費と RUWASSA 組織運営のための経常費はほぼ一定で推移している。 

表 2- 1 ケッビ州 RUWASSA 年間予算額の推移 

       （単位：ナイラ） 

年度 施設建設費 経常費 合計 
2006 年 54,375,000 3,002,600 57,377,600 

2007 年 50,750,000 3,002,600 53,752,600 

2008 年 58,000,000 3,509,800 61,509,800 

2009 年 61,625,000 3,509,850 65,134,850 

 

(3) 技術水準 

RUWASSA の井戸掘削に直接関連するスタッフは 18 名おり、その内訳は表 2-2 に示すとおり

である。 

表 2- 2 ケッビ州 RUWASSA の井戸掘削に直接関連する職員数 

掘削における担当 人数 

水理地質技術者 3 
物理探査技師 4 

給水部 

(7 名) 

会計部 

(3 名) 

総裁 

総務部 

(17 名) 
計画部 

(4 名)

衛生部 

(3 名) 

村落啓発部

(2 名) 
機材管理部 

 (11 名) 

水資源省長官  

事務次官 

長官 

給水局 財務局 総務局地方開発局 水公社 給水衛生公社 電力公社 
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掘削における担当 人数 

井戸掘削管理者 2 
井戸掘削技士 2 
井戸掘削補助 2 
機械工 2 
運転手・作業員 3 

合 計 18 

          出典）RUWASSA 

ケッビ州 RUWASSA の場合、給水部と機材維持管理部の両者が井戸掘削に係わっている。給

水部は主に井戸地点の探査を行い、機材管理部は井戸掘削を行う。井戸掘削班は 1 チーム 5 人で

編制される。現在、RUWASSA には井戸掘削技師が 2 名在籍し井戸掘削 2 班の編制が可能であ

る。その一方で、稼働可能な井戸掘削機は 1 台のみであり、遊休状態にある井戸掘削 1 班を新規

調達井戸掘削機の担当とすることが可能である。 

RUWASSA は自身で所有する井戸掘削機を用いて井戸掘削を行なっている他に、民間井戸掘

削業者が行う井戸掘削の施工管理を行っている。UNICEF や州政府が実施する井戸掘削事業では、

井戸建設は民間の井戸掘削業者に発注され、RUWASSA は入札業務と施設建設工事の施工管理

を行う。以上の活動実績をから判断し、RUWASSA は、井戸掘削にかかる充分な技術力を有し

ていると判断される。 

RUWASSA が担当する給水施設としては、ハンドポンプ付き深井戸が中心であり、一部に動

力ポンプ（太陽光発電）付き深井戸が含まれる。過去 4 年間の RUWASSA の井戸掘削実績を表

2-3 に示す。過去 4 年間で年平均 30 本、最大で 57 本/年の井戸を RUWASSA 自身の井戸掘削機 1

台を使用して完成した。また同時に、最近4年間で176本の井戸掘削の施工管理を行なっている。 

表 2- 3 ケッビ州 RUWASSA 井戸さく井実績 

RUWASSA が施工管理した井戸 
年 RUWASSA が建設した井戸 

UNICEF LGA 
合計 

2006 18 20 - 38 
2007 21 55 4 80 
2008 26 39 8 73 
2009 57 50 - 107 
合計 122 164 12 298 

      出典：ケッビ州 RUWASSA 受領資料及び面談結果より調査団作成 

(4) 既存の施設・機材 

ケッビ州 RUWASSA が所有する井戸掘削機材を表 2-4 に示す。現在使用可能な機材は 1995

年に供与された井戸掘削機と高圧コンプレッサーの各 1 台である。両者とも既に老朽化が進み故

障が多く、井戸掘削効率は悪い。 

表 2- 4 ケッビ州 RUWASSA 保有の井戸掘削機材 

機材名 メーカー 形式・仕様 状態 供与者 製造年

井戸掘削機 
IMGERSOLL 
RAND 

掘削能力 150m、トラック搭載型(TATA) 使用可能 UNICEF 1995 

井戸掘削機 
IMGERSOLL 
RAND 

掘削能力 150m、トラック搭載型(TATA) 使用不可 UNICEF 1995 

コンプレッサー 
IMGERSOLL 
RAND トラック搭載型(TATA) 使用可能 UNICEF 1995 

コンプレッサー 
IMGERSOLL 
RAND トラック搭載型(TATA) 使用不可能 UNICEF 1995 
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 ケッビ州 RUWASSA が所有する支援車両を表 2-5 に示す。表に示すように、大型支援車両は老

朽化により、全て修理不能の故障状態にある。 

表 2- 5 ケッビ州 RUWASSA 保有の支援車輌 

名 称 メーカー 型式／仕様 状 態 提供先 製造年

クレーン・トラック インド TATA - 故障 修理不能（部品調達困難） UNICEF 1995 

支援トラック インド TATA - 故障、修理不能（部品調達困難） UNICEF 1995 

給水車 ドイツ BENTZ 6m3 故障、修理不能（部品調達困難） UNICEF 2007 

運搬車両（ピックア

ップ）5 台 
HILU5X 日 本
TOYOTA, 

4WD 3 台使用中、2 台故障 UNICEF 1994 

 ケッビ州 RUWASSA が所有する物理探査機を表 2-6 に示す。 

表 2- 6 ケッビ州 RUWASSA が所有する物理探査機 

名 称 メーカー 型式／仕様 状 態 提供先 製造年

電気探査機 ABEM(スエーデン) Terrameter SAS300C、可探深度約 100m 使用可能 UNICEF 1995 

 RUWASSAは UNICEFから 1995年に供与された旧式の電気探査機を 1台所有している。 また、

RUWASSA は試験室を所有していないため、水質分析試験は外部の業者に外注している。一方、

RUWASSA は現場用の携帯式水質測定器を持っていない。 

2-1-3 ナイジャ州 

(1) 組織・人員 

図 2-4 にナイジャ州水資源省（MWR）の組織図を示す。MWR は水資源に関する政策策定を担

当する。都市部の給水は水公社（Water Board）が、地方部の給水は RUWASSA が担当している。

したがって、ナイジャ州における地方給水の実施機関は RUWASSA である。RUWASSA は、地方

給水施設建設のための調査班と井戸掘削班を有し、給水施設建設の能力と実績を持っている。

RUWASSA の他に、水資源省給水局やミレニアム開発目標事務所が村落給水施設建設を実施する

ケースもあるが上記 2 組織は自身で給水施設建設を行う能力はなく、RUWASSA の協力を得つつ

民間発注によって事業を実施している。 

 

 

 

 

 

 

図 2- 4 ナイジャ州水資源省組織図 

図 2-5 にナイジャ州 RUWASSA の組織図を示す。2009 年現在 6 部体制（給水部、機材管理部、

衛生部、村落啓発・保健教育部、計画部・モニタリング・環境部、総務部）となっており、137

名の職員が在籍している。本計画は給水部が中心となって実施する。 

 

 

長官 

事務次官 

給水局 給水水質

管理局 
総務局計画・調査統

計局 
水公社 給水衛生公社 運営局 
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図 2- 5  ナイジャ州 RUWASSA の組織図および人員 

(2) 財政・予算 

2005 年から 2010 年にかけての RUWASSA の活動予算を表 2-7 に示す。村落給水施設建設事業

実施のための施設建設費は小規模でありまた年ごとの差が大きい。2005 年～2009 年は井戸掘削機

使用不能の状態にあり、民間業者に対する施工管理業務が中心であったためである。RUWASSA

は 2009 年に井戸掘削機を 1 台購入した。一方、RUWASSA 組織運営のための経常費はほぼ一定で

推移している。 

表 2- 7 ナイジャ州 RUWASSA の年間予算額の推移 （単位：ナイラ） 

年度 施設建設費 経常費 合計 

2005 年 114,500,000 28,524,094 143,024,094 
2006 年 72,000,000 28,638,015 100,638,015 
2007 年 0 31,641,412 31,641,412 
2008 年 34,284,133 57,436,914 917,210,047 
2009 年 166,562,500 43,678,213 210,240,713 

 

(3) 技術水準 

ナイジャ州 RUWASSA の井戸掘削に直接関連する職員は 44 名おり、その内訳は表 2-8 に示すと

おりである。 

表 2- 8 ナイジャ州 RUWASSA の井戸掘削に直接関連する職員数 

掘削における担当 人数 

水理地質技術者 8 
物理探査技師 4 
井戸掘削管理者 1 
井戸掘削技士 3 
井戸掘削補助 6 
機械工 6 
運転手・作業員 16 
合 計 44 

ナイジャ州 RUWASSA では給水部に井戸探査班と井戸掘削班が所属している。井戸掘削班は 1

チーム 8 人で編制される。現在、RUWASSA には井戸掘削技師が 3 名在籍し井戸掘削 3 班の編制

が可能である。その一方で、稼働可能な井戸掘削機は 2 台であり、遊休状態にある井戸掘削 1 班

が新規調達井戸掘削機を担当することが可能である。 

過去 6 年間のナイジャ州 RUWASSA の井戸掘削実績を表 2-9 に示す。過去 6 年間中で、2005～

2009 年は井戸掘削機が全て故障していたため、RUWASSA 職員による井戸掘削の実績は無い。

RUWASSA はこの期間に民間業者による井戸掘削の施工管理を行なった。RUWASSA は 2009 年に

タイ製のリグ 1 台を州政府の予算で購入し、2010 年 2 月～8 月までの 7 ヶ月間で 60 本の井戸を掘

理事会

総裁 

給水部 
(55 名) 

衛生部

(7 名) 

計画・モニタリング・

環境部(6 名) 

総務部 

(45 名) 

村落啓発

(7 名) 

機材管理部 
(17 名) 
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削した(表 2-9 参照)。この実績だけを評価すれば、RUWASSA の井戸掘削能力は極めて高いと考え

らる。 

表 2- 9 ナイジャ州 RUWASSA 井戸さく井実績 

年 RUWASSA による井戸掘削本数 

2005 0 
2006 0 
2007 0 
2008 0 
2009 0 
2010 60 
合計 60 

 

(4) 既存の施設・機材 

ナイジャ州 RUWASSA が所有する井戸掘削機材を表 2-10 に示す。現時点で使用可能な機材は

2009 年に供与された①井戸掘削機・⑥高圧コンプレッサー、及び 1991 年に供与された②井戸掘

削機、⑦高圧コンプレッサーの各 1 台である。1991 年製の②および⑦は 2010 年に RUWASSA

が修理を行なったが、老朽化が著しいため今後どの程度の成果が期待できるか疑問である。他の

井戸掘削機と高圧コンプレッサーは全て老朽化が著しく修理不能である。 

表 2- 10 ナイジャ 州 RUWASSA 保有の井戸掘削機材 

機材名 番号 メーカー 形式・仕様 状態 供与者 製造年 

① PAT-Drill 
PAT-Drill 401(タイ製)、井戸掘削能

力 150m、牽引型 
使用可能 州政府 2009 

② Ingeroll rand  
R257DS、井戸掘削能力 150m、トラ

ック搭載型 
使用可能 UNICEF 1991 

③ Tone 
TOP150T、井戸掘削能力 150m、ト

ラック搭載型 
使用不可 1991 

④ Tone 
TOP150T、井戸掘削能力 150m、ト

ラック搭載型 
使用不可 

日本 
1991 

 
井戸掘削機 

 

⑤ Ingeroll rand  
R257DS、井戸掘削能力 150m、トラ

ック搭載型 
使用不可 UNICEF 1987 

⑥ Atlas Copco  XAHS 186、牽引型 使用可能 州政府 2009 
⑦ Ingeroll rand  トラック搭載型 使用可能 UNICEF 1987 
⑧ Atlas Copco XR350、トラック搭載型 使用不可能 1991 

 
コンプレッ

サー 
 ⑨ Atlas Copco XR350、トラック搭載型 使用不可能 

日本 
1991 

ナイジャ州 RUWASSA が所有する支援車両を表 2-11 に示す。表に示すように、現時点で使用

可能な支援車両は、②の中国製トラック 2 台のみである。その他の大型支援車両は老朽化により、

全て修理不能の故障状態にある。 

表 2- 11 ナイジャ 州 RUWASSA 保有の支援車輌 

名 称  メーカー 型式・仕様 状 態 提供先 製造年

クレーン・トラック ① インド TATA - 故障 修理不能（部品調達困難） UNICEF 1995 

② 中 国 Changgan
×2 台 

- 使用可能 州政府 2009 
支援トラック 

③ インド TATA - 故障 修理不能（部品調達困難） UNICEF 1995 

給水車 ④ ドイツ BENTZ 6m3 故障 修理不能（部品調達困難） UNICEF 2007 

運搬車両（ピックア

ップ）5 台 
⑤ HILU5X 日 本

TOYOTA 
4WD 3 台使用中、2 台故障 UNICEF 1994 
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ナイジャ州 RUWASSA が所有する物理探査機材その他を表 2-12 に示す。 

表 2- 12 ナイジャ 州 RUWASSA が所有する物理探査機材 

名 称 メーカー 型式／仕様 状 態 提供先 製造年

McOHM 
Model-2115(日本) 

可探深度約 100m 使用不能(2004 年まで使用) 日本 1995 
電気探査器 

GEOTRON MODEL 
G41 可探深度約 500m 使用可能 州政府 2009 

電磁気探査器 EM34-3 2 ループ法 使用不能(2004 年まで使用) 日本 1995 

検層器 GEOLOGGER-30-30 電気検層 使用不能(2004 年まで使用) 日本 1995 

水質分析器 HACH Phtomerter DREL 3 試薬が不足し、分析不能 UNICEF 1987 

表 2-12 に示すように、所有する探査機は大部分が老朽化により使用不可能であるが、2009 年

に UNICEF から供与された 1 台だけが使用可能である。 

また、ナイジャ州 RUWASSA は水質試験室を持ち、40 項目以上の水質分析試験が実施可能で

ある。しかし、RUWASSA は井戸掘削現場における水質測定器を所有していない。 

2-1-4 タラバ州 

(1) 組織･人員 

図 2-6 にタラバ州水資源省（MWR）の組織図を示す。MWR は水資源に関する政策策定を担当

している。都市部の給水は都市水公社（Water Board）が、地方部の給水は RUWASSA が担当して

いる。したがって、本計画のタラバ州での実施機関は RUWASSA である。RUWASSA は、村落給

水施設建設のための調査班と井戸掘削班を有し、給水施設建設の能力と実績を持っている。

RUWASSA の他に、水資源省村落給水部とミレニアム開発目標事務所が村落給水の施設建設を行

うケースがあるが、両者には自身で施設建設を行う能力はなく、RUWASSA の協力を得つつ民間

発注により事業を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2- 6 タラバ州水資源省組織図 

タラバ州 RUWASSA は 1996 年に設立され、タラバ州の地方給水事業の中心的組織である。

RUWASSA の前身は、UNICEF 支援により 1991 年に設立された WATSAN プロジェクトである。

図 2-7 に RUWASSA の組織図を示す。2009 年現在 7 部体制（給水部、機材管理部、衛生部、村落

啓発・保健計画部、LGA 給水衛生計画部、計画・モニタリング・環境部、総務・財務部）となっ

ており、66 名の職員が在籍している。 

 

 

 

長官 

都市給

水部 
村落開

発部 
総務・

財務部
村落給

水部 
都市給

水公社 
地方電

化公社 

計画・

調査統

計部 

村落給

水衛生

公社 

地方電

化部
工務部

事務次官 
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図 2- 7 タラバ州 RUWASSA 組織図 

(2) 財政・予算 

過去 5 年(2005 年から 2009 年)の RUWASSA の活動予算を表 2-13 に示す。過去 5 年間は州政府

から RUWASSA に対して井戸施設建設のための予算配分はなかった。しかし、この期間も合計 156

本の井戸施設の建設（表 2-13 参照）を行なっている。この施設建設は LGA・村落・民間機関が発

注者であった。一方過去 5 年間の RUWASSA 組織運営のための経常費はほぼ一定で推移している。 

表 2- 13 タラバ州年間予算額の推移（単位：ナイラ） 

年度 施設建設事業費 経常費 合計 

2005 年 0 13,945,550 13,945,550 
2006 年 0 12,551,525 12,551,525 
2007 年 0 12,446,135 12,446,135 
2008 年 0 20,867,135 20,867,135 
2009 年 0 19,532,170 19,532,170 

 

1) 技術水準 

RUWASSA の井戸掘削に直接関連するスタッフは 25 名在籍し、その内訳は表 2-14 に示すとお

りである。 

表 2- 14 タラバ州 RUWASSA の井戸掘削に直接関連する職員数 

掘削における担当 人数 

水理地質技術者 1 
物理探査技師 2 
井戸掘削管理者 1 
井戸掘削担当技術者 5 
井戸掘削補助 6 
機械工 4 
運転手・作業員 6 
合 計 25 

タラバ州 RUWASSA の場合、井戸掘削班は 1 チーム 8 人で編制される。現在、RUWASSA は井

戸掘削技師が 5 名在籍し、井戸掘削 3 班の編制が可能である。その一方で、稼働可能な井戸掘削

機は 1 台のみであり、遊休状態にある井戸掘削 2 班を新規調達井戸掘削機の担当とすることが可

能である。 

タラバ州 RUWASSA は、村落を対象とした給水施設建設を担当する。RUWASSA が担当する給

水施設としては、ハンドポンプ付き深井戸が中心であり、一部に動力ポンプ（太陽光発電）付き

深井戸が含まれる。過去 5 年間の RUWASSA の井戸掘削実績を表 2-15 に示す。過去 5 年間で 156

本、年平均 31 本、最大で 62 本の井戸を井戸掘削機 1 台を使用して建設した。また同時期に 812

水資源省

総裁 

関係省庁委員会

給水部 
(36 名) 

衛生部 
(4 名) 

計画・モニタリ

ング・環境部

(1 名) 

総務・財務部 
(11 名) 

村落啓発・

保健推進部 
(2 名) 

機材管理部

(10 名) 

LGA 給水

衛生計画部

(2 名) 
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本の井戸掘削の施工管理を行なっている。一方、タラバ州 RUWASSA には過去 5 年間において州

政府から施設建設事業費が配分されていない(表 2-13 参照)。すなわち、表 2-15 に示す RUWASSA

の井戸掘削 156 本は、RUWASSA が州政府の資金を使用して建設したものではなく、LG やコミュ

ニティから井戸掘削を受注し建設したものである。 

表 2- 15 タラバ州 RUWASSA の井戸掘削実績 

RUWASSA の井戸掘削本数 
RUWASSA の施工管理による民間業

者の掘削井戸本数 
年 

ハンドポンプ付

深井戸 
動力ポンプ付深

井戸 
ハンドポンプ付

深井戸 
動力ポンプ付深

井戸 

合計 

2005 26 0 - - 26 
2006 62 0 - - 62 
2007 33 0 511 47 591 
2008 19 0 99 45 163 
2009 16 0 78 32 126 
合計 156 0 688 124 968 

  

(3) 既存の施設機材 

タラバ州 RUWASSA が所有する井戸掘削機材を表 2-16 に示す。現在使用可能な機材は 1994 年

に製造された①井戸掘削機と⑥高圧コンプレッサー各 1 台、および 1996 年に製造された②井戸掘

削機と⑦高圧コンプレッサーの各 1 台である。両者とも既に老朽化が進み故障が多く、井戸掘削

効率は悪い。他の井戸掘削機等は老朽化が著しく修理不能である。②の井戸掘削機は小型機であ

り主要機の補助的な役割を持つ。 

表 2- 16 タラバ州 RUWASSA 保有の井戸掘削機材 

機材名  メーカー 形式・仕様 状態 供与者 製造年

① Ingeroll rand (インド)
TH10、井戸掘削 200m、牽引型、

車両は TATA 社製 
使用可能 州政府 1994 

② USA M&W 
M&W 100、井戸掘削能力

100m、牽引型 
使用可能 州政府 1996 

③ USA M&W  
M&W 100、井戸掘削能力

100m、牽引型 
使用不可 州政府 1996 

④ USA M&W  
M&W 200、井戸掘削能力

200m、牽引型 
使用不可 州政府 1996 

井戸掘削機 
 

⑤ USA M&W  
M&W 200、井戸掘削能力

200m、牽引型 
使用不可 州政府 1996 

⑥ 
IMGERSOLL 
RAND(インド) 

3.2KW、車両は TATA 社製  使用可能 州政府 1994 

⑦ USA M&W 500HP、牽引型 使用可能 州政府 1996 

⑧ USA M&W 500HP、牽引型 使用不可能 州政府 1996 

⑨ USA M&W 800HP、牽引型 使用不可能 州政府 1996 

コンプレッサ

ー 
 

⑩ USA M&W 800HP、牽引型 使用不可能 州政府 1996 

タラバ州 RUWASSA が所有する支援車両を表 2-17 に示す。表に示すように、②運搬車両 3 台が

使用可能であり、他の支援車両は老朽化により修理不能の故障状態にある。 

表 2- 17 タラバ州 RUWASSA 保有の支援車輌 

名 称  メーカー 型式／仕様 状 態 提供先 製造年

支援トラック ① インド TATA 社製 - 使用不可（部品調達困難） 州政府 1996 

運搬車両（ピックア

ップ）×7 台 
② USG GM 4WD 

 使用可能 3 台 
 使用不可 5 台 

州政府 
1996 
2000 
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2) 調査機材 

タラバ州 RUWASSA が所有する物理探査機材を表 2-18 に示す。 

表 2- 18 タラバ州 RUWASSA が所有する物理探査機材 

名 称 メーカー 型式／仕様 状 態 提供先 製造年

電気探査器 Terameter SAS300 可探深度約 100m 使用可能だが操作不良 州政府 2000 

水質分析器 HACH 

① Photomerter dRel 3 
② Delaqua×5 台 
③ Vacu-vial×2 台 
④ EC メータ×3 台 

機器は老朽化している

が、使用可能である。し

かし、試薬の在庫がない

ため分析不能である。 

UNICEF 2000 

電気探査機は、2000 年に UNICEF から供与された旧式である。 

RUWASSA は水質分析室を持ち、36 項目以上の水質分析が可能である。しかし、井戸掘削現場

における水質分析器は所有していない。 

2-1-5 オンド州 

(1) 組織・人員 

図 2-8にオンド州特別事業省の組織図を示す。同省は水資源に関する政策策定を担当しており、

都市部の給水は水公社（Water Board）が、地方部の給水は給水衛生プロジェクト（WATSAN プロ

ジェクト）が担当している。したがって、本計画のオンド州での実施機関は WATSAN プロジェ

クトである。WATSAN プロジェクトは、村落給水施設建設のための調査班と井戸掘削班を有し、

給水施設建設の能力と実績を持っている。WATSAN プロジェクトの他に、村落コミュニティ開発

省やミレニアム開発目標事務所が村落給水の施設建設を行うケースもあるが、WATSAN プロジェ

クト以外は、自身で施設建設を行う能力はなく、WATSAN プロジェクトの協力を得つつ民間発注

により事業を実施している。 

 

 

 

 

図 2- 8 オンド州特別事業省(Ministry of Special Duties)の組織図 

WATSAN プロジェクトは 2010 年 12 月に RUWASSA に移行する予定であり、村落給水事業の

中心的存在としての役割を更に強化する。図 2-9 に WATSAN プロジェクトの組織図を示す。現在

6 部体制（財務・総務部、給水部、機材管理部、村落啓発・衛生教育部、計画・モニタリング・

評価部、衛生部・試験室）となっており、58 名の職員が在籍している。 

 

 

 

 

 

 

長官 

事務次官 

財務・総務部 計画部 WATSAN プロジェクト 水公社 
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図 2- 9 オンド州 WATSAN プロジェクト組織図 

(2) 財政・予算 

過去 5 年間(2005～2009 年)における WATSAN プロジェクトの活動予算を表 2-19 に示す。村落

給水事業実施のための施設建設費と WATSAN プロジェクト組織運営のための経常費はほぼ一定

で推移している。 

表 2- 19 オンド州 WATSAN プロジェクト年間予算額の推移 （単位：ナイラ） 

年度 施設建設事業費 経常費 合計 

2005 年 83,800,000 18,392,240 102,192,240 
2006 年 45,440,000 20,659,225 66,099,225 
2007 年 51,330,000 24,547,616 75,877,616 
2008 年 85,980,000 27,829,483 113,809,483 
2009 年 89,980,000 35,577,933 125,557,933 

(3) 技術水準 

WATSAN プロジェクトの井戸掘削に直接関連するスタッフ数は 40 名であり、その内訳は表

2-20 に示すとおりである。 

表 2- 20 オンド州 WATSAN プロジェクト井戸掘削に直接関連する職員数 

掘削における担当 人数 

水理地質技術者 7 
物理探査技師 7 
井戸掘削管理者 3 
井戸掘削担当技術者 3 
井戸掘削補助 10 
機械工 2 
運転手・作業員 8 
合 計 40 

          出典）WATSAN プロジェクト 

2004 年までは 2 台の井戸掘削機が使用可能であったが、2005 年に 1 台が故障したため、2005

年～2009 年は残り 1 台の井戸掘削機を使用して井戸掘削を行った。その 1 台も現在は故障し使用

不可能となった。オンド州 WATSAN プロジェクトの場合、井戸掘削班は 1 チーム 8 人で編制さ

れる。現在、WATSAN プロジェクトには井戸掘削技師が 3 名在籍し井戸掘削 2 班の編制が可能で

ある。したがって、新規調達井戸掘削機は現有の井戸掘削班で運転可能である。 

オンド州 WATSAN プロジェクトは村落給水施設建設を担当し、給水施設のタイプとしてはハ

ンドポンプ付き深井戸が中心であり、一部に動力（一部太陽光発電）ポンプ付き深井戸が含まれ

る。過去 5 年間の WATSAN プロジェクトの井戸掘削実績を表 2-21 に示す。過去 5 年間で年平均

33 本、最大で 54 本の井戸を井戸掘削機 1 台を使用して完成した。また同時に、373 本の井戸掘削

水資源省

総裁 

給水部  
(18 名) 

衛生部・

試験室 
(6 名) 

財務・総務部 
(21 名) 

機材管理部

(9 名) 

計画・モニタリ

ング・評価部

(2 名)  

村落啓発・衛

生教育部 
(2 名) 
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の施工管理を行なった。 

表 2- 21 オンド州 WATSAN プロジェクトの井戸掘削実績 

WATSAN プロジェク

トが建設した井戸 
WATSAN プロジェクト

が施工管理した井戸 年 

ハンドポンプ井戸 動力ポンプ井戸 

合計 

2005 36 110 146 
2006 54 77 131 
2007 54 78 132 
2008 15 82 97 
2009 6 26 32 
合計 165 373 538 

(4) 既存の施設・機材 

オンド州 WATSAN プロジェクトが所有する井戸掘削機材を表 2-22 に示す。1992 年に UNICEF

から供与された井戸掘削機は老朽化のため修理不能の故障状態である。したがって、現在使用可

能な井戸掘削機は存在しない。 

表 2- 22 オンド州 WATSAN プロジェクト保有の井戸掘削機材 

機材名 メーカー 形式・仕様 状態 供与者 製造年

INGERSOLL-RAND TH-10、井戸掘削 150m、トラック搭載型 使用不能 UNICEF 1992 井戸掘削機 
 INGERSOLL-RAND 同上 使用不能 UNICEF 1992 

INGERSOLL-RAND 
VHP750IR、トラック搭載型 (TATA)形
式：圧力 12.55kg/cm2 
風量：23.5m3/m 

使用可能 UNICEF 1988 

INGERSOLL-RAND 同上 使用不能 UNICEF 1988 
INGERSOLL-RAND 固定式、圧力 12.55kg/cm2 使用可能 州政府 2000 

コンプレッ

サー 
 

INGERSOLL-RAND 同上 使用可能 州政府 2000 

オンド州 WATSAN プロジェクトが所有する支援車両を表 2-23 に示す。表 2-23 に示すように、

支援車両は老朽化により全て修理不能の故障状態にある。 

表 2- 23 オンド州 WATSAN プロジェクト保有の支援車輌 

名 称 メーカー 型式・仕様 状 態 提供先 製造年

クレーン付トラ

ック 

TATA クレーンマウンテン、

クレーン能力 5t 
使用不可 州政府 1992 

支援トラック (3
台) 

 Hiab truck Benz(1 台) 
 TATA ローリー(1 台) 
 Flat lorry(1 台) 

－ 
 使用不能 
 使用不能 
 使用不能 

UNICEF
 

 1992
 1992
 1992

支援車両(5 台)  TOYOTA HILUX 4WD車(5台)
 TOYOTA HILUX 4WD車(3台)

－ 
 使用不能 
 使用不能 

UNICEF  1992
 2005

オンド州 WATSAN プロジェクトが所有する物理探査機材その他を表 2-24 に示す。 

表 2- 24 オンド州 WATSAN プロジェクトが所有する物理探査機材 

名 称 メーカー 型式・仕様 状 態 提供先 製造年

電気探査機 OYO 比抵抗垂直探査 老朽化・故障により使用不能 UNICEF 1992 

水質分析機器 HACH 

① Photometer dRel/5  
② Incubator 
③ Autoclave 
④ Water testing kit 
⑤冷蔵庫 

機器は老朽化し使用不可能

である。現在新機種購入の

ための予算請求を州政府に

行なっている。 
UNICEF 1992 
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1992 年に日本の無償資協力で調達された電気探査機材は老朽化のため使用不能である。 

オンド州 WATSAN プロジェクトは水質分析試験室を持ち、40 項目以上の水質分析が可能であ

る。しかし、井戸掘削現場における水質分析器は所有していない。 

2-1-6 エヌグ州 

(1) 組織・人員 

図 2-10 にエヌグ州水資源省（MWR）の組織図を示す。MWR は水資源に関する政策策定のみを

担当しており施設建設事業は担当しない。都市部の給水は水公社（Water Corporation）が、地方部

の給水は RUWASSA が担当している。したがって、本計画のエヌグ州での実施機関は RUWASSA

である。RUWASSA は、村落給水施設建設のための人材と資機材を有し、給水施設建設の能力と

実績を持っている。RUWASSA の他にミレニアム開発目標事務所が村落給水施設の建設を行なう

ケースもあるが、井戸掘削の実績と能力を持っているのは RUWASSA のみであり、ミレニアム開

発目標事務所は RUWASSA の支援を得て民間業者と契約し事業を行なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2- 10 エヌグ州水資源省の組織図 

RUWASSA はエヌグ州の地方給水事業の中心的組織である。図 2-11 に RUWASSA の組織図を示

す。2009 年現在 7 部体制（給水部、機材管理部、衛生部、村落啓発・保健部、計画・モニタリン

グ・評価部、総務・人事部、財務・会計部）となっており、108 名の職員が在籍している。また、

LGA 内に連絡事務所を持ち給水部に所属する 69 名の職員を派遣している。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

図 2- 11 エヌグ州 RUWASSA の組織図 

(2) 予算 

2005～2009 年にかけての RUWASSA の活動予算を表 2-25 に示す。村落給水施設建設事業実施

長官 

事務次官 

計画・調

査・統計

局 

総務・

財務局 
会計総務局 都市給

水公社 
給水局 村 落 給

水 衛 生
内部監

査室
広報室

水資源省

総裁 

財務・会計部 
(4 名) 

計画・モニタ

リング・評価

部 (3 名) 

給水部

(52 名)
総務・人事部 

(14 名) 

村落啓発・

保健部 
(4 名) 

機材管理

部 

(17 名)

衛生部 

(14 名) 

LGA 
(69 名)
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のための施設建設費は毎年変化するものの堅調に推移している。施設建設費は RUWASSA および

民間業者による施設建設に支出されている。また、RUWASSA 組織運営のための経常費は毎年ほ

ぼ一定で推移している。 

表 2- 25 エヌグ州 RUWASSA 年間予算額の推移（単位：ナイラ） 

年度 施設建設費 経常費 合計 

2005 年 114,020,000 5,980,000 120,000,000 
2006 年 33,666,500 6,333,500 40,000,000 
2007 年 148,200,000 6,800,000 155,000,000 
2008 年 255,350,000 8,650,000 264,000,000 
2009 年 296,093,856 15,906,144 312,000,000 

 

(3) 技術水準 

RUWASSA の井戸掘削に直接関連するスタッフは 25 名おり、その内訳は表 2-26 に示すとおり

である。 

表 2- 26 エヌグ州 RUWASSA 井戸掘削に直接関連する職員数 

掘削における担当 人数 

水理地質技術者 4 
物理探査技師 3 
井戸掘削管理者 1 
井戸掘削担当技術者 3 
井戸掘削補助 4 
機械工 4 
運転手・作業員 6 
合 計 25 

エヌグ州 RUWASSA の場合、給水部が井戸掘削工事を担当している。井戸掘削班は 1 班 8 名で

編制される。現在、RUWASSA は井戸掘削技師が 3 名在籍し井戸掘削 3 班の編制が可能である。

その一方で、現在稼動可能な井戸掘削機は 1 台だけであり、遊休状態にある井戸掘削 2 班が新規

調達井戸掘削機を担当することが可能である。 

RUWASSA は自身で所有する井戸掘削機を用いて井戸掘削を行なう他に、民間井戸掘削業者が

行う井戸掘削の施工管理を行っている。UNICEF や州政府が実施する井戸掘削事業では、井戸建

設は民間の井戸掘削業者に発注され、RUWASSA は入札業務と施設建設工事の施工管理を行う。

以上の活動実績を考慮した場合、RUWASSA は井戸掘削にかかる充分な技術力を有していると判

断される。 

エヌグ州 RUWASSA は村落給水施設建設を担当し、給水施設のタイプとしては、ハンドポンプ

付深井戸が中心であり、一部に動力ポンプ（太陽光発電）付き深井戸が含まれる。過去 5 年間の

RUWASSAの井戸掘削実績を表 2-27に示す。RUWASSAは過去 5年間でハンドポンプ井戸 158本、

動力ポンプ井戸 96 本を完成した。この期間は、RUWASSA の稼働可能な井戸掘削機は 1 台だけで

あり、他に 2 台を民間業者から借り上げ合計 3 台で井戸掘削を行った。過去 3 年間に関しては、

RUWASSA はリグ 1 台あたり 24 本/年のペースで井戸掘削（ハンドポンプ井戸）を行った。 
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表 2- 27 エヌグ州 RUWASSA 井戸さく井実績 

RUWASSA が建設した井戸 RUWASSA が施工管理した井戸 
年 

ハンドポンプ井戸 動力ポンプ井戸 ハンドポンプ井戸 動力ポンプ井戸 
合計 

2005 8 13 - 7 28 
2006 9 20 - 8 37 
2007 21 23 6 9 59 
2008 48 20 10 8 86 
2009 72 20 10 10 112 
合計 158 96 26 42 322 

   出典：エヌグ州 RUWASSA 受領資料及び面談結果より調査団作成 

(4) 既存の施設・機材 

エヌグ州 RUWASSA が所有する井戸掘削機材を表 2-28 に示す。現在使用可能な機材は 1995 年

に供与された井戸掘削機と高圧コンプレッサーの各 1 台である。両者とも既に老朽化が進み故障

が多く、井戸掘削効率は悪い。 

表 2- 28 エヌグ州 RUWASSA 保有の井戸掘削機材 

機材名 メーカー 形式・仕様 状態 供与者 製造年

利根 TOP-150、井戸掘削 150m、トラック搭載型 使用可能 JICA 1988 
利根 TOP-150、井戸掘削 150m、トラック搭載型 使用不能 JICA 1988 

井戸掘削機 
 

Ingasol land Tiger-3、井戸掘削 150m、トラック搭載型 使用不能 UNICEF 1988 
Atlas Copco XR350、トラック搭載型 使用可能 JICA 1988 コンプレッ

サー Atlas Copco XR350、トラック搭載型 使用不能 JICA 1988 
利根 NP-700、トラック搭載型 使用可能 JICA 1990 泥水ポンプ 

 利根 NP-700、トラック搭載型 使用不能 JICA 1990 

エヌグ州 RUWASSA が所有する支援車両を表 2-29 に示す。表 2-29 に示すように、大型支援車

両は老朽化により全て修理不能の故障状態にある。 

表 2- 29 エヌグ州 RUWASSA 保有の支援車輌 

名 称 メーカー 型式・仕様 状 態 提供先 製造年

クレーン付トラック(3 台) 日産ディーゼル TADANO クレーン能力 6t 使用不可 州政府 1996 
支援トラック Nissan UD  

Mercedes Benz 
 使用不能 

使用不能 
JICA 
州政府 

1989 
1988 

給水車 日産ディーゼル  使用不能 JICA 1989 

支援車両(5 台) TOYOTA(1 台) 
Lorry911(5 台) 

HILUX 4WD 使用不能 
使用不能 

JICA 
UNICEF 

1992 
1988 

エヌグ州 RUWASSA が所有する調査機材を表 2-30 に示す。 

表 2- 30 エヌグ州 RUWASSA が所有する調査機材 

名 称 メーカー 型式／仕様 状 態 提供先 製造年

電気探査器 
ABEM 
 

Terameter SAS 300B、
可探深度約 100m 

老朽化のため操作不良。 UNICEF 1988 

電気検層器 OYO Geologger 老朽化・故障により使用不能 JICA 1988 

水質分析機器 HACH 

① Photometer dRel/5 
② Incubator 
③ Autoclave 
④ Water testing kit 
⑤ 冷蔵庫 

機器は老朽化し使用不能で

ある。現在新機種購入のため

の予算請求を州政府に行な

っている。 
UNICEF 1988 

電気探査器と電気検層器は 1988 年に日本政府と UNICEF から供与されたものであり、両者とも

老朽化が著しく使用不能である。 
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エヌグ州 RUWASSA は水質分析室を所有し、40 項目以上の水質分析が可能である。しかし、井

戸掘削現場における水質分析器を所有していない。 

2-2 プロジェクト・サイト及び周辺の状況 

2-2-1 関連インフラの整備状況  

(1) プロジェクト・サイト周辺の社会基盤の整備状況  

電気及び通信 

対象 5 州の電気通信状況を各州実施機関からの提出データに基づき表 2-31～表 2-35 に示す。

同表に示すように、対象 5 州の対象 LGA では全域でナイジェリア電気公社（Power Holding 

Community of Nigeria : PHCN）が配電している。主要都市では電化率が高いが、配電時間は限

定的であり 10～12 時間/日が一般的である。村落部は電化率が低く、電気の代用としてランプ

やロウソクを利用している家庭が多く、一部の家庭では小型発電機を使用している。 

一方、通信に関しては、対象 5 州の対象 LGA は全域で携帯電話の使用が可能である。LGA

ごとに使用可能な携帯電話会社は異なる。 

表 2- 31 ケッビ州対象 LGA の電気及び通信状況 

No. 地域 電力会社 通信会社 
1 Arewa PHCN MTN 
2 Augie PHCN MTN 
3 Argungu PHCN MTN, ZAIN 
4 Bagudo PHCN MTN, ZAIN 
5 Bunza PHCN MTN, ZAIN 
6 Danko/ Wasagu PHCN MTN, ZAIN, GLO 
7 Jega PHCN MTN, ZAIN GLO 
8 Maiyama PHCN MTN, ZAIN, GLO 
9 Ngaski PHCN MTN, ZAIN, GLO 

10 Suru PHCN MTN, ZAIN 
11 Kalgo PHCN MTN, ZAIN 
12 Shanga PHCN MTN, ZAIN 
13 Zuru PHCN MTN, ZAIN, GLO 
14 Aleiro PHCN MTN, ZAIN 

表 2- 32 ナイジャ州各 LGA の電気及び通信状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 地域 電力会社 通信会社 
1 Agaie PHCN MTN,ZAIN &GLO 
2 Bida PHCN MTN, ZAIN, GLO, ETISALT 
3 Edati PHCN MTN, GLO 
4 Gbako PHCN MTN, GLO &ZAIN 
5 Katcha PHCN MTN, GLO & ZAIN 
6 Lapai PHCN MTN, GLO ZAIN 
7 Mokwa PHCN MTN, GLO ZAIN & ETISALT 
8 Lavun PHCN MTN, GLO & ETISALT 
9 Bosso PHCN MTN,GLO, ZAIN & ETISALT 

10 Rijau PHCN MNT, GLO 
11 Gurara PHCN MTN,GLO,ZAIN & ETISALT 
12 Munya PHCN MTN, GLO 
13 Paikoro PHCN MTN, GLO, ZAIN & ETISALT 
14 Rafi PHCN MTN, GLO  & ZAIN 
15 Shiroro PHCN MTN, GLO & ZAIN 
16 Suleja PHCN MTN, GLO, ZAIN &ETISALT 
17 Tafa PHCN MTN, GLO, ZAIN & ETISALT 
18 Borgu PHCN MTN, GLO & ZAIN 
19 Agwara PHCN GLO &MTN 
20 Wushishi PHCN MTN, GLO & ZAIN 
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表 2- 33 タラバ州対象 LGA の電気及び通信状況 

No. 地域 電力会社 通信会社 
1 Ardo Kola LGA PHCN MTN, GLO, ZAIN, ETISALAT 
2 Bali LGA PHCN MTN, GLO, ZAIN 
3 Donga LGA PHCN MTN, GLO, ZAIN 
4 Gashaka LGA  PHCN MTN, GLO, ZAIN 
5 Gassol LGA PHCN MTN, GLO, ZAIN 
6 Ibi LGA PHCN MTN, GLO, ZAIN 
7 Jalingo LGA PHCN MTN, ZAIN 
8 Kurmi LGA PHCN ZAIN 
9 Lau LGA PHCN MTN, GLO, ZAIN 

10 Takum LGA PHCN MTN, GLO, ZAIN 
11 Ussa LGA PHCN MTN, GLO, ZAIN 
12 Wukari LGA PHCN MTN, GLO, ZAIN 
13 Yorro PHCN MTN, ZAIN 
14 Zing PHCN MTN, ZAIN 

表 2- 34 オンド州対象 LGA の電気及び通信状況 

No. 地域 電力会社 通信会社 
1 AKOKO NORTH EAST PHCH MTN, GLO, ZAIN, ETISALAT 
2 AKOKO NORTH WEST PHCN MTN, GLO , ZAIN 
3 AKOKO SOUTH   EAST PHCN MTN, GLO, ZAIN, 
4 AKOKO SOUTH WEST PHCN MTN, GLO, ZAIN 
5 OSE PHCN MTN, GLO, ZAIN 

6 OWO PHCH 
MTN, ETISALAT, MULTI-LINKS, 
ZAIN, ONET,VISAFONE 

7 AKURE NORTH PHCH 
MTN, GLO, ETISALAT, ZAIN, 
MULTI-LINKS, ONET,VISAFONE  

8 AKURE SOUTH PHCN 
MTN, GLO, ZAIN, ETISALAT, 
MULTI-LINKS, ONET,VISAFONE 

9 IDANRE PHCN MTN, GLO, ZAIN, MULTI-LINKS 
10 IFEDORE PHCN MTN, GLO, ZAIN, MULTI-LINKS 
11 ONDO EAST PHCN MTN, GLO, ZAIN, MULTI-LINKS 

12 ONDO WEST PHCH 
MTN, GLO, ZAIN, MULTI-LINKS, 
VISAFONE 

13 ILE-OLUJI/OKEIGBO PHCN 
MTN, ETISALAT GLO, ZAIN, 
MULTI-LINKS 

14 ESE-ODO PHCH 
MTN, ETISALAT, GLO, ZAIN, 
MULTI-LINKS 

15 ILAJE PHCN MTN, GLO, ZAIN 
16 IRELE PHCN MTN, GLO, ZAIN 
17 ODIGBO PHCN MTN, ETISALAT, GLO, ZAIN 
18 OKITIPUPA PHCN MTN, ETISALAT, GLO, ZAIN 

表 2- 35 エヌグ州対象 LGA の電気及び通信状況 

No. 地域 電力会社 通信会社 
1 ANINRI PHCN MTN, GLO, ZAIN, ETISALAT 
2 AWGU PHCN MTN, GLO, ZAIN, ETISALAT 
3 ENUGU EAST PHCN MTN, GLO, ZAIN, ETISALAT 
4 ENUGU SOUTH PHCN MTN, GLO, ZAIN, ETISALAT 
5 ISIUZO PHCN MTN, GLO, ZAIN, ETISALAT 
6 NKANU EAST PHCN MTN, GLO, ZAIN, ETISALAT 
7 NKANU WEST PHCN MTN, GLO, ZAIN, ETISALAT 
8 UDENU PHCN MTN, GLO, ZAIN,  
9 UZO UWANI PHCN MTN, GLO, ZAIN 
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道路 

対象 5 州の主要道路は連邦道路及び州道路で道路状況は良い。また、地方道路も比較的整備

されている。しかし、村落に至る道路は未舗装が多く、雨期には道路が冠水し泥濘化し通行困

難となるところもある。対象 5 州の対象 LGA と州都を結ぶ道路状況を各州実施機関の提出デ

ータに基づき表 2-36～表 2-40 に示す。 

表 2- 36 ケッビ州ケッビ市から各 LGA へ通じる道路状況 

 区間 道路状況 所要時間 道路管理者 

1 Kebbi－Kalago タール道路 10 分 連邦 
2 Kebbi －Jega タール道路 20 分 連邦 
3 Kebbi－Bunza タール道路 30 分 連邦 
4 Kebbi－Juru タール道路 60 分 連邦 
5 Kebbi－Shanga タール道路 90 分 連邦＋州 
6 Kebbi－Bagudo タール道路 120 分 連邦＋州 
7 Kebbi－Ngski タール道路 180 分 連邦＋州 
8 Kebb－Argungu タール道路 30 分 連邦 
9 Kebbi－Alerrie タール道路 40 分 連邦 
10 Kebbi－augie タール道路 90 分 連邦＋州 
11 Kebbi－Arewa タール道路 90 分 連邦＋州 

表 2- 37 ナイジャ州 Minna 市から各 LGA へ通じる道路状況 
 区間 道路状況 所要時間 道路管理者 

1 Minna-agaie タール舗装一部未舗装 100 分  連邦＋州 
2 Minna-lapai タール舗装 75分 州 
3 Minna-Kagara タール舗装 11 分 連邦 
4 Minna-Kuta タール舗装一部未舗装 63分 連邦＋州 
5 Minna タール舗装一部未舗装 －  連邦＋州 
6 Minna-Bosso タール舗装 11分 州 
7 Minna-paikoro タール舗装 18分 連邦＋州 
8 Minna-bida タール舗装一部未舗装 87  州 
9 Minna-agwara 未舗装 484分 連邦＋州 
10 Minna-borgun タール舗装 324分 連邦 
11 Minna-grako タール舗装一部未舗装 123分 連邦＋州 
12 Minna-suleja タール舗装一部未舗装 117分 連邦 
13 Minna-gawu タール舗装 86分 連邦 
14 Minna-lavun タール舗装 148分 連邦 
15 Minna-mokwa タール舗装一部未舗装 229分 連邦 
16 Minna-rijau 未舗装 285分 連邦 
17 Minna-kontagora タール舗装 189分 連邦 
18 Minna-magama タール舗装一部未舗装 217分 連邦 
19 Minna-wushishi タール舗装 74分 連邦＋州 
20 Minna-katcha 未舗装 132分 連邦＋州 
21 Minna-munya タール舗装 251分 連邦＋州 
22 Minna-mashegu タール舗装一部未舗装 183分 連邦＋州 
23 Minna-edati タール舗装一部未舗装 158分 連邦＋州 
24 Minna-tafa タール舗装 130分 連邦 
25 Minna-mariga 未舗装 284分 連邦 
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表 2- 38 タラバ州 Jalingo 市から各 LGA へ通じる道路状況 

 区間 道路状況 所要時間 道路管理者 

1 Jalingo - Sunkani タール舗装一部未舗装 25分 連邦 
2 Jalingo - Zing タール舗装 49分 連邦 
3 Jalingo - Lau 未舗装  60分 連邦 
4 Jalingo Pantisawa 未舗装  50分 連邦 
5 Jalingo - Mutum Biyu タール舗装 45分 連邦 
6 Jalingo - Bali タール舗装 120分 連邦 
7 Jalingo - Wukari  タール舗装 150分 連邦 
8 Jalingo - Donga  タール舗装 150分 連邦 
9 Jalingo - Ibi タール舗装 150分 連邦 
10 Jalingo - Takum  タール舗装 210分 連邦 
11 Jalingo – Lissam タール舗装/未舗装 220分 連邦 
12 Jalingo – Baissa タール舗装/未舗装 210分 連邦 
13 Jalingo – Serti タール舗装 180分 連邦 
14 Jalingo - Karaim Lamido タール舗装/未舗装 180分 州 

 

表 2- 39 オンド州 Acure 市から各 LGA へ通じる道路状況 

 区間 道路状況 所要時間 道路管理者 

1 AKURE – IKARE タール舗装/未舗装 80 分 連邦 
2 AKURE – OKEOGBA タール舗装/未舗装 90 分 連邦 
3 AKURE – ISUA タール舗装 120 分 連邦 
4 AKURE – OKA タール舗装/未舗装 100 分 連邦 
5 AKURE – IFON タール舗装 90 分 連邦 
6 AKURE – OWO タール舗装 30 分 連邦 
7 AKURE – ITAOGBOLU タール舗装 15 分 連邦 
8 AKURE – AKURE TOWN タール舗装 10 分 州 
9 AKURE – OWENA タール舗装 30 分 州 

10 AKURE – IGBARA-OKE タール舗装 25 分 連邦 

11 
AKURE – 
BOLORUNDURO 

タール舗装 30 分 
連邦 

12 AKURE – ONDO TOWN タール舗装 30 分 連邦 
13 AKURE –ILEOLUJI タール舗装 40 分 連邦 
14 AKURE – IGBEKEBO タール舗装 120 分 州 
15 AKURE – IGBOKODA タール舗装 150 分 州 
16 AKURE – IRELE TOWN タール舗装 150 分 州 

17 
AKURE – ODIGBO 
TOWN 

タール舗装 90 分 
州 

18 AKURE – OKITIPUPA タール舗装 120 分 州 

表 2- 40 エヌグ州 Enugu 市から各 LGA へ通じる道路状況 

 区間 道路状況 所要時間 道路管理者 

1 Enugu-ANINRI タール舗装/未舗装 80分 連邦＋州 
2 Enugu-AWGU タール舗装 60分 連邦＋州 
3 Enugu-ENUGU EAST タール舗装  30分 連邦＋州 
4 Enugu-ENUGU SOUTH タール舗装  30分 州 
5 Enugu-ISIUZO タール舗装/未舗装 90分 連邦＋州 
6 Enugu-NKANU EAST タール舗装 120分 連邦＋州 
7 Enugu-NKANU WEST タール舗装 90分 連邦＋州 
8 Enugu-UDENU タール舗装 110分 連邦＋州 
9 Enugu-UZO-UWANI タール舗装 160分 連邦＋州 
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給水状況 

対象各州の村落部の給水率は以下の通りである。 

 給水率(%)
ケッビ 40 
ナイジャ 45 
タラバ 25 
オンド 63 
エヌグ 38 

対象計画村落（コミュニティ）における給水施設等の状況は以下のとおりである。 

 対象コミュニティの平均給水率（安全な水へアクセス可能な人口の割合）は、本調査で実施

したアンケート調査 (2010年 8月～9月) の結果によれば 14％～26％の範囲にある。UNICEF

と WHO の水及び衛生に関する合同モニタリングプログラム（WHO/UNICEF Joint Monitoring 

Programme）によれば、2006 年における村落部の平均給水率は 30％であるから、5 州の平均

値は全国平均に比べて低い。 

 給水施設の整備状況は、州あるいはコミュニティによって様々である。全ての州において、

利用できる安全な水源（井戸等）の数が限られている上、利用者の居住地から遠く、水汲み

労働に時間がかかる、という問題が指摘されている。また、故障中の井戸も少なくない。 

 対象コミュニティの衛生施設（トイレ）へのアクセスは、前記 JMP モニタリング調査の全

国平均値（25％、2006 年）と大体同レベルであるが、依然として、多数の住民がトイレの

ない状況のもとで生活しており、下痢症など水因性/糞口性感染症が毎年繰り返し発生して

いる。 

 対象コミュニティの半数以上のコミュニティで、WASHCOM や水委員会（Water Committee）

など社会・住民組織が施設の運営・維持管理を担っている。施設の維持管理には住民による

主体的な取り組みが重要であるが、住民の技術的、経済的キャパシティは脆弱である。 

2-2-2 自然条件 

(1) 気象、地形、地質 

1) ケッビ州 

 ケッビ州は、サバンナ気候で、雨期と乾期が明瞭である。雨期は 5 月～10 月、乾期は 11 月～4

月、12 月から 3 月は、降水量 0mm と雨はほとんど降らず、年平均降水量は 835mm である。また、

年平均最低気温が 22.2℃、年平均最高気温が 34.7℃である。既設のハンドポンプ井戸において乾

期の地下水位、揚水量の低下が報告される場合も多い。 

地形は、ニジェール川が、州の南西部を北西から南東に流下し、ニジェール川沿いに低地が形

成されている。州の北半分は第三紀層が分布し、北東側に低丘陵台地、北西側にソコト川沿いの

低地が広がっている。中央より南側で白亜紀層、先カンブリア紀基盤岩コンプレックスが分布し、

緩い起伏の丘陵性地形が形成され、南東側および南西側では硬質岩が分布し、所々で残丘が残る。

ハンドポンプ井戸の適地として、地形上の制約は少ないが、硬質岩の分布地域には水井戸は配置

されていない。また、白亜紀層、第三紀層の丘陵部で地下水位が深くなっている場合があること

が報告されている。 

地質は、基盤岩は片麻岩が広く、片岩、古期花崗岩類の分布が狭い。白亜紀層は下部で粘土質
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層に砂岩を挟在し、上部で砂岩層が厚くなる。第三紀層は下部で粘土質、上部で砂岩層が挟在さ

れる。第四紀層の沖積層はニジェ－ル川やソコト川等河川沿いの低地に分布し、層厚は薄い。 

帯水層は基盤岩の風化部、裂罅部、白亜紀層の砂岩部、裂罅部、第三紀層の砂岩部に形成され

ていると推定される。 

基盤岩では、片岩類の北北東－南南西方向の配列、同方向の断層、それに交差する西北西－東

南東の断層が地質図に記載されており、このような断層、交錯部に裂罅部が形成されている可能

性がある。 

2) ナイジャ州 

 ナイジャ州は、熱帯サバンナ気候で、雨期と乾期が明瞭である。雨期は４月～10 月、乾期は 11

月～3 月、11 月から 3 月は、降水量 0mm とほとんど雨は降らず、年平均降水量は 1,550mm であ

る。また、年平均最低気温が 22.8℃、年平均最高気温が 32.5℃である。既設のハンドポンプ井戸

において乾期の地下水位、揚水量の低下が報告される場合も多い。 

地形は、白亜紀層および先カンブリア紀基盤岩コンプレックスが分布し、緩い丘陵性の起伏に

所々で硬質岩の残丘が残る。ニジェール川がカインジダムから州境南端を北西から南西に流下し、

広い低地を形成している。また、コンタゴラ川、カドナ川、などが北東―南西に流れる支川沿い

に相対的な低地が形成されている。ハンドポンプ井戸の適地として、地形上の制約は少ないが、

硬質岩の分布地域には水井戸は配置されていない。また、白亜紀層の丘陵部で地下水位が深くな

っている場合があることが報告されている。 

地質は、基盤岩の片麻岩の分布が広く、古期花崗岩類及び片岩の分布も広い。白亜紀層は砂岩

が卓越する。第四紀層の沖積層は、ニジェ－ル川やカドナ川他、主要河川沿いの低地に比較的広

く分布する。 

帯水層は基盤岩の風化部、裂罅部、白亜紀層の砂岩部、裂罅部に形成されていると推定される。

なお、第四紀層は層厚 10m 以下と推定され、下部帯水層との組み合わせによる開発が必要と考え

られる。 

基盤岩では、片岩部の伸長が北北東－南南西方向が卓越し、北北東－南南西および北東―南西

方向の長く伸長する断層と西北西―東南東方向に伸長する短い断層が交差する。また、白亜紀層

分布域では基盤岩との境界部に北西―南東に伸びる断層が卓越し、北東―南西方向の断層が交差

する。このような断層沿い、交錯部に裂罅部が形成される可能性がある。 

3) タラバ州 

 タラバ州は、熱帯サバンナ気候で、雨期と乾期が明瞭である。雨期は 5 月～10 月、乾期は 11

月～4 月、12 月から 2 月は、降水量 0mm とほとんど雨は降らず、年平均降水量は 959mm である。

また、年平均最低気温が 23.0℃、年平均最高気温が 32.７℃である。低丘陵、丘陵の既設のハンド

ポンプ井戸において乾期の地下水位、揚水量の低下が報告される場合がある。 

 地形は、州の北西をベヌエ川が南東―北西に流下し、河川沿いに広い低地を形成している。低

地の北側と南側に、白亜紀層の台地～低丘陵が分布し、南側一体が丘陵～山地となり、州の南部

東寄りに最高峰 2418ｍの高地を含むマンビラ山地やゴテル山地がある。ハンドポンプ井戸の適地

は、低地、台地、低丘陵地全体、山地内では、山間盆地、段丘、山地裾部と考えられる。 

 地質は、基盤岩では片麻岩が卓越し、片岩の分布が狭い。白亜紀層は下部で砂岩、石灰質層が

卓越し、中部に頁岩層を挟んで、上部で石灰岩層を挟む頁岩になる。第四紀層の沖積層は、ベヌ
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エ川沿いの低地に比較的広く分布する。 

帯水層は基盤岩の風化部、裂罅部、白亜紀層の砂岩部、裂罅部に形成されていると推定される。

なお、第四紀層は層厚 10m 以下と推定され、下部帯水層との組み合わせによる開発が必要と考え

られる。 

 基盤岩では、北東－南西、北北東－南南西及び北西－南東方向の断層が確認または推定され

ている。白亜紀層ではベヌエ川の流下方向の北東－南西方向を軸とする小規模な背斜、向斜が繰

り返す構造となっている。これらの断層沿い、交錯部に裂罅部が形成されている可能性がある。

また、向斜の砂岩部に地下水が集まる構造が推定される。 

4) オンド州 

 オンド州の気候は、熱帯サバンナ気候で、雨期と乾期が明瞭である。雨期は 2 月～11 月、乾期

は 12 月と 1 月、1 月は、降水量 0mm とほとんど雨は降らず、年平均降水量は 1,579mm である。

また、年平均最低気温が 21.3℃、年平均最高気温が 31.1℃である。北部３州に比べ、年降水量は

多いが、低丘陵の既設のハンドポンプ井戸において乾期の地下水位、揚水量の低下が報告される

場合がある。 

 地形は、州の北半分が緩く起伏する低丘陵、低丘陵の南側に幅 50km の海岸平野は広がる。州

内に大型河川はない。ハンドポンプ井戸の適地として、地形上の制約は少ないが、硬質岩の分布

地域がやや広く、硬質岩部には水井戸は配置されていない。 

地質は、基盤岩が低丘陵部に分布し、片麻岩が卓越し、古期花崗岩類、片岩の分布は狭い。北

西部で硅質岩類の分布が見られる。白亜紀層は低丘陵部と海岸平野の間に狭く分布する。下部で

頁岩、上部で砂岩層が多くなる。第三紀層は、粘土質層を主に、砂岩、石灰岩が挟在される。第

四紀層は海岸部で砂層に富む。 

帯水層は基盤岩の風化部、裂罅部、白亜紀層の砂岩部、裂罅部、第三紀層の砂岩部、第四紀層

の砂層部に形成されていると推定される。 

基盤岩では北東部の硅質岩部の配列が南北または北北西－南南東になっている他に、顕著な構

造は認められない。裂罅部の発達の推定が難しい。白亜紀層、第三紀層は南側に傾斜し、第四紀

層の下部に分布する構造が推定される。 

5) エヌグ州 

 エヌグ州の気候は、熱帯サバンナ気候で、雨期と乾期が明瞭である。雨期は 4 月～10 月、乾期

は 11 月～3 月、12 月から 2 月においても 10mm 程度またはそれ以下の雨がある。年平均降水量は

1189mm である。また、年平均最低気温が 22.2℃、年平均最高気温が 34.2℃である。北部３州に

比べ、年降水量は多いが、既設のハンドポンプ井戸において乾期の地下水位、揚水量の低下が報

告される場合がある。 

地形は、州中央の低丘陵より、東側では、クロス川沿いの低地に流下する小支川、西側ではニ

ジェール川沿いの低地に流下する小支川が認められる。州内に大型河川はなく、河川の発達に乏

しい。ハンドポンプ井戸の適地として、地形上の制約より、以下に説明する地質構造による制約

が大きい。 

地質は、東側から中央部に白亜紀層が広く分布し、北西側～東側に第三紀層が分布する。第四

紀層は州の東端及び西端部にわずかに分布する。白亜紀層は下部で頁岩優勢層、上部で砂岩優勢

層になる。第三紀層は、粘土質層を主に砂岩、石灰岩が挟在される。地質構造は、アニンリ LGA
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南端に北東－南東方向で南東に傾斜する背斜軸があり、州全体が背斜の北西翼に当たり各地層が

北西に傾斜する構造になっている。中央低丘陵および西側で、砂岩層が厚く、良好な帯水層を形

成するが、地下水位が 100～200m と深く、ハンドポンプ井戸の開発には適さない。ハンドポンプ

井戸の開発は、州の中央より東側で、白亜紀頁岩層優勢層の中の砂岩挟在層に限定される。 

(2) 水理地質・地下水ポテンジャル 

1) ケッビ州 

ケッビ州の取水対象層の分布は、おおむね基盤岩 40％、白亜紀堆積岩層 25%、第三紀堆積岩

層 35％である。基盤岩は風化帯、裂罅帯または破砕帯、白亜紀堆積岩層、第三紀堆積岩層の主に

砂岩層が主要な帯水層でなる。白亜紀堆積岩層では、風化帯、裂罅帯部も帯水層になる可能性が

ある。 

対象帯水層の賦存量を概算すると、表 2-41 となる。 

表 2- 41 ケッビ州の取水対象帯水層の賦存量概算 

地 質 
分布割合 
（％） 

分布面積(km2)
帯水層厚 

(m) 
有効間隙率
（％） 

賦存量 
（Mm3） 

第三紀堆積岩層 35 12,880 15 15 38,640 
白亜紀堆積岩層 25 9,200 20 10 18,400 

基盤岩 40 14,720 15 5 11,040 
合計 100 36,800 －  －  68,080 

ケッビ州の対象帯水層の賦存量は、68,080x106m3 と推定される。表 3-17 に示すハンドポンプ

井戸開発後の深井戸揚水量 32.7x106m3／年に対して十分に余裕がある。また、地下水涵養量は、

307.3x106m3/年と推定され、地下水涵養量に対する深井戸揚水量は 10.7％である。計画のハンドポ

ンプ井戸開発において十分な地下水ポテンシャルを有すると判断される。 

RUWASSA 他の井戸さく井資料により、主要地質の地下水位、揚水量、聞き込みによる井戸

成功率をまとめると、表 2-42 に示すようになる。 

表 2- 42 ケッビ州の取水対象帯水層の地下水位、揚水量、井戸掘削成功率 

地 質 地下水位(m) 揚水量（ℓ/秒） 井戸掘削の成功率（％）

第三紀堆積岩層 5-10 1.1-1.5 65-70 
白亜紀堆積岩層 6-11 0.8-1.2 80-85 

基盤岩 5-10 0.6-1.0 80-85 

地下水位はハンドポンプ井戸として問題はない。揚水量は第三紀堆積岩層で平均 1.3ℓ/秒と最

も高く、白亜紀堆積岩層が平均 1.0ℓ/秒、基盤岩が平均 0.8ℓ/秒で全体に産水能力は高い。ハンドポ

ンプ井戸さく井の成功率は第三紀堆積岩層で 65～70％、白亜紀堆積岩層で 80～85％、基盤岩で同

じく 80～85％であり、白亜紀堆積岩層および基盤岩での成功率は高い。 

第三紀堆積岩層では粘土･頁岩の多い箇所及び一部で鉄濃度が基準を超える箇所がある。なお、

主要河川の低地部に分布する第四紀沖積層は、層厚が 5m 程度と推定され、単独での取水は難し

く、第三紀堆積岩層、白亜紀堆積岩層などを組み合せた取水となる。 

2) ナイジャ州 

ナイジャ州の取水対象層の分布は、おおむね基盤岩 55％、白亜紀堆積岩層 45%である。基盤岩

は風化帯、裂罅帯または破砕帯が帯水層になる。白亜紀堆積岩層は砂岩部の他、風化帯、裂罅帯
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部も帯水層になる。 

対象帯水層の賦存量を概算すると、表 2-43 となる。 

表 2- 43 ナイジャ州の取水対象帯水層の賦存量概算 

地 質 
分布割合 
（％） 

分布面積(km2)
帯水層厚 

(m) 
有効間隙率
（％） 

賦存量 
（Mm3） 

白亜紀堆積岩層 45 34,363 20 10 68,727 
基盤岩 55 42,000 15 5 31,500 
合計 100 76,363 －  －  100,226 

ナイジャ州の対象帯水層の賦存量は、100,226x106m3 と推定される。表 3-17 に示すハンドポン

プ井戸開発後の深井戸揚水量 25.9x106m3／年に対して十分に余裕がある。また、地下水涵養量は、

1,183.6x106m3/年と推定され、地下水涵養量に対する深井戸揚水量は 2.2％である。計画のハンド

ポンプ井戸開発において十分な地下水ポテンシャルを有すると判断される。 

RUWASSA 他の井戸さく井資料により、主要地質の地下水位、揚水量、井戸成功率をまとめ

ると、表 2-44 に示すようになる。 

表 2- 44 ナイジャ州の取水対象帯水層の地下水位、揚水量、井戸掘削成功率 

地 質 地下水位(m) 揚水量（ℓ/秒） 井戸掘削の成功率（％）

白亜紀堆積岩層 7-11 0.5-0.9 70-75 
基盤岩 5-10 0.6-1.0 70-80 

地下水位はハンドポンプ井戸として問題はない。揚水量は白亜紀堆積岩層で平均 0.7ℓ/秒、基盤

岩で平均 0.8ℓ/秒で産水能力は 5 州で比較すると中程度である。ハンドポンプ井戸掘削の成功率は

白亜紀堆積岩層で 70～75％、基盤岩で 70～80％であり、5 州で比較すると中程度である。 

なお、主要河川の低地部に分布する第四紀沖積層は、層厚が最大で 10m 程度と推定され、単

独での取水は難しく、白亜紀堆積岩層などを組み合せた取水となる。 

3) タラバ州 

タラバ州の取水対象層の分布は、おおむね基盤岩 65％、白亜紀堆積岩層 35%である。基盤岩は

風化帯、裂罅帯または破砕帯が帯水層になる。白亜紀堆積岩層は砂岩層部の他、頁岩層に挟在さ

れる砂岩層、石灰岩層や風化帯、裂罅帯部も帯水層になる。 

対象帯水層の賦存量を概算すると、表 2-45 となる。 

表 2- 45 タラバ州の取水対象帯水層の賦存量概算 

地 質 
分布割合 
（％） 

分布面積(km2)
帯水層厚 

(m) 
有効間隙率
（％） 

賦存量 
（Mm3） 

白亜紀堆積岩層 35 19,066 15 10 28,598 
基盤岩 65 35,407 15 5 26,556 
合計 100 54,473 －  －  55,154 

タラバ州の対象帯水層の賦存量は、55,154x106m3 と推定される。表 3-17 に示すハンドポンプ井

戸開発後の深井戸揚水量 9.4x106m3／年に対して十分に余裕がある。また、地下水涵養量は、

522.4x106m3/年と推定され、地下水涵養量に対する深井戸揚水量は 1.8％である。計画のハンドポ

ンプ井戸開発において十分な地下水ポテンシャルを有すると判断される。 

RUWASSA 他の井戸さく井資料により、主要地質の地下水位、揚水量、井戸成功率をまとめ

ると、表 2-46 に示すようになる。 
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表 2- 46 タラバ州の取水対象帯水層の地下水位、揚水量、井戸掘削成功率 

地 質 地下水位(m) 揚水量（ℓ/秒） 井戸掘削の成功率（％）

白亜紀堆積岩層 2-6 0.3-0.7 70-85 
基盤岩 3-7 0.3-0.7 60-75 

地下水位はハンドポンプ井戸として問題はない。揚水量は白亜紀堆積岩層で平均 0.5ℓ/秒、基盤

岩で平均 0.5ℓ/秒で産水能力は 5 州で比較すると低いが、ハンドポンプ井戸としては利用できる揚

水量である。RUWASSA での聞き込みによるハンドポンプ井戸さく井の成功率は白亜紀堆積岩層

で 70～85％、基盤岩で 60～75％であり、成功率は中程度である。基盤岩の硬質部分が分布する地

域で成功率が低くなっている。 

なお、ベヌエ川の低地部に分布する第四紀沖積層は、層厚が最大で 10m 程度と推定され、単

独での取水は難しく、白亜紀堆積岩層などを組み合せた取水となる。 

4) オンド州 

オンド州の取水対象層の分布は、おおむね基盤岩 70％、白亜紀堆積岩層及び第三紀堆積岩層が 10%、

第四紀層が 20%である。基盤岩は風化帯、裂罅帯または破砕帯が帯水層になる。白亜紀堆積岩層

は砂岩層部の他、頁岩層中に挟在される砂岩層や風化帯、裂罅帯部も帯水層になる。第三紀堆積

岩層は、粘土･頁岩層に挟在される砂岩層が帯水層になる。海岸平野に分布する第四紀の海岸平野

砂層、沖積層は、層厚が数 10ｍ程度と推定され、単独での開発が可能である。砂層部が帯水層と

なる。ただし、海水の浸入が影響する箇所もある。 

対象帯水層の賦存量を概算すると、表 2-47 となる。 

表 2- 47 オンド州の取水対象帯水層の賦存量概算 

地 質 分布割合（％） 分布面積(km2) 帯水層厚(m) 有効間隙率(％) 賦存量（Mm3）

第四紀層 20 3,100 25 25 19,375 
第三紀堆積岩層 5 775 20 20 3,100 
白亜紀堆積岩層 5 775 15 10 1,163 

基盤岩 70 10,850 15 5 8,138 
合計 100 15,500 －  －  12,400 

オンド州の対象帯水層の賦存量は、12,400x106m3 と推定される。表 3-17 に示すハンドポンプ井

戸開発後の深井戸揚水量 17.1x106m3/年に対して十分に余裕がある。また、地下水涵養量は、

244.7x106m3/年と推定され、地下水涵養量に対する深井戸揚水量は 7.0％である。計画のハンドポ

ンプ井戸開発において十分な地下水ポテンシャルを有すると判断される。 

WATSAN 他の井戸さく井資料により、主要地質の地下水位、揚水量、聞き込みによる井戸成

功率をまとめると、表 2-48 に示すようになる。 

表 2- 48 オンド州の取水対象帯水層の地下水位、揚水量、井戸掘削成功率 

地 質 地下水位(m) 揚水量（ℓ/秒） 井戸掘削の成功率（％）

第四紀層 12-18 1.5-2.5 50 
第三紀、白亜紀堆積岩層 5-10 0.8-1.2 60-70 

基盤岩 3-8 0.7-1.1 60-80 

地下水位はハンドポンプ井戸として問題はない。揚水量は第四紀層で 2.0ℓ/秒、第三紀堆積岩層･

白亜紀堆積岩層で平均 1.0ℓ/秒、基盤岩で平均 0.9ℓ/秒で産水能力は高い。WATSAN での聞き込み

によるハンドポンプ井戸さく井の成功率は第四紀層で 50%、第三紀堆積岩層･白亜紀堆積岩層で
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60～70％、基盤岩で 60～80％であり、成功率は堆積層、堆積岩で低くなっている。第四紀層では

海岸に近く、一部で塩水が浸入するため、また、第三紀堆積岩層･白亜紀堆積岩層では帯水層が深

くなり、一部でタールが混じる等水質が悪い箇所があることによる。また、基盤岩では、硬質岩

部が分布する地域で成功率が低下している。 

5) エヌグ州 

エヌグ州の取水対象層の分布は、おおむね白亜紀堆積岩層（頁岩優勢層）50%、白亜紀堆積岩

層（砂岩優勢層）40％及び第三紀堆積岩層が 10%である。白亜紀堆積岩層（頁岩優勢層）では頁

岩中に挟在される砂岩層が帯水層になる。白亜紀堆積岩層（砂岩優勢層）では上部石炭層と下部

石炭層の間の厚い砂岩層が良好な帯水層になっているが、地下水位が深く、ハンドポンプ井戸に

は利用できない。また、第三紀堆積岩層では、下部砂岩層、粘土･頁岩中に挟在される砂岩層が帯

水層になる。 

対象帯水層の賦存量を概算すると、表 2-49 となる。 

表 2- 49 エヌグ州の取水対象帯水層の賦存量概算 

地 質 分布割合 
（％） 分布面積(km2) 帯水層厚 

(m) 
有効間隙率
（％） 

賦存量 
（Mm3） 

第三紀堆積岩層
（砂岩優勢層） 10 716 25 20 3,581 

白亜紀堆積岩層 
（砂岩優勢層） 40 2,864 50 10 14,322 

白亜紀堆積岩層
（頁岩優勢層） 50 3,581 10 10 3,581 

合計 100 7,161 －  －  21,483 

エヌグ州の対象帯水層の賦存量は、全体で 21,483x106m3、ハンドポンプ井戸の対象帯水層とな

る白亜紀堆積岩層（頁岩優勢層）で 3,581x106m3 と推定される。表 3-17 に示すハンドポンプ井戸

開発後の深井戸揚水量 24.2x106m3/年に対して十分に余裕がある。また、地下水涵養量は、

85.1x106m3/年と推定され、地下水涵養量に対する深井戸揚水量は 28.5％である。開発が他州に比

べて進んでいるが、計画のハンドポンプ井戸開発において十分な地下水ポテンシャルを有すると

判断される。 

RUWASSA 他の井戸さく井資料により、主要地質の地下水位、揚水量、聞き込みによる井戸

成功率をまとめると、表 2-50 に示すようになる。 

表 2- 50 エヌグ州の取水対象帯水層の地下水位、揚水量、井戸掘削成功率 
地 質 地下水位(m) 揚水量（ℓ/秒） 井戸掘削の成功率（％）

第三紀堆積岩層 
（砂岩優勢層） 80-100 （20-25） （80-85） 

白亜紀堆積岩層 
（砂岩優勢層） 100-120 （17-21） （80-85） 

白亜紀堆積岩層 
（頁岩優勢層） 1-8 0.8-1.7 60-80 

 注）（   ）はモーターポンプ井戸 

地下水位は、第三紀堆積岩層（砂岩優勢層）、白亜紀堆積岩層（砂岩優勢層）で深く、ハンドポ

ンプ井戸の開発には適さない。ハンドポンプ井戸は白亜紀堆積岩層（頁岩優勢層）が対象帯水層

になる。揚水量は、白亜紀頁岩優勢層各層で 1.0ℓ/秒～1.5ℓ/秒と産水能力は高い。RUWASSA での

聞き込みによる井戸さく井の成功率は、白亜紀頁岩優勢層で 60～80％とおおむね高いが、上部の
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頁岩優勢層で成功率が低下する。 

(3) 地下水水質 

表 2-51～表 2-55 に井戸種類別における地下水の簡易水質試験結果一覧表を示す。対象 5 州の

地下水水質の主な特徴を以下に述べる。なお、表中には、「ナ」国飲料水質基準(NSDWQ)を超過

する項目が示されている。 

地質由来成分 

一部の地域で鉄(Fe)やフッ素(F)が若干多い箇所が認められる。これらは手掘り井戸よりも深

井戸で高い数値を示す。なお、深井戸で濁度がやや大きくなる要因としては、地下水に溶解し

ている鉄(Fe)が大気と接触し、酸化されることにより濁りが生じているためと予想される。 

生活環境由来成分 

硝酸(NO3)や大腸菌群は手掘り井戸では多いが、深井戸では少ない傾向を示す。手掘り井戸で

は肥料や生活排水および屎尿などが容易に直接浸透していることが予想され、井戸構造により

水質汚染の程度が異なることが指摘される。 

表 2- 51 井戸種類別地下水の簡易水質試験結果一覧表（ケッビ州） 

手掘り（9箇所） 温度 pH EC D.O2 濁度 Mn Fe No3 NH4 F 大腸菌群

単　位 (℃) - (mS/m) (mg/l) (NTU) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (個)

最　大　値 31.5 7.2 95.5 4.4 175.0 0.0 0.3 50.0 0.5 0.2 18

最　小　値 27.0 5.4 5.4 1.9 1.0 0.0 0.0 1.5 0.2 0.0 8

平　均　値 29.0 6.6 33.5 3.4 37.0 0.0 0.1 27.7 0.4 0.0 12

NSDWQ：基準値　 - 6.5-8.5 100 7.5 5 0.2 0.3 50 1.5 1.5 0

深井戸（4箇所） 温度 pH EC D.O2 濁度 Mn Fe No3 NH4 F 大腸菌群

単　位 (℃) - (mS/m) (mg/l) (NTU) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (個)

最　大　値 30.9 7.3 103.3 2.9 2.0 0.0 2.0 45.0 0.5 1.5 3

最　小　値 24.5 5.9 11.9 1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0

平　均　値 28.9 6.6 39.5 2.3 1.0 0.0 0.6 30.0 0.4 0.6 2

NSDWQ：基準値　 - 6.5-8.5 100 7.5 5 0.2 0.3 50 1.5 1.5 0  

※ハイライト表示：平均値が基準値を超過した試験項目（以下、同じ）。 

表 2- 52 井戸種類別地下水の簡易水質試験結果一覧表（ナイジャ州） 

手掘り（7箇所） 温度 pH EC D.O2 濁度 Mn Fe No3 NH4 F 大腸菌群

単　位 (℃) - (mS/m) (mg/l) (NTU) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (個)

最　大　値 33.0 7.3 88.5 8.0 94.0 0.0 2.0 50.0 1.0 0.4 20

最　小　値 27.9 4.9 3.9 2.3 0.0 0.0 0.2 1.0 0.2 0.0 0

平　均　値 30.3 5.8 25.3 4.3 31.0 0.0 0.5 20.1 0.4 0.2 9

NSDWQ：基準値　 - 6.5-8.5 100 7.5 5 0.2 0.3 50 1.5 1.5 0

深井戸（6箇所） 温度 pH EC D.O2 濁度 Mn Fe No3 NH4 F 大腸菌群

単　位 (℃) - (mS/m) (mg/l) (NTU) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (個)

最　大　値 32.3 7.0 83.9 4.2 16.0 0.0 5.0 50.0 10.0 1.5 6

最　小　値 27.2 5.6 7.8 1.6 4.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0

平　均　値 29.7 6.4 38.3 2.7 9.3 0.0 1.0 35.0 1.9 0.6 2

NSDWQ：基準値　 - 6.5-8.5 100 7.5 5 0.2 0.3 50 1.5 1.5 0  
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表 2- 53 井戸種類別地下水の簡易水質試験結果一覧表（タラバ州） 

手掘り（9箇所） 温度 pH EC D.O2 濁度 Mn Fe No3 NH4 F 大腸菌群

単　位 (℃) - (mS/m) (mg/l) (NTU) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (個)

最　大　値 30.1 7.0 74.1 4.6 469.0 0.0 0.2 50.0 0.5 0.2 29

最　小　値 27.3 5.1 5.9 2.1 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 1

平　均　値 28.8 6.1 39.1 3.1 58.0 0.0 0.0 36.1 0.3 0.1 16

NSDWQ：基準値　 - 6.5-8.5 100 7.5 5 0.2 0.3 50 1.5 1.5 0

深井戸（14箇所） 温度 pH EC D.O2 濁度 Mn Fe No3 NH4 F 大腸菌群

単　位 (℃) - (mS/m) (mg/l) (NTU) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (個)

最　大　値 31.4 6.9 80.2 3.5 89.0 0.0 15.0 50.0 1.0 8.0 22

最　小　値 28.9 5.2 4.3 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0

平　均　値 29.9 6.2 35.2 2.4 12.4 0.0 1.7 19.4 0.4 1.3 7

NSDWQ：基準値　 - 6.5-8.5 100 7.5 5 0.2 0.3 50 1.5 1.5 0  

表 2- 54 井戸種類別における地下水の簡易水質試験結果一覧表（オンド州） 

手掘り（3箇所） 温度 pH EC D.O2 濁度 Mn Fe No3 NH4 F 大腸菌群

単　位 (℃) - (mS/m) (mg/l) (NTU) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (個)

最　大　値 28.0 7.0 84.8 2.8 6.0 0.0 2.0 50.0 0.5 0.8 29

最　小　値 27.0 5.7 26.8 1.2 2.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 7

平　均　値 27.5 6.4 53.9 2.0 4.3 0.0 0.7 31.7 0.4 0.3 15

NSDWQ：基準値　 - 6.5-8.5 100 7.5 5 0.2 0.3 50 1.5 1.5 0

深井戸（11箇所） 温度 pH EC D.O2 濁度 Mn Fe No3 NH4 F 大腸菌群

単　位 (℃) - (mS/m) (mg/l) (NTU) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (個)

最　大　値 29.1 6.4 65.9 3.9 18.0 0.0 10.0 50.0 0.5 1.5 3

最　小　値 26.0 4.3 1.8 1.3 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0

平　均　値 27.5 5.6 29.3 2.5 7.2 0.0 1.8 31.2 0.2 0.4 1

NSDWQ：基準値　 - 6.5-8.5 100 7.5 5 0.2 0.3 50 1.5 1.5 0  

表 2- 55 井戸種類別地下水の簡易水質試験結果一覧表（エヌグ州） 

手掘り（4箇所） 温度 pH EC D.O2 濁度 Mn Fe No3 NH4 F 大腸菌群

単　位 (℃) - (mS/m) (mg/l) (NTU) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (個)

最　大　値 29.1 6.4 45.0 2.1 24.0 0.0 0.0 50.0 1.0 0.0 38

最　小　値 28.0 4.9 4.0 1.7 5.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 1

平　均　値 28.5 5.6 23.9 1.9 11.8 0.0 0.0 13.5 0.3 0.0 16

NSDWQ：基準値　 - 6.5-8.5 100 7.5 5 0.2 0.3 50 1.5 1.5 0

深井戸（8箇所） 温度 pH EC D.O2 濁度 Mn Fe No3 NH4 F 大腸菌群

単　位 (℃) - (mS/m) (mg/l) (NTU) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l) (個)

最　大　値 30.2 7.0 199.0 2.5 33.0 0.5 5.0 50.0 5.0 1.0 19

最　小　値 27.7 5.1 3.3 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0

平　均　値 29.0 5.8 60.1 1.6 11.0 0.1 1.5 6.4 1.0 0.3 5

NSDWQ：基準値　 - 6.5-8.5 100 7.5 5 0.2 0.3 50 1.5 1.5 0  
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2-2-3 社会条件 

「ナ」国政府はミレニアム開発目標で 2015 年の給水率 75％達成を掲げているが、1990 年と 2006

年の間の安全な水へのアクセス人口の割合は減少している。現在のトレンドがこのまま継続すれ

ば、目標達成に遠く及ばないことになると予測されている。 

対象 5 州においても給水レベルの改善は喫緊の課題となっている。とりわけ、都市部に比べて

農村部における給水レベルは低い状況である。農村地域で給水レベルの改善が遅れている理由に

は幾つかあるが、衛生的な水の重要性に対する住民の意識が低いことも主たる理由の一つに挙げ

られる。住民による施設の持続的な運営・維持管理を確実なものとするためには、住民の安全な

水に対する意識改革と施設維持管理に対する主体的な取り組みは欠くことのできないものである。

本調査では、対象 5 州において、社会条件調査を実施し、給水現況や住民意識を調査した。社会

条件調査はアンケート調査およびインタビュー調査方式で実施した。以下に、社会条件調査の結

果を記載する。 

2-2-3-1 アンケート調査結果 

(1) 調査の目的 

 a) 本プロジェクトの対象コミュニティとしての妥当性を社会条件面から検証するため、対象

地域で選定されたコミュニティにおける給水・衛生の現況に関するデータ・情報を得ること。 

    b) 住民レベルでの村落給水施設の運営維持管理上の問題点を明らかにすると共に、持続的な

給水施設の運営維持管理ための提言を導き出すこと。 

(2) 調査の方法 

アンケート方式とし、１州あたり 120 コミュニティを目途に、実施機関から提案のあったコミ

ュニティを対象に実施した。アンケート調査と平行して、コミュニティの住民に対するインタビ

ュー調査を実施した。 

(3) 調査項目 

 一般情報 

 村落給水状況 

 保健衛生状況 

 コミュニティにおける給水施設の運営維持管理状況 

(4) 調査結果 

1) 回答数 

アンケート調査の回収率はほぼ 100％であった。 

表 2- 56 アンケート調査の対象 LGA 及びコミュニティ 

 ケッビ州 ナイジャ州 タラバ州 オンド州 エヌグ州 合計 
LGA  14 24 15 18 9 80 

コミュニティ 119 121 120 119 120 599 

(アンケート回収率) （99％） （100％） （100％） （99％） （100％） （≒100％）
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2) 調査の結果概要 

2-1) 基礎的データ 

表 2- 57 対象各州の基礎的データ 

 
州 政治的・地理的ゾーン 

地方政府

（LG）の数
総人口（千人） 総面積(Km2) 

人口密度 
(人/ Km2) 

1 ケッビ 北西（NW） 21 3,238 37,698 86
2 ナイジャ 北中（NC） 25 3,950 65,874 60
3 タラバ 北東（NE） 17 2,294 61,368 37
4 オンド 南西（SW） 18 3,460 14,798 233
5 エヌグ 南東（SE） 17 3,257 8,088 403
 合計  98 16,199 187,826 87

出所： 
ケッビ州：Statistical Year Book 2007, Kebbi State of Nigeria 
ナイジャ州：Ministry of Finance & Economic Planning, Niger State 
タラバ州：2006 Population and Housing Census, Population and Housing Tables, Taraba State 
オンド州：Socio-Economic Indicators, 2009 Edition, Department of Research and Statistics, Ministry of Economic Planning 
and Budget 
エヌグ州：National Bureau of Statistics 

2-2) 対象コミュニティの総人口 

対象コミュニティの住民の一部または全部に対し、本プロジェクトによる直接的、間接的なイ

ンパクトが見込まれる。 

表 2- 58 対象コミュニティの総人口 

州 a. 対象 LGA 数 
b. 対象コミュニ

ティ数 
c. 対象コミュニテ

ィ総人口（平均） 

d. 対象コミュニティ総人

口が州の総人口に占める 
割合（%） 

1. ケッビ 14 119 525,294 (4,447) 16％ 
2. ナイジャ 24 121 472,159(3,968) 12% 
3. タラバ 15 120 298,820 (2,490) 13% 
4. オンド 18 119 474,269 (4,019) 14% 
5. エヌグ 9 120 1,779,137 (15,471) 55％ 

合計 80 599 3,549,679 (5,926) 22％ 

（出所：アンケート調査） 

2-3) 対象コミュニティにおける重要問題 

「給水問題」はすべての対象コミュニティにおいて最も優先度の高い問題であることが調査の

結果明らかになった。 

表 2- 59 コミュニティの重要問題 

問題 1. ケッビ州 2. ナイジャ州 3. タラバ州 4. オンド州 5. エヌグ州 

a. 給水 93% 98% 100% 97% 92% 

b. 電気 24% 21% 7% 55% 14% 

c. 貧困 55% 31% 20% 38% 48% 

d. 医療 34% 50% 66% 59% 59% 

e. 道路 34% 60% 43% 69% 37% 

f. 食料 20% 7% 20% 15% 5% 

g. 教育 21% 23% 35% 19% 19% 

h. トイレ 30% 10% 13% 51% 16% 

i. その他 0% 0% 0% 6% 4% 

（出所：アンケート調査） 
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2-4) 村落給水施設 

調査の結果、全てのコミュニティにおいて、ハンドポンプ井戸も動力式ポンプ井戸も、”稼動し

ていない井戸”が多いことが明らかになった。 

表 2- 60 ハンドポンプ井戸の現況 

 ケッビ州 ナイジャ州 タラバ州 オンド州 エヌグ州 合計

a. 稼動している  131 43 86 51 29 340 

b. 稼動していない 132 64 66 45 30 337 

稼働率: a/(a+b) 50% 40% 57% 53% 49% 50%

（出所：アンケート調査） 

表 2- 61 動力式ポンプ井戸の現況 

 ケッビ州 ナイジャ州 タラバ州 オンド州 エヌグ州 合計

a. 稼動している  53 51 5 20 6 135 

b. 稼動していない 35 4 10 50 12 111 

稼働率: a/(a+b) 60% 93% 33% 29% 33% 55%

（出所：アンケート調査） 

2-5) 安全な水へのアクセス率、一人一日当たり水消費量、及び水源までの距離 

表 2-62 に示すとおり、「安全な水へのアクセス率」は 14～24%、「一人一日当り水消費量」は 21

～29ℓ/人日、「家庭から水源までの距離」は 302～495m である。インタビュー調査の結果を考慮す

ると、回答には安全な水以外の水も含まれている可能性がある。 

表 2- 62 安全な水へのアクセス、水消費量及び水源までの平均距離 

州 安全な水へのアクセス（％）注) 一人一日当りの水消費量（㍑） 水源までの平均距離（m）

1. ケッビ 24 29 302 

2. ナイジャ 19 28 383 

3. タラバ 18 24 495 

4. オンド 17 21 357 

5. エヌグ 14 21 410 

注) 「安全な水」とは、深井戸および保護工付手掘り浅井戸の地下水を意味し、この両者による給水率を安全な

水へのアクセス(%)とした。 

（出所：アンケート調査） 

2-6) 基本的な衛生施設へのアクセス率 

多数の住民がトイレのない状況或いは伝統的トイレで生活している。改善型衛生施設（トイレ）

の不足は不十分な給水施設と共に下痢症など水因性/糞口性感染症の大きな原因となっている。 

表 2- 63 基本的な衛生施設へのアクセス率 

州 
基本的な衛生施設への

アクセス(%) 

1. ケッビ 25 

2. ナイジャ 22 

3. タラバ 17 

4. オンド 21 

5. エヌグ 24 

            （出所：アンケート調査） 
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2-7) 村落給水の問題 

ほとんどの州で、“水不足”が重大な問題になっている。また、“水汲み場が遠い”、“水汲みに

時間がかかる”も同様に大きな問題である。 

表 2- 64 村落給水施設の主要な問題点（％）注）

主要問題 ケッビ州 ナイジャ州 タラバ州 ｵﾝﾄﾞ州 エヌグ州 平均
1 水汲み場が遠い 34% 27% 21% 39% 25% 29%
2 水不足（特に乾季） 23% 45% 45% 34% 29% 35%
3 水質が悪い 13% 12% 23% 18% 14% 16%
4 水汲みに時間がかかる 21% 26% 50% 35% 34% 33%
5 ポンプの故障 52% 20% 22% 10% 8% 22%
6 井戸周りの環境が悪い 8% 1% 10% 6% 0% 5%
7 施設の維持管理が悪い 27% 5% 14% 16% 8% 14%
8 施設の維持管理の負担が重い 27% 14% 10% 15% 8% 15%
9 その他 1% 7% 13% 1% 16% 8%  

注) 複数回答有り 
（出所：アンケート調査） 

2-8) 住民組織による給水施設の運営維持管理 

1) 組織化の現状 

表 2- 65 給水衛生施設維持管理のための住民組織 

 
水衛生委員会

（WASHCOM）
水委員会 

その他の住民

組織 
なし（不明を

含む） 
1. ケッビ州 15 (13%) 39 (33%) 30 (25%). 35 (29%) 

2. ナイジャ州 6 (5%) 31 (26%) 3 (2%) 81 (67%) 

3. タラバ州  55 (46%) 15 (13%) 1 (0%)  49 (41%) 

4. オンド州  8 (7%) 12 (10%) 19 (16%) 80 (67%) 

5. エヌグ州 14 (12%) 17 (14%) 2 (2%) 87 (72%) 

合計 98（16％） 114（19％） 55（10％） 332（55％） 

     （出所：アンケート調査） 

2）点検及び軽微な修理の現状 

アンケート調査によればハンドポンプ井戸の軽微な点検修理の実態は次のとおりである。 

a. 頻度 

 対象コミュニティの三分の一以上が年 1、2 回点検修理を実施している。また、全体の約三

分の一のコミュニティで年 3 回以上点検修理を行っている。 

b. 点検修理主体 

 点検修理の主体はコミュニティ、LGA, RUWASSA, WATSAN プロジェクト、民間、ドナー

など様々であるが、全体の半数以上のコミュニティにおいて当該コミュニティが点検修理の

主体である。 

c. 点検修理費用 

 一回当たりの点検修理費は 19,000ナイラ～45,000ナイラ、5州平均で 30,000ナイラである。 

2-2-3-1 インタビュー調査 

インタビュー調査の結果の概要は以下のとおりである。 

 RUWASSA 及び WATSAN Project が選定した 5 州合計、18LGA、34 コミュニティでインタビ
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ュー調査を実施した。 

表 2- 66 インタビュー調査対象 LGA 及びコミュニティ 

ケッビ州 ナイジャ州 タラバ州 オンド州 エヌグ州
1 調査対象LGA 1. Kalgo 1. Paikolo 1. Zing 1. Akure North 1. Nkanu East

2. Argungu 2. Katcha 2. Lau 2. Ose 2. Awgu
3. Jega 3. Magama 3. Gassol 3. Akoko South West 3. Uzo-uwani

4. Bosso 4. Bali 4. Akoko North
2 調査対象村落 (1. Kalgo-2) (1. Paikolo-3) (1. Zing-2) (1. Akure North-2) (1. Nkanu East-2)

Ubqandawaki Kwata/Baidna Jagmpo Adewolo Camp. Ihuokpara
Asarara Baidna Lappo Imafon Obodo Uvuru
(2. Argungu-2) Busi (2. Lau-2) (2. Ose-2) (2. Awgu-3)
Yamama (2. Katcha-2) Msheli Ute Ugboha Imama Mgbowo

Kwakwashe Edotsu Badeggi Yusa'B'Wuro Munyawa Ijagba Ohaja
(3. Jega-2) Fuyaka Katcha (3. Gassol-2) (3. Akoko South West-1Amoli
Tsirairai (3. Magama-2) Garin Abba Etioro Akoko (3. Uzo-uwani-1)
Bakabi Majinga Chul (4. Akoko North-1) Ogurugu

Maraa (4. Bali-2) Enusu (Amo) Akoko
(4. Bosso-1) Mayokam
Pyata Jatau  

 

 エヌグ州を除き対象コミュニティのほとんどが人口 5,000 人以下である。コミュニティの主

要な産業は農業と牧畜業である。一部のコミュニティでは零細な小売業も発達している。 

 オンド州とエヌグ州のコミュニティの一部ではハンドポンプ深井戸給水施設が 1～2 箇所程

度整備されている。それ以外では安全な給水施設へのアクセスは皆無である。 

 一人一日当りの水消費量が 20ℓを超えているコミュニティもあるが、ほとんどのコミュニテ

ィは 20ℓ以下である。 

 下痢症など不衛生は水が原因と思われる病気が全てのコミュニティで毎年繰り返し発生して

いる。ギニアウォームの発生について近年は報告されていない。 

 水汲み作業の担い手は全てのコミュニティで女性と子供が中心である。 

 「水汲み場が遠い」、「水不足」及び「水汲みに時間がかかる」は全てのコミュニティに共通

する主要な問題である。 

 施設の維持管理のための特別な住民組織が整っているコミュニティは全体の五分の一程度で

ある。しかし、自助グループが組織化されているコミュニティも多く、これらの組織が十分

ではないが給水施設の維持管理を行っている。 

 給水・衛生施設の運営維持管理について、住民が強固な参画意思を持っていることがインタ

ビュー調査の結果明らかになった。また、施設の運営維持管理に必要な支払い可能額は、平

均で一世帯 1 ヶ月当り 150-200 ナイラである。 
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第 3 章 プロジェクトの内容 

3-1 プロジェクトの概要 

3-1-1 上位目標とプロジェクト目標 

(1) 上位目標 

「ナ」国の国家開発計画としては、ミレニアム開発目標（2008 年～2015）及び Vision 2020 で

ある。これらの計画では、「ナ」国の中長期的な経済発展による国民生活の向上を目指している。

給水に関しては、「国家給水衛生政策」(1999 年)では、給水率を 2005 年までに 60％、2008 年ま

でに 80%までに段階的に改善し、2011 年までに全ての国民に安全な水を供給することを目標と

している。また、地方給水衛生プログラム（戦略構想：2004 年）では、2015 年までに、村落給

水率を 75%まで段階的に向上させ、2025 年までに 100％とすることを目標としている。かかる

目標に沿って「ナ」国は村落給水率の向上に努めている。 

(2) プロジェクト目標 

村落給水の上位目標に対して、対象 5 州では 2017 年まで（2010-2017 年）の村落給水開発プ

ロジェクトの目標値を持っている（表 3-1 参照）。 

表 3- 1 対象 5 州の村落給水開発計画 (2010-2017 年) 

井戸掘削計画 
州名 ハンドポンプ 

深井戸 
動力ポンプ 
深井戸 

2017 年の目標給水率(%) 

ケッビ 410 200 52 

ナイジャ 650 240 60 

タラバ 490 80 35 

オンド 690 195 70 

エヌグ 250 403 57 

表 3-1 に示す各州のプロジェクト目標値は、国家計画と比較すると小さな値となっている。国

家計画は既に現実との乖離が大きくなった一方で、表 3-1 に示すプロジェクト目標値は、各州実

施機関の近年の井戸掘削実績や、技術力・資金力が反映され現実的である。本無償案件プロジェ

クトにより調達される資機材は各州のプロジェクト目標の一部分を達成する上で必要不可欠で

ある。 

本無償プロジェクトは、対象 5 州村落給水施設整備プロジェクトの実施に寄与すべく、我が

国の無償資金協力案件として妥当な範囲で、資機材調達および機材操作･維持管理に係る支援を

行うものである。 

本プロジェクトでは上記計画を達成するために、調達される機材を使用しハンドポンプ深井

戸を 2 年間（2013 年および 2014 年）で対象 5 州に各 100 本、合計 500 本を建設し、これにより

5 州で約 132,000 人が受益者となる。 

また、2015 年以降も継続して各州実施機関が調達資機材を使用して給水施設を建設し、2015

年から 2017 年の 3 年間で、対象 5 州に各 150 本合計 750 本建設し、新規に 198,000 人が受益者

となる。 
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3-1-2 プロジェクトの概要 

本プロジェクトは資機材調達とソフトコンポーネントから構成されている。資機材調達は、

井戸掘削関連機材と井戸建設資機材を調達するものである。井戸建設資機材は「ナ」国側が行う

対象 5 州の合計 500 本の井戸建設に使用され、掘削リグ等の井戸掘削関連機材はその後も継続し

て用いられる。調達資機材の内容は表 3-2 に示す。 

表 3- 2 調達資機材 

番
号 

項目 数量 

1. 井戸掘削機材   

(1) 井戸掘削リグ 

(2) 高圧コンプレッサー 

(3) クレーン付トラック 

ケッビ州  :1 
ナイジャ州:1 
タラバ州 :1 
オンド州 :1 
エヌグ州 :1 

台 
 

2. 調査・観測用機材   

(1) 物理探査機 

(2) 水質試験器 

(3) 揚水試験機材 

ケッビ州  :1 
ナイジャ州:1 
タラバ州 :1 
オンド州 :1 
エヌグ州 :1 

式 

3. 給水施設建設資材   

(1) ハンドポンプ 

(2) 村レベル用ハンドポンプ修理工具 

ケッビ州  :100 
ナイジャ州:100 
タラバ州 :100 
オンド州 :100 
エヌグ州 :100 

式 

(3) LGA（地方政府）レベル用ハンドポンプ修理工具

ケッビ州 :14 
ナイジャ州:24 
タラバ州 :15 
オンド州 :18 
エヌグ州 :9 

式 

(4) ケーシング＆スクリーンパイプ 

各州以下の井戸本数掘削分 
ケッビ州 :100 本 
ナイジャ州:100 本 
タラバ州 :100 本 
オンド州 :100 本 
エヌグ州 :100 本 

式 

(5) 井戸掘削泥材 

各州以下の井戸本数掘削分 
ケッビ州 :100 
ナイジャ州:100 
タラバ州 :100 
オンド州 :100 
エヌグ州 :100 

式 

ソフトコンポーネントは邦人コンサルタントが中心となり、井戸掘削計画・データ管理・機

材維持管理技術の向上および給水施設の運営維持管理体制強化の支援を行う。これらにより、本

プロジェクトでは以下の成果が期待できる。 

① 対象 5 州において深井戸給水施設建設に必要な資機材が整備される。 

② 対象 5 州の実施機関の給水衛生事業実施・組織運営体制が強化される。 

本プロジェクトの Project Design Matrix (PDM)は表 3-3 に示す通りである。 
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表
3-

 3
 

本
計

画
の

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
デ

ザ
イ

ン
・
マ

ト
リ

ッ
ク
ス

（
P

D
M
）

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
：
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
国
地
方
給
水
改
善
計
画

  
 

実
施
期
間
：

20
13

年
～

20
14

年
 (

2
年
間

) 
対
象
地
域
：
ケ
ッ
ビ
州
、
ナ
イ
ジ
ャ
州
、
タ
ラ
バ
州
、
オ
ン
ド
州
、
エ
ヌ
グ
州
の
各
対
象

10
0
サ
イ
ト
、
合
計

50
0
サ
イ
ト
 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
：
対
象

5
州
及
の
村
落
部
住
民

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

要
約

 
指

標
 

指
標

デ
ー

タ
入
手

手
段

 
外

部
条
件

 

［
上

位
目

標
］

 
 
ケ
ッ
ビ
州
、
ナ
イ
ジ
ャ
州
、
タ
ラ
バ
州
、
オ
ン
ド
州
、
エ

ヌ
グ
州
地
方
部
の
水
供
給
・
衛
生
環
境
が
改
善
さ
れ
る
。

 

  
地
方
部
の
給
水
率
が
向
上
す
る

 
 
対

象
サ

イ
ト

の
水

因
性

疾
病

罹
患

者
数

が
減

少
す

る
 

  
州
水
資
源
省
・
実
施
機
関
の
記
録

 
 
州

保
健

省
や

地
方

政
府

の
疾

病
状

況
デ

ー
タ

 

  
地

方
給

水
に

関
す

る
連

邦
の

政
策
に
変
更
が
な
い

 
 
衛

生
教

育
及

び
衛

生
改

善
活

動
が
継
続
さ
れ
る
。

 
［

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
目
標

］
 

 
対
象
地
域
に
給
水
施
設
が
整
備
さ
れ
る
。

 
 
給

水
施

設
を

持
続

的
に

運
営

管
理

す
る

た
め

の
利

用
者

組
織
が
設
置
さ

れ
る
。

 

  
給

水
施

設
が

建
設

さ
れ

給
水

状
況

が
改

善
さ

れ
る
。

 
 
対

象
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

村
落

水
衛

生
委

員
会

が
設

立
さ
れ
る
。

 
 
給
水
原
単
位
を

30
ℓ
/人

･
日
と
し
て

1
井
戸
当
た

り
26

4
人
･
日
へ
給
水
す
る
と

2
年
間
で
約

13
2,

00
0

人
に
安
全
な
水
が
供
給
さ
れ
る

 
 
婦
女
子
の
水
汲
み
労
働
が
減
少
す
る

 

  
実
施
機
関
、
地
方
政
府
村
落
衛
生
課
に
よ

る
揚
水
、
各
村
落
人
口
、
給
水
人
口
、
給

水
時
間
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
報
告
書

 
 
住

民
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

等
に

よ
る

水
汲

み
労
働
調
査

 
 

  
急

激
な

経
済

の
変

化
が

起
こ

ら
な
い
。

 
 
対

象
地

域
の

人
口

が
激

増
し

な
い
。

 

［
協

力
対

象
事
業

の
成
果

］
 

 
対
象

5
州
に
お
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て
、
深
井
戸
給
水
施
設
建
設
に
必
要
な

資
機
材
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備
さ
れ
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 
対
象

5
州
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実

施
機
関
の
事
業
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織
運
営
体
制
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強
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さ
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る
。
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村
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民
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よ
る

井
戸

施
設

の
維

持
管

理
体

制
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・
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  
井

戸
掘

削
機

材
を

含
む

地
下

水
開

発
関

連
機

材
一

式
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調
達
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 
「
ナ
」
国
側
に
よ
る
施
設
建
設
数

 
 
村
落
に
お
け
る
運
営
・
維
持
管
理
組
織
の
設
立
数

 

  
機
材
の
船

積
書
類

 
 
機
材
の
納
品
／
受
領
書
類

 
 
施
工
記
録
等

 
 
プ
ロ
ジ
ェ
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ト
進
捗
報
告
書

 
 
実
施
機
関
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L
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A
水
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員
／

費
用

が
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保
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。
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相
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設
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設

建
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る
。

 

［
活

動
］

 
＜
日
本
国
側
＞

 
 
井
戸
掘
削
用
資
機
材
調
達

 
 
上
記
資
機
材
の
操
作
・
維
持
管
理
指
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を
行
う

O
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 
給
水
施
設

50
0
箇
所
（
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州

10
0
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州
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州
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所
）
建
設
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の
資
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達
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井
戸
掘
削
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画
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デ
ー
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管
理
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機
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持
管
理
支
援
（
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フ
ト
コ
ン
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ー
ネ
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ト
）
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給
水
施
設
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運
営
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管
理
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制
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化
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援
（
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フ
ト
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ン
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ー
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ト
）

 
＜
「
ナ
」
国
側
＞

 
 
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ン
ド
ポ
ン
プ

深
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戸
給
水
施
設
の
建
設

 
 
裨
益
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民
に
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る
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水
施
設
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運
営
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理

 

［
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］

 
（
日
本
側
）

 
 
井
戸
掘
削
機
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よ
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連
資
機
材

 
井
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、
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

、
調

査
用

機
材

（
物

理
探

査
機

、
揚

水
試

験
機

材
、

水
質

分
析

器
）

 
 
ケ
ー
シ
ン
グ
、
ス
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ド
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設
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ソ
フ
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ー
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ト
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側
）

 
 
用
地
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保
、
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員
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予
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間

で
50
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箇
所
（
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州

10
0
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ジ
ャ
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10
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施
設
の
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 
プ
ロ
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ク
ト
終
了
後
の
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的
地
下
水
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 
給
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施
設
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の
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的
な
住
民
教
育
・
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理
組
織
化
支
援

 

  
計

画
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に
激

し
い
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ン

フ
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・
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替
変
動
が
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き
な
い
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計

画
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い
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災
害

・
治
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悪
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 
指
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を

受
け

た
実

施
機

関
職

員
が
勤
務
を
継
続
す
る
。
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3-2 協力対象事業の概略設計 

3-2-1 設計方針 

3-2-1-1 基本方針 

本計画における基本方針は、以下のとおりである。 

1) 協力対象範囲 

 協力範囲は無償資金協力の効果的な資金活用を考慮して、①掘削機材等の井戸建設関連資

機材の調達、②調達機材の運用に関する技術指導、③調達機材を用いた施設建設計画策

定・データ管理・機材維持管理支援、および、給水施設の運営・維持管理活動支援のため

のソフトコンポーネントとする。 

 施設建設は各州実施機関が実施し、それに必要な資材（ハンドポンプ、ケーシング、スク

リーン）を日本側が機材費で負担する。 

 ベントナイト、調泥剤などの井戸掘削泥材は日本側が負担し、セメント、砂利、鉄筋、燃

料、水等の井戸建設資材、労務費等は「ナ」国側が負担する。 

2) サイトの選定 

 井戸建設期間は日本側で調達するケーシングパイプ等の井戸建設資機材の保管可能期間

を考慮して 2 年間とする。 

 2 年間における井戸建設予定地として各州が 120 箇所を提案した。これに対して、調査団

が実施機関の施設建設能力、水理地質条件、社会条件に関する調査を行ない提案 120 箇所

の妥当性を検討した。その結果から、各州は優先 100 箇所で施設建設を行うことが妥当と

判断した。 

 100 箇所の優先村落において、各州実施機関が物理探査を行い具体的な井戸掘削位置を決

定する。各州提案の 120 箇所中から 100 箇所の優先村落を除いた残り 20 箇所は予備村落

とする。 

3-2-1-2 自然条件に対する方針 

1) 対象５州の降雨事情は、年平均降雨量 835mm（ケッビ州）から 1579mm（オンド州）と

北部州で少なく南部州で大きい。いずれも熱帯サバナ気候で、乾期と雨期が明瞭である。

雨期は 4 月または 5 月から 10 月で、降雨量は北部州では７月から 9 月に最も多く、8 月

には約 220mm～410mm である。南部州では 6 月-7 月と 9 月-10 月にピークが分かれ、月

降雨量の最大は 200mm～340mm である。各州の主要道路は舗装され整備状況も良く、雨

期による通行の支障は少ない。しかし、幹線から対象村落へ至る道路の多くは未舗装が

多く、雨期には道路状態が悪くなり、車両通行に影響が出てくる。この時期の建設工事

はサイトへのアクセスが困難な場合もあり、現地のアクセス事情を考慮した施工計画を

策定する。 

2) 対象地域の帯水層のタイプは、第四紀の砂層、第三紀層の粘土・頁岩層中の砂岩層、白

亜紀層の砂岩優勢層、頁岩優勢層中の砂岩層、基盤岩の風化帯または裂罅帯である。従

って、これらの水理地質条件を考慮した井戸掘削計画及び井戸構造を立案する。 

3) 揚水量は、ケッビ州で平均 0.9ℓ/秒、ナイジャ州で平均 0.8ℓ/秒、タラバ州で平均 0.5ℓ/秒、
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オンド州で平均 1.1/秒、エヌグ州で平均 1.2ℓ/秒であり、タラバ州で湧出量が小さい。物

理探査を詳細に実施し、深めに掘削し帯水層を探る。また、孔内検層の実施により、的

確なスクリーン位置を設定することは有効である。 

4) 水質に関して、各州とも限られた地域で、鉄、硝酸、フッ素、塩分等が基準を超える場

合があることが報告されている。揚水試験時の水質検査は必ず実施し、水質基準値を満

たさない場合には、飲料水目的としての適格性を慎重に判断する必要がある。 

3-2-1-3 社会条件に対する方針 

社会条件調査の検討結果、大多数の対象コミュニティにおいて、次のような給水の実情と展

望が明らかになった。 

a. 安全な水へのアクセスの絶対的不足。 

b. 水源が居住地から遠く、しかも利用できる水源が限られているため、水汲みに時間がか

かる。 

c. 基本的な衛生施設（トイレ）の整備が遅れているため、コミュニティの水及び衛生状況

は劣悪であり、このため毎年水因性/糞口性感染症が繰り返し発生している。 

d. 住民は、ハンドポンプ深井戸の保有、運営・維持管理に対し彼らの責任で主体的に取り

組む意思を持っている。 

上記を念頭に、概略設計においては以下の事項を社会条件面からの基本方針として考慮する。 

1) プロジェクトの有効性を高める井戸建設サイトの選定 

対象コミュニティの給水事情は、地下水以外にも代替的な水源開発が可能なコミュニティ

もあれば、地下水開発のみに著しく依存しているコミュニティもある。井戸建設サイトは最

終的に「ナ」国側の責任において選定されるものである。選定に当たっては、本プロジェク

トの有効性を高めるため、ハンドポンプ深井戸建設のニーズが最も高いコミュニティを優先

する等優先順位付けする。 

2) 住民組織による主体的で持続可能な運営・維持管理 

完成後の井戸の運営・維持管理にとって、住民組織は不可欠なものである。住民レベルで

の運営・維持管理には、ハンドポンプの小規模修理も含まれる。また、それによる金銭的負

担や労働奉仕も必要となる。自助の精神に基づく主体的で存続可能な施設の運営・維持管理

のために、詳細設計において対象コミュニティにおける住民の技術的・経済的キャパシテイ

に配慮する。 

3-2-1-4 建設事情、現地業者、現地資材活用に対する方針 

各州実施機関は、井戸掘削班と探査班を持ち井戸掘削を行う人材と技術力を持っている。ま

た、各州実施機関には、遊休状態の井戸掘削班が 1 班以上存在する(表 3-4 参照)。これは、過

去には 1 井戸掘削班/1 井戸掘削機の組み合わせで稼働していたが、近年において井戸掘削機が

故障した結果、井戸掘削班の数が現在稼働可能な井戸掘削機の数を上回ったことによる。実際

には複数の井戸掘削班がローテーションで 1 台の井戸掘削機を使用しており、遊休状態にある

井戸掘削班は存在しない。したがって、本計画で井戸掘削機が調達された場合、現役の井戸掘

削班がこれに対応できる。各州実施機関の井戸掘削班は井戸掘削の実績と技術を持っているた



 

3-6 

め、調達井戸掘削機に関する基本的操作指導を受けるだけで本計画の実施が可能である。した

がって、本計画の実施に当っては、各州実施機関が調達機材を使用して井戸建設を行う。 

また、各州には民間井戸業者が存在するが、実施機関は施工技術面において民間業者より技

術的に優れた掘削を実施できる能力があるため、民間井戸掘削業者の活用は行わない。 

表 3- 4 各州実施機関の井戸掘削班 

州 
現在稼働中の既往井戸

掘削機 
井戸掘削班の数 

調達井戸掘削機の担当が

可能な井戸掘削班の数 

ケッビ 1 台 2 1 

ナイジャ 2 台注-1) 3 1 

タラバ 2 台注-2) 3 1 

オンド 0 台 2 2 

エヌグ 1 台 3 2 

注-1)2 台のうち 1 台 1987 年製造の老朽化した掘削機であり、今後の稼働可能性に多くは期待できない。 
注-2) 2 台のうち 1 台は中心機種、もう 1 台は小型機種であり、補助的な役割である。 

現地資材の活用に関しては以下の点に留意する。 

 施設工事に必要な資機材は品質を確保するため、可能な限り国際基準に準拠した製品を

選定する。 

 掘削機、車輌などの主要機材はサービス面、メンテナンスを考慮して、パーツ類が容易

に入手できるメーカーの製品とする。また、パーツ類の輸入など、複雑な手続きが必要

となる場合は、実施機関－「ナ」国代理店－外国メーカーの連絡体制を明確にし、修理

に備える。 

 ハンドポンプ、ケーシングおよびスクリーンパイプ等の井戸建設資材は現地資材を用い

る。ハンドポンプの仕様は連邦政府が標準化を促進している村落レベル維持管理

(VLOM )タイプの Indian MarkⅢとする。 

3-2-1-5 実施機関の運営・維持管理能力に対する方針 

1) 建設計画 

各実施機関は、本計画で調達された井戸掘削機を使用して、2 年間で 100 本の井戸を建設

する責務を負うことから効率的な井戸掘削工事が要求される。各実施機関の過去の井戸掘削

実績から判断すれば、100 本/2 年は充分に達成可能な数値であるが、場合によってはこれを

達成できない可能性がある。この原因の一つは、井戸掘削工程管理が機能していないためで

ある。したがって、本計画による施設建設事業の開始に先立ち、2 年間 100 本の井戸掘削の

全体工程計画をソフトコンポーネントで立案する。この中で、工程管理の上でネックとなる

作業工程を入念に洗い出し、重点的な管理法を提案する。これによって、無理なく 2 年間で

井戸掘削 100 本が達成可能となる。 

2) 実施機関における機材の維持管理 

実施機関は、機材の維持管理に関するマニュアルを持っていない。実施機関は機材維持管

理帳（記録）を持っているが、極めて単純なメモであり、一定のフォーマットを持つ詳細な

記録ではない。また、維持管理や修理が計画的行われていないため、井戸掘削中に機材故障

が頻繁に発生し、井戸掘削が頻繁に中断される。これが井戸工事の進捗が遅れる大きな原因

となっている。維持管理に関する組織内規則やマニュアルの作成と機材管理計画策定が必要
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である。また、維持管理用チェックシートなどのフォーマット整備によって機材の日常点検

が実施可能となる。これをソフトコンポーネントで実施する。 

3) 井戸台帳の整備 

実施機関は井戸掘削の報告書を大量に保管しているが、その情報が井戸台帳として整理さ

れていないため、その情報を活用することができない。井戸掘削計画を立案するために、井

戸台帳の整備が不可欠である。今後、各実施機関はデジタル入力による井戸台帳作成を進め

る意向であり、ソフトコンポーネントによる技術支援が必要である。 

4) 村落給水施設の維持管理支援 

対象州の実施機関は、UNICEF が作成したマニュアルを使用しているが、網羅的内容であ

り LGA や村落住民にとって理解し易いとは言い難い。また、対象 5 州は、自然状況が異な

り、それに応じて村落給水の現状や問題点も異なる。UNICEF のマニュアルは各地域の給水

問題点の微妙な相違を反映したものではない。したがって、各州の実態に即したマニュアル

を作成する必要がある。 

3-2-1-6 機材などのグレードの設定に係る方針 

 井戸掘削機の掘削可能深度は、地層および帯水層の深度を考慮して設定する。 

 井戸掘削機、コンプレッサーについてはサイトへのアクセス条件、機動性を考慮し車輌

搭載型とする。 

 支援車輌（クレーン付トラック）については道路条件を考慮し、全輪駆動車とする。 

 ハンドポンプは連邦政府が標準化を促進している VLOM の Indian Mark III とする。 

 各種の地質条件に合った標準井戸構造、掘削方法および機材計画を提案する。 

 井戸構造、水叩きや排水路、浸透枡など井戸施設については、地下水汚染防止の観点か

ら、最適な施設構造と建設方法を提案する。 

3-2-1-7 工法/調達方法及び工期に対する方針 

 対象各州には基盤岩と堆積岩が分布している。基盤岩や堆積岩は深部においては硬質である

が、表層部分は軟質であり崩壊する。これらの変化に富む岩質状況を考慮したケーシン

グプログラムと掘削工法を検討する。 

 掘削工法は地質状況に応じて、泥水循環によるロータリー掘削工法と圧縮空気による

DTH ハンマー工法を使い分ける。 

 掘削工期は実施機関による過去の工事実績、雨季における対象村落へのアクセス状況悪

化等による掘削実績の低下などを考慮して設定する。 

 全体工程は資機材調達に要する期間と実施機関の事業実施能力及びソフトコンポーネント期

間を考慮して設定する。 

3-2-2 基本計画（機材計画） 

3-2-2-1 全体計画 

対象 5 州の実施機関は、各州における村落給水事業を担当する機関として、給水施設建設に

関する充分な実績と事業実施能力を持っている。その反面、井戸掘削機を初めとする機材の

老朽化が著しく、ここ数年は井戸掘削実績が少ない。そのため、井戸掘削を担当する人材が

活用されていない。村落給水事業推進における対象 5 州の実施機関が抱える最大の課題は、
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井戸掘削機材の老朽化であり、これを解決することによって、実施機関が持つ能力を最大限

に活用可能である。したがって、本計画において井戸掘削のための機材を供与し、実施機関

の技術力と組織力を向上させ、村落給水事業の中心的存在としての機能を強化することが可

能となる。 

本プロジェクトは機材案件として実施し、調達資機材と実施機関の保有資機材の両者を使用

して「ナ」国側で施設建設を実施するものとする。 

(1) 対象計画村落 

本計画では、機材調達後の 2 年間で井戸掘削を行う対象村落を選定し、ハンドポンプなどの

井戸建設資材を調達する。対象村落の決定は以下の 3 つの規準で行なった。 

① 実施機関の井戸掘削能力 

② 水理地質条件 

③ 社会条件 

上記①に関しては、各州実施機関に対する調査結果から評価した。一方、上記②と③の条件

に関しては、評価に先立ち対象とする村落候補をリストアップする必要がある。その目的のた

めに、各州に対して 2 年間で井戸掘削を実施すべき優先村落リストの提出を求めた。表 3-5～表

3-9 に優先村落のリストを示し、図 3-1～図 3-5 に優先村落の位置図を示す。優先村落の数は各

州約 120 箇所とした。過去の事例から判断し、2 年間で掘削機 1 台によって 120 本以上の井戸掘

削を行うのは現実的でないためである。上記の 3 つの条件を用いて対象計画村落を検討した。

検討結果に関して以下に記載する。 



 

3-9 

表 3- 5 エヌグ州要請村落リスト 
No. LGA Community No. LGA Community

1 Aneke Oji Mpu 61 Aneke Oji Mpu

2 Okomegbgo Mpu 62 Okomegbgo Mpu

3 Okpanku 63 Okpanku

4 Ekoli 64 Ekoli

5 Ukete Oduma 65 Ukete Oduma

6 Uhueze Nenwe 66 Uhueze Nenwe

7 Emudo Nenwe 67 Emudo Nenwe

8 Amorji Nenwe 68 Amorji Nenwe

9 Owelli Uzam 69 Owelli Uzam

10 Amabor Owelli 70 Amabor Owelli

11 Enugu Owelli 71 Enugu Owelli

12 Ibite Agbudu 72 Ibite Agbudu

13  Enugu Agu Enuguato Ihe 73  Enugu Agu Enuguato Ihe

14 Umuogodo Ihe 74 Umuogodo Ihe

15 Amata Ituku 75 Amata Ituku

16 Umuonyiba Ituku 76 Umuonyiba Ituku

17 Ogbaku 77 Ogbaku

18 Ugboha Imama Mgbowo 78 Ugboha Imama Mgbowo

19 Obodo Ikoro Ezioha
b

79 Obodo Ikoro Ezioha
b20 Amokpo 80 Amokpo

21 Mbulu Owehe 81 Mbulu Owehe

22 Ogbeke 82 Ogbeke

23 Mbulu Njodo 83 Mbulu Njodo

24 Mbulu Awulu 84 Mbulu Awulu

25 Obeagu 85 Obeagu

26 Obeagu Uno 86 Obeagu Uno

27 Jioto 87 Jioto

28 Akwuke Awkunanaw 88 Akwuke Awkunanaw

29 Ikem Umaram 89 Ikem Umaram

30 Aguudele Mbu 90 Aguudele Mbu

31 Emeora Neke 91 Emeora Neke

32 Akpani  Neke 92 Akpani  Neke

33 Abor Ishiala 93 Abor Ishiala

34 Amaechi Idodo 94 Amaechi Idodo

35 Mburubu 95 Mburubu

36 Umuawulu Agu Unateze 96 Umuawulu Agu Unateze

37 Amuofia Amagu Nara 97 Amuofia Amagu Nara

38 Enuogu Nkerefi 98 Enuogu Nkerefi

39 Umuene Nomeh 99 Umuene Nomeh

40 Isigwe Ugbawka 100 Isigwe Ugbawka

41 Imama Amafor Ugbawka 101 Imama Amafor Ugbawka

42 Umuatugbuoma Akegbe 102 Umuatugbuoma Akegbe

43 Orjiagu 103 Orjiagu

44 Okorouba Ozalla 104 Okorouba Ozalla

45 Obe Uno 105 Obe Uno

46 Eziokwe Amuri 106 Eziokwe Amuri

47 Amankanu Amuri 107 Amankanu Amuri

48 Mgbogodo Agbani 108 Mgbogodo Agbani

49 Obinagu Uno Akpugo 109 Obinagu Uno Akpugo

50 Ihunekwuagu Akpugo 110 Ihunekwuagu Akpugo

51 Ogonoeji Ndi Uno Akpugo 111 Ogonoeji Ndi Uno Akpugo

52 Agbaede Akpugo 112 Agbaede Akpugo

53 Obollo Afor 113 Obollo Afor

54 Amalla 114 Amalla

55 Egali Amalla 115 Egali Amalla

56 Obollo Etiti 116 Obollo Etiti

57 Iheakpu Obollo 117 Iheakpu Obollo

58 Ogbosu Umuluokpa 118 Ogbosu Umuluokpa

59 Adada 119 Adada

60 Nkume 120 Nkume
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図 3- 1 エヌグ州要請村落位置図 
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表 3- 6 オンド州要請村落リスト 

No. LGA Community No. LGA Community

1 Arigidi Iye Road 61 Ajegunle

2 Afin Akoko 62 Laje 1

3 Eso Ibaram 63 Lokuakwa

4 Erusu Akoko 64 Kajola

5 Uro Akoko 65 Adewole Camp

6 Iludotun Akoko 66 Imafo

7 Ese-Akoko 67 Adeyeye Camp,

8 Iyani Akoko 68 Ayede Ilado

9 Iye-Akoko 69 Araromi Igoba

10 Oyagi Ikaramu 70 Odo-Eku

11 Akowonjo 71 Odudu

12 Etioro -Akoko 72 Igunsin

13 Supare-Camp 73 Araromi

14 Okia-Akoko 74 Ibitoye Irese Road

15 Simerin-Akoko 75 Akarakiri Camp, Aule

16 Ayegunle 76 Ise Oluwa Abusoro

17 Ose-Oba 77 Prayer Centre, Adofure

18 Odole-Ibaka 78 Ipinsa

19 Oyara Akoko 79 Ita-Oniyan

20 Gbede-Ipe Akoko 80 Ijigba Zone D

21 Iseu-Epinmi Akoko 81 Aseigbo

22 Sosan Isale 82 Itaolorun

23 Sosan Oke 83 Apefon

24 Izo-Igboro 84 Asoko

25 Ayetoro Oke-Ifira 85 Aponmu Lona

26 Eti-Ose 86 Obamutula Camp

27 Ilegbe Ipe 87 ijaniyi Camp

28 Ipe Gen. Hospital 88 Ala-Goke (Near Ala)

29 Oke-Ima Akoko 89 Omifufun Camp

30 Ugbe-Akoko 90 Owode-Kajola

31 Akunnu-Akoko 91 Igbo Eledumare

32 Iyedu -Ikakumo 92 Kokowu

33 Auga-Akoko 93 Leegun

34 Ise-Akoko 94 Lipanu

35 Iboropa 95 Malintedo

36 Iwoye Afo 96 Igboegunrin

37 Ute 97 Atijere

38 Idogun 98 Itebunkunmi

39 Ijagba 99 Kurugbene

40 Kajola Camp 100 Ilebe

41 Ago Pannu (After Uso) 101 Iju-Oke Oko

42 Sasere Camp 102 Abusoro

43 Adanigbo 103 Odofin

44 Aba Aladie (Uwase Road) 104 Ode-Aye (By Tunji & Tunji)

45 Ipenmen 105 Gbotalota

46 Oladokun Camp 106 Oni Tea

47 Bolorunduro 107 Orita Odigbo

48 Atamo 108 Adegbiji kajola

49 Mobire 109 Onipetesi

50 Oludasa 110 Koseru

51 Soko camp 111 Sabomi

52 Fagbo 112 Igbekebo

53 Ibuji 113 Igbobini

54 Isaru 114 Kiribo

55 Lari Camp (Aaye) 115 Agadagba Obon

56 Ajebamidele 116 Iju-Osun

57 Erigi 117 Lonla

58 Ogho 118 Iyansan

59 Orunbato 119 Atoranse

60 Erinla 120 Omi

Irele

Akure North

Akure South

Ondo West

Ondo West

Idanre

Ile-Oluji
/Okeigbo

Ilaje

Okitipupa

Odigbo

Ese-Odo

Ose

Owo

Ondo East

Ifedore

Akoko North-West

Akoko South-West

Akoko South-East

Akoko North-East
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図 3- 2 オンド州要請村落位置図 
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表 3- 7 タラバ州要請村落リスト 
No. LGA Community No. LGA Community
1 Mayo Renewo II 61 Sabongari Jen
2 Lanko 62 Bangai
3 Mallum I 63 Mararraba Jen
4 Wuro Tapari 64 Wuro Lancha
5 Jauvo Manjor 65 Ambwe
6 Pampetel 66 Abonbia
7 Garin Baka 67 Gidan Mallam
8 Garim Kadiri 68 Bente
9 Borno - Borno 69 Kafai Ndaforo

10 Mile Tara 70 Gatere
11 Nyanli 71 Sabongida Akwanweh
12 Garim Sabon Dale 72 Nyido
13 Kungana 73 Yussa B
14 Jatau 74 Misheli
15 Mayo - Kam 75 Minda
16 Yamata Manda 76 Bujun Kasuwa
17 Tachapa 77 Sabongida Abbare
18 Wasaji 78 Wuro Ladde
19 Ruwan Sanyi 79 Kara Mukel
20 Lafiya Bibinu 80 Apawa Kasuwa
21 Gankwe Assen 81 Tati
22 Gbundu 82 Kapiye
23 Rugan Fulani 83 Fete
24 Kabawa 84 Manya
25 Bodel 85 Tampa
26 Abba Dogo 86 Tati Kumbu
27 Nyabar 87 Mbiya
28 Balewa 88 Kpafikun
29 Abaku 89 Kwesati
30 Kufai 90 Kusansang
31 Gamen 91 Rikwentom
32 Goje 92 Kutuko
33 Garin Abba 93 Rikwen Rika
34 Chul 94 Fikyu Ndukwe
35 Yola Bodewa 95 Kpakiya
36 Gunduma 96 Lumbu Sabongida
37 Gwiwan Kogi 97 Arufu
38 Sabon Gida Takai 98 Chinkai
39 Kwararafa 99 Nukambo
40 Dinya 100 Nolo Alamani
41 Nwoyo II 101 Kente
42 Bakyu 102 Ndo Yola
43 Gidan Mande 103 Nwuko
44 Kauyen Danwazam 104 Sondi
45 kanyen Audu Jukun 105 Mabang
46 Agwan Jibu 106 gadalasheke
47 Muti 107 Panyala CRCN
48 Gindan Urpav 108 Nyalapa
49 Yelwa 109 Boh Muka
50 jekunnuhou 110 Mazang Kopo
51 Kpanti Napu 111 Dazang Pupule
52 Janbanbu 112 Dilla
53 Yawai II 113 Lappo
54 Bashin 114 Janganpo
55 Murbai 115 Zandi
56 Jauro Shawo 116 Bubong
57 Zoh makra 117 Dinding
58 Nayi 118 Mazara
59 Garin Kode 119 Bushanki
60 Jen Petel 120 Bansi

Ussa LGA

Wukari LGA

Yorro

Zing

Kurmi LGA

Lau LGA

Takum LGA

Gassol LGA

Ibi LGA

Jalingo LGA

Karim Lamido

Ardo Kola LGA

Bali LGA

Donga LGA

Gashaka LGA 
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図 3- 3 タラバ州要請村落位置図 
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表 3- 8 ケッビ州 要請村落リスト 

No. LGA Community No. LGA Community
1 Amagoro 1 63 Basaura

2 Chibika 64 Yarga

3 Tago 65 Nassarawa

4 Gigane 66 Gindi

5 Fawangu 67 Kimba

6 Bui 68 Tsirarrai

7 Yeldu 69 Bahabi

8 Jantulu 70 Kawara

9 Amogoro 2 71 Ruwan Fili

10 Kwaido 72 Andarai

11 Dundaye 73 Saran Dosa

12 Tiggi 74 Dogon Daji

13 Bubuce 75 Sambawa

14 Bayewa 76 Mayalo

15 Mera 77 Mungadi

16 Augie 78 Lorfa

17 Bere 79 Garin Baka

18 Kamfani 80 Kwangu

19 Bayan Tanki 81 Kambuwa

20 Tungar Alkasim 82 Sakaba

21 Kan Iyaka 83 Ngaski

22 Yamama 84 Libata

23 Karakwashe 85 Tungar Kadi

24 Tungar Marina 86 Aljannare

25 Alwasa 87 Giro

26 Fonkonsarki 88 Shangilu

27 Tuga 89 Shima

28 Kaliel 90 Kwaifa

29 Kende 91 Gwafidi

30 Kwasara 92 Lafiya

31 Sabongari Illo 93 Ubandawaki

32 Maje 94 Asarawa

33 Lolo 95 Kwartagi Kokani

34 Tsamiya 96 Runtuwa Bagga

35 Gwamba 97 Bakoshi

36 Tilli 98 Bangar Wurigauri

37 Zogirma 99 Wurigauri

38 Raha 100 Kokani

29 Maidahimi 101 Ungwar Bawace

40 Balu 102 Erga Hausawa

41 Yarma 103 Raha

42 Kanzana 104 Dugu

43 Hilima 105 Gironmassa

44 Matseri 106 Arabu Lafiya

45 Sabon Birni 107 Shanga

46 Amburkele 108 Balaure

47 Berboro 109 Bulum Bakwoshi

48 Erga 110 Bulum Shipkawu

49 Ilbo 111 Isgana

50 Elbere 112 Issingiri

51 Musuru 113 Kiri

52 Rade 114 Tungar Rimi

53 Tangaram 115 Udungu

54 Tunburku 116 Ungwar Bala

55 Ayu 117 Tungar Bezere

56 Marina 118 Sabiyal

57 Kyabu 119 Kashin Zama

58 Kellen Kassa 120 Aliero

59 Isrange 121 Rafin Bauna

60 Dungar Danwari 122 Jiga

61 Kwanfe 123 Jiga Sala

62 Kele

Zuru

Aleiro

Bunza

Danko/ Wasagu

Jega

Maiyama

Ngaski

Suru

Kalgo

Shanga

Arewa

Augie

Argungu

Bagudo
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図 3- 4 ケッビ州要請村落位置図 
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表 3- 9 ナイジャ州要請村落リスト 

No. LGA Community No. LGA Community

1 Dogo 66 Tungan Masenja

2 Tsawuni 67 Gbata

3 Sabon Madina 68 Jita

4 Kpatagi/Jikanagi 69 Ingiri

5 Tsadzafu 70 Sharuwauna

6 Emiladan 71 Tamanai

7 Kawo 72 Leshigbe

8 Picifugi 73 Yangba

9 Masaba "A" 74 Dogogari

10 Maiyaki Ndajiya 75 Malmo

11 Masaga "A" 76 Patiko Makeri

12 Massarafu 77 Baban Rami

13 Tudun Wadan Ibanga 78 Mashegu

14 Ugulu 79 Koso Nunawa

15 Ganawa 80 Acwikogi

16 Maikomo 81 Babagi

17 Zhima 82 Talawyi

18 Emisheshi 83 Zari

19 Ekogi 84 Galadima Kogo

20 Wuna Woro Kota 85 Dnaknala Erena

21 Egina 86 Ebbeknma

22 Gawa 87 Guita Gbayi

23 Bwaje 88 Shako

24 Ganamadi 89 Kabo

25 Giro 90 Boyi Madaki

26 Kusogi 91 Toll Gate

27 Bokani 92 Yagopi

28 Rabba 93 Ngagre

29 Muwo 94 Gufana

30 Wakili Tungan Mallan 95 Dagibbe

31 Jita 96 Furushe

32 Dunkule/Nikuchi 97 Kusodu

33 Bwafiyi Ang・Magari 98 Yagbidin

34 Salema 99 Monturawa

40 Mariga Gulbin Boka 100 Kusodu

41 Tsohon Gari Sarkin Pawa 101 Gbangban

42 Gbakodna(Dangunu) 102 Ung. alhaji Idi Adidi

43 Kupkan (Fuka) 103 Ung. Asharmu Gizo

44 Unguwan Kadara (Guni) 104 Ung. Danigi

45 Gbaraga (Gini) 105 Ung. Danlami Tegina

46 Kashini Wara Ung Hawkuri 106 Ung. Ibrahim mai Baba

47 Papiri 35 Dusai, Klbobi, Masteri,Faradok

48 Suteku Wkra Ung Bobu Ganu 36 Sigikaneanin Bobi

49 Galla 37 Faradiia

50 Kokoli Wara Ung Ganu 38 Dusai/Mahoro

51 Nassarawan Iku 39 Matseri

52 Itah Gbauti 107 Maraa

53 Ung. Gbagyi Luma Wesi 108 Mara'a

54 Tungan Tsauni 109 Mashuwa

55 Tungam Makama Iku Wara 110 Matalangu

56 Barikin Niadaua 111 Majinga

57 Rafin Santi Ung Pada 112 Tangwggi

58 Gangaren Panganu 113 Yelwa

59 Madaua Sabon Gari (Newste 114 Sabon Gari Tudun Wada

60 Tundam Shagata 115 Erena

61 Ung. G.R.A Rijau Town 116 Akare Cheji

62 Ung. Gazuma Shambo 117 Bashi Mugu

63 Ung. Fada Jeda 118 Kolo Gbako

64 Tunga Mallam Tsoho 119 Mansatali Gbako
65 Ungwa Rataya Guem 120 Shidagba

Wushishi

Katcha

Magama

Shiroro

Gurara

Edati

Rafi

Suleja

Rijau

Bosso

Borgu

Munya

Agwara

Tafa

Agaie

Lapai

Mashegu

Mokwa

Paikoro

Lavun

Gbako

Bida

Kontag
ora
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1) 実施機関の井戸掘削能力 

各州において 2 年間で掘削可能な井戸本数は、実施機関の能力と地質状況(井戸掘削の難

易度)に左右される。各実施機関の過去 5 年間の井戸掘削実績は表 3-10 に示すとおりである。 

表 3- 10 実施機関の井戸掘削実績(過去 5 年間) 

州 
年間平均井戸掘削本数 

(井戸掘削機 1 台当たり) 
年間最大井戸掘削本数 

(井戸掘削機 1 台当たり) 
地質条件 

ケッビ 30 57 基盤岩、一部堆積岩 

ナイジャ 121) 60 基盤岩、一部堆積岩 

タラバ 31 62 基盤岩、一部堆積岩 

オンド 33 54 基盤岩、一部堆積岩 

エヌグ 24 36 堆積岩 

   注-1) ナイジャ州の場合は、過去 5 年間のうち 4 年間は井戸掘削リグの故障により 1 本も掘削していない。

2010 年の 7 ヶ月間で 60 本を掘削したが、過去 5 年間の平均井戸本数に換算すると 12 本/年と少ない。 

各実施機関の井戸掘削実績は、井戸掘削機 1 台あたり平均 12～33 本/年である。一方、年

間最大本数に関しては、54～62 本/年である。表 3-10 に示された数値を評価するに当っては、

以下の事項を考慮しなければならない。 

 実施機関が保有する井戸掘削機は老朽化が進み掘削能力が低い。 

 実施機関の井戸掘削本数は、州政府・ドナーが実施する村落給水事業の規模に左右される。 

 井戸掘削事業において、実施機関が井戸掘削を行うかあるいは民間業者が井戸掘削を行う

のかの判断は、州政府・ドナーの方針に左右される。 

すなわち、表 3-10 に示した各実施機関の井戸掘削実績には、純粋な技術的観点からの井

戸掘削能力だけでなく上記の要素が反映されている。本プロジェクトで新規井戸掘削機が調

達された場合、各実施機関が年間何本の井戸掘削が可能であるか評価するに当って、カノ州

案件(2007 年)の例が参考となる。カノ州案件実施前の井戸掘削実績を表 3-11 に示し、実施後

の井戸掘削実績を表 3-12 に示す。 

表 3- 11 カノ州案件実施以前の既存掘削機による井戸掘削実績 (1999～2004 年) 

井戸掘削機 1 台当たりの平均年間井戸掘削本数 井戸掘削機 1 台当たりの最大年間井戸掘削本数 

19 42 

表 3- 12 カノ州案件実施後の井戸掘削実績 (2007～2009 年) 

年度 2007 2008 2009 平均 

調達掘削機 1 台による井戸掘削本数 47 80 38 55 

表 3-12 に示すように、カノ州案件で調達された掘削機の井戸掘削本数（2007～2009 年）

は既存井戸掘削機による実績（1999～2004 年）を大きく上回り、調達された掘削機の 3 年間

の井戸掘削本数の平均は 55 本/年である。 

カノ州の事例を踏まえ、各実施機関が掘削可能な井戸本数を以下の事項に基き検討する。 

 井戸掘削能力は、表 3-10 に示された年平均値ではなく年間最大掘削本数の値に近いと考

える。 

 対象 5 州の大部分の実施機関で年間最大井戸掘削本数は掘削機 1 台で 50 本/年を上回って

いる。 
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 カノ州案件の場合も、案件実施以前の既存掘削機の井戸掘削実績は 19 本/年であるが、案

件実施後の調達掘削機は 50 本/年以上を達成している。 

したがって供与掘削機による井戸掘削本数 50 本/年を、対象 5 州の実施機関が確実に達成

可能な数値とする。各実施機関ともに、調達された新型掘削機を使用した場合 50 本/年以上

の井戸掘削が可能であるが、不確定要素を考慮し達成確実な目標値として 50 本/年を提案す

る。したがって、各実施機関が 2 年間で建設する井戸本数は 50 本/年×2 年=100 本とする。 

2) 水理地質条件 

本計画では、ハンドポンプ深井戸の建設を前提とする。ハンドポンプ深井戸建設のための

水理地質条件に関し以下の 3 条件を満たす必要がある。 

表 3- 13 ハンドポンプ深井戸の水理地質条件に関する 3 つの基準 

条件 内容 

① 井戸の地下水位が

GL-40m よりも高いこと。 
 

この条件は「ナ」国で一般的なハンドポンプである Indian Mark-Ⅲの使用を前提

とした条件である。Indian Mark Ⅲは村落レベル維持管理タイプのハンドポンプ

として「ナ」国連邦水資源省が標準化を進めている。地下水位が深いほど井戸水

の汲み上げが困難となる。婦女子が India Mark Ⅲで井戸水を汲み上げる地下水

位の限界は GL-40m 程度である。 

② 井戸の揚水量は 7m3/日以

上であること 
「ナ」国の実施機関では、ハンドポンプ深井戸の標準的揚水量は 11ℓ/分程度とし

ている。ハンドポンプを日中 12 時間作動させた場合の揚水量は 7m3/日程度とな

る。したがって、ハンドポンプ深井戸は 7m3/日程度の揚水可能量を持っている

必要がある。 

③ 上記の 2 条件を満たす井

戸を成功井とした場合、

井戸の成功率が 60%以上

であること。 

「ナ」国の実施機関は成功率に関する規準は持っていない。現実には、1 つの村

落で失敗井戸が 2～3 本程度続いた場合は井戸掘りを断念する。「無償資金協力地

下水開発案件に関わる基本設計調査ガイドライン(平成 8 年)」では、成功率 50％
以上を無償事業実施の条件としている。 

対象 5 州に関して、優先 120 村落の水理地質条件を調査した結果を表 3-14 に要約する。

表に示すように、エヌグ州の一部の地域では地下水位が GL-40m より深いが、他の地域では、

地下水位は GL-40m より浅い。一方、揚水量と成功率に関して問題はない。したがって、各

州が提出した優先村落 120 箇所は、エヌグ州の一部を除いて水理地質条件を満たしている。 

表 3- 14 対象 5 州の水理地質条件(優先 120 村落に関して) 

地下水位 揚水量 
州 帯水層 

GL-m m3/日 
成功率 水質 

第三紀堆積岩 7.2 47 概ね良好  

白亜紀堆積岩 8.0 36 良好 
ケッビ  
 

基盤岩 7.6 29 

65～85% 

良好 

白亜紀堆積岩 9.0 25 概ね良好 
ナイジャ 

基盤岩 7.0 29 
70～80% 

概ね良好 

白亜紀堆積岩 4.3 18 概ね良好  
タラバ 

基盤岩 4.7 18 
70～85% 

概ね良好  

第四紀堆積層 15.0 72 概ね良好  

第三紀/白亜紀堆積岩 6.7 36 概ね良好  オンド 

基盤岩 5.1 32 

50～80% 

良好 

第三紀 imo 頁岩/白亜紀 Ajalli 砂岩 91.0 830 概ね良好  

白亜紀 Ajalli 砂岩 110.0 680 概ね良好  

Awgu Shale 白亜紀 Asta 頁岩/ Awgu 頁岩 6.0 36 概ね良好  

白亜紀 Awgu 頁岩 5.0 54 概ね良好  

エヌグ 

白亜紀 Asu 川層/Eze Aku 頁岩 3.0 43 

60～85% 

良好 
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3) 社会条件 

a) 井戸建設の有効性 

給水事情はコミュニティによって違うものの、ほとんどのコミュニティにおいて、安全な

水へのアクセスが不足していることが社会条件調査の結果判明した。よって、「ナ」国側が

選定した対象コミュニティにおいてハンドポンプ深井戸を建設することは基本的に妥当で

ある。例えば、ハンドポンプ深井戸の代替水源になる動力ポンプ深井戸など複数の水源が整

備されているコミュニティがいくつかある。しかしながら、このようなコミュニティでさえ、

給水の実態は社会条件調査の結果が示している以上に劣悪である。給水セクターにおけるこ

うした実情の背景のひとつには、長年修理されずに放置されたまま機能していない多くの井

戸が存在していることが挙げられる。 

社会条件調査の結果は、以下のコメントをもって 5 州が選定した対象コミュニティが妥当

なものであると結論付ける。これによりプロジェクトの有効性を高めることが期待されるか

らである。 

i) 「ナ」国側は、事業実施の段階で、地域によって様々な給水事情を考慮すること。 

ii) 上記の考慮を踏まえ、ハンドポンプ深井戸の建設を最も必要としているコミュニティ

に対し高い建設優先順位を付与すること。 

iii) 同時に、コミュニティ全体としてプロジェクトの有効性を高めるため、修理可能な井

戸の修理に向けて適切な措置を速やかにとること。 

b) 地域社会組織による持続的な運営・維持管理 

完成後の井戸の運営・維持管理は、LGA や RUWASSA の協力の下、住民の責任で行われ

る。たとえば、村落レベル維持管理（VLOM）で修理可能な軽微な故障は、交換部品等の調

達や工事を含め、住民は自らの責任で対応しなければならない。 

社会条件調査において、住民組織を通じて住民が自ら積極的に施設を保有、運営・維持管

理する強い意思と希望を持っていることが示された。さらに、住民は、運営・維持管理費用

の負担にも応じる意思を示した。社会条件調査によれば、住民の支払い可能な額は、一世帯

1 ヶ月数百ナイラから数千ナイラであった。一方、地域住民の現金収入は乏しくかつ年間を

通じて不安定である。このため、住民にとって、運営・維持管理に必要な金銭的要求に応え

ることは簡単なことではない。こうした点から、以下のとおり結論付けることができる。 

i) 全ての対象コミュニティは完成後の施設の持続的な運営・維持管理を発展させる受

容性と潜在能力を有している。 

ii) 前述の持続発展的な運営・維持管理は、地域社会組織（WASHCOM など）の技術的・

経済的キャパシテイに配慮することによってのみ達成可能である。 

4) 総合評価 

1)～3)の各基準を総合的に評価し、2 年間で井戸掘削が可能な村落を決定した(表 3-15 参照)。 
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表 3- 15 2 年間で井戸掘削可能な井戸数の総合評価 （単位：井戸本数） 

優先 120 村落に対する評価 
州 ①実施機関の能力 

②水理地質条件 ➂社会条件 

総合評価 
(①～③の最小値) 

ケッビ  100 120 123 100 

ナイジャ 100 120 120 100 

タラバ 100 120 120 100 

オンド 100 120 119 100 

エヌグ 100 110 120 100 

表 3-15 に示す様に、実施機関の井戸掘削能力が最も決定的な条件となり 2 年間で掘削可

能な井戸本数が決まった。この結果に関して、以下の事項に留意する。 

 技術的観点における井戸掘削能力に関しては、各実施機関ともに 100 本/2 年よりも早いペース

で井戸掘削が可能であり、また各実施機関はそれを明言している。しかし、井戸掘削に関する

自然条件による不確定要素は避けることができないため、余裕を持って達成可能な目標値とし

て 100 本/2 年を設定する。 

 対象各州は、井戸掘削の対象村落として 200 箇所以上の村落リストを持っている。今回調査で

各州は最も緊急性が高い約 120 村落を提出した。調査団が実施したアンケート調査の結果、こ

れらの村落は水不足が著しく緊急性が高く計画対象として適格であることが判明した。したが

って、今後、井戸掘削段階において、各州実施機関が 120 村落の中から最優先 100 村落を選定

し、井戸掘削を行うこととする。この村落選定に関しては、ソフトコンポーネント「井戸掘削

計画策定に関する技術移転」において、日本人専門家が実施機関に協力する。 

(2) 給水原単位および受益人口 

「ナ」国の「地方給水衛生プログラム：戦略的枠組み」(2004 年)では、単位水量 30ℓ/人・日、

水汲み運搬距離 250m、1 水源当たりの給水人口を 250 人～500 人を目標としている。また、水

源水質は「ナ」国飲料水基準を満たす必要がある。 

本計画では、上記の「ナ」国目標、各実施機関の規準および JICA のガイドラインを念頭に

置き、給水原単位に関する設計条件を各州実施機関と協議した。その結果、各州実施機関との

合意に基づき以下の設計数値を設定した。 

表 3- 16 給水原単位に関する設計条件 

項目 内容 根拠 

給水量 30/人/日 村落給水の国家目標値 

ハンドポンプからの揚水量 11ℓ/分  実施機関の規準値 

ハンドポンプの運転時間 12 時間/日 調査結果 

ハンドポンプからの日揚水量 11ℓ/秒×12 時間=7,920ℓ/日 - 

ハンドポンプ深井戸１基当たりの給水人口 7,920÷30/人・日=264 人 - 

表 3-16 に示す各数値を用いて、本計画による資機材調達後 2 年間の井戸掘削による各州の受

益人口を計算し以下に示す。 

資機材調達後 2 年間の井戸掘削による各州の受益人口 

＝2 年間で掘削可能な井戸掘削本数×ハンドポンプ深井戸 1 基当たりの給水人口 

＝100 本×264 人=26,400 人 
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したがって、対象 5 州では、26,400 人×5 州＝132,000 人となる。 

(3) 水源の検討 

各州において、本プロジェクトのハンドポンプ深井戸開発に伴う取水量が水収支上安全であ

るかについての概略検討結果を以下に示す。 

a） 地下水涵養量が深井戸揚水量を大きく上回っていることを確認する。 

b） 地下水涵養量＝年平均降雨量×面積×涵養率とし、深井戸が対象とする深部帯水層への

涵養量を算出する。過去の調査結果から、涵養率としては 5％以上と推定されるが1、ここで

は十分に安全側の値として１％を仮定する。 

c） 「深井戸揚水量」＝「既設井戸揚水量」＋「本プロジェクトにより開発される新設ハン

ドポンプ深井戸揚水量」とする。また、「既設深井戸揚水量」＝「既設ハンドポンプ深井戸

揚水量」＋「既設モーターポンプ深井戸揚水量」とする。既設モーターポンプ深井戸揚水量

にはソーラーパネル付きモーターポンプ深井戸揚水量も含む。 

d） 深井戸揚水量をハンドポンプ深井戸揚水量＝6,600ℓ/日、モーターポンプ深井戸揚水量＝

15,000ℓ/日とする。ただし、エヌグ州の場合、白亜紀砂岩優勢層を対象とした井戸では口径

12”、深度 200-300ｍの井戸から大型水中モーターポンプにより平均 400m3/日/井戸の揚水を行

っており、モーターポンプ深井戸揚水量＝400,000ℓ/日とする。 

試算結果を表 3-17 に示す。各州ともに地下水涵養量が本プロジェクトのハンドポンプ深井戸

開発後の深井戸揚水量に対して十分に大きく、本プロジェクトによるハンドポンプ深井戸開発

は、水収支上問題ないと判断される。 

表 3- 17 各州の地下水涵養量に対する深井戸揚水量（ハンドポンプ深井戸開発後） 

項目 単位 ケッビ ナイジャ タラバ オンド エヌグ 

年平均降雨量 mm 835 1,550 959 1,579 1,189

面積 km2 36,800 76,363 54,473 15,500 7,161

地下水涵養率 ％ 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

地下水

涵養 

地下水涵養量 X106ｍ3/年 307.280 1,183.627 522.396 244.745 85.144

ハンドポンプ深井戸本数 本 2,153 2,560 859 674 301

ハンドポンプ深井戸日揚水量 ℓ/ 日 6,600 6,600 6,600 6,600 6,600

ハンドポンプ年間揚水量 ｍ3/ 年 5,186,577 6,167,040 2,069,331 1,623,666 725,109

動力ポンプ深井戸本数 本 498 355 128 631 159

動力ポンプ日揚水量 ℓ/ 日 150,000 150,000 150,000 150,000 400,000

動力ポンプ深井戸年間揚水量 ｍ3/ 年 27,265,500 19,436,250 7,008,000 34,547,250 23,214,000

新規ハンドポンプ深井戸本数 本 120 120 120 120 120

新規ハンドポンプ深井戸日揚水量 ℓ/ 日 6,600 6,600 6,600 6,600 6,600

新規ハンドポンプ深井戸年間揚水量 ｍ3/ 年 289,080 289,080 289,080 289,080 289,080

深井戸

揚水量 

合計深井戸揚水量 X106ｍ3/年 32.741 25.892 9.366 36.460 24.228

地下水涵養量に占める深井戸揚水量の比率 ％ 10.7 2.2 1.8 14.9 28.5 

 

 

 
                                                           
1 「ナ」国全国水資源総合開発計画調査(JICA、1995 年)によると、全国平均の年間地下水涵養量は年

間降雨量の約 5%と算出された。 
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1) ケッビ州 

地下水涵養量は 307.280ｘ106m3/年、本プロジェクトのハンドポンプ深井戸開発（2 年間）後の

全深井戸揚水量は 32.741ｘ106ｍ3/年であり、地下水涵養量に対する全深井戸揚水量は 10.7％であ

る。なお、データには、近年、州給水部で州予算によりハンドポンプ深井戸、モーターポンプ深

井戸、ソーラーパネル付きモーターポンプ深井戸の開発が急速に進んでおり、聞き込みによる掘

削数量が付加されている。 

2) ナイジャ州 

地下水涵養量は 1,183.627ｘ106m3/年、本プロジェクトのハンドポンプ深井戸開発（2 年間）後

の全深井戸揚水量は 25.892ｘ106ｍ3/年であり、地下水涵養量に対する全深井戸揚水量は 2.2％であ

る。 

3) タラバ州 

地下水涵養量は 522.396ｘ106m3/年、本プロジェクトのハンドポンプ深井戸開発（2 年間）後の

全深井戸揚水量は 9.366ｘ106ｍ3/年であり、地下水涵養量に対する全深井戸揚水量は 1.8％である。 

4) オンド州 

地下水涵養量は 244.745ｘ106m3/年、本プロジェクトのハンドポンプ深井戸開発（2 年間）後の

全深井戸揚水量は 17.057ｘ106ｍ3/年であり、地下水涵養量に対する全深井戸揚水量は 7.0％である。 

5) エヌグ州 

地下水涵養量は 85.144ｘ106m3/年、本プロジェクトのハンドポンプ深井戸開発（2 年間）後の全

深井戸揚水量は 24.228ｘ106ｍ3/年であり、地下水涵養量に対する全深井戸揚水量は 28.5％である。

涵養量に対する深井戸揚水量が他州に比べて高いのは、白亜紀層砂岩優勢層からの大型深井戸に

よる揚水が進んでいることによると考えられる。売水を目的とした民間井戸も多く設置されてい

るが、民間井戸のデータは調査を行っていないため加えられていない。本計画による地下水開発

は上記の白亜紀層砂岩優勢層ではなく白亜紀頁岩優勢層であり帯水層が異なる。また本プロジェ

クトによる揚水量は砂岩優勢層地域からの揚水量に比べ極めて小さい。今後、エヌグ州全体とし

て持続的開発を行うためには、地下水開発が進行している砂岩優勢層の収支解析を行ない、その

結果に基づく開発・管理計画の策定が重要と思われる。 

(4) 原水水質 

水質試験は、各州ともに独自ないし民間の水質試験所にて実施している。水質基準は WHO

ないしナイジェリア飲料水水質基準(NSDWQ)が使用されている。今回、既存井戸の水質試験を

パックテスト等により原位置で実施した。試験対象とした既存井戸の主なタイプは手掘り浅井

戸と深井戸である。水質試験の結果、NSDWQ の基準値を超える値が一部の井戸で認められた。

地質由来成分では鉄とフッ素、生活環境由来成分では硝酸や大腸菌が検出された。 

一方、各州の実施機関から収集した井戸完成時の水質試験結果によれば、地質由来成分であ

る鉄やマンガンおよびフッ素は一部で基準値レベルもしくは基準値を超過している箇所がみら

れたものの、生活環境由来成分である硝酸や大腸菌はほとんど検出されていない。 

これらのことから、井戸完成時点では水質の生活環境汚染は確認されていないものの、その

後の時間経過とともに井戸施設の老朽化や維持管理不足などにより、生活環境由来の汚染物質
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（家畜の排泄物・肥料・屎尿などの生活排水など）が地下浸透ないし井戸に直接浸透するなど

して水質が悪化しているものと考えられる。 

したがって、揚水試験時における水質試験は必ず実施することとする。必要最小限の水質検

査項目を表 3-18 に示す。水質基準はいずれも NSDWQ を採用する。 

表 3- 18 水質検査項目 

No. 項目 水質基準値 No. 項目 水質基準値 
1 水温 - 6 鉄 0.3mg/l 
2 色/味/臭気 - 7 マンガン 0.2mg/l 
3 ｐH 6.5～8.5 8 フッ素 1.5mg/l 
4 電気伝導度 1000μS/cm 9 硝酸 50mg/l 
5 濁度 5NTU 10 大腸菌群 0 

(5) 施設建設 

施設建設は、各州実施機関により実施されるが、その仕様は以下の通りとする。 

 施設建設のうち深井戸付帯施設の標準仕様は現状の構造・規模で支障がなく、これまでの

習熟度から、実施機関の標準仕様（UNICEF と同じ）を基本とする。 

 排水路の延長については、実施機関が建設した既存井戸の場合 3m であるが、井戸の水質

汚染防止を考慮して現場状況に応じてそれ以上の長さを提案する。 

 各州の設計掘削深度および設計スクリーン全長を表 3-19 のように設定する。 

表 3- 19 各州の設計掘削深度および設計スクリーン長 

ケッビ州 

対象各 LGA の平均掘削深度は 35m～59m で、揚水量も妥当であり、設計掘削深度を平均の 45

ｍとする。ケーシング長は 3ｍ～12ｍで、6ｍ～9ｍが多く、設計スクリーン長を 9ｍとする。 

ナイジャ州 

対象各 LGA の平均掘削深度は 37m～66m で、揚水量も妥当であり、設計掘削深度を平均の 50

ｍとする。ケーシング長は 3m～18m (最大 30m)で、9ｍが多く、設計スクリーン長を 9ｍとする。 

タラバ州 

対象各 LGA の平均掘削深度は 23m～40m であるが、揚水量が他州に比べて低く、設計掘削深度

を 40ｍとする。ケーシング長は 0ｍ～30ｍで、硬質岩部を裸孔で仕上げている場合が多い。他州

を参考に、設計スクリーン長を 9ｍとする。 

オンド州 

対象各 LGA の平均掘削深度は 57m～69m であるが、モーターポンプ井戸としての掘削ケースが

多く、揚水量も他州に比べ大きい。州コミュニティ開発省が掘削したハンドポンプ深井戸では掘

削深度 30ｍ～40m で必要な揚水量を得ている。堆積層、堆積岩部では深目になることを考慮し、

設計掘削深度を 50ｍとする。ケーシング長は 6m～15m (最大 30m)で、12ｍが多く、設計スクリー

ン長を 12ｍとする。 

 

項目 ケッビ州 ナイジャ州 タラバ州 オンド州 エヌグ州 

設計掘削深度（ｍ） 45 50 40 50 55 

設計スクリーン長（ｍ） ９ 9 9 12 18 
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エヌグ州 

対象各 LGA の平均掘削深度は 49m～56m であるが、白亜紀頁岩優勢層中に挟在される砂岩が対

象帯水層になること、産水量が小さいと言われているアスタ・ンクポロ頁岩層群地域も含まれる

ことから、設計掘削深度を 55ｍとする。ケーシング長は 6ｍ～36ｍで、18m が多く、設計スクリ

ーン長を 18ｍとする。 

 ケーシングプログラムは掘削時の地下水状況及び孔内検層の結果をもとに決定する。 

 掘削径はガイドパイプの必要な崩壊し易い表層部では掘削径 10 インチ、それ以深では掘削径

6 インチとして、4 インチのケーシングとスクリーンを挿入する。スクリーン部にはグラベル

パックを施し、スクリーンの目詰まりを防止する。 

 水場周りの汚水が井戸内に流入するのを防止するために、井戸掘削上部はセメントによるシ

ールを施す。 

 村落には雨水や汚水の排水路がなく、井戸周辺に溜まり水ができている村落があるため、プ

ラットフォームの排水路の先端に浸透升を設け、雑排水をろ過させ地下に浸透させる。浸透

枡は UNICEF の標準仕様（縦 1m x 横 1m x 深さ 1m）とする。 

 井戸周囲には家畜などの侵入を防ぐためフェンスを設置するよう指導する。 

 事業実施時にはソフトコンポーネントで適切な給水施設の運営・維持管理の指導を行う。 

(6) 井戸の成功率 

各州の井戸掘削成功率を表 3-20 に示す。 

                         表 3- 20 各州の井戸掘削成功率                   (単位:%) 

注：（）はモーターポンプ井戸 
表の数値は主に実施機関での聞き込みによる 

表 3-20 から、井戸掘削成功率をケッビ州 75%、ナイジャ州 75%、タラバ州 70%、オンド州

70%、エヌグ州 70％とする。 

各州とも、特に民間さく井会社が井戸掘削を行う場合、事前に物理探査(電気探査)が行われ

ている。タラバ州では、実施機関内の物理探査班が積極的に探査を行い、隣のアダマワ州まで

探査活動を展開している。物理探査の実施により、現状以上に成功率を上げることは容易でな

い。しかし、現在の成功率を維持するために、今後、より詳細に物理探査（電気探査）を実施

する必要がある。地下水開発が容易な地区は既に開発済みであり、開発のより困難な地区にお

ける開発が求められているため、成功率が低下する可能性もある。オンド州、エヌグ州では民

間さく井会社が井戸掘削を行う場合、特に、堆積岩の井戸掘削においてスクリーン位置を決定

するため通常孔内検層が行なわれている。実施機関においても孔内検層機の整備が必要である。 

区分 項目 ケッビ州 ナイジャ州 タラバ州 オンド州 エヌグ州 

第四紀層 - - - 50 - 

第三紀層 65-70 - - 60-70 （80-85） 

白亜紀層 80-85 70-75 70-85 60-70 - 

白亜紀層（砂岩優勢層） - - - - （80-85） 

白亜紀層（頁岩優勢層） - - - - 60-80 

地質 

基盤岩 80-85 70-80 60-75 60-80 - 

範囲 65-85 70-80 65-85 50-80 60-80 対象

LGA 平均 75 75 70 70 70 
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3-2-2-2 機材計画 

(1) 調達資機材 

実施機関の能力、機材の使用目的、現保有機材の機種・数量・稼働状況および将来の使用計

画を考慮し、調達資機材の内容を検討した。その結果を表 3-21 に示す。 

対象各州の実施機関は、村落給水事業の実施主体として、数多くの村落給水施設を建設した

実績を持っている。また、現状において、井戸掘削に必要な人材と技術を備えている。その一

方で、井戸掘削のための資機材が老朽化し、井戸掘削事業の実施に大きな支障が生じているこ

とから、井戸掘削のための資機材調達は、実施機関の事業推進に貢献する。 

実施機関ごとに井戸掘削を担当する人員数や現有の井戸掘削機の数量は多少異なる。その一

方で、ここ数年間の井戸掘削実績に大差は無い。したがって、各実施機関の井戸掘削能力はほ

ぼ同一であると判断する。したがって、各州ともに井戸掘削機 1 台および支援車両 1 式の調達

を計画する。 

表 3- 21 井戸建設資機材リスト 

番号 資機材名称 主な仕様又は構成 単位 数量 

1 井戸掘削リグ 

 形式：トラックマウント式（含標準付属品）トップ

ヘッドドライブ方式 
 掘削方式：泥水掘削／DTH 工法併用 
 掘削深度：100m 以上 
 掘削孔径：泥水掘削～10-5/8"、DTH～6-1/4" 
 対象地質：沖積層～硬岩類 
 運搬方式：トラック搭載型 
 積載用トラック：全輪駆動方式（4×4 または 6×4）

台 

ケッビ州 :1 
ナイジャ州:1 
タラバ州 :1 
オンド州 :1 
エヌグ州 :1 

2 
掘削ツールおよび
消耗品 

[掘削ツール] 
 上記リグが掘削するために必要なドリルパイ プ、ハ

ンマービット、ワークケーシングその他必要な工具、

アクセサリー類 
[消耗品] 

 ドラックビット、ローラービット、DTH ハンマー及

びハンマービットで構成 

 掘削泥材(ベントナイト、CMC、発泡剤) 

式 

ケッビ州 :1 
ナイジャ州:1 
タラバ州 :1 
オンド州 :1 
エヌグ州 :1 

3 高圧コンプレッサー 

 吐出圧：2.01MPa (20.5 ㎏/㎝ 2)以上･高圧式 
 吐出量：11.3m3/分以上 
 運搬方式：トラック搭載型 
 積載用トラック：全輪駆動方式（4×4 または 6×4）

台 

ケッビ州 :1 
ナイジャ州:1 
タラバ州 :1 
オンド州 :1 
エヌグ州 :1 

4 クレーン付トラック 

 積載能力：6 トン以上 
 駆動形式：全輪駆動方式（4×4 または 6×4） 
 エンジン：ディーゼルエンジン（水冷式） 
 荷台寸法：6.0m 以上 
 クレーン能力：2.9t 

台 

ケッビ州 :1 
ナイジャ州:1 
タラバ州 :1 
オンド州 :1 
エヌグ州 :1 

5 揚水試験機材 

 水中ポンプ：30ℓ/分×70m (1.5kW、50Hz) 
 発動発電機：5kVA 以上 
 水位計：測定深度 100m 式 

ケッビ州 :1 
ナイジャ州:1 
タラバ州 :1 
オンド州 :1 
エヌグ州 :1 

6 水質試験機材 

測定項目：pH、溶存酸素、電気伝導度、T.D.S、水温 

式 

ケッビ州 :1 
ナイジャ州:1 
タラバ州 :1 
オンド州 :1 
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番号 資機材名称 主な仕様又は構成 単位 数量 

エヌグ州 :1 

7 物理探査用機材 

電気探査 
 最大有効探査深度：100m 
 測定項目：見掛けの比抵抗値、自然電位 
 測定レンジ：0.1mV～10V 
 付属品：解析ソフト 
 特記事項：孔内検層機併用型（比抵抗：検層深度～

100m、検層用ケーブル 100m 付） 
電磁探査 
 スリングラム法 
 測定項目：見かけ比抵抗 
 最大有効探査深度：40～60m 
 付属品：解析ソフト 

式 

ケッビ州 :1 
ナイジャ州:1 
タラバ州 :1 
オンド州 :1 
エヌグ州 :1 

 ハンドポンプは、UNICEF 及び実施機関の標準機種

である VLOM タイプの Indian Mark III とする。 
ケッビ州 :100 
ナイジャ州:100 
タラバ州 :100 
オンド州 :100 
エヌグ州 :100 

 ハンドポンプ用修理工具：住民レベルで使用可能な

軽微な修理用。 
ケッビ州 :100 
ナイジャ州:100 
タラバ州 :100 
オンド州 :100 
エヌグ州 :100 

8 ハンドポンプ 

 ハンドポンプ用修理工具：重要な故障時の LGA メカ

ニック用 

式 

ケッビ州 :13 
ナイジャ州:24 
タラバ州 :15 
オンド州 :18 
エヌグ州 :9 

9 ケーシングパイプ 

 材質：uPVC (Unplastised polyvinyl chloride) 
 規格：φ4″(O.D.114.4mm1) x 3.0m 
 管厚：5.5mm 以上 
 継手形式：ねじ式 式 

各州以下の井戸
本数分 
ケッビ州 :100 
ナイジャ州:100 
タラバ州 :100 
オンド州 :100 
エヌグ州 :100 

10 スクリーンパイプ 

 材質：uPVC (Unplastised polyvinyl chloride) 
 規格：φ4″(O.D.114.4mm1) x 3.0m 
 管厚：5mm 以上 
 継手形式：ねじ式 
 開口方式：スリット方式(幅 0.8-1.0mm) 
 開孔率：3％以上 

式 

各州以下の井戸
本数分 
ケッビ州 :100 
ナイジャ州:100 
タラバ州 :100 
オンド州 :100 
エヌグ州 :100 

r11 井戸掘削泥材 

 ベントナイト 
 調泥材 
 発泡剤 
 

式 

各州以下の井戸
本数分 
ケッビ州 :100 
ナイジャ州:100 
タラバ州 :100 
オンド州 :100 
エヌグ州 :100 

(2) 必要性と数量根拠 

本プロジェクトでの資機材の必要性と数量根拠を以下に示す。 

1) 井戸掘削リグ 

① 使用目的 

 各実施機関が計画する井戸掘削に使用する。 
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② 必要性と数量根拠 

 各実施機関は 2年間で 100本の井戸を建設する計画であり、各実施機関に井戸掘削機１台、

合計 5 台を計画する。なお、各実施機関の事務所敷地内で井戸掘削機等が駐車するヤード面

積は以下のとおりであり充分な余裕がある。 

表 3- 22 各実施機関の施設・敷地規模 (m2) 

 ケッビ ナイジャ タラバ オンド エヌグ 

事務所 250 1,000 300 400 1,000 
修理場 100 1,000 200 300 100 
駐車場 2,500 5,000 2,500 2,500 3,000 
倉庫 280/50 (2 棟) 1,000/800(2 棟) 200/72 (2 棟) 1,500 (2 棟) 1,200 (2 棟)

また、実施機関の担当技術者は井戸掘削に対する技術と経験を有し、調達機材に関する初期操

作指導を受けることによって、井戸掘削機を操作することが可能である。 

2) 掘削ツールおよび消耗品 

① 使用目的 

 上記井戸掘削機に工具・標準アクセサリー類を装備し井戸掘削を行う。 

② 必要性と数量根拠 

 ドリルパイプ、ハンマービット、ワークケーシング等の工具類およびアクセサリー類は、

実施機関が調達井戸掘削機を使用して 2年間で 100本の成功井戸を掘削するに必要最小限の

数量とする。消耗品については井戸成功率を考慮し、表 3-23 に示すとおりとする。なお、

消耗品を計画する上での井戸本数は以下の式で算出する。 

    消耗品を計画する上での井戸本数 ＝ 成功井戸の本数÷成功率 

表 3- 23 消耗品を計画する際の井戸本数 

州 井戸本数 
井戸成功率

(%) 
消耗品を計画する上
での井戸本数 

ケッビ 100 75 134 
ナイジャ 100 75 134 
タラバ 100 70 143 
オンド 100 70 143 
エヌグ 100 70 143 

3) 高圧コンプレッサー 

① 使用目的 

 井戸掘削機の DTH ハンマーへ圧縮空気を供給しこれを上下方向に高速駆動するとともに

掘削屑を孔外に排除する。 

② 必要性と数量根拠 

 実施機関が所有している既存コンプレッサーは既存井戸掘削機専用であり調達する井戸

掘削機と共用できない。したがって、調達井戸掘削機の専用機として、1 台/1 実施機関への

調達を計画する。 

4) クレーン付トラック（調達井戸掘削機専用） 

① 使用目的 

 ケーシングパイプ等の資材および掘削ツール等の運搬に使用する。 
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② 必要性と数量根拠 

 トラッククレーンに関する各実施機関の現有状況は以下のとおりである。各実施機関とも

にクレーン付トラックは劣化が著しく修理不能である。したがって、本計画で調達する井戸

掘削機の専用として、クレーン付トラックの調達を計画する。 

表 3- 24 各実施機関のクレーントラック現有状況 

州 メーカー 状 態 製造年 

ケッビ インド TATA 
故障 
修理不能（部品調達困難） 

1995 

ナイジャ インド TATA 
故障 
修理不能（部品調達困難） 

1995 

タラバ 無し - - 

オンド インド TATA 
故障 
修理不能（部品調達困難） 

1992 

エヌグ 日産ディーゼル TADANO 
故障 
修理不能（部品調達困難） 

1996 

 クレーン付きトラックは、ドリルパイプ・ハンマービット・ケーシング等の工具類やアク

セサリー類の運搬・脱装着作業、およびケーシング・スクリーンパイプの吊り上げ作業を行

う。１台/１実施機関を計画する。 

5) 揚水試験機材 

① 使用目的 

 井戸の揚水量を観測し、井戸の地下水生産性を判定し、揚水量の観点から成功井の判定を

行う。 

② 必要性と数量根拠 

 各州実施機関は、現在揚水試験を実施していない。その理由は数年前に揚水試験機材が故

障した、あるいは試験機材を持っていないためである。各州実施機関は、井戸掘削時の孔内

湧水量や、井戸洗浄における揚水量を目安として成功井の判断を行なっている。しかし、こ

れらの簡略法では、成功井の判定誤差が生じる危険性が高い。通常、規模の大きな帯水層は

広域的に分布する地下水面を形成し、井戸の水源として安定している。一方、「宙水」と呼

ばれ小規模に孤立して存在する地下水が存在する。宙水を地下水本体と誤認し、これを取水

する井戸を完成させる事例が後を絶たない。この様な井戸は完成後に間もなく井戸枯れする。

かかる事態を防ぐためには、揚水試験を行い、長期間にわたり揚水可能か否かを確認する必

要がある。揚水試験は井戸の完成に不可欠であるため、揚水試験機１式/１実施機関を計画

する。 

表 3- 25 各実施機関の揚水試験の実施状況 

州 揚水試験機の状況 

ケッビ 揚水試験機材(UNICEF 供与 1995 年)は 2008 年以降故障で使用できない。 

ナイジャ 揚水試験機材(日本政府供与 1991 年)は 2000 年以降故障で使用できない。 

タラバ 揚水試験機材を持っていない。 

オンド 揚水試験機材(UNICEF 供与 1992 年)は 2008 年以降故障で使用できない。 

エヌグ 揚水試験機材(日本政府供与 1988 年)は 2009 年以降故障で使用できない。 

6) 水質試験機材 

① 使用目的 

 井戸の水質を把握し、水質面における成功井の判定に使用する。 
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② 必要性と数量根拠 

 各実施機関は、井戸掘削後に井戸水サンプルを採取し水質試験室で分析し、給水源として

の適合性を確認している。しかし、各実施機関の水質試験室（ケッビ州の実施機関は水質分

析室がなく民間に外注）は 1990 年代初期に UNICEF から供与された旧式の測定機を使って

水質分析を行っている。近年は、機器の老朽化と試薬不足で満足な水質試験は実施されてい

ない。調達機器による分析可能な項目は限られており、この結果だけで飲料水としての妥当

性を判断することはできないが、試験室が充分に機能していない現状では、調達機器の水質

情報は重要である。 

また、携帯用水質分析機の利点は、井戸掘削中や完成直後に現場において井戸水質の概略

を知ることにある。水質分析可能な項目は限られているが、測定可能な水質指標を用いて水

質概略の判定が可能である。極端に劣悪な水質である場合は、失敗井であると判断し井戸掘

削を中止することが可能となる。 

 水質試験機材は、効率的な井戸掘削工事に貢献する。かかる利点を踏まえ、水質試験機材

1 式/１実施機関を計画する。測定項目は以下の 4 項目である。 

①pH、②溶存酸素、③電気伝導度、④T.D.S、⑤水温 

7) 物理探査機材 

① 使用目的 

 帯水層の深度、層厚および拡がりを把握する。 

② 必要性と数量根拠 

 地下水探査のための物理探査機材として、電気・電磁気探査機材が適している。調査地域

では主に基盤岩の風化帯が帯水層となっているケースが多い。風化帯と新鮮な基盤岩の電気

的性質の違いを利用し、電気・電磁気探査によって風化帯の分布が把握できる。これに基づ

き最適な井戸掘削位置を決定する。電気・電磁気探査は、井戸成功率を上げるための重要な

探査法である。電気探査と電磁気探査の利用方法を表 3-26 に示す。 

表 3- 26 電気探査と電磁気探査の利用方法 

項目 電磁探査(2 ループ法) 電気探査 

特性 
地層の電磁気的特性を利用して、水平方向の地

層分布を探査する。水平探査に適している。 
地層の電気的特質を利用して、深度方向の地

層分布を探査する。垂直探査に適している。

結果の利用法 帯水層の厚さが最大である地点が把握できる。 帯水層の分布深度が高い精度で把握できる。

電磁探査と電

気探査の併用 
まず、電磁探査法によって、村落周辺で最も帯水層が厚く分布する地点を決定する。次いで電

気探査法によって、上記地点の帯水層の分布を詳細に把握し井戸構造を決める。 

 表 3-27 に示す様に、電気探査と電磁気探査は異なる長所を持っており、両者を効果的に

併用すれば探査精度が向上し、井戸成功率の向上に寄与する。各実施機関の物理探査機材の

保有状況は表 3-27 に示すとおりである。 

表 3- 27 各実施機関の物理探査機器の保有状況 

電気探査機 電気検層機 
州 

機種 状態 製造年 機種 状態 製造年

ケッビ ABEM 老朽化のため操作不良 1995 無し - 1995 

ナイジャ 
GEOTRON 
MODEL G41 

使用可能 
2009 Geologer

老朽化による使用不能 
2009 

タラバ 
Terameter 
SAS300 

故障多く操作不良 
2000 無し - 2000 
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電気探査機 電気検層機 
州 

機種 状態 製造年 機種 状態 製造年

オンド MacOhom 老朽化・故障により使用不能 1992 無し - 1992 

エヌグ ABEM 老朽化のため操作不良 1988 Geologer 老朽化による使用不能 1988 

 各実施機関が保有する電気探査機は、大部分が 1990 年代に外国ドナーから供与された機

器であるため老朽化が進み故障し易い。探査機が既に故障し修理不可能のケースもある。大

部分の機種は旧式であるため測定精度が低い。またアナログ式による解析を前提としている

ため解析精度も低い。一方、最新式の探査機は、操作性に優れまた測定精度が高い。また、

解析ソフト付であり解析精度も高い。したがって、物理探査機材 1 式/１実施機関を計画す

る。ただし、ナイジャ州に関しては、表 3-27 に示す様に、現在、稼働状況良好な電気探査

機が一台ある。しかし、この探査機は既存井戸掘削機と同一行動する探査班が専用で使用す

るため、本プロジェクトで調達する井戸掘削機専用に物理探査機材 1 式の調達を計画する。

なお、各実施機関には物理探査班が存在しており、調達機器の活用や維持管理に問題はない。 

8) ハンドポンプおよび修理工具 

① 使用目的 

 ハンドポンプによって井戸から取水する。また、コミュニティや LGA が修理工具を使っ

てハンドポンプの維持管理や修理を行う。 

② 必要性と数量根拠 

 ハンドポンプは 2 年間で掘削可能な井戸 100 本分の調達を各州に対して計画する。 

 修理工具は、コミュニティレベルと LGA レベルの 2 種類を計画する。コミュニティレベ

ル用修理工具は住民が井戸の日常管理に使用する。一方、LGA レベル修理工具は LGA 職

員(ハンドポンプ修理工)が、巡回修理や住民が修理できない故障の場合に使用する。コミュ

ニティレベル修理工具の総数はハンドポンプの総数と一致する。また、LGA レベルの修理

工具の総数は各州の対象 LGA の数と一致する。 

表 3- 28 ハンドポンプおよび修理工具の調達数 

修理工具 
州 ハンドポンプ数 

コミュニティレベル LGA レベル 

ケッビ 100 100 14 

ナイジャ 100 100 24 

タラバ 100 100 15 

オンド 100 100 18 

エヌグ 100 100 9 

合計 500 500 80 

9) ケーシングおよびスクリーンパイプ 

① 使用目的 

ケーシングパイプ：井戸孔壁を保護する。 

スクリーンパイプ：帯水層からの地下水を井戸内に流入させる。帯水層からの砂が井戸内

に流入するのを抑制する。 

② 計画数量 

各州の計画数量は表 3-28 に示すとおりである。 
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表 3- 29 ケーシングおよびスクリーンの調達数量 

ケーシング スクリーン(m) 
州 井戸本数 

平均井戸長

(m) 井戸1本当たりの

ケーシング長(m) 
全体ケーシング長

(m) 
井戸 1 本当たりの

スクリーング長(m) 
全体スクリーン長

(m) 

ケッビ 100 45 36 3,600  9 900  

ナイジャ 100 51 42 4,200  9 900  

タラバ 100 42 33 3,300  9 900  

オンド 100 51 39 3,900  12 1,200  

エヌグ 100 57 39 3,900  18 1,800  

合計 - - - 18,900  - 5,700  

注) 調達数量の最終決定に当っては、上記数量に対してケーシング・ストレーナーの損傷率 10%を加算

し決定する。 

(3) 主要資機材の仕様検討 

1) 井戸掘削リグ 

① 掘削工法 

 対象 5 州の井戸掘削の対象となる地層は、表 3-30 に示すとおりである。エヌグ州以外の 4

州には、基盤岩と堆積岩の両者が分布し、エヌグ州には堆積岩のみ分布する。 

表 3- 30 対象州の井戸掘削の対象となる地層 

州 井戸掘削の対象 

基盤岩 
ケッビ 

堆積岩(白亜紀、第三紀) 

基盤岩 
ナイジャ 

堆積岩(白亜紀) 

基盤岩 
タラバ 

堆積岩(白亜紀) 

基盤岩 
オンド 

堆積岩(白亜紀、第三紀) 

エヌグ 堆積岩(白亜紀、第三紀) 

岩種に応じて、以下の井戸掘削工法を採用する。 

基盤岩 

 基盤岩の新鮮な部分は硬質である。しかし、帯水層となるのは風化帯であり、砂礫状を呈

して中硬質である。この場合は圧縮空気を使用して行う DTH ハンマー工法によって井戸掘

削を行う。ただし、地表付近の土壌化した部分は、DTH ハンマー工法が有効でないため、

泥水循環によるロータリー工法を用いる。 

堆積岩 

 堆積岩は基盤岩ほど硬質ではない。井戸掘削工法は基盤岩の場合と同様であり、硬質な部

分は圧縮空気を用いた DTH ハンマー工法、軟質な部分は泥水循環によるロータリー工法と

なる。 

② 掘削口径 

 井戸の掘削径は、表層部分(GL-10ｍ程度まで)は 10 インチとし、それ以深は 6 インチとす

る(図 3-6 参照)。表層部分は崩壊し易く、崩壊防止のガイドパイプ(径 8 インチ)を挿入する

ために掘削径 10 インチが必要となる。それ以深では、4 インチのケーシング/スクリーンを

挿入するために掘削径 6 インチが必要となる。 

 表層部分は 10-5/8”のトリコンビットによって泥水循環・ロータリー工法で掘削し、それ
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以深では 6-1/4”のハンマービットによって、圧縮空気・DTH ハンマー工法で掘削する。 

③ 掘削深度 

 対象各州の井戸掘削深度は以下のとおりである。表 3-31 から、対象各州の最大掘削深度

は 71～100m の範囲にありほぼ同一である。したがって、井戸掘削機は掘削可能深度を 100m

以上で計画する。 

表 3- 31 対象各州の井戸掘削深度 

州 
平均井戸長

(m) 

最大深度 
(m) 

ケッビ 45 72 

ナイジャ 50 71 

タラバ 40 76 

オンド 50 100 

エヌグ 55 80 

④ 搭載トラック 

 各対象州では、幹線道路（連邦道や州道）は大部分がタール舗装道であり良好である。し

かし、幹線道路から外れた地域は、道路が未舗装で凹凸が激しく雨期には路面が泥濘化し通

常の車輌では走行が不可能となる。このため駆動形式は全輪駆動方式（4×4）とする。 

2) 高圧コンプレッサー 

① 計画仕様 

 高圧コンプレッサーの必要空気圧および必要空気量は、以下のような条件で検討する。 

必要空気圧の算定 

高圧コンプレッサーの必要圧力は、最低作動圧力と水頭圧の和から求める。 

 最低作動圧力：10.5 kg/cm2（1.03MPa） 

 水頭圧：10.0 kg/cm2（0.98MPa：最大掘削深度 100m） 

必要空気圧＝最低作動圧力＋水頭圧＝10.5＋10.0＝20.5 kg/cm2（2.01MPa） 

必要空気量の算定 

高圧コンプレッサーの必要空気量は、次式により求める。 

必要空気量（Q）＝ 環状部流速（V）×環状部断面積（A） 

ただし、 

 環状部流速（V） 

スライムを孔内からスムーズに排出するための環状部（ロッドと孔壁間のスペー

ス）の流速のことで、一般的に 1,200～1,500m/分とされている。本計画では、平均

値の 1,350m/分を使用する。 

 環状部断面積（A）=1/4×π×{(掘削孔径)2－（ロッド径)2} 

 掘削孔径：6"（=0.159m） 

 ロッド径：4-3/4"（=0.121m） 

したがって、 

必要空気量（Q）＝ 環状部流速（V）×環状部断面積（A） 

＝ 1,350m/分×1/4×π×{ (0.159)2－(0.121)2} 

＝ 11.3m3/分 
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よって、高圧コンプレッサーの仕様は、高圧タイプ（必要空気圧：2.01MPa 以上）とし、

空気量は 11.3m3/分以上が確保できるものとする。 

② 搭載トラック 

 高圧コンプレッサーは、常に井戸掘削機と一緒に使用されるため井戸掘削機と同じ機動性

が必要である。したがって、駆動形式は井戸掘削機と同様に全輪駆動方式（4×4）とする。 

3) クレーン付トラック（調達井戸掘削機専用） 

① 駆動形式 

 道路条件、走行条件、移動距離、積載物の重量を考慮し、全輪駆動方式（4×4）とする。 

② 積載能力 

 積載量は、掘削用機材（掘削ツール）やケーシングパイプ等の資材の運搬重量を考慮して

6t 以上とする。 

③ クレーン能力 

 クレーン能力は、掘削用資機材の重量や一般的に製造されているクレーン付トラックの仕

様を考慮し、2.9t とする。 

4) 揚水試験機材 

① 水中ポンプ 

 ハンドポンプの計画取水量は 11ℓ/分程度、揚程は 40m 程度である。揚水試験では、計画

取水量を上回る井戸能力の上限値に関する情報も必要であり、ポンプ規格は以下の通りとす

る。 

・ポンプ規格：30ℓ/分×70m×1.5kW×50Hz 

② 発動発電機 

 負荷設備（水中モーターポンプ：1.5kW）容量により、5kVA とする。 

③ 水位計 

 測定深度は、井戸の最大掘削深度の 100m まで測定可能なものとする。 

5) 水質試験機材 

 水質試験機は携帯可能な簡易水質試験機とし、測定項目は現場で測定可能な pH、溶存酸素、

電気伝導度、T.D.S、塩分濃度、水温とする。 

6) 物理探査機材 

 物理探査機材として電気・電磁探査機を計画する。対象地域の井戸の最大深度は 100m 程度

であるため電気探査機の最大探査深度は 100m 程度とする。一方、電気探査に先立って実施す

る電磁探査機は風化帯の水平的分布を探査するのが目的であり、探査深度は 40～60m とする。

また、電気探査機は地表における探査だけでなく、井戸掘削直後に実施する孔内検層機（電気

検層）としても使用可能な機種とする。孔内電気検層に必要となる 100m のケーブルおよびゾ

ンデ（センサー部分）をアクセサリーとして付加する。 

7) ハンドポンプおよび修理工具 

 ハンドポンプは連邦政府が標準化を促進している VLOM タイプの Indian MarkⅢとする。

Indian Mark Ⅲは揚水管を引き上げることなしにチェックバルブやプランジャーが交換可能で

あり維持管理が他のハンドポンプと比較し容易である。また Indian MarkⅢは UNICEF、UNDP、
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WB などの外国ドナーも導入を推薦している。 

 対象地域の中には、地下水水質の影響でハンドポンプの金属部分が腐食し易い地域がある。

これを防ぐために、ハンドポンプのシリンダー部分と接続ロッドはステンレス製とし、揚水管

は uPVC 製とする。 

8) ケーシングおよびスクリーンパイプ 

 現地での井戸調査および市場調査より各パイプの仕様は以下のとおりとする。 

表 3- 32 各パイプの仕様 

項目 内容 

ケーシングパイプ 

材 質   ：uPVC（硬質塩化ビニール） 
規 格   ：φ4"(O.D.114.4 ㎜)×3.0m 
管 厚   ：5.5mm 以上 
継手形式 ：ねじ式 

スクリーンパイプ 

材 質   ：uPVC（硬質塩化ビニール） 
規 格   ：φ4"(O.D.114.4 ㎜)×3.0m 
管 厚   ：5.5mm 以上 
継手形式 ：ねじ式 
スクリーンタイプ：スリット式（幅 0.8～1.9mm） 
開孔率   ：3%以上 

9) 井戸掘削泥材 

 井戸掘削泥材は、井戸掘削時の孔壁安定や掘削土砂の孔外排出を目的として使用される。井

戸掘削泥材として以下の 3 種を調達する。 

① ベントナイト：モンモリロナイト 250 メッシュ粉体 

② 調泥材：植物性高分子化合物(ポリマー系) 

③ 発泡材：アニオン系界面活性剤 

(4) 主要資機材の調達区分 

主要資機材は、現地調査結果に基づき、下表に示す調達先を検討する。また、調達価格につい

ては、これらの調達区分からの見積を参考として決定する。 

表 3- 33 資機材の調達区分 

調達区分 
機材名称・項目 

日 本 現 地 第三国
理  由 

井戸掘削リグ ●   
現地で製造されていないため、日本調達
とする。 

掘削ツール、工具類、
消耗品 

●   
現地で製造されていないため、日本調達
とする。 

井戸掘削機材 

エアコンプレッサー ●   
現地で製造されていないため、日本調達
とする。 

支援車輌 
クレーン付トラック ●  

 
 

現地で製造されていないため、日本調達
とする。 

井戸関連機材 
揚水試験機材 ●  

 現地で製造されていないため、日本調達
とする。 

水質試験機材 ●   調査観測機材 
物理探査用機材 ●   

現地で製造されていないため、日本調達
とする。 

ハンドポンプ  ●  
ケーシングパイプ  ●  
スクリーンパイプ  ●  

井戸建設資材 

井戸掘削泥材  ●  

現地で製造されている。品質に問題がな
いため、現地調達を計画する。 
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3-2-3 概略設計図 

概略設計に関わる設計画面を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3- 6 井戸標準図 
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図 3- 7 ハンドポンプ深井戸付帯施設 
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図 3- 8 浸透升 
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3-2-4 調達計画 

3-2-4-1 調達方針 

次の調達方針に基づき資機材の調達を計画する。 

1) 各州実施機関による施設建設工事工程と調達計画の整合を図る。 

2) 採用する機材の選定については、消耗品・交換部品等の入手先、使用環境条件、維持管

理体制を十分検討する。 

3) 調達機材は、現地の技術水準・維持管理状況等の調査結果を踏まえ、現地生産品・日本

製品・第三国製品の中から「ナ」国側にとって最も有利な製品を選択する。 

4) 井戸建設における品質管理・工程管理・施工品質確保の容易さから、使用する資材類の

品質は原則として BS/DIN/ASTM/JIS 等の国際規格に準拠した物とするが、ローカルスタ

ンダードで承認された資材であれば調達の範囲とする。 

5) 調達する資機材の維持管理責任機関は、各州実施機関とする。 

6) 調達する資機材により建設された井戸の維持管理責任機関は、各コミュニティとする。 

3-2-4-2 調達上の留意事項 

機材の調達に際しては、次の点に関し状況確認を行う。 

1) 調達業者が派遣する技術者による調達機材の点検・運転・維持管理に関する技術指導。 

2) 「ナ」国側の輸入許可・通関手続き・その他貿易業務一般および車両登録等の諸手続き。 

3) 調達業者の資機材輸送状況、通関・受け取り、保管期間以降の事故。 

4) 「ナ」国荷降し港（ラゴス）での煩雑な手続き業務の進捗。 

3-2-4-3 調達・据付区分 

調達された資機材は、各州実施機関に引き渡されるまでの期間、日本側の負担で保管する。

引渡し後の資機材の維持管理は、「ナ」国側によって行われる。また、調達資機材を用いて行わ

れる井戸給水施設の建設工事及び完成した施設の管理責任は「ナ」国側とする。 

なお、施工に際して日本側は、施工方法・品質管理・工程管理・出来形（高）管理などの技

術移転をソフトコンポーネントで行うが、日本側は工事に関する監理責任は負わない。施設建

設工事に必要な資材の負担区分は以下のとおりである。 

表 3- 34 資材負担区分 

資機材項目 「ナ」国 日本国 

ケーシングパイプ  ○ 
スクリーンパイプ  ○ 
ハンドポンプ  ○ 
ベントナイトや CMC などの井戸掘削泥材  ○ 
セメント・砂利・その他の井戸建設資材 ○  
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3-2-4-4 調達監理計画 

入札から設計・調達/製作・輸送・納品・据付等の一連の作業・業務が円滑に運ばれるようコ

ンサルタントと調達業者は次の監理を行う。 

1) コンサルタントの調達監理者 

(ア) 業者打合せ 

(イ) 承認図書等の照査 

(ウ) 発注内容の確認 

(エ) 工場での検査・確認 

(オ) 船積み前検査 

(カ) 調達資機材引渡しの確認・立会い 

(キ) 調達業者が行う運用指導の確認、取り扱い説明書・保守マニュアルの内容確認 

2) 調達業者 

(ア) 現地調達管理者を資機材到着に合わせラゴス港へ派遣する。 

(イ) 掘削関連機材・車両・物理探査機材等を対象とした運転・使用方法に係わる説明・指

導を各州実施機関に対し行う。 

3-2-4-5 品質管理計画 

以下に品質管理計画を工程管理と品質管理に区分して述べる。 

1) 工程管理 

本無償資金協力は機材調達のみで構成されるため、機材の工場製作に対する工程遵守が請

負業者に対して要求される。したがって原則として請負業者が工程管理を行い、コンサルタ

ントは請負業者の報告から進捗状況を確認し、必要に応じて工程遵守の警告等を発する。 

コンサルタントの工程管理として、以下の作業を計画する。 

① 無償資金協力として妥当な事業実施期間を念頭に置き、機材製作に必要と考えられる期

間を考慮し必要かつ十分な工期を設定する。また、これに基づき計画工程表を作成し機

材調達契約条件とする。 

② 工期厳守の観点から、入札時に請負業者が提示する工程の妥当性を確認する。 

③ 計画工程と請負業者の実績を比較しながら工程の進捗状況を確認する。 

④ 請負業者の工程が計画から大きく遅れてきた場合、請負業者に対する警告を発し、工期

遵守を促す。また、必要に応じて工期遵守のための対応策の検討・提案を行う。 

2) 調達機材の品質管理 

無償資金協力で調達する機材は工場で製作される。したがって、原則として調達機材の品

質管理は請負業者が行い、コンサルタントは完成時の性能検査確認等から機材品質を確認す

る。 

なお、コンサルタントの品質管理として、以下の作業を計画する。 

① 概略設計を踏まえた機材仕様書を入札図書で提示する。 

② 請負業者が提案する機材が入札図書で規定した仕様を満たしていることを入札時に確

認する。 
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③ 必要に応じ、入札図書で規定可能な範囲を超えた詳細な仕様内容を請負業者の承認図書

等を通じて確認する。 

④ 工場製作完了時の品質検査への立合いや検査結果報告書のレビュー等を通して機材の

品質を出荷前に確認する。必要に応じて、製品の手直し等を請負業者へ指示する。 

3) 井戸建設の品質管理 

「ナ」国では現在、井戸建設に係る品質管理のため、連邦水資源研修所が「ナイジェリア

における井戸掘削標準化」(案)を作成している。これを、本プロジェクトの井戸建設の品質

管理に適用する。 

3-2-4-6 資機材等調達計画 

本プロジェクトで調達される資機材については、アフターサービスの確保と調達コストの低

減が図れるよう、現地調達の可能性を考慮した計画とする。 

1) 井戸掘削リグ及び関連機器 

井戸掘削リグは現地で製造されていないため、日本製リグを調達する。アフターサービス

体制確保が可能であるメーカーの井戸掘削リグ及び掘削用資機材を調達する。 

2) 井戸建設用資機材 

• ハンドポンプ 

「ナ」国では、連邦政府は Indian Mark-Ⅲを村落レベル維持管理タイプのハンドポンプと

して標準化を進めており、これは RUWATSAN-1 と呼ばれている。UNICEF,UNDP,WB な

どの外国ドナーも RUWATSAN-1 の使用を推奨している。また、RUWATSAN-1 は「ナ」

国内で生産されており、また現地輸入業者もありスペアパーツ入手が容易であることから、

現地調達を計画する。 

• ケーシングパイプ及びスクリーンパイプ類 

井戸建設に使用する uPVC（塩ビ）製のケーシングパイプ及びスクリーンパイプ類は、「ナ」

国内において調達が可能である。また、品質面でも国際規格で製造できる会社が数社存在

する。よって、本プロジェクトでは上記パイプ類は現地調達とする。 

• 井戸掘削泥材 

井戸掘削に使用する泥材(ベントナイト、CMC、発泡剤)は「ナ」国内において調達が可能

である。また、品質面の問題ないため、本プロジェクトで掘削泥材は現地調達とする。 

3-2-4-7 初期操作指導・運用指導計画 

「ナ」国井戸掘削技術者は、井戸掘削の実績と技術力を十分持っている。その一方で、本プ

ロジェクトで調達する井戸掘削機と同一機種を過去に使用した経験はない。一般に、井戸掘削

機や掘削ツールは製造メーカーが異なっていても基本的構成と使用方法はほぼ同一である。そ

の一方で、メーカーごとに多少仕様が異なり、機材を良好な状況で継続的に使用するためには、

使用開始時点における慎重な操作指導が要求される。「ナ」国側井戸掘削技士が短時間で調達機

材の操作方法を習得するには調達機材に精通した日本側技士による以下の 2 種類の技術指導が

必要である。 
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初期操作指導 

日本側技士が実施機関の井戸掘削技士に対して、調達機材の操作方法を指導する。指導する

内容は、機材の基本的構成・容量・能力、計器類の配置、操作手順、保守・点検方法などの

最も基礎的な事項である。 

運用指導 

実施機関の井戸掘削技士が調達機材を操作して井戸掘削を行った場合に、初期的な操作方法

に関する知識だけでは対処できない状況に遭遇する。これに対処するため、日本側井戸掘削

技士と実施機関の井戸掘削技士が共同で井戸 3 本を掘削する。この過程を通じて、「ナ」国井

戸掘削技士が掘削機材の実践的操作方法を習得する。 

上記の 2 種類の技術指導は、①井戸掘削機材と、②調査機材に関して必要最小限の規模で行

う。 

3-2-4-8 ソフトコンポーネント計画 

各州実施機関は調達機材の効率的な運用を行う意志を持ち、また、対象村落は調達機材によ

り建設される給水施設の持続的な運営・維持管理を行う意思を持っている。これを支援するた

めに、下記ソフトコンポーネントを実施する。 

① 井戸建設計画・データ管理・機材維持管理技術強化のための支援 

② 給水施設の運営・維持管理体制強化のための支援 

上記ソフトコンポーネントは必要最小限の規模とし、実施方法としては日本人コンサルタン

トが全体を監督・指導し、一部活動は現地コンサルタントを活用する。実施時期に関しては、各

州実施機関への機材引渡し前にソフトコンポーネントを終了する方針とする。 

(1) ソフトコンポーネント導入の必要性 

1) 井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理指導の必要性 

本プロジェクトは、各州実施機関が 100 箇所の深井戸給水施設を機材調達後の 2 年間で建

設する計画である。本プロジェクトで調達される資機材を有効活用し、効率的に事業を実施

するためには、以下の支援が必要となる。 

①機材の操作方法、井戸掘削技術、探査技術等の技術面の強化 

②井戸建設計画・データ管理・機材維持管理技術の指導 

上記①に関しては、調達業者の技術指導にて対応し、②に関してソフトコンポーネントで

実施する。これによって実施機関の限られた人的資源・予算の有効活用が可能となる。加え

て、入念に計画された工程管理によって施工速度を速め、本プロジェクトの事業効果を最大

限に発揮することができる。 

また、実施機関は、過去の井戸掘削データを記録していないため、効率的な井戸建設計画

を立案できない。更に、機材の日常点検や機材の維持管理・修繕を計画的に行っていないた

め、機材の故障が多発し井戸掘削が頻繁に中断し、完成施設数が目標値を下回る。以上の問

題の対策として、データ管理技術の強化や機材管理計画の策定が必要である。この技術支援

は各州実施機関に対して行う。 
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2) 給水施設の運営維持管理体制強化の必要性 

実施機関による給水・衛生事業は、次の手順を踏んで実施される。 

深井戸給水施設建設の要請 
 

事業実施のための予算確保 
 

サイト調査（自然条件、社会状況） 
 

住民組織の設立 

 

施設の建設 
 

水質検査 
 

建設直後の啓発活動 

 

実施機関が建設した施設は完成後にコミュニティに引き渡される。その後、コミュニティ

の村落水衛生委員会（WASHCOM）が運営維持管理を行う。各 LGA の給水課に所属する水衛

生班職員は、実施機関と連携し WASHCOM を支援する。しかしながら、実施機関職員、LGA

職員及びコミュニティ住民 3 者による連携体制が不十分である。特に、3 者連携の中心的存

在となるべき LGA 職員に対する研修・指導が行われているにもかかわらず、LGA 職員の専

門的な知識・技術力が不足している。その結果、LGA によるコミュニティ支援が効果的に行

われていないため、給水施設の運営・維持管理が持続的に実施されない。 

対象 5 州の実施機関は、UNICEF が作成したマニュアルを使って LGA が指導を行なってい

る。しかし、この内容は、参加型村落指導に関する一般的な手法の紹介であり、各州の給水

実態を反映したものではないため十分な効果を発揮しているとは言い難い。より平易で各州

の村落給水特性を反映したマニュアルの作成が必要である。日常的な維持管理を担当するコ

ミュニティ用のマニュアルが無いためこれを作成する価値は高い。 

実施機関による LGA・コミュニティ支援体制を整備し、関係者間の連携体制を強化するこ

とによって、住民組織設立や住民啓発活動が適切に行われる。これを目的として、本プロジ

ェクトではソフトコンポーネントの実施によって、実施機関職員に対して専門知識の技術移

転を行い、職員のキャパシティデベロップメントを図る。 

(2) ソフトコンポーネントの目標 

ソフトコンポーネントの目標は以下のとおりである。 

1) 井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理技術の強化 

 井戸建設計画を策定する。 

 井戸台帳を整備する。 

 地下水汚染防止を目的とした井戸構造を立案する。 

 機材維持管理計画を策定し、ワークショップへの機器導入計画を立案する。 

2) 給水施設の運営維持管理体制の強化 

 給水施設運営維持に関する実施機関・LGA・コミュニティ 3 者の業務内容を明確にし、
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業務分担マニュアルを作成する。 

 対象村落の中から技術移転の場としてのモデルコミュニティを選定し、WASHCOM を

設置する。 

 実施機関職員が LGA 職員に対してコミュニティ支援の技術指導を行う。 

 実施機関とLGAが連携してモデルコミュニティのWASHCOM設立と啓発活動を行う。 

 実施機関と LGA が WASHCOM 組織化・運営マニュアルを作成する。 

(3) ソフトコンポーネントの成果 

本プロジェクトのソフトコンポーネント業務による直接的な成果は以下の通りである。 

1) 井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理技術の強化 

 井戸建設計画に基づく工事が実施され、建設工期が短縮する。 

 井戸台帳に基づき井戸管理が強化される。 

 井戸構造が改善され、地下水汚染が防止される。 

 ワークショップが整備され、機材の維持管理が強化される。 

2) 給水施設の運営・維持管理体制の強化 

 実施機関が担当する給水施設運営・維持管理支援に関する業務内容が明確になり、業

務実施体制が整備される。 

 実施機関と LGA の連携が強化され、村落水衛生委員会への支援が継続的に行われる。 

 モデルコミュニティにおける活動を通じて、実施機関と LGA 職員が住民組織化・啓発

活動の技術を習得する。 

 各コミュニティに水衛生委員会が設立される。 

 運営マニュアルに沿って、給水施設の運営・維持管理が継続的に行われる。 

(4) ソフトコンポーネントの活動 

支援活動は以下の 2 項目である。 

1) 井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理技術指導 

工事開始に先立って邦人コンサルタントが実施機関の担当部局の職員に対して、技術指導

を行う。技術指導の内容と実施機関の対象部局を表 3-35 に示す。 

表 3- 35 ソフトコンポーネント対象部局（井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理技術） 

 対象州 

項目 
ケッビ ナイジャ タラバ オンド エヌグ 

(1) 井戸掘削計画 

地方給水・衛生

公社 機材管理

部 

地方給水・衛生

公社 給水部 

地方給水・衛生

公社 給水部 

水衛生プロジェ

クト 給水部 

地方給水・衛生

公社 給水部 

(2) データ管理 
地方給水・衛生

公社 給水部 

地方給水・衛生

公社 給水部 

地方給水・衛生

公社 給水部 

水衛生プロジェ

クト 給水部 

地方給水・衛生

公社 給水部 

(3) 機材維持管理 

地方給水・衛生

公社 機材管理

部 

地方給水・衛生

公社 機材管理

部 

地方給水・衛生

公社 機材管理

部 

水衛生プロジェ

クト 機材管理

部 

地方給水・衛生

公社 機材管理

部 

2) 給水施設の運営維持管理体制の強化指導 

工事開始に先立って邦人コンサルタントが実施機関の担当部局の職員に対して、技術指導
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を行う。技術指導の内容と実施機関の対象部局を表に示す。 

表 3- 36 ソフトコンポーネント対象部局（給水施設の運営維持管理体制の強化） 

 対象州 

項目 
ケッビ ナイジャ タラバ オンド エヌグ 

(1) 
給水施設の運営維

持管理体制の強化 

地方給水・

衛 生 公 社 

村落啓発部 

地方給水・衛

生公社 村落

啓発部 

地方給水・衛生公

社 村落啓発・衛

生推進部 

水衛生プロジ

ェクト村落啓

発・衛生教育部 

地方給水・衛生

公 社  村 落 啓

発・衛生部 
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表
3-

 3
7 

活
動

明
細

計
画

(1
/2
）

 

1)
 井

戸
建
設
計
画
・
デ
ー
タ
管
理
・
機
材
維
持
管
理
強
化
支
援
（
対
象

5
州
の
実
施
機
関
に
対
し
て
）

 

活
動

項
目

 
活

動
内

容
 

実
施

方
法

 
直

接
的
成

果
 

1.
地

質
状
況

に
対
応

し
た
井

戸
構
造
図

が
作
成

さ
れ

る
。

  

2.
施

設
建
設

工
期
の

短
縮
を

目
的
と
し

た
井
戸

建
設

計
画
が
策

定
さ
れ
る

。
 

3.
 井

戸
台
帳
が

整
備

さ
れ
る

。
 

4.
 機

材
維
持
管

理
計

画
が
作

成
さ
れ
、

修
理
用

機
器

導
入
計
画

が
作
成
さ

れ
る
。

 

1.
井

戸
建

設
計

画
策

定
指
導

 

 

1-
1.

 井
戸

構
造
図

の
作

成
 

1-
2.

 要
員

計
画

お
よ

び
施

工
計

画
の

作
成

1-
3.

 工
程

管
理

計
画

策
定

 

1-
4.

 安
全

管
理

計
画

策
定

 

 

①
 実

施
機

関
に

施
工

計
画

チ
ー

ム
を

設
立

す
る

。
 

②
 井

戸
構

造
図

を
作

成
す

る
。

 

③
 施

工
計

画
書

を
作

成
す

る
。

 

④
 工

程
管

理
計

画
書

を
作

成
す

る
。

 

⑤
 安

全
管

理
計

画
を

作
成

す
る

。
 

（
備

考
１

参
照

）
 

2.
 井

戸
台

帳
の

整
備

指
導

 

 

2-
1.

 井
戸

台
帳
の

整
備

 

 

①
既

存
井

戸
デ

ー
タ

の
収

集
、

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

の
作

成
。

 

②
デ

ー
タ

の
イ

ン
プ

ッ
ト

。
 

（
備
考

2参
照

）
 

3.
 機

材
維

持
管

理
指

導
 

3-
1.
機

材
維
持

管
理

計
画

策
定

 

3-
2.
機

材
維
持

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
作

成
 

3-
3.
修

理
用
機

器
導

入
計

画
作

成
 

 

①
 機

材
維

持
管

理
計

画
チ

ー
ム

を
設

立
す

る
。

 

②
 機

材
維

持
管

理
計

画
を

作
成

す
る

。
 

③
 修

理
用

機
器

材
導

入
計

画
を

作
成

す
る

。
 

④
 関

連
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

を
作

成
す

る
（

備
考

3参
照

）
 

投
入
・
資

機
材

 

1.
 邦

人
ｺ
ﾝｻ

ﾙ
ﾀﾝ

ﾄ
 1

 名
 

 
 ﾛ
ｰ
ｶ
ﾙｺ
ﾝ
ｻﾙ
ﾀ
ﾝﾄ

 1
 名

 

2.
 車

輌
：
邦
人

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
用

1 
台
ｘ

21
3 

日
 

3.
 関

連
資
料
の

準
備

 
1式

 

 ＜
相
手
国

側
＞

 

1.
 各

州
実
施

機
関

 4
～

10
名

 

<
ワ
ー

キ
ン
グ

チ
ー
ム

>
 

(
各

州
)
 

(
1
)
 指

導
員

 

a
)
 
邦

人
コ
ン

サ
ル
タ

ン
ト

 
1
 
名

 

b
)
 
 ロ

ー
カ

ル
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

 1
 名

 

 (
2
)
 対

象
者

：
実

施
機

関
職

員
(
各

州
)
 

a
)
 
施

工
計

画
チ

ー
ム

：
 

給
水

部
職

員
 
4
 
名

 

b
)
 
井

戸
台

帳
管

理
チ

ー
ム

 

 
 
 給

水
部

職
員

 
4
 
名

 

c
)
 
.機

材
維

持
管

理
チ

ー
ム

 

機
材
管
理

部
職
員

 
4
名

 

 

備
考

 
1
.
井

戸
建

設
計

画
策

定
指

導
 

(
a
)
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

説
明

、
担

当
員

の
責

任
の

重
要

性
を

説
明

、
各

課
の

協
力

の
 

 
 
 
 重

要
性

を
説

明
 

(
b
)
 施

工
計

画
書

の
目

次
案

の
作

成
 

(
c
)
 井

戸
構

造
と

地
下

水
汚

染
に

関
し

て
の

講
義

 
 

(
d
)
 品

質
、

工
程

、
安

全
管

理
に

つ
い

て
の

講
義

 

(
e
)
 掘

削
チ

ー
ム

編
成

の
提

案
 

(
h
)
 チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

類
の

作
成

 

(
i
)
 他

の
事

例
の

紹
介

 

(
f
)
 井

戸
構

造
図

の
作

成
 

(
j
)
 施

工
計

画
書

の
作

成
 

 

2
.
井

戸
台

帳
の

整
備

指
導

 

(
a
)
 井

戸
デ

ー
タ

の
重

要
性

を
説

明
 

(
b
)
 デ

ー
タ

管
理

の
現

状
と

問
題

点
に

つ
い

て
の

理
解

 

(
c
)
 井

戸
デ

ー
タ

管
理

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

の
策

定
 

(
d
)
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
時

の
井

戸
デ

ー
タ

入
力

方
法

の
確

認
 

 3
.
機

材
の

維
持

管
理

指
導

 

(
a
)
 機

材
維

持
管

理
計

画
の

目
次

案
作

成
 

(
b
)
 修

理
用

機
器

導
入

計
画

の
目

次
案

作
成

 

(
c
)
 機

材
維

持
管

理
計

画
の

作
成

 

(
d
)
 修

理
用

機
器

導
入

計
画

の
作

成
 

(
e
)
 関

連
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

類
の

作
成
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表
3-

 3
8 

活
動

明
細

計
画

 (
2/

2）
 

2)
 給

水
施
設
の
運
営
・
維
持
管
理
体
制
強
化
支
援
（
対
象

5
州
の
実
施
機
関
に
対
し
て
）

 

活
動

項
目

 
活

動
内
容

 
実

施
方

法
 

直
接
的
成

果
 

1.
 実

施
機

関
の

給
水

施
設

運
営
維
持
管

理

支
援

体
制

の
整

備
指

導
 

 

1-
1.

 
給

水
施
設

運
営
維

持
管

理
体

 

  
  

制
の

明
確
化

 

①
 給

水
施

設
運

営
維

持
管

理
支

援
の

現
状

を
把

握
す

る
。

 

②
 給

水
施

設
運

営
維

持
管

理
に

関
す

る
業

務
を

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

す
る

。
 

③
 同

業
務

に
対

す
る

実
施

機
関

―
地

方
政

府
―

村
落

水
衛

生
委

員
会

の
役
割
分

担
を
整

理
す
る
。

 

2-
1.

 分
担

業
務
の
確

認
 

①
 モ

デ
ル
地

方
政
府

 を
選
定
し

、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を

設
立

す
る
。

(備
考

1参
照

) 

②
 モ

デ
ル
地

方
政
府

 の
水

衛
生

管
理

ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄと

の
会

議
を

開
催

し
、

業
務

分
担

を
確

認
す

る
。

 

2.
 実

施
機

関
と

地
方

政
府

 と
の

連
携
強

化
指
導

 

 
2-

2.
 業

務
運
営
管
理

規
則

の
作

成
 

①
 施

設
故
障

時
対
応

体
制

、
ス
ペ
ア
パ
ー
ツ
供

給
支

援
体

制
、
定

例
会
議
開

催
等

の
村
落

水
衛
生
委

員
会
支

援
の

た
め

の
業

務
運

営
管

理
規

則
を

検
討

す
る

。
 

②
 業

務
運

営
管

理
規

則
を

文
書

化
す

る
。

 

3-
1.

 分
担

業
務
の
確

認
 

 

①
 モ

デ
ル
地

方
政
府

の
中
か

ら
対

象
村

落
を

決
め

、
モ
デ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

決
定

す
る
。

 

②
 モ

デ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

住
民
に

対
し
、

実
施
機

関
―

地
方

政
府

―
村
落
水
衛

生
委
員

会
の
業
務

分
担
を

説
明
す

る
。

 

3-
2.

 村
落

水
衛
生
委

員
会

設
立

支
援

①
 村

落
水

衛
生

委
員

会
の

必
要

性
・
役

割
、
住

民
に

よ
る

施
設

運
営
維
持
管

理
の
重

要
性
に
関

し
説
明

す
る

。

②
 村

落
水
衛

生
委
員

会
の

メ
ン
バ
ー
を
選

出
し
、

メ
ン
バ
ー
リ
ス
ト
を

作
成
す

る
。

 

1.
 
給

水
施

設
運

営
維

持
管

理
に

関
す

る
体

制

が
整
備
さ

れ
、
業
務

内
容
が

明
確
に
な

る
。

2
.
 
実

施
機

関
と

地
方

政
府

の
村

落
水

衛
生

委
員
会
支

援
の
業
務

運
営
管

理
規
則
が

作
成
さ
れ

、
支
援
分

担
内
容

が
明
確
に

な

る
。

 

3
.
 
モ
デ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

村
落
水

衛
生
委

員

会
が
設
立

さ
れ
、
実

施
機
関

/
地

方
政
府

職
員
が
住

民
組
織
化

/
啓

発
活
動

の
技
術

を
習
得
す

る
。

 

4
.
 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法

を
決
定

し
、

マ
ニ
ュ
ア
ル

が
作
成
さ

れ
る
。

 

3-
3.

 給
水

施
設
の
維

持
管

理
費

用

徴
収
に
関

す
る
啓
発

活
動

支
援

 

①
 村

落
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催

す
る

。
 

②
 給

水
施

設
の

維
持

管
理

費
用

の
必

要
性

を
説

明
す

る
。

 

③
 維

持
管

理
費

用
に

関
す

る
討

議
を

行
う

。
 

  
 (
金

額
、

支
払

い
頻

度
、

支
払

い
方

法
、

徴
収

・
保

管
方

法
等

を
決
定
す

る
。

) 

④
 村

落
水

衛
生

委
員

会
の

運
営

規
則

(支
払

い
方

法
等

)を
作

成
す

る
。

 

3-
4.

 給
水

衛
生
関
連

の
啓

発
活

動
 

 
 

支
援

（
備
考

3参
照
）

 

①
 給

水
施

設
周

辺
や

家
庭

の
水

廻
り

等
の

衛
生

環
境

改
善

に
関

す
る

啓
発
活

動
を
行

う
。

 

②
 水

因
性

疾
患

予
防

に
関

す
る

啓
発

活
動

を
行

う
。

 

3.
 村

落
水

衛
生

委
員

会
の

組
織
化
と
住

民

啓
発

活
動

支
援

（
備

考
2参

照
）

 

 

3-
5.

 給
水

施
設
の
修

理
・

点
検

法
 

  
  

の
指

導
 (
備
考

4参
照

) 

①
 井

戸
故

障
時

の
対

処
方

法
を

説
明

す
る

。
(業

務
分

担
と

連
絡

体
制

) 

②
 ハ

ン
ド

ポ
ン

プ
修

理
工

に
対

し
井

戸
修

理
・

点
検

の
訓

練
を

行
い

、
修
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
付
し

説
明
す

る
。

投
入
・
資

機
材

 

＜
日
本
側

＞
 

1.
 邦

人
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 1
名

 

2.
 邦

人
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
用

車
両

1 
台
ｘ

15
1日

  

3.
 関

連
資
料
の

準
備

 
1式

 

＜
相
手
国

側
＞

 

1.
 実

施
機
関

担
当
者

 4
名

 

2.
 地

方
政
府

担
当
者

 5
名

 

3.
 上

記
担
当

者
移
動
用

車
両

 

<
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

>
 (
各

州
) 

a)
 邦

人
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 

 
 

(フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

) 
  

  
  

 1
 名

 

b)
 実

施
機

関
職

員
  

  
  

  
 4

 名
 

c)
 地

方
政

府
 水

衛
生

管
理

職
員

  
 2

 名

  
  

  
  

  
  

d)
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 :
U

N
IC

E
F
職

員
 

  
(地

方
給

水
ｼｽ
ﾃ
ﾑ
、

衛
生

教
育

担
当

者
) 

e)
 参

加
者

：
1 

モ
デ
ル
地

方
政
府

、
1 
モ
デ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

備
考

 

1.
 ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は

邦
人

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

1 
名

、
実

施
機

関
の

関
連

部
課

か
ら

の
代

表
者

計
4名

、
モ
デ
ル
地
方
政

府
 水

衛
生
管
課

職
員
代

表
者

2名
、

計
7 
名

で
構
成

す
る
。

 

邦
人

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

な
り

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が

主
体
で

各
活

動
を
実

施
す

る
。

ま
た

、
U

N
IC

E
F

(地
方
給

水
シ
ス
テ
ム
担

当
者

)に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
参

加
し
て

も
ら
う

。
 

2.
 ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

中
で
実

施
機
関

職
員
が

モ
デ
ル
地
方

政
府

 水
衛

生
管

理
課

職
員

と
と

も
に

種
々

の
活

動
を
行

う
。

 

3.
 衛

生
教
育
は

2 
回

実
施

し
、

そ
の

う
ち

1 
回

は
女

性
の

み
を

対
象

と
す

る
。

 

4.
 モ

デ
ル
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
あ

る
実

施
機

関
が

建
設

し
た

既
存

井
戸

を
使

用
し

て
、

ハ
ン

ド
ポ

ン
プ

修
理

工
や
水

衛
生
管

理
委
員
会

に
対
し

て
、
ハ
ン

ド
ポ
ン

プ
修
理
法

の
訓
練

を
行
う
。
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表 3- 39 詳細投入計画(建設計画・データ管理・機材維持管理)  

州 支援内容 活動項目 活動内容 詳細活動（実働日数） 活動場所 成果 成果品

テキストの作成
・指導内容、活動計画の作成（10日）
・必要書類、備品の準備（5日）

日本 ・指導テキスト（活動計画、資料等）

・成田-アブジャ（2日）
・アブジャにて打ち合わせ（JICA、水資源省）（2日）

移動日

施工計画チームの設立
・移動アブジャ→エヌグ(1日)
・施工計画チームの設立および指導内容の説明等（2日）

・井戸構造図作成指導
・要員計画および施工計画策定指導

・井戸構造図の作成(3日)
・施工計画作成方法、品質管理、工事手順の説明、質疑応答および施工計
画書作成（6日）

工程管理計画策定指導 ・工程管理の説明、工事優先順位の付け方、工程計画書作成（5日）

安全管理計画策定指導(一部作業をローカ
ルコンサルタントにて実施）

・安全マニュアルを用いた安全管理講義（1日）
・現場での安全指導、安全管理計画書作成（2日）

井戸台帳整備
井戸台帳作成指導(一部作業をローカルコ
ンサルタントにて実施）

・既存井戸データの収集(2日)
・井戸台帳フォーマットの作成(2日)
・データの入力インプット(ローカルコンサルタント委託)

・ 井戸台帳が整備される ・井戸台帳

機材維持管理計画
・機材維持管理計画作成指導(一部作業を
ローカルコンサルタントにて実施）
・機器導入計画作成指導

・機材維持管理計画チームの設立(1日)
・機材維持管理計画の作成(4日)
・修理用機器材導入計画の作成(4日)
・関連マニュアル・チェックシートの作成(2日)

・ 機材維持管理計画が策定される。
・ 機材維持管理計画書/機材維持管理マニュアル(機
   材チェックシート)
・ 修理用機器導入計画

報告書の作成 ・ソフトコンポーネント完了報告書原稿の作成(2日）　　
・ Final Report（実施機関）
・ 指導記録、現地写真等

施工計画チームの設立
・移動エヌグ-オンド（1日）
・施工計画チームの設立および指導内容の説明等（2日）

・井戸構造図作成指導
・要員計画および施工計画策定指導

・井戸構造図の作成(3日)
・施工計画作成方法、品質管理、工事手順の説明、質疑応答および施工計
画書作成（6日）

工程管理計画策定指導 ・工程管理の説明、工事優先順位の付け方、工程計画書作成（5日）

安全管理計画策定指導(一部作業をローカ
ルコンサルタントにて実施）

・安全マニュアルを用いた安全管理講義（1日）
・現場での安全指導、安全管理計画書作成（2日）

井戸台帳整備
井戸台帳作成指導(一部作業をローカルコ
ンサルタントにて実施）

・既存井戸データの収集(2日)
・井戸台帳フォーマットの作成(2日)
・データの入力インプット(ローカルコンサルタント委託)

・ 井戸台帳が整備される ・井戸台帳

機材維持管理計画
・機材維持管理計画作成指導(一部作業を
ローカルコンサルタントにて実施）
・機器導入計画作成指導

・機材維持管理計画チームの設立(1日)
・機材維持管理計画の作成(4日)
・修理用機器材導入計画の作成(4日)
・関連マニュアル・チェックシートの作成(2日)

・ 機材維持管理計画が策定される。
・ 機材維持管理計画書/機材維持管理マニュアル(機
   材チェックシート)
・ 修理用機器導入計画

報告書の作成 ・ソフトコンポーネント完了報告書原稿の作成(2日）
・ Final Report（実施機関）
・ 指導記録、現地写真等

施工計画チームの設立
・オンド-タラバ（2日）
・施工計画チームの設立および指導内容の説明等（2日）

・井戸構造図作成指導
・要員計画および施工計画策定指導

・井戸構造図の作成(3日)
・施工計画作成方法、品質管理、工事手順の説明、質疑応答および施工計
画書作成（6日）

工程管理計画策定指導 ・工程管理の説明、工事優先順位の付け方、工程計画書作成（5日）

安全管理計画策定指導(一部作業をローカ
ルコンサルタントにて実施）

・安全マニュアルを用いた安全管理講義（1日）
・現場での安全指導、安全管理計画書作成（2日）

井戸台帳整備
井戸台帳作成指導(一部作業をローカルコ
ンサルタントにて実施）

・既存井戸データの収集(2日)
・井戸台帳フォーマットの作成(2日)
・データの入力インプット(ローカルコンサルタント委託)

タラバ(ジャ
リンゴ)市内

・ 井戸台帳が整備される ・井戸台帳

機材維持管理計画
・機材維持管理計画作成指導(一部作業を
ローカルコンサルタントにて実施）
・機器導入計画作成指導

・機材維持管理計画チームの設立(1日)
・機材維持管理計画の作成(4日)
・修理用機器材導入計画の作成(4日)
・関連マニュアル・チェックシートの作成(2日)

・ 機材維持管理計画が策定される。
・ 機材維持管理計画書/機材維持管理マニュアル(機
   材チェックシート)
・ 修理用機器導入計画

報告書の作成 ・ソフトコンポーネント完了報告書原稿の作成(2日）
・ Final Report（実施機関）
・ 指導記録、現地写真等

移動
・タラバ-アブジャ（陸路）（1日）
・アブジャにて打ち合わせ（JICA、水資源省）（2日）
・アブジャ-成田（2日）

施工計画チームの設立
・移動タラバ→ケッビ(1日)
・施工計画チームの設立および指導内容の説明等（2日）

・井戸構造図作成指導
・要員計画および施工計画策定指導

・井戸構造図の作成(3日)
・施工計画作成方法、品質管理、工事手順の説明、質疑応答および施工計
画書作成（6日）

工程管理計画策定指導 ・工程管理の説明、工事優先順位の付け方、工程計画書作成（5日）

安全管理計画策定指導(一部作業をローカ
ルコンサルタントにて実施）

・安全マニュアルを用いた安全管理講義（1日）
・現場での安全指導、安全管理計画書作成（2日）

井戸台帳整備
井戸台帳作成指導(一部作業をローカルコ
ンサルタントにて実施）

・既存井戸データの収集(2日)
・井戸台帳フォーマットの作成(2日)
・データの入力インプット(ローカルコンサルタント委託)

井戸台帳が整備される 　井戸台帳

機材維持管理計画
・機材維持管理計画作成指導(一部作業を
ローカルコンサルタントにて実施）
・機器導入計画作成指導

・機材維持管理計画チームの設立(1日)
・機材維持管理計画の作成(4日)
・修理用機器材導入計画の作成(4日)
・関連マニュアル・チェックシートの作成(2日)

機材維持管理計画が策定される。
・ 機材維持管理計画書/機材維持管理マニュアル(機
   材チェックシート)
・ 修理用機器導入計画

報告書の作成 ・ソフトコンポーネント完了報告書原稿の作成(2日）　　
・ Final Report（実施機関）
・ 指導記録、現地写真等

施工計画チームの設立
・移動ケッビ-ナイジャ（1日）
・施工計画チームの設立および指導内容の説明等（2日）

・井戸構造図作成指導
・要員計画および施工計画策定指導

・井戸構造図の作成(3日)
・施工計画作成方法、品質管理、工事手順の説明、質疑応答および施工計
画書作成（6日）

工程管理計画策定指導 ・工程管理の説明、工事優先順位の付け方、工程計画書作成（5日）

安全管理計画策定指導(一部作業をローカ
ルコンサルタントにて実施）

・安全マニュアルを用いた安全管理講義（1日）
・現場での安全指導、安全管理計画書作成（2日）

井戸台帳整備
井戸台帳作成指導(一部作業をローカルコ
ンサルタントにて実施）

・既存井戸データの収集(2日)
・井戸台帳フォーマットの作成(2日)
・データの入力インプット(ローカルコンサルタント委託)

井戸台帳が整備される 　井戸台帳

機材維持管理計画
・機材維持管理計画作成指導(一部作業を
ローカルコンサルタントにて実施）
・機器導入計画作成指導

・機材維持管理計画チームの設立(1日)
・機材維持管理計画の作成(4日)
・修理用機器材導入計画の作成(4日)
・関連マニュアル・チェックシートの作成(2日)

機材維持管理計画が策定される
・ 機材維持管理計画書/機材維持管理マニュアル(機
   材チェックシート)
・ 修理用機器導入計画

報告書の作成 ・ソフトコンポーネント完了報告書原稿の作成(2日）
・ Final Report（実施機関）
・ 指導記録、現地写真等

移動
・ナイジャ－アブジャ（陸路）（1日）
・アブジャにて打ち合わせ（JICA、水資源省）（2日）
・アブジャ-成田（2日）

・成田-アブジャ（2日）
・アブジャにて打ち合わせ（JICA、水資源省）（3日）
・アブジャ-成田（2日）

移動日

　関係者からの聞き取り調査、現場視察、実施期間からの聞き取り調査およ
び達成度評価(20日)

エヌグ州、
オンド州、タ

ラバ」州
ソフトコンポーネント完了報告書（JICA）

数量

5.09M/M

2.93M/M

45日

ナイジェリア側

数量

邦人コンサルタント(井戸掘削計画・データ管理指導1）移動用 125.5日

邦人コンサルタント(井戸掘削計画・データ管理指導2）移動用 66.5日

数量

約6ヶ月

5日

ナイジェリア側移動用車両等必要時

101.5日(ソフコン本体)＋24日(達成度評価)=125.5日。邦人スタッフ用

国内準備

移動

2車両

井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理指導（ﾛｰｶﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）

井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理指導2（邦人ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）

・井戸構造図
・要員計画および施工計画
・工程管理計画書
・安全管理計画書/安全管理ﾏﾆｭｱﾙ

・工期短縮のための井戸建設計画が策
定される。

・井戸構造図
・要員計画および施工計画
・工程管理計画書
・安全管理計画書/安全管理ﾏﾆｭｱﾙ

エ
ヌ

グ

井戸掘削計画・
データ管理・機
材管理の支援
（ナイジャ州）

井戸建設計画策定

井戸掘削計画・
データ管理・機
材管理の支援

（エヌグ州）

井戸建設計画策定

井戸掘削計画・
データ管理・機
材管理の支援

（ケッビ州）

井戸掘削計画・
データ管理・機
材管理の支援

（オンド州）

井戸掘削計画・
データ管理・機
材管理の支援

（タラバ州）

井戸建設計画策定

井戸建設計画策定

・井戸構造図
・要員計画および施工計画
・工程管理計画書
・安全管理計画書/安全管理ﾏﾆｭｱﾙ

ナイジャ(ミ
ンナ)市内

適用

国内：0.23M/M(7日)
現地：2.70M/M(81日)

3

邦人スタッフ用

4 8

8

3 5

8

2

・工期短縮のための井戸建設計画が策
定される。

3 4 適用

・井戸構造図
・要員計画および施工計画
・工程管理計画書
・安全管理計画書/安全管理ﾏﾆｭｱﾙ

エヌグ市内

・井戸構造図
・要員計画および施工計画
・工程管理計画書
・安全管理計画書/安全管理ﾏﾆｭｱﾙ

オンド市内

車輌（4WD)

要員

日本側

井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理指導1（邦人ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）

井戸掘削計画・管理ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑの職員（4～8名程度）

車輌（4WD)

日本側

作業部屋、会議室、その他

その他

ナイジェリア側

1

作業部屋

ＬＧＡ会議：5日

適用

成
果

達
成

度

ソフトコンポーネ
ント全体の成果
達成度評価

移動日

成果達成度評価調査(エヌグ州、オンド州、タラバ州）

4

投
入

計
画

会議室

5

5

給水部井戸掘削・水理地質職員　計4～8名

各州9日人×5州=45人日

国内：0.23M/M(7日)
現地：4.86M/M(118日+28日=146日)

5

8

1 2

3

1 2

1

・工期短縮のための井戸建設計画が策
定される。

4

工期短縮のための井戸建設計画が策
定される。

オ
ン

ド
タ

ラ
バ

州
ケ

ッ
ビ

ナ
イ

ジ
ャ

井戸建設計画策定
工期短縮のための井戸建設計画が策
定される

ケッビ市内
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表 3- 40 詳細投入計画(村落給水施設運営・維持管理)  

 
州 支援内容 活動項目 活動内容 詳細活動（実働日数） 活動場所 成果 成果品

指導内容、計画検討、資料作成
・指導内容、活動計画の作成（10日）
・必要書類、備品の準備（5日）

日本 指導テキスト（活動計画、資料等）

・成田-アブジャ（2日）
・アブジャにて打ち合わせ（JICA、水資源省）（2日）

移動日

準備作業､ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑ立ち上げ
・国内移動（アブジャ－エヌグ）（1日）
・モデルLGA,コミュニティ選定とﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑの立ち上げ（2日）

運営維持管理体制の明確化指
導

・既存井戸サイト、LGA情報の整理（1日）
・既存給水施設運営維持管理体制の整理と改善点の検討（2日）
・給水施設運営維持管理業務内容と関係者の業務分担の整理（3日）
・各機関の業務内容の文書化（2日）

給水施設運営維持管理に関する
体制が整備され、業務内容が明確
になる。

実施機関とLGAの連携強化
分担業務の確認と業務運営管
理規則の作成指導

・モデルLGA水衛生管理課との会議（2日）
・業務運営管理規則の検討（2日）
・業務運営管理規則の文書化（3日）

実施機関とLGAの村落水衛生委員
会支援の業務運営管理規則がで
き支援分担内容が明確になる。

村落水衛生委員会の組織
化と住民啓発支援

村落水衛生委員会組織化と住
民啓発活動等に関する支援

・コミュニティ支援活動準備作業（1日）
・住民分担業務説明、村落水衛生委員会設立、維持管理費用検討（2
日）
・衛生教育（男女別）（1日）
・給水施設の修理・点検マニュアルの配布・説明（2日）
・活動内容の改善点の検討（1日）

モデルコミュニティで村落水衛生委
員会が設立され、同時に実施機関
/LGA水衛生管理課職員が住民組
織化/啓発活動のﾉｳﾊｳを習得す
る。

・村落水衛生委員会メンバーリスト、委員
会規則等
・ハンドポンプメンテナンスマニュアル
・衛生教育、啓発活動資料

報告書の作成 　ソフトコンポーネント完了報告書原稿の作成(4日）  
・Final Report（実施機関）
・指導記録、現地写真等

準備作業､ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑ立ち上げ
・国内移動（エヌグ－オンド）（1日）
・モデルLGA,コミュニティ選定とﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑの立ち上げ（2日）

運営維持管理体制の明確化指
導

・既存井戸サイト、LGA情報の整理（1日）
・既存給水施設運営維持管理体制の整理と改善点の検討（2日）
・給水施設運営維持管理業務内容と関係者の業務分担の整理（3日）
・各機関の業務内容の文書化（2日）

給水施設運営維持管理に関する
体制が整備作成され、業務内容が
明確になる。

実施機関とLGAの連携強化
分担業務の確認と業務運営管
理規則の作成指導

・モデルLGA水衛生管理課との会議（2日）
・業務運営管理規則の検討（2日）
・業務運営管理規則の文書化（3日）

実施機関とLGAの村落水衛生委員
会支援の業務運営管理規則がで
き支援分担内容が明確になる。

村落水衛生委員会の組織
化と住民啓発支援

村落水衛生委員会組織化と住
民啓発活動等に関する支援

・コミュニティ支援活動準備作業（1日）
・住民分担業務説明、村落水衛生委員会設立、維持管理費用検討（2
日）
・衛生教育（男女別）（1日）
・給水施設の修理・点検マニュアルの配布・説明（2日）
・活動内容の改善点の検討（1日）

モデルコミュニティで村落水衛生委
員会が設立され、同時に実施機関
/LGA水衛生管理課職員が住民組
織化/啓発活動のﾉｳﾊｳを習得す
る。

・村落水衛生委員会メンバーリスト、委員
会規則等
・ハンドポンプメンテナンスマニュアル
・衛生教育、啓発活動資料

報告書の作成 　ソフトコンポーネント完了報告書原稿の作成(4日）
・Final Report（実施機関）
・指導記録、現地写真等

準備作業､ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑ立ち上げ
・国内移動（オンド－タラバ）（1日）
・モデルLGA,コミュニティ選定とﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑの立ち上げ（2日）

運営維持管理体制の明確化指
導

・既存井戸サイト、LGA情報の整理（1日）
・既存給水施設運営維持管理体制の整理と改善点の検討（2日）
・給水施設運営維持管理業務内容と関係者の業務分担の整理（3日）
・各機関の業務内容の文書化（2日）

給水施設運営維持管理に関する
体制が整備作成され、業務内容が
明確になる。

実施機関とLGAの連携強化
分担業務の確認と業務運営管
理規則の作成指導

・モデルLGA水衛生管理課との会議（2日）
・業務運営管理規則の検討（2日）
・業務運営管理規則の文書化（3日）

実施機関とLGAの村落水衛生委員
会支援の業務運営管理規則がで
き支援分担内容が明確になる。

村落水衛生委員会の組織
化と住民啓発支援

村落水衛生委員会組織化と住
民啓発活動等に関する支援

・コミュニティ支援活動準備作業（1日）
・住民分担業務説明、村落水衛生委員会設立、維持管理費用検討（2
日）
・衛生教育（男女別）（1日）
・給水施設の修理・点検マニュアルの配布・説明（2日）
・活動内容の改善点の検討（1日）

モデルコミュニティで村落水衛生委
員会が設立され、同時に実施機関
/LGA水衛生管理課職員が住民組
織化/啓発活動のﾉｳﾊｳを習得す
る。

・村落水衛生委員会メンバーリスト、委員
会規則等
・ハンドポンプメンテナンスマニュアル
・衛生教育、啓発活動資料

報告書の作成 　ソフトコンポーネント完了報告書原稿の作成(4日）
・Final Report（実施機関）
・指導記録、現地写真等

移動
・タラバ－アブジャ（陸路）（1日）
・アブジャにて打ち合わせ（JICA、水資源省）（2日）
・アブジャ-成田（3日）

準備作業､ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑ立ち上げ
・国内移動（タラバ－ケッビ）（1日）
・モデルLGA,コミュニティ選定とﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑの立ち上げ（2日）

運営維持管理体制の明確化指
導

・既存井戸サイト、LGA情報の整理（1日）
・既存給水施設運営維持管理体制の整理と改善点の検討（2日）
・給水施設運営維持管理業務内容と関係者の業務分担の整理（3日）
・各機関の業務内容の文書化（2日）

実施機関とLGAの連携強化
分担業務の確認と業務運営管
理規則の作成指導

・モデルLGA水衛生管理課との会議（2日）
・業務運営管理規則の検討（2日）
・業務運営管理規則の文書化（3日）

実施機関とLGAの村落水衛生委員
会支援の業務運営管理規則がで
き支援分担内容が明確になる。

村落水衛生委員会の組織
化と住民啓発支援

村落水衛生委員会組織化と住
民啓発活動等に関する支援

・コミュニティ支援活動準備作業（1日）
・住民分担業務説明、村落水衛生委員会設立、維持管理費用検討（2
日）
・衛生教育（男女別）（1日）
・給水施設の修理・点検マニュアルの配布・説明（2日）
・活動内容の改善点の検討（1日）

モデルコミュニティで村落水衛生委
員会が設立され、同時に実施機関
/LGA水衛生管理課職員が住民組
織化/啓発活動のﾉｳﾊｳを習得す
る。

・村落水衛生委員会メンバーリスト、委員
会規則等
・ハンドポンプメンテナンスマニュアル
・衛生教育、啓発活動資料

報告書の作成 ・ソフトコンポーネント完了報告書原稿の作成(4日）  
・Final Report（実施機関）
・指導記録、現地写真等

準備作業､ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑ立ち上げ
・国内移動（ケッビ－ナイジャ）（1日）
・モデルLGA,コミュニティ選定とﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑの立ち上げ（2日）

運営維持管理体制の明確化指
導

・既存井戸サイト、LGA情報の整理（1日）
・既存給水施設運営維持管理体制の整理と改善点の検討（2日）
・給水施設運営維持管理業務内容と関係者の業務分担の整理（3日）
・各機関の業務内容の文書化（2日）

給水施設運営維持管理に関する
体制が整備作成され、業務内容が
明確になる。

実施機関とLGAの連携強化
分担業務の確認と業務運営管
理規則の作成指導

・モデルLGA水衛生管理課との会議（2日）
・業務運営管理規則の検討（2日）
・業務運営管理規則の文書化（3日）

実施機関とLGAの村落水衛生委員
会支援の業務運営管理規則がで
き支援分担内容が明確になる。

村落水衛生委員会の組織
化と住民啓発支援

村落水衛生委員会組織化と住
民啓発活動等に関する支援

・コミュニティ支援活動準備作業（1日）
・住民分担業務説明、村落水衛生委員会設立、維持管理費用検討（2
日）
・衛生教育（男女別）（1日）
・給水施設の修理・点検マニュアルの配布・説明（2日）
・活動内容の改善点の検討（1日）

モデルコミュニティで村落水衛生委
員会が設立され、同時に実施機関
/LGA水衛生管理課職員が住民組
織化/啓発活動のﾉｳﾊｳを習得す
る。

・村落水衛生委員会メンバーリスト、委員
会規則等
・ハンドポンプメンテナンスマニュアル
・衛生教育、啓発活動資料

報告書の作成 ・ソフトコンポーネント完了報告書原稿の作成(4日）
・Final Report（実施機関）
・指導記録、現地写真等

移動
・ナイジャ－アブジャ（陸路）（1日）
・アブジャにて打ち合わせ（JICA、水資源省）（2日）
・アブジャ-成田（3日）

数量

3.36M/M

2.39M/M

10人日

数量

邦人コンサルタント1（給水施設維持管理強化指導）移動用 77.5台日

邦人コンサルタント2（給水施設維持管理強化指導）移動用 50.5台日

数量

約5ヶ月

5日

ナイジェリア側移動用車両等必要時

業務運営管理規則

ナイジャ(ミ
ンナ)市内、
モデルLGA,
モデルコミュ

ニティ

業務運営管理規則

ケッビ市内、
モデルLGA,
モデルコミュ
ニティ

要員

給水施設運営維持管理体制強化指導1（邦人ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）

UNICEF担当職員、2人日/州×5州=10人日

邦人スタッフ用 

給水施設運営維持管理体制強化指導2（邦人ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）

車輌（4WD)

国内：0.23M/M(7日)
現地：2.16M/M(65日)

給水施設運営
維持管理体制
強化の支援
（ナイジャ州）

給水施設運営維持管理支
援体制の整備

給水施設運営
維持管理体制
強化の支援
（ケッビ州）

給水施設運営維持管理支
援体制の整備

ナ
イ

ジ
ャ

国内準備

移動

エ
ヌ

グ
オ

ン
ド

タ
ラ

バ
ケ

ッ
ビ

給水施設運営
維持管理体制
強化の支援（オ
ンド州）

給水施設運営
維持管理体制
強化の支援
（タラバ州）

給水施設運営維持管理支
援体制の整備

業務運営管理規則

作業部屋、会議室、その他

給水施設運営維持管理体制強化ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑの職員(6名程度

2

外部アドバイザー

車輌（4WD)
日本側

日本側

給水施設運営維持管理支
援体制の整備

ナイジェリア側

オンド市内、
モデルLGA,
モデルコミュ

ニティ

タラバ(ジャ
リンゴ)市

内、モデル
LGA,モデル
コミュニティ

エヌグ市
内、モデル
LGA,モデル
コミュニティ

適用

適用

国内：0.23M/M(7日)
現地：3.13M/M(94日)

給水施設運営維持管理に関する
体制が整備作成され、業務内容が
明確になる。

業務運営管理規則

業務運営管理規則

ＬＧＡ会議：5日

投
入

計
画

会議室

その他

ナイジェリア側

1

作業部屋

2

実施機関：各州4名
LGA：各州2名（エリアハンドポンプメカニック1名、保健担当1名）

3 4

4

3 4

給水施設運営
維持管理体制
強化の支援
（エヌグ州）

1 2

給水施設運営維持管理支
援体制の整備

1 2

邦人スタッフ用

車両 1

4 適用3

3
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(5) ソフトコンポーネント活動の実施リソースの調達方法 

本プロジェクトのソフトコンポーネント業務による支援項目と実施リソースの調達方法は以下

の通りである。 

表 3- 41 ソフトコンポーネントの支援項目と実施リソースの調達方法 

技術支援項目 最適なリソース像 実施リソース調達方法 

１）井戸掘削計画・

データ管理・機材維

持管理技術支援 

対象 5 州の水理地質、相手側の実施能力、調

達される機材の内容を把握し、 

(ア) 井戸掘削計画を立案できる人材 

(イ) 井戸台帳整備の経験を持つ人材 

(ウ) 機材維持管理計画を作成できる人材 

現地でのリソースでは難しいため

邦人コンサルタントによる直接支

援とする。井戸台帳整備指導は一

部活動をローカルコンサルントに

より実施する。 

２）給水施設の運営

維持管理体制支援 

対象 5 州の給水施設維持管理の問題点を把握

して、 

(ア)支援体制整備が実施できる人材 

(イ)村落水衛生委員会の組織化と住民啓発活

動支援を実施できる人材 

現地リソースでは対応できないた

め、邦人コンサルタントの直接支

援で実施する。 

 

1）井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理強化支援のための指導は、実施機関の給水部に所属

する井戸掘削班・水理地質職員および機材維持管理部の職員（表 3-35 参照）を対象に、邦人コン

サルタントとローカルコンサルタントが実施する。主な支援項目は井戸建設計画作成、井戸台帳

整備、機材維持管理に関連した内容とし、本プロジェクトで調達される機材を活用した効率的な

施設建設促進を目的とする。支援の一部の作業をローカルコンサルタントを雇用し実施する。 

2）給水施設の運営・維持管理体制強化のための指導は、各実施機関の村落啓発担当課（表 3-36

参照）の職員を対象として、邦人コンサルタントが実施する。主な支援項目は、給水施設運営・

維持管理体制の整備、実施機関と LGA の連携強化、村落水衛生委員会の組織化と住民啓発に関連

した内容とする。 

(6) ソフトコンポーネントの実施工程 

ソフトコンポーネントは、井戸建設工事開始に先立って実施する。実施機関の職員が参加でき

るように断食月を避けつつ、井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理支援、給水施設運営・維

持管理支援の分野を実施する。ソフトコンポーネントの実施工程を表 3-42 に示す。コンサルタン

ト契約締結の 9 ヶ月後から開始し約 7.0 ヶ月間の現地作業を予定する。ソフトコンポーネント全

体の成果達成度の確認については、ソフトコンポーネント活動が終了してから約 2 ヵ月後に 0.5

ヶ月間の現地作業を予定する。ソフトコンポーネント実施に当たっては、ローカルコンサルタン

トを活用するなど、日本人技術者の従事期間を可能な限り短縮した計画とする。 
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表 3- 42 ソフトコンポーネント実施工程(対象 5 州) 

日本人コンサルタント（国内）

日本人コンサルタント（現地）

（　）の数値は作業日数

　　　　日本人

活動 担当 渡航回数 現地 国内

ﾃｷｽﾄ作成(7日)
7

移動(東京-ｱﾌﾞｼﾞｬ、FMWR協議)（3日）
1 3

井戸建設計画・データ管理・機材維持管理技術指導(エヌグ州）(35日）
35

報告書作成（2日）
2

井戸建設計画・データ管理・機材維持管理技術指導(オンド州）(35日）
35

報告書作成（2日）
2

井戸建設計画・データ管理・機材維持管理技術指導(タラバ州）(35日）
35

報告書作成（2日）
2

移動(タラバ-アブジャ、FMWR協議、アブジャ－東京）（4日）
4

ﾃｷｽﾄ作成(7日)
7

移動(東京-ｱﾌﾞｼﾞｬ、FMWR協議)（3日）
1 3

井戸建設計画・データ管理・機材維持管理技術指導(ケッビi州）(35日）
35

報告書作成（2日）
2

井戸建設計画・データ管理・機材維持管理技術指導(ナイジャ州）(35日）
35

報告書作成（2日）
2

移動(ﾅｲｼﾞｬ-アブジャ、FMWR協議、アブジャ－東京）（4日）
4

2 199 14 小計

ﾃｷｽﾄ作成(7日)
7

移動(東京-ｱﾌﾞｼﾞｬ、FMWR協議)（3日）
1 3

給水施設の運営維持管理指導(エヌグ州）(27日）
27

報告書作成（2日）
2

給水施設の運営維持管理指導(オンド州）(27日）
27

報告書作成（2日）
2

給水施設の運営維持管理指導(タラバ州）(27日）
27

報告書作成（2日）
2

移動(タラバ-アブジャ、FMWR協議、アブジャ－東京）（4日）
4

ﾃｷｽﾄ作成(7日)
7

移動(東京-ｱﾌﾞｼﾞｬ、FMWR協議)（3日）
1 3

給水施設の運営維持管理指導(ケッビ州）(27日）
27

報告書作成（2日）
2

給水施設の運営維持管理指導(ナイジャ州）(27日）
27

報告書作成（2日）
2

移動(ﾅｲｼﾞｬ-アブジャ、FMWR協議、アブジャ－東京）（4日）
4

2 159 14 小計

移動(東京-アブジャ、FMWR・JICA・NWRI協議）　（4日)　
1 4

評価・確認調査(20日）
20

移動(ﾅｲｼﾞｬ-アブジャ、FMWR協議、アブジャ－東京）（4日）
4

1 28 小計

5 386 28 合計

②
給

水
施

設
の

運
営

維
持

管
理

体
制

強
化

の
た

め
の

支
援

ソ
フ

ト
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

成
果

達
成

度
確

認
調

査

井
戸

掘
削

計
画

・
デ

ー
タ

管
理

・
機

材
維

持
管

理
支

援
1

給
水

施
設

の
運

営
維

持
管

理
体

制
強

化
の

た
め

の
支

援
1

①
井

戸
掘

削
計

画
・
デ

ー
タ

管
理

・
機

材
維

持
管

理
支

援

5 6

井
戸

掘
削

計
画

・
デ

ー
タ

管
理

・
機

材
維

持
管

理
支

援
1

1 2 43

井
戸

掘
削

計
画

・
デ

ー
タ

管
理

・
機

材
維

持
管

理
支

援
2

給
水

施
設

の
運

営
維

持
管

理
体

制
強

化
の

た
め

の
支

援
2

 

3-2-4-9 実施工程 

(1) 工期の設定 

資機材は日本、および「ナ」国内からの調達となる。日本から調達する場合、資機材の調達・

輸送期間は、機材（掘削リグ）製作に 10 ヶ月、通関手続きを含む輸送期間に 6 ヶ月、コンサル

タント契約後全体で約 22～23 ヶ月が必要となる。表 3-43 に実施工程表(案)を示す。 
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表 3- 43 実施工程表(案)  

閣議・E/N・G/A締結

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ契約

計画内容最終確認　

機材仕様等のレビュー・入札図書作成

入札図書及び実施設計の承認

入札公示

図渡し・内容説明

入札

入札評価

業者契約

(JICA認証)

施工図・製作図作成及び承認

機材製作

製品検査

出荷前検査

船積み前機材照合検査

船積み

資機材海上輸送（日本港→ﾗｺﾞｽ）

通関（ﾗｺﾞｽ・ｱﾊﾟﾊﾟ港）

資機材陸上輸送（ﾗｺﾞｽ→ﾀﾞﾏﾂﾙ）

搬入、開梱・組立

調整・試運転

初期操作指導

運用指導（物理探査・削井工事）

検収、引渡し

井戸掘削計画・管理技術

給水施設運営維持管理強化

「ナ」国側井戸建設工事

：国内業務 ：現地業務 ：資機材海上輸送 ：ナ国負担工事

14 2711 12 13 20 21 22 23

日
本
人
技
術
者

ソ
フ
コ
ン

7 8 26244

調
　
達
　
工
　
程

契
　
約

3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所要月数
項目/内容 1615 176

実
　
施
　
設
　
計

21

指
導
/
工
事

2518 195 109

 

(2) 実施工程 

表 3-43 に示す工程で調達資機材が到着した後、対象 5 州の井戸掘削は 2 年間で各州 100 本、

合計 500 本とし、新規調達リグによって実施する。井戸１本あたりの建設作業は通常下記に示す

工程で実施される。 

表 3- 44 施設建設工程 

作業 所要日数 担当 

① 井戸掘削作業  4～6 日 井戸掘削班 

② 揚水試験  4 日 揚水試験班 

③ 深井戸付帯施設建設班 
 付帯施設建設  
 ハンドポンプ設置  

 
2 日 

4～6 日 
施設建設班 

④ 引渡し及びフェンス設置 1 日 施設建設班・住民参加 

 

表 3-44 に示す様に、井戸掘削班は井戸掘削作業のみを担当する。揚水試験や井戸付帯施設建

設は、それぞれ別の担当班が実施する。井戸掘削作業には、4～6 日間を要するが、6 日間の場合

の井戸掘削工程の例を表 3-45 に示す。 
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表 3- 45 井戸掘削作業工程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
    注) 掘削深度 40～50m。作業時間 8:00～19:00 実働 10 時間とする 

井戸 1 本当たりの掘削所要日数は 4～6 日間である。また、雨季を避け年 10 ヶ月の作業期間

とすれば、新規リグが掘削可能な井戸本数は以下のとおりである。 

10 ヶ月×30 日÷(4 日～6 日)=50～75 本 

余裕のある工程とするために調達リグ 1 台による掘削ペースを 50 本／年と設定すると、2 年

間 100 本の井戸掘削が可能である。また、井戸の成功率(75%)を考慮した場合は、実質的な井戸

掘削本数が増加する。その場合は、以下の対策が考えられる。 

 失敗井戸の場合は、井戸掘削班は表 3-45 の中の電気検層以下の作業を中止し、次の井戸掘

削地点に移動するため、失敗井に費やされる日数は 3 日以下である。 

 事業に先立ち井戸建設計画を策定し、優先村落の掘削作業着手の順位を決める。掘削機材

搬入条件の良好な村落に対しては雨季に掘削作業を行う計画とし、井戸掘削ペースを 50

本／年以上に引き上げる。 

 本プロジェクトではソフトコンポーネントによって井戸建設計画を策定する。ソフトコン

ポーネントの成果を活用し 50 本／年の工事進捗ペースを確保する。 

 

3-3 相手国側分担事業の概要 

本プロジェクトでの日本側の協力対象事業は、深井戸給水施設建設に必要な資機材の調達とソ

フトコンポーネントによる技術支援である。一方、サイト選定および深井戸給水施設建設は「ナ」

国側が実施することで両国政府は合意している。具体的な「ナ」国負担事項は以下に示す通りで

ある。 

(1) 深井戸施設の建設 

表 3-46 に深井戸施設における「ナ」国側の負担事項を示す。 

 

 

機材搬入・設営 0.4 4

10-5/8"ﾄﾘｺﾝ掘削
(0～10m)
ﾜｰｸｹｰｼﾝｸﾞ設置

1 10 掘進率1.0m/時間

6/1/4"ｴｱｰﾊﾝﾏｰ掘削
(10～50m)
孔内洗浄

1.6 16 掘進率2.7m/時間

電気検層 0.3 3

ｹｰｼﾝｸﾞ挿入・砂利充填 0.5 5

ﾜｰｸｾｰｼﾝｸﾞ抜管 0.1 1

上部遮水ｾﾒﾝﾁﾝｸﾞ 0.1 1

機材解体・搬出 0.3 3 解体搬出後、揚水試験班が乗り込み

次のサイトへ移動及び仮設 0.7 7
次のサイトへ運搬終了後に休日とす
る。

休日 1
揚水試験後、ハンドポンプ挿入、
プラットホーム建設等、現場復旧を実

合計 6 50

備考

作業
所要
時間

(時間)

作業
所要
日数
(日)

1日 2日 3日 4日 5日 6日作業内容
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表 3- 46 深井戸施設における「ナ」国側の負担事項 

項 目 「ナ」国側の負担事項 

井戸建設工事 

 井戸掘削リグの移動・組立・解体 
 掘削、孔内検層、ケーシング挿入、砂利充填、残土埋め戻し、セメンティング、井

戸仕上げ、揚水試験、水質分析 
 ハンドポンプ設置、井戸付帯施設設備工事 
 建設資材（燃料、油脂、水）など 
 必要な建設機材および車両、労務費 
 建設用地費 

費用負担 「ナ」国側は、上記工事に必要な費用と運営維持管理の予算を確保する。 

工事期間  
「ナ」国側は工程計画を作成し各州 100 本、5 州合計で 500 本の井戸を 2 年間で完成す

る。また、未完了の場合は引き続き工事完了まで工事を継続する責任を負う。その後

の年 3 間、供与された機材を使用して井戸掘削を行う。 

サイティング 「ナ」国側が工事開始に先立ち物理探査を実施し井戸掘削位置を決定する。 

建設資材数量 
各州が当初 2 年間で 100 本以上の井戸掘削を行った場合は、ハンドポンプ、PCV ケー

シング・スクリーンなどの資機材は「ナ」国側の責任で調達する。 

資材搬入方法および搬入

先 
実施機関の事務所から対象村落のサイトまでの資材搬入、資材管理は「ナ」国側の責

任で行う。 

免税手続き 
資機材が「ナ」国ラゴス港に到着する前に「ナ」国側は免税書類を作成し、免税手続

きを行う。 

品質・出来高  
「ナ」国側は現地仕様／規準を遵守して給水施設の施工品質管理を実施する。品質・

出来高の責任は「ナ」国側が負う。 

安全警備対策 工事中の事故やサイト等での資機材盗難は「ナ」国側の責任で対応する。 

特記事項  掘削実績は毎月日本側に報告する。 

その他  「ナ」国側はアクセス道路を改善し、井戸施設の防護柵を設置する。 

 

(2) その他 

 プロジェクトに必要なデータ・資料類の提供 

 工事開始時期に合わせた井戸建設用地の確保、整地および地均し 

 日本側コンサルタントへの事務所およびカウンタパートの無償提供 

 銀行取り決め(B/A)および支払い受権書(A/P)に伴う手数料の支払い 

 本プロジェクトにより調達された資機材の「ナ」国入国時における迅速な通関手続きの実

施 

 本プロジェクトの資機材調達およびサービスの実施に係わる日本人関係者が「ナ」国に持

ち込む物品に対する免税処置 

 本プロジェクトにより調達された車両の車両登録番号の取得 

 本プロジェクトによって調達された資機材及び建設された施設の適切な使用と維持管理 

 調達資機材保管用の実施機関の倉庫、ワークショップの整備と車輌保管スペースの確保 

 本プロジェクトの実施に係わる日本人に対する安全および警備対策処置 

 ソフトコンポーネント実施期間中のカウンタパート（ワーキングチームスタッフ）の提供、

実施機関職員の研修への参加 

「ナ」国側が調達した掘削資機材を有効的に活用・運用し、地方部での給水率を向上させ住民

に安全な水を供給するためには、対象 5 州における給水事業の予算が確保され、給水事業を担当

する実施機関の組織体制と技術力が維持される必要がある。 
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3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

3-4-1 井戸掘削資機材の運営・維持管理 

(1) 運営体制 

本プロジェクトで調達予定の機材を使用した井戸建設手順は物理探査→井戸掘削→揚水試験→

井戸付帯施設建設及びハンドポンプ据付の順であり、実施機関がこれを実施する。調達機材はす

べて実施機関事務所内に配備される。これらの機材の運営維持管理に必要な要員構成は表 3-47 に

示す通りで、現在の実施機関の要員で充当することができる。 

表 3- 47 調達機材の運用に要する要員構成 

 
作業内容 1 班当たり編成 現行要員数

本プロジェ
クト必要数

備考（計画） 

①物理探査 物理探査技師 2 名 7 名 2 名 給水部の探査チーム担当 

②井戸掘削工事 

掘削技士 1 名 
掘削助手 1 名 
機械技士 1 名 
運転手 2 名 

9 名 5 名 機材管理部担当 

③揚水試験 
技師 1 名 
助手 1 名 

7 名 2 名 給水部の揚水試験チーム担当 

ケ
ッ
ビ
州 

④ハンドポンプ据付
技士 1 名 
助手 2 名 

4 名 3 名 給水部のポンプ設置課担当 

①物理探査 
 

物理探査技師 1 名 
助手 2 名 
運転手 1 名 

4 名 4 名 給水部の探査班担当 

②井戸掘削工事 

掘削技士 1 名 
掘削助手 3 名 
機械技士 1 名 
運転手 3 名 

8 名 8 名 給水部の井戸掘削班担当 

③揚水試験 
技師 1 名 
助手 1 名 

2 名 2 名 給水部の揚水試験班担当 

ナ
イ
ジ
ャ
州 

④ハンドポンプ据付
技士 1 名 
助手 3 名 
運転手 1 名 

5 名 4 名 
機材管理部のポンプ設置班担
当 

①物理探査 
 

物理探査技師 1 名 
助手 2 名 
運転手 1 名 

4 名 4 名 給水部探査班担当 

②井戸掘削工事 

掘削技士 2 名 
掘削助手 3 名 
機械技士 1 名 
作業員/運転手 2 名 

25 名 8 名 給水部の井戸掘削班担当 

③揚水試験 
技師 1 名 
助手 2 名 
配管工 1 名 

4 名 2 名 給水部の揚水試験班担当 

タ
ラ
バ
州 

④ハンドポンプ据付
技士 1 名 
助手 2 名 

3 名 4 名 
機材管理部のポンプ設置班担
当 

①物理探査 
 

物理探査技師 2 名 
地質技師 2 名 

10 名 6 名 給水部の探査班担当 

②井戸掘削工事 

掘削技士 1 名 
掘削助手 2 名 
土木技士 1 名 
地質技師 1 名 
機械技士 1 名 
作業員/運転手 2 名 

16 名 8 名 給水部の井戸掘削班担当 

 
オ
ン
ド
州 

③揚水試験 

地質技師 2 名 
助手 2 名 
電気技士 1 名 
配管工 1 名 

6 名 6 名 給水部の揚水試験班担当 
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作業内容 1 班当たり編成 現行要員数

本プロジェ
クト必要数

備考（計画） 

 

④ハンドポンプ据付

技師 1 名 
助手 2 名 
ブロック工 1 名 
大工 1 名 

5 名 5 名 
機材管理部のポンプ設置班担
当 

①物理探査 
 

物理探査技師 1 名 
助手 2 名 

3 名 3 名 給水部の探査班担当 

②井戸掘削工事 

掘削技士 2 名 
掘削助手 3 名 
機械技士 1 名 
作業員/運転手 2 名 

25 名 8 名 給水部の井戸掘削班担当 

③揚水試験 
技師 1 名 
助手 2 名 
配管工 1 名 

16 名 5 名 給水部の揚水試験班担当 

エ
ヌ
グ
州 

④ハンドポンプ据付

技士 1 名 
助手 2 名 
ブロック工 1 名 
大工 1 名 

16 名 5 名 
機材管理部のポンプ設置班担
当 

 

①物理探査機材 

本計画では、孔内検層併用タイプの電気探査機および電磁気探査機機を調達する。各州実施機

関は、1980 年代～1990 年代にかけて、日本や UNICEF などの外国ドナーから物理探査機の調達を

受けた。これを機会に各実施機関は物理探査班を編成し、井戸の掘削位置決定のための物理探査

を実施してきた。過去に調達された物理探査機は既に老朽化したが、物理探査班は今なお各実施

機機関で活動を続けている。 

各州の実施機関の物理探査班は、探査に関する基礎知識とサイト経験を持っており、本プロジ

ェクトで調達される物理探査機を活用することが可能である。ただし、新型機種の操作方法や、

コンピュータプログラムを用いた解析の経験が不足しているため、調達する物理探査機の使用法

に関する技術支援を実施する必要がある。 

②井戸掘削 

現地調査結果から、実施機関の掘削技士は井戸掘削技術と十分な実績を持っていることが判明

しており、新規調達リグの基本操作は可能であると判断する。しかし、調達リグの調達に当たっ

て、実施機関の井戸掘削班に対して、基本的な井戸掘削技術である、泥水掘削・ワークケーシン

グ挿入・引き抜き・DTH 掘削の各作業に関して、初期的な技術指導が必要である。 

③ハンドポンプ設置 

ハンドポンプの据付に関して、実施機関担当者は豊富な経験を持っており、本プロジェクトに

おけるハンドポンプ据付も実施可能と判断する。一方、村落水衛生管理委員会による給水施設の

維持管理を強化するためにソフトコンポーネントによる支援が必要である。 

(2) 機材維持管理体制 

本プロジェクトで調達される掘削機関連機材、支援車輌、物理探査機器等の維持管理業務の範

囲は次に示す通りである。 

 機材の日常点検および定期点検  

 工事現場における保守点検、修理作業 

 工事用ツールの保守点検と保管  
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 故障修理 

 工事用資機材の管理と在庫管理 

 各種マニュアル等の関連技術資料の保管 

物理探査機・水質検査機は実施機関の給水部に所属する物理探査班・水質班(表 3-47 参照)が維

持管理することになるが、その他の調達資機材は実施機関の機材修理部が維持管理を行う。実施

機関の修理部門（表 3-48 参照）は簡単な車輌の修理や溶接加工、コンプレッサーのエンジン・発

電機などを整備できる人材を配置している。本プロジェクトの機材調達によって、実施機関の保

有機材数が増え維持管理の負担も増える。これに対して日本側がソフトコンポーネントを実施し、

機材の運営・維持管理支援を行い実施機関の維持管理能力を強化する。 

表 3- 48 実施機関の修理部門人材 

分野 ケッビ ナイジャ タラバ オンド エヌグ 担当内容 

在庫管理 1 名 3 名 5 名 2 名 2 名 
調達資材(ハンドポンプ、PVC ケーシン

グ・スクリーン)の保管 

車輌整備・機

械工 
2 名 8 名 4 名 4 名 5 名 

リグ、トラック、コンプレッサーなどの

機材の整備点検、修理を担当。機械加工

全般及び部品分解組み立て・製作 

電気工 1 名 3 名 1 名 3 名 4 名 溶接加工、電気関係の修理 

配管工 
(溶接) 

0 名 8 名 4 名 5 名 6 名 
パイプ加工全般、配管接続および関連機

器取り付け 

各州実施機関が所有する修理機材を表 3-49 に示す。対象 5 州の機材管理部が所有している工具

の内容はほぼ共通している。工具が老朽化し機能していない場合がある。タラバ州の場合、修理

工具がトラックに搭載され、井戸掘削現場における修理が可能である。 

表 3- 49 各州実施機関が所有する修理機材 

ケッビ ナイジャ タラバ オンド エヌグ 備考 

旋盤機 油圧圧縮機 
溶接機および発

電機 
旋盤 

スパナ/パイプ

レンチ 

圧縮機 電動鋸 油圧圧縮機 穿孔機 ジャッキ 

金属切断機 研磨機 パイプ加工機 溶接機 溶接機 

研磨機 穿孔機 起重機 電動鋸 油圧ジャッキ 

穿孔機 溶接機 電動モーター 圧縮機 油圧圧搾機 

― フォークリフト ― 研磨機 構台 

老朽化・故障により、

機能していない工具

もある。 

 

3-4-2 給水施設の運営・維持管理 

 給水施設の運営・維持管理においてコミュニティは、日常の点検・小規模修理と費用負担を行

う。コミュニティが自助努力でこれを実施可能とするために、本プロジェクトで、ハンドポンプ

の修理工具を調達し、井戸引渡し時に実施機関がコミュニティに供与する。また同時に、実施機

関や LGA は、コミュニティの WASHCOM メンバーに対して、ハンドポンプ維持管理のために、

ハンドポンプ必要部品の説明、消耗部品の交換、修理技術を指導する。 

 また、WASHCOM はコミュニティから運営・維持管理に必要な費用を徴収し、これを預金する

必要がある。ハンドポンプ故障に即時に対応するために事前の資金積み立てが望まれる。実施機

関や LGA は WASHCOM に対して資金徴収と管理に関する指導を行う。 
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 給水施設運営・維持管理に関し、「国家地方給水・衛生プログラムの戦略的枠組み」で提案され

ている実施機関―LGA―コミュニティの各レベルでの役割分担の概要は下表の通りである。 

表 3- 50 ハンドポンプ深井戸運営・維持管理に関する役割分担 

作業内容 実施機関 LGA コミュニティ 備考 

日常点検・井戸周辺の清掃   ○ ― 

維持管理費の徴収・管理   ○ ― 

作業   ○ 消耗品交換・小規模

修理 費用   ○ 
― 

作業 ○ ○  

コミュニティの能力

を超えた大規模修理 

費用 (○) (○) ○ 

「戦略的枠組み」では、コミュニテ

ィ能力を超える大規模修理作業に

関しては、コミュニティが費用負担

し民間業者に発注すべきと提案し

ている。現実には実施機関や LG が

作業・費用の両方を負担しているケ

ースが多い。 

作業   ○ 深井戸付帯施設の維

持管理 費用   ○ 

付帯施設(水叩き、排水路、浸透枡)
の補修や、フェンス設置など 

 

 ハンドポンプ深井戸運営・維持管理に関する役割分担の現状と「戦略的枠組み」の提案内容が

完全に一致しているわけではない(表 3-50 参照)。当面は関係者間の協議によって柔軟に対応する

ことが望ましいが、今後、コミュニティの分担内容を「戦略的枠組み」の提案内容に徐々に近づ

けていく必要がある。 

3-5 プロジェクトの概略事業費 

3-5-1 協力対象事業の概略事業費 

本プロジェクトを我が国の無償資金協力により実施する場合の事業費総額の試算値は約 11.8 億

円となる。一方、我が国と「ナ」国との負担区分に基づく双方の経費内訳の見積もりを表 3-51 に

示す。これは、設計条件と実施工程に基き概算事業費を試算した結果である。ただし、ここに示

す概算事業費は暫定的であり、交換公文上の供与限度額を示すものでなく、本協力対象事業の実

施が検討される時点において更に検討される。 

表 3- 51 対象事業の概算事業費 

概算総事業費 1,180.9 百万円 
費  用 実施機関 概算事業費 

1) ケッビ州 218.7百万 
2) ナイジャ州 218.7百万 
3) タラバ州 219.6百万 
4) オンド州 217.7百万 
5) エヌグ州 219.5百万 

資機材 
井戸掘削リグ、高圧コンプレッサー、クレー
ン付トラック、揚水試験機材、水質試験機材、
物理探査用機材、井戸資材 

合 計 1,094.2百万 
実施設計、調達監理・ソフトコンポーネント               86.7 百万円 

 

(1) 「ナ」国側負担経費  

「ナ」国側の負担経費を表 3-52 に示す。日本側は井戸掘削機材を調達し、「ナ」国側は井戸掘

削費を負担する。表 3-52 に示す様に、井戸掘削費は州ごとに異なり、また、資機材調達直後の 2

年間とその後の 3 年間で井戸掘削費は異なる。 
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資機材調達直後の 2 年間は、実施機関が調達機材および各州 100 本分の深井戸建設資材を使用

して深井戸建設を行う。その負担額は 5 州合計で 167 百万ナイラ (99.5 百万円)である。 

一方、その後の 3 年間は、実施機関は各州が持つ村落給水計画に従って、調達された機材を使

用して年間 50 本、5 州合計で 750 本の深井戸建設を行う。その負担額は 5 州合計で 474 百万ナイ

ラ (282.5 百万円)である。更にその後も、実施機関は調達された井戸掘削リグを使用して深井戸建

設を行うことが可能である。 

表 3- 52 実施機関による井戸掘削費用 

期間 項目 ケッビ州 ナイジャ州 タラバ州 オンド州 エヌグ州 合計 

井戸 1 本当たり掘

削費(×万ナイラ) 
16  23 25 63 40 

 

井戸掘削本数(本) 100  100 100 100 100 500 
調達直後

の 2 年間 
井戸掘削費合計 

(×百万ナイラ) 
16 23 25 63 40 167 

井戸 1 本当たりの

掘削費(×万ナイラ) 
44 55 56 91 69 

 

井戸掘削本数(本) 150 150 150 150 150 750 
調達後の

3 年～ 5
年 井戸掘削費合計 

(×百万ナイラ) 
66 83 84 137 104 474 

 

(2) 積算条件 

① 積算時点   ： 平成 22 年 9 月 

② 為替交換ﾚｰﾄ ： 1US$＝90.90 円 

1NGN＝0.596 円 

③ 調達期間     ： 単年度案件とする。 

④ その他    ： 本案件は無償資金協力の制度に従い実施されるものとする。 

3-5-2 運営・維持管理費 

3-5-2-1 調達機材の維持管理費 

調達機材の維持管理内容と費用を表 3-53 に示す。 

表 3- 53 調達機材の年間維持管理費（1 州当たり) 

機材名 
年間維持管理費用

（ナイラ） 
メンテナンス内容 

掘削リグ 2,590,000 

高圧コンプレッサー 2,599,800 

クレーン付トラック 1,704,000 

10 本毎にサービスを実施（エンジンオイル交換、フィ

ルター交換、ギアオイル交換）、タイア交換（年 2 回）

揚水試験機材 563,200 発電機のサービス（エンジンオイル交換）揚水管の交換

物理探査機材 520,000 本体の修理 

合計 7,977,000  

各州実施機関への聞き取り調査結果によれば、州ごとに機材の維持管理費は多少異なるが、

平均すれば、表 3-53 に示す通りである。調達機材の平均維持管理費用は 1 州当たり年間約 7.9

百万ナイラとなり、5 州合計で 39.5 百万ナイラ/年となる。従って 2 年間で井戸を建設するため

の維持管理費は、5 州合計で 39.5 百万ナイラ×2 年＝79 百万ナイラとなる。この維持管理費は対

象 5 州の州政府から支出される予定である。 
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3-5-2-2 給水施設の維持管理費 

今回供与されるハンドポンプは、連邦政府が標準化を進めている村落レベル維持管理

(VLOM)タイプの India MarkⅢである。各州の実施機関は、India MarkⅢを使用したハンドポンプ

深井戸を多数建設した実績を持つ。 

コミュニティに求められるのは、日常の点検・小規模修理作業と維持管理に要する費用負担

である。India MarkⅢの維持管理に必要な費用を表 3-54 に示す。本来であれば、コミュニティは

表 3-54 の「A」および「B」の両者を負担すべきであるが、現実には、「B」の費用は実施機関ま

たは LGA が負担している。その一方で、実施機関や LGA の資金不足や対応の遅れにより「B」

の費用が不足し、修理が迅速に行なわれないケースがある。更に今後、深井本数が増加し修理件

数が増加した場合に、実施機関や LGA の負担が増加し修理に対応できないケースも予測される

ため、コミュニティが自助努力によって大規模修理に備えた費用を積み立てることが必要である。 

表 3- 54 ハンドポンプ深井戸の年間維持管理費用 

区分 内容 単価(ナイラ) 頻度 年間数量 年間必要金額

メンテナンスキット 50,000 5 年に 1 度 0.2 10,000 

スペアパーツ交換 50,000 2 年に 1 度 0.5 25,000 A 

A 合計 35,000 

井戸洗浄 80,000 10 年に 1 度 0.1 8,000 

大規模修理 
 ハンドポンプやパイプ交換 
 水叩きや排水路の補修 

150,000 5 年に 1 度 0.2 30,000 
B 

B 合計 38,000 

A+B 合計 73,000 

注) ハンドポンプ深井戸の維持管理費用は、対象 5州で多少異なり、上記の費用は平均値である。 

表 3-54に示す様に、年間維持管理費用は一井戸当たり 73,000ナイラと推計される。したがって、

2 年間で 500 本の井戸を掘削した場合の維持管理費は合計 73 百万ナイラと推定される。一方、コ

ミュニティが負担できる金額は表 3-54 中の「A」の部分の 35,000 ナイラ程度である。表 3-55 に、

給水施設の維持管理料金及びコミュニティ住民の支払い可能額を示す。 

表 3- 55 給水施設の維持管理費とコミュニティ住民の支払い可能額 

年間維持管理費 
①年間維持管理費 
②1 施設当たりの受益者数 
③1 人当たりの年間維持管理費（①／②）

35,000 ナイラ/年 
264 人 
132 ナイラ/年 

支払い可能額 
④世帯当たりの支払い可能額 
⑤1 世帯当たりの家族数 
⑥1 人当たりの支払い可能額（④／⑤） 

150～200 ナイラ/月＝1,800～2,400 ナイラ/年
15 人 
120～160 ナイラ/年 

平均的収入 
⑦1 世帯当たりの平均的収入 
⑧1 世帯当たりの家族数 
⑨1 人当たりの収入（⑦／⑧） 

18,000 ナイラ/月＝216,000 ナイラ/年 
15 人 
14,400 ナイラ/年 

維持管理費が収

入に占める割合 
③/⑨ 0.9% 

表 3-55 に示す通り、施設維持管理に必要な費用は１人当り年間 132 ナイラである。この金額は

一人当たり年間支払い可能額の年間 120～160 ナイラとほぼ同水準である。この分析結果はコミュ

ニティが維持管理に係る財政的な費用を負担することが可能であることを裏付けるものである。 
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また、コミュニティの平均月間世帯収入は 18,000 ナイラと判断されている。年間維持管理費が

収入に占める割合は 0.9%である。一般に水料金は収入の 3％以内であれば支払い可能とされてい

る。本プロジェクトの場合、収入の 3％であるため、コミュニティの住民は、彼らの支払い可能

額に基づいて支払い可能である。しかし、以下の問題に関して、コミュニティの住民の間で配慮

が必要である。 

 世帯一律料金設定とするのか、世帯人数によって料金を変化させるかによって、徴収料金

が異なる。 

 表 3-55 に示した収入額は平均値であり、収入が平均値より低く維持管理費の支払い能力が

低い世帯もある。 

 

3-6 協力対象事業実施に当たっての留意事項 

(1) 免税処置について 

 本プロジェクトで調達する資機材に関する「ナ」国側の免税手続き（付加価値税を含む）は、

請負業者からの免税申請書類が連邦水資源省に提出された後、国家開発庁（NPC）経由で、財務

省の承認を取得する手順となる。「ナ」国側が行う免税措置の遅れが本計画の進捗に影響をおよぼ

さないように留意が必要である。 

(2) その他 

 本プロジェクトの実施の際に懸念される問題は、調達機材の「ナ」国入国時における積み下ろ

し・通関手続きの遅れである。過去に「ナ」国における我が国の無償資金協力案件で、ラゴス港

での調達機材の積み下ろし及び通関手続きが円滑に行われず、実施工程に大きな影響を与えた事

例がある。かかる事態を未然に防ぎ、調達機材の「ナ」国入国時における通関が円滑に実施され

るよう、「ナ」国側は事前に手続業務を確認することが重要である。 
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第 4 章 プロジェクトの評価 

4-1 プロジェクトの前提条件 

本プロジェクトは、以下に示す様に、村落給水・衛生状況改善を目的とする全体プロジェク

トの一部分を形成する。 

本プロジェクト 

日本側が給水施設建設のための資機材を供与し、「ナ」国側が調達機材を使用して 2 年間で 500

本の深井戸給水施設を建設する。 

プロジェクト全体計画 

本プロジェクトに引き続き、その後の 3 年関で「ナ」国側が 750 本の施設を建設する。更に

その後も「ナ」国側が調達機材を使用し施設建設を継続することによって、本プロジェクトの上

位目標である村落給水・衛生状況の改善を達成する。 

本プロジェクトおよびプロジェクト全体計画を実施するための前提条件は、それぞれ以下の

とおりでわる。 

4-1-1 事業実施のための前提条件 

資機材の調達直後の 5 年間で 1,250 本の井戸掘削を行うための前提上条件として、「ナ」国側

が実施すべき事項は以下のとおりである。 

 調達された資機材を使用し給水施設建設を実施する人員を確保する。 

 施設建設に必要な資機材の中で、日本側の調達品目に含まれていない資機材を事業実施に備

えて「ナ」国側の資金で調達する。 

 給水施設建設の対象となる優先村落において、井戸掘削地点を決定し、建設用地を確保する。 

 5 年間で 1,250 箇所の深井戸施設建設のための事業費を調達する。 

 調達された資機材の維持管理のための費用と人員を確保する。 

 施設建設に先立ち、対象村落に水・衛生委員会を設立し、村落住民による施設の運営・維持

管理に備える。 

上記内容の詳細に関しては、表 3-46「深井戸施設における「ナ」国側の負担事項」に記載し

ている。 

4-1-2 プロジェクトの全体計画達成のための前提条件・外部条件 

資機材調達後の 5 年間に引き続き、「ナ」国が村落給水施設の建設を行い、プロジェクト全

体計画の目標を達成するための前提条件・外部条件は以下の通りである。 

(1) 対象 5 州地方給水予算と実施機関の組織体制 

調達された井戸建設資機材を効果的に運用するためには、対象各州が給水事業を実施するた

めの事業予算を確保し、また、実施機関は組織体制と技術力を維持する必要がある。 
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(2) 井戸給水施設の運営維持管理体制とモニタリング体制の整備 

コミュニティが井戸給水施設を長期にわたり使用するためには、施設の維持管理を適切に行

う必要がある。そのためにはコミュニティ、LGA、実施機関が連携し運営維持管理体制を整備

する必要がある。コミュニティは WASHCOM を設立し、住民自身が自発的に運営維持管理を

行うことが不可欠である。また、実施機関は LGA を通じてコミュニティに支援を行い、給水

施設の定期点検、修理技術の指導、水質検査等を継続的に行う。モニタリング体制の確立によ

って、コミュニティが実施機関に報告することが重要である。 

(3) コミュニティによる水料金徴収体制の確立 

コミュニティが長期的に給水施設を使用した場合、ハンドポンプの修理、井戸の洗浄、堆積

砂の除去等のために臨時の出費が必要となる。このような事態に備えて、WASHCOM は水料

金を確実に徴収するとともに、とりわけ会計は透明性を保ち積立金の管理、出納記帳に不備が

ないように留意する。 

(4) NWRI の活用 

本プロジェクトでは実施機関に対して井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理技術強化と

給水施設の維持管理体制強化を目的としてソフトコンポーネント活動を計画している。これを

補完するための NWRI との連携が望ましい。村落給水事業を効率的に行うために、対象 5 州の

実施機関は NWRI 研修を積極的に活用すべきである。 

(5) 実施機関による村落給水事業の調整 

本プロジェクトの実施によって対象 5 州の実施機関の能力が高まり、州水資源省や MDG 事

務所、また我が国や UNICEFF などのドナーが行う村落給水事業の実施当っての調整役を果た

すことが期待される。 

4-2 プロジェクトの評価 

4-2-1 妥当性 

以下に示すとおり、本プロジェクトは、我が国の無償資金協力による協力対象事業として妥

当と判断される。 

(1) 裨益対象 

本プロジェクトの裨益対象は村落部の貧困層であり、資機材の調達完了後の 2 年間の井戸建

設による裨益人口は約 132,000 人であり裨益規模が大きい。 

(2) 緊急性 

対象村落の住民は不衛生な水を利用し、下痢やコレラ等の水因性疾患が蔓延しており、安全

な水の供給は緊急の課題である。 

(3) 維持管理能力 

実施機関は井戸掘削リグの運用・維持管理を行った実績を持ち、本プロジェクトにより供与

される井戸掘削リグの運用・維持管理を行う上で十分な体制と技術力を有している。また、供

与される資機材によって建設される給水施設はハンドポンプ付深井戸であり、その使用法や維
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持管理は簡単であるため、裨益対象住民がこれを維持管理することが可能である。 

(4) 上位計画における位置づけ 

本プロジェクトは、「ナ」国の国家開発計画（地方給水に関する長期計画）に整合しており、

その達成に資する。 

(5) 事業の収益性 

村落給水はベーシックヒューマンニーズを満たすための事業であり、「ナ」国では村落給水

事業からの収益は期待できない。給水施設は完成後に裨益住民に移管され村落住民自身によっ

て施設が運営・管理される。かかる事業は我が国の無償資金事業として実施すべきである。 

(6) 環境への配慮 

本プロジェクトで建設される給水施設による地下水揚水量は地下水賦存量に比べ小さいた

め、環境への負の影響はない。 

(7) 我が国の無償資金協力制度による実施の可能性 

「ナ」国では過去に本件と類似した地方給水に関する我が国の無償資金協力プロジェクト

（オヨ州、カノ州、ヨベ州、バウチ州、カチィナ州）の実施実績があり、また、他セクターに

対する無償資金協力プロジェクトの実績も多い。過去の類似案件の実績・教訓に基づいて「ナ」

国連邦水資源省が本プロジェクト運営に関して対象 5 州を指導することが可能である。指導の

内容としては、資機材調達段階（ソフトコンポーネントを含む）における日本側への対応、調

達機材を使用した施設建設事業の進捗が遅れた場合の対応、機材が故障したり破損した場合の

対応、建設工事進捗状況の日本側への報告等である。過去の実績から判断し、我が国の無償資

金協力のスキームを用いて、特段の困難もなく本プロジェクトの実施が可能である。 

4-2-2 有効性 

本プロジェクトの実施により、期待されるアウトプットは次のとおりである。 

(1) 定量的効果 

本プロジェクトの実施によって、対象地域の深井戸給水施設数が増加し、また、それに伴っ

て給水人口が増加する。それぞれの増加数量を表 4-1 と表 4-2 に示す。 

表 4-1 本プロジェクトによる深井戸給水施設の増加 

供与した資機材によって建設された深
井戸給水施設数の増加(箇所) 指標名 

基準値(2010 年) 2014 年 
ケッビ州 0 100 
ナイジャ州 0 100 
タラバ州 0 100 
オンド州 0 100 
エヌグ州 0 100 

深井戸給
水施設数 

合計 0 500 
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表 4-2 本プロジェクトによる給水人口の増加 

供与した資機材による給水人口の増加
(人) 指標名 

基準値(2010 年) 2014 年 
ケッビ州 0 26,400 
ナイジャ州 0 26,400 
タラバ州 0 26,400 
オンド州 0 26,400 
エヌグ州 0 26,400 

給水人口 

合計 0 132,000 

 

(2) 定性的効果 

本プロジェクトの実施により、期待される定性的な効果は以下のとおりである。 

表 4-3 本プロジェクトによる定性的効果 

現状と問題点 本計画での対策（協力対象事業） 計画の効果・改善程度 

衛生状態の改善 

プロジェクト対象村落住民の多くは、飲

料水を溜池、浅井戸に依存しており、水

衛生環境は劣悪で下痢・コレラ・赤痢等

の水因性疾病の発生件数が多い。 

 

対象 5 州に対して、500 箇所のハンド

ポンプ給水施設建設のための建設資

機材を調達し技術支援を行う。 

 衛生的な水の供給により、水因性疾

患の発生が減少する。 

 プロジェクト対象地域村落住民の水

汲み労力が軽減される。 

実施機関の能力向上 

実施機関の既存井戸掘削リグは老朽化

が著しく、故障が頻繁に発生するため、

村落部の井戸建設が進んでいない。 

対象 5 州に対して、井戸掘削リグ各 1

台、高圧コンプレッサー車各 1 台、

支援車輌(クレーン付トラック)各 1

台を調達する。 

作業効率が高い最新型の井戸掘削リ

グが整備され、継続的に給水プロジェ

クトに使用されることによって、村落

部の井戸建設が促進される。 

実施機関は井戸掘削位置決定に当って

は、物理探査を行っていないため井戸の

成功率が低い。 

対象 5 州に対して各１台の物理探査

機（電気探査・孔内検層兼用器およ

び電磁探査機）を調達する。 

実施機関の地下水探査技術が向上し、

井戸成功率が高まる。 

実施機関の揚水試験機が故障している

ため、井戸の揚水可能量が把握できな

い。 

対象 5 州に対して、各 1 セットの揚

水試験機材を調達する。 

実施機関の揚水可能量判定技術が向

上する。 

実施機関は井戸建設計画を持っていな

い。また、機材の維持管理や修理が計画

的に行われていない。 

井戸建設計画・データ管理・機材維

持管理についてのソフトコンポーネ

ントを実施する。 

 井戸建設計画策定技術が向上する。

 機材の維持管理技術が向上する。 

 井戸台帳が整備される。 

村落住民組織の維持管理能力の向上 

給水施設の維持管理に対する住民の認

識が低い。また、コミュニティ、LGA、

実施機関の維持管理に対する連携が十

分に行われていない。 

給水施設の運営維持管理体制強化に

ついてのソフトコンポーネントを実

施する。 

 実施機関、LGA、コミュニティの役

割分担が明確になり連帯が強化され

る。 

 給水施設の運営維持管理状況が改善

される。 

村落給水行政の調整機能強化 

実施機関の他に、外国ドナー・州政府・

MDG 事務所が村落給水事業を実施して

おり、各事業の調整が必要である。 

本プロジェクトの技術支援によっ

て、実施機関の事業調整能力を高め

る。 

関係機関が実施する村落給水事業を実

施機関が調整することによって、事業

効率が改善される。 
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現状と問題点 本計画での対策（協力対象事業） 計画の効果・改善程度 

民間井戸業者の課題克服 

実施機関は、民間井戸業者が行う井戸掘

削作業の施工管理を行う。実施機関の技

術力の低下した場合、施工管理の質が低

下する。 

実施機関の井戸掘削技術力が向上し、

民間業者に対する施工管理能力が強化

される。 

井戸成功率が低い地域や、過疎地域で

は、民間井戸業者による井戸掘削が困難

である。 

井戸成功率の低い地域や過疎地域で

は、実施機関による井戸掘削が促進さ

れる。 

民間井戸掘削業者による井戸掘削は、粗

雑で井戸の品質が低いことがある。 

実施機関の井戸施工能力は民間業者の

施工能力より高いため、実施機関によ

って品質の高い井戸が建設される。 

民間業者の井戸掘削費は実施機関の井

戸掘削費より高価である。 

実施機関に対して井戸掘削機を供与

することによって、実施機関の井戸

掘削技術力を高め、また、実施機関

自身による井戸掘削を促進する。 

実施機関の井戸掘削費は民間業者の井

戸掘削費より安い。貧困な村落住民が

自身の資金を使って実施機関に井戸掘

削を発注する機会が増える。 

 

4-2-3 結論 

本プロジェクトは、前述のように多大な効果が期待される。本プロジェクトは対象 5 州の貧

困村落地域の給水衛生状況の改善に寄与するものであり、我が国の無償資金協力事業として実

施することは妥当であると考えられる。また、本プロジェクトの運営・維持管理に関して、「ナ」

国側実施機関の要員・技術水準及び事業運営資金が十分に確保される見通しであるため、本プ

ロジェクト実施上の問題はないと考えられる。更に、プロジェクトの前提条件・外部条件が満

たされることで、本プロジェクトは円滑かつ効果的に実施されると結論する。 
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資料 1 調査団員・氏名 

 

第 1 回現地調査 

氏名 担当 所属 

 久津名 博之 総括 
JICA 調達部コンサルタント契

約第一課企画役 
 吉田 克人 村落給水 JICA 客員専門員 

 井上 雄貴 計画管理 
JICA 地球環境部 水資源防災

グループ 
中村 浩 業務主任／地下水開発計画 八千代エンジニヤリング㈱ 
大浦 寿 水理地質／物理探査 １ 八千代エンジニヤリング㈱ 
福塚 康三郎 水理地質／物理探査 2 八千代エンジニヤリング㈱ 
山崎 順吉 社会条件調査／運営維持管理計画 1 八千代エンジニヤリング㈱ 
松原 ひろみ 社会条件調査／運営維持管理計画 2 八千代エンジニヤリング㈱ 
池田 慶一 機材調達計画／積算 1 ㈱ジオテクノス 

 

第 2 回現地調査 

氏名 担当 所属 

吉田 克人 総括 JICA 客員専門員 

松崎 晃昌 計画管理 
JICA 地球環境部 水資源防災

グループ 
中村 浩 業務主任／地下水開発計画 八千代エンジニヤリング㈱ 
大浦 寿 水理地質／物理探査 １ 八千代エンジニヤリング㈱ 
福塚 康三郎 水理地質／物理探査 2 八千代エンジニヤリング㈱ 
山崎 順吉 社会条件調査／運営維持管理計画 1 八千代エンジニヤリング㈱ 
池田 慶一 機材調達計画／積算 1 ジオテクノス 

 

第 3 回現地調査 

氏名 担当 所属 

吉田 克人 総括 JICA 客員専門員 

佐原 寿一郎 計画管理 
JICA 地球環境部 水資源防災

グループ 
中村 浩 業務主任／地下水開発計画 八千代エンジニヤリング㈱ 
山崎 順吉 社会条件調査／運営維持管理計画 1 八千代エンジニヤリング㈱ 
池田 慶一 機材調達計画／積算 1 ジオテクノス 

 

 

 

 

 

 



資料-2 調査行程 



 

資 2-1 

資料 2 調査日程 

第 1 回現地調査 

日
順

月
日

曜
日

総括
(久津名)

村落給水(仮称)
(吉田)

計画管理
(井上)

業務主任／地下水開発計画
（中村）

水理地質／物理探査　１
（大浦）

水理地質／物理探査　2
（福塚）

社会条件調査／
運営維持管理計画2

(松原）

社会条件調査／
運営維持管理計画1

(山崎）

機材調達計画／積算1
（池田）

1 6月13日 日

2 6月14日 月

3 6月15日 火

4 6月16日 水

5 6月17日 木

6 6月18日 金

7 6月19日 土

8 6月20日 日

9 6月21日 月

10 6月22日 火

11 6月23日 水

12 6月24日 木 データ整理
13 6月25日 金

14 6月26日 土

15 6月27日 日

16 6月28日 月

17 6月29日 火

18 6月30日 水

19 7月1日 木

20 7月2日 金

21 7月3日 土

22 7月4日 日

Report to JICAナイジェリア事務所、日本大使館報告

9:00 RUWASA (Nassrawa州)と協議, 　移動(12:00 Lafia - 14:30 Abuja- 16:30 Minna)
9:00 RUWASA (Niger州)と協議, 現地踏査

FMWRとの協議、報告書作成

09:00 RUWASA (Ondo州)と協議、現地踏査

データ解析

09:00 RWESA (Taraba州)と協議, 移動：14:00 Jalingo -> 17:30 Gombe (3.5時間) 移動：07:00 Akure -> 17:30 Enugu (10.5時間)
09:00 WATSAN (Gombe州)と協議, 現地踏査 09:00 RUWASA (Enugu州)と協議、現地踏査

移動（アブジャ→ロンドン）、移動（ロンドン→東京）

移動：07:00 Birnin Kebbi -> 10:30 Gusau (3.5時間)、11:00 RUWASA (Zamfara州)と協議 移動：07:00 Lokoja -> 12:00 Ado-Ekiti (5時間)、13:00
協議 踏09:00 RUWASA (Zamfara州)と協議, 現地踏査 09:00 WATSAN (Ekiti州)と協議、現地踏査、移動：15:30

Ado-Ekiti -> 17:00 Akure (1.5時間)

移動：07:00 Gusau -> 11:00 Kaduna, RWSSC専門家との協議,　移動： 14:00 Kaduna ->
17:00 Abuja

データ整理

移動：07:00 Abuja -> Lafia -> Shendam -> Wukari -> 17:00 Jalingo データ整理
09:00 RWESA (Taraba州)と協議, 現地踏査

東京着

10:00  M/D署名, 14:00 JICA Nigeria 事務所報告, 16:00 日本大使館報告
移動：07:00 Gombe -> 14:30 Abuja (7.5)、又はGombe -> Yola (陸路)、Yola -> Abuja (空 移動：07:00 Enugu -> 15:00 Abuja  (8時間)

調査結果整理
JICAナイジェリア事務所、日本大使館協議
FMWRとの協議

ロンドン -> 成田 団内会議
データ解析

官団員 調査団

08:45 Abuja (BA082) -ロンドン

04:35 (BA083) ->Abuja, 09:00 JICA ナイジェリア事務所表敬, 11:00 日本大使館表敬, 14:00 国家計画局(NPC), 15:00連邦水資源省( FMWR)

移動(10:00 Minna - 12:00 Abuja) 、データ収集

データ整理
移動(7:00 Abuja-10:00 Kduna)、連邦水資源研修所との協議, 移動(Kaduna -> Abuja)
 UNICEF、FMWRとの協議

 FMWRと協議

成田-ロンドン

移動：07:00 Abuja -> 17:00 Birnin Kebbi (10時間) 移動：07:00 Abuja -> 10:30 Lokoja (3.5時間), 11:00 WES
(Kogi州)と協議

09:00 RUWASA (Kebbi州), 現地踏査 09:00 WES (Kogi州)と協議, 現地踏査移動(8:00 Abuja - 10:30 Lafia)、 RUWASA (Nassrawa州)と協議,現地踏査

 
第 2 回現地調査 

日
順

月
日

曜
日

総括
(吉田)

計画管理
(松崎)

業務主任／地下水開発計画
（中村）

水理地質／物理探査　１
（大浦）

水理地質／物理探査　2
（福塚）

社会条件調査／
運営維持管理計画1

(山崎）

機材調達計画／積算1
（池田）

1 8月7日 土
移動（東京発→ロンドン着）、
移動（ロンドン発→）

2 8月8日 日 移動（→アブジャ着）
移動（東京発→ロンドン着）、
移動（ロンドン発→）

3 8月9日 月 移動（→アブジャ着）

4 8月10日 火
移動（アブジャ→ケッビ）、
RUWASSA協議

移動（東京発→ロンドン着）、
移動（ロンドン発→)

5 8月11日 水 移動（アブジャ→ケッビ） 水理地質調査（要請村落） 移動（→アブジャ着） サイト調査 (LGA 1)
RUWASSA保有機材、使用
資材調査

6 8月12日 木 移動(アブジャ発->ロンドン着) 移動(アブジャ発->フランクフル
RUWASSAプロジェクトの井戸
建設技術力、実施体制調査、

水理地質調査（要請村落） 移動（アブジャ→Akure） サイト調査 (LGA 2) 調達事情調査

7 8月13日 金
ロンドン 移動(フランクフル発→)

維持管理体制調査，地下水
開発計画調査

水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 サイト調査 (LGA 3) 調達事情調査

8 8月14日 土 移動(ロンドン発→ウガンダ着)移動(→東京着) 給水施設建設計画調査 水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 サイト調査 (LGA 4) 市場調査（資材、機材）
9 8月15日 日

10 8月16日 月

11 8月17日 火
RUWASSAプロジェクトの井戸
建設技術能力

水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 サイト調査 (LGA 1)
RUWASSA保有機材、使用
資材調査

12 8月18日 水 RUWASSA実施体制調査 水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 サイト調査 (LGA 2)
RUWASSA保有機材、使用
資材調査

13 8月19日 木
RUWASSAの維持管理体制
調査

水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 サイト調査 (LGA 3) 調達事情調査

14 8月20日 金
15 8月21日 土
16 8月22日 日

17 8月23日 月
RUWASSAプロジェクトの井戸
建設技術能力

水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 サイト調査 (LGA 1)
RUWASSA保有機材、使用
資材調査

18 8月24日 火 RUWASSA実施体制調査 水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 サイト調査 (LGA 2)
RUWASSA保有機材、使用
資材調査

19 8月25日 水
RUWASSAの維持管理体制
調査

水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 サイト調査 (LGA 3)
RUWASSA保有機材、使用
資材調査

20 8月26日 木
RUWASSAの維持管理体制
調査

水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 サイト調査 (LGA 4) 調達事情調査

21 8月27日 金 地下水開発計画調査 水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 サイト調査 (LGA 5) 調達事情調査
22 8月28日 土 給水施設建設計画調査 水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 資料整理 調達事情調査
23 8月29日 日

24 8月30日 月
RUWASSAプロジェクトの井戸
建設技術能力

水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 サイト調査 (LGA 1)
RUWASSA保有機材、使用
資材調査

25 8月31日 火 RUWASSA実施体制調査 水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 サイト調査 (LGA 2)
RUWASSA保有機材、使用
資材調査

26 9月1日 水
RUWASSAの維持管理体制
調査

水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 サイト調査 (LGA 3)
RUWASSA保有機材、使用
資材調査

27 9月2日 木
RUWASSAの維持管理体制
調査

水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 サイト調査 (LGA 4) 調達事情調査

28 9月3日 金 地下水開発計画調査 水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 サイト調査 (LGA 5 ) 調達事情調査
29 9月4日 土 給水施設建設計画調査 水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 資料整理 市場調査（資材、機材）
30 9月5日 日

31 9月6日 月
RUWASSAプロジェクトの井戸
建設技術能力

水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 サイト調査 (LGA 1)
RUWASSA保有機材、使用
資材調査

32 9月7日 火 RUWASSA実施体制調査 水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 サイト調査 (LGA 2)
RUWASSA保有機材、使用
資材調査

33 9月8日 水
RUWASSAの維持管理体制
調査

水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 サイト調査 (LGA 3)
RUWASSA保有機材、使用
資材調査

34 9月9日 木
RUWASSAの維持管理体制
調査

水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 サイト調査 (LGA 4) 調達事情調査

35 9月10日 金 地下水開発計画調査 水理地質調査（要請村落） 既存井戸調査 サイト調査 (LGA 5) 市場調査（資材、機材）
36 9月11日 土
37 9月12日 日
38 9月13日 月
39 9月14日 火
40 9月15日 水 移動（オンド→カノ）

41 9月16日 木
既往案件の現況調査、移動
（カノ→アブジャ）

42 9月17日 金 フィールドレポート作成 フィールドレポート作成
移動（アブジャ発→ロンドン
着・発→）

43 9月18日 土 フィールドレポート作成 フィールドレポート作成 移動(->東京着)
44 9月19日 日 フィールドレポート作成 フィールドレポート作成
45 9月20日 月 フィールドレポート作成 フィールドレポート作成
46 9月21日 火 水資源省報告 水資源省報告

47 9月22日 水 JICA、大使館報告
移動（アブジャ発→ロンドン
着・発→）

48 9月23日 木
移動（アブジャ発→ロンドン
着・発→）

移動(->東京着)

48 9月24日 金 移動(->東京着)

資料整理
移動(アブジャ->ジャリンゴ)

移動（エヌグ→オンド）、RUWASSA協議

移動（オンド→アブジャ）

RUWASSA協議、移動（ナイジャ→アブジャ）

資料整理
RUWASSA協議

調査団

移動（東京発→フランクフルト着)

移動(フランクフルト発→アブジャ着)

水資源省協議、M/D署名

JICAナイジェリア事務所・日本大使館・NPC表敬、水資源省協議

JICA ナイジェリア事務所報告, 日本大使館報告

移動（東京発→ロンドン着）、移動（ロンドン発→）

移動（→アブジャ着）

移動（アブジャ→ケッビ）

RUWASSA協議、移動（ケッビ→ナイジャ）
資料整理

フィールドレポート作成

移動（タラバ→エヌグ）

移動(->東京着)

移動（アブジャ発→ロンドン着・発→）

フィールドレポート作成
フィールドレポート作成
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第 3 回現地調査 

日
順

月
日

曜
日

総括
(吉田)

計画管理
(佐原)

業務主任／地下水開発計画
（中村）

社会条件調査／
運営維持管理計画1

(山崎）

機材調達計画／積算1
（池田）

1 1月8日 土

2 1月9日 日

3 1月10日 月

4 1月11日 火

5 1月12日 水

6 1月13日 木

7 1月14日 金

8 1月15日 土

9 1月16日 日

移動（アブジャ発→ロンドン着・発→）
移動(->東京着)

タラバ州協議、ケッビ州協議

日本大使報告、JICA報告、MD署名

移動（アブジャ発→ロンドン着・発→） セミナー参加

調査団

移動（→アブジャ着）
移動（東京発→ロンドン着）、移動（ロンドン発→）

JICAナイジェリア事務所、日本大使館表敬、FMWR表敬・協議、ナイジャ州協議

エヌグ州協議、オンド州協議
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資料 3 関係者(面会者リスト) 

(概略設計時) 

機関・所属 氏名 

連邦水資源省（Federal Ministry of Water Resources / FMWR） 

Minister Mr. Chief Obadiah Sumi 

Permanent Sectretary Amb(Dr). Godknows Boladei 

Igalii 

Special Adviser to the Honorable Minister Mr. Michael Magaji 

Deputy Director of Rural Water Supply Engr. B.M. Tahir  

Assistant Director of Rural Water Supply Mr. Adetunji Idow 

Principal Technical Officer Mr. Kassim Bello 

Hydrogeologist Mr. Ogbonna Kenneth Emeka 

国家計画庁（National Planning Commission / NPC） 

Director of Department of International Cooperation Mrs. L. D. Bagaiya 

Acting Director, Department of International Cooperation Mr. B.O.Akpanyung 

Assistant Chief Planning Officer of Department of International 

Cooperation 

Mr. U.S. Nwozuzu 

国家水資源研修所(National Water Resources Institute) 

Head, Continuing Education Division & Coordinator, Rural 

Water Supply & Sanitation Center  

Dr. Martin O. Eduvie 

ケッビ州水資源省(Ministry of Water Resources) 

Hon. Commissioner Mr. Hussaini Abdullahi Raha 

Permanent Secretary Mr. Haliru Sarki 

ケッビ州 RUWASSA 

Programme Manager Dr. Umar Baraya 

H. O. D., Workshop Department Mr. Umaru Aliyu Gwandangaji

H. O. D., Planning Department Mr. Aminu Galadima 

H. O. D., Store Department Mr. Ibrahim Tilli 

H. O. D., Sanitation Department Mr. Isah B. Ngaski 

H. O. D., Mobilization Department Mr. Bello Bagudu Diggi 

H. O. D., Water Supply Department Mr. Abdullahi Kwazo 

D. F. S., Finance Department Mr. Kabiru Bako 

ナイジャ州水資源省(Ministry of Water Resources) 

Hon. Commissioner Dr. Isah Y. Vatsa 

ナイジャ州 RUWASSA 

Ag. General Manager Mr. Ibrahim Isah 

Auditor Mr. Emmanuel S. Thomas 

HOD, omm,  Mobilization Mr. Fatima M. Koro 

DA/sec. Board Mr. Abdulkadir Usman 

Workshop Manager Mr. Aliyu Tauheed 

HOD. Water supply/Hydrogeologist Mr. Isah M.Dadi 

HOD. Sanitation Mr. Joseph Ahmadu 

Hdrogeologist Mr. Abubakar Sadiq Idris 
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機関・所属 氏名 

タラバ州水資源地方開発省 (Ministry of Water Resources and Rural Development) 

Hon. Commissioner Hon. Samuel M. Usman 
Permanent Secretary Mr. Manu Jauro Gangumi 
Secretary Mr. Boyinga M. Sanda 
ACAO Mr. Hassan Ismaila Agwaru 
Geologist  Mr. Oyouwa Eddis 
タラバ州 RUWASSA 

Programme Manager Mr. Isiyaka E. Bashir 

Programme Secretary Mr. Adi Andesaba 

Programme Auditor Mr. Aminu H. Mafindi 
Prog. Accountant  Mr. Sabo M. Sambo 
Dir. Engineering Services Mr. Danfulani A. Pana 
Dir. Planning Research &  Mr. Ibrahim Dantsoho 
DCD Mr. Obadiah Galadima 
Dir. Urban Water Supply Mr. Sylvester P. Godwin 
Director Sanitation Mr. Auta Ahmed 
Dir. LGA/WES Mr. Baba Hammajulde 
Director Electrical Mr. D. A. Bashir  
Ag. Workshop Manager Mr. Hassan Tukura 
ADRWS Mr. Danjuma S. Tsokwa 
Secretary Mr. Boyinga M. Sanda 
ACAO Mr. Hassan Ismaila Agwaru 
PMEO Mr. J.R. Tafida 
HEO Mr. E.A. Ben 
オンド州公共事業省  (Ministry of Special Duties) 

Honorable Commissioner Mr. Niran-Sule Akinniyi 

Perm. Secretary Mr. Pastor Adigun 

オンド州 WATSAN プロジェクト 

Ag. General Manager Mr. J. O. Akindutire 

Chairman Engr. Gbenga Akinnagbe  

DFA Mr. E. O. Akinbobla  

HM Mr. Pastor Adelusi S. O. 

D. Water Supply Engr. Oladimeji E. R. 

Workshop Engr. Engr. T. Akindoyin 

HPME Mr. Adejoro B. O. 

Dir. Sanitation Mr. Ogunleye J. B. 

Dep. Dir. Sanitation Mr. Abegunde J. O. 

Dept. Comm/HyEd. Mr. Akande F. I. 

HCM/HE Mrs. Fabolude 

Geologist Mr. Ogedengbe C. 

エヌグ州政府 

州知事 (Executive Governor) Mr. Sullivan Iheanacho Chime 



 

資 3-3 

機関・所属 氏名 

エヌグ州水資源省(Ministry of Water Resources) 

Honorable Commissioner Mr. Emecca ANI 

エヌグ州 RUWASA 

Deputy Director Off. Mr.Amatanweze Cosmas N 

Deputy Director Off., Commercial Dept. Mr. Obi Anselem 

Deputy Director Off., Finance and Accounts Dept. Mr. Offor Edwin A. 

Chief Planning Off., Planning Monitoring and Evaluation Dept. Mr. Okpara R. A. 

Deputy Director, Planning Monitoring and Evaluation Dept. Mr. Ugwu Patrick 

Technologist Microbiologist, Water Quality Unit Mr. Nwobodo C. 

Deputy Director Engr. Sanitation Dept Mr. Ude Sunday N. 

Hydro geologist I, Water Supply Dept. Mr. Ajose O. A. 

Higher Works Supt., Hand pump Installation and Maintenance 

Unit 

Mr. Nnadi Jude 

Asst Chief Work Supt., Workshop Unit Mr. Chikelu Raphael 

在ナイジェリア日本国大使館 

一等書記官 西田 純 

一等書記官 渡辺 信人 

専門調査員 山本 麻沙子 

JICA ナイジェリア事務所 

所長 鷲見 佳高 

所長代理 藤江 顕 

職員 増田 吉朗 
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(協力調査報告書(案)説明時) 

機関・所属 氏名 

連邦水資源省（Federal Ministry of Water Resources / FMWR） 

Deputy Director of Rural Water Supply Engr. B.M. Tahir  

Assistant Director of Rural Water Supply Mr. Adetungi Idow 

Principal Technical Officer Mr. Kassim BELLO 

Hydrogeologist Mr. Ogbonna Kenneth Emeka 

Water Engr. 2 Mr. Adewale B.Z. 

SEO Mr. Alakoko R. A 

国家計画庁（National Planning Commission / NPC） 

Director of Department of International Cooperation Mrs. L. D. Bagaiya 

Acting Director, Department of International Cooperation Mr. B.O.Akpanyung 

Assistant Chief Planning Officer of Department of International 

Cooperation 

Mr. U.S. Nwozuzu 

CPO Mr. Onu, G.S 

ケッビ州水資源省(Ministry of Water Resources) 

Honorable Commissioner  Mr. Alhaji Hussaini Abdullahi 

Raha 

ケッビ州 RUWASSA 

Programme Manager Dr. Umar Baraya 

ナイジャ州水資源省 (Ministry of Water Resources) 

Honorable Commissioner, Ministry of Water Resources and 

Rural Development, Niger State 

Dr. Isah Yahaya Vatsa 

ナイジャ州 RUWASSA 

Board Chairman Mr. Abdulkadir Usman 

Ag. General Manger Mr. Abubakar Sadiq Idris 

HOD. Water supply/Hydrogeologist Mr. Isah M. Dadi 

Fmr. Ag. General Manager Mr. Ibrahim Isah 

タラバ州水資源地方開発省(Ministry of Water Resources and Rural Development) 

Honorable Commissioner, Ministry of Water Resources and 

Rural Development, Taraba State 

Mr. Samuel Madaki Usman 

State Con. Adviser Engr. Kiziro Ambogdi 

タラバ州 RUWASSA 

Programme Manager Mr. Isiyaka E. Bashir 

オンド州公共事業省  (Ministry of Special Duties) 

Honorable Commissioner Mr. Niran-Sule Akinniyi 

Perm. Secretary Mr. Pastor Adigun 

オンド州 WATSAN プロジェクト 

Chairman Engr. Gbenga Akinnagbe 

General Manager Mr. Akindutire Jones O. 

Director, Water Supply Engr. Oladimeji Emmanuel R. 

エヌグ州水資源省(Ministry of Water Resources) 

Honorable Commissioner Mr. Emecca ANI 
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機関・所属 氏名 

エヌグ州 RUWASSA 

Managing Director Mr. Micheal Cole Oguamah 

在ナイジェリア日本国大使館 

特命全権大使 植澤 利次  

一等書記官 渡辺 信人  

JICA ナイジェリア事務所 

所長 鷲見 佳高  

所長代理 藤江 顕  

職員 増田 吉朗  
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資料 4 討議議事録（M/D）第 1 回 
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資料 4 (2) 討議議事録（M/D）第 2 回 
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資料 4 (3) 討議議事録（M/D）第 3 回 
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資料 5 ソフトコンポーネント計画書 

ナイジェリア国 
 

「地方給水・衛生改善計画」 

 

 

準備調査 
 

 

ソフトコンポーネント計画書(案) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年 2 月 
 

 

 

 

 

独立行政法人国際協力機構 

八千代エンジニヤリング株式会社 
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１． ソフトコンポーネントを計画する背景 

1.1 プロジェクトの背景 

(1) 要請の背景 

ナイジェリア連邦共和国（以下「ナ」国という）は、西アフリカ中央部にあるギニア湾に面し、

ニジェール・チャド・カメルーン・ベナンと国境を接している。約 1 億 4 千万人（2007 年「ナ」

国政府人口センサス）の人口と 92.37 万 km2 の国土を有し、１人あたりの GDP は US$2,133 であ

る。かつては多様な農産物を産出するアフリカ有数の農業大国であったが、60 年代後半に石油が

発見されると石油に依存する経済構造へと変容するとともに、石油を巡り内戦やクーデターが繰

り返されたため、内政面は不安定で貧困の緩和やインフラ整備も進んでいない。 

こうした背景の中、「ナ｣国政府は 2004 年 5 月に他国の PRSP に相当する「国家経済強化開発戦

略（National Economic Empowerment and Development Strategy : NEEDS）」を策定し、2020 年までに

世界第 20 位以内の経済発展を実現すべく種々の分野を開発することとした。その中で水供給は重

点分野に位置づけられ、戦略構想として策定された「地方給水・衛生プログラム」によれば 2011

年までに全ての国民に安全な水を供給することとしている。併せて、村落給水（人口 5000 人未満）

においては給水原単位を 30 リットル/人/日、水運搬距離を 250m 以内、1 給水施設あたりの受益者

を 250～500 人とすることを目標に掲げているが、人口増加の影響等により安全な水にアクセスで

きる割合は 1990 年の 49%から 2004 年には 48%へとむしろ悪化している。特に都市部（68%）に

比して村落部（31%）は低い水準に止まっており、水因性疾患のリスクがある表流水や溜まり水

を飲用している人口は多く、給水率の改善は喫緊の課題である。 

係る状況下、「ナ」国政府は我が国に対し、13 州への井戸掘削機材の供与を要請した。要望調

査検討過程で現地 ODA タスクフォースが絞込みを行い、候補となる 5 州（ナサラワ、ナイジャ、

ザンファラ、タラバ、オンド）を選定したが、治安上問題のある 3 州を除いて再度妥当性及び必

要性を詳細に検証した。その結果、新たな候補としてエヌグ、オンド、タラバ、ケッビ、ナイジ

ャの 5 州に絞り込み先方と合意した。この 5 州に対して、概略設計を行い事業計画策定及び概算

事業費積算を行うことを目的として本調査を実施した。 

(2) プロジェクトの基本構想 

本プロジェクトは、以下に示す様に、村落給水・衛生状況改善を目的とする全体プロジェク

トの一部分を形成する。 

本プロジェクト 

日本側が給水施設建設のための資機材を供与し、「ナ」国側が調達機材を使用して 2 年間で 500

本の深井戸給水施設を建設する。 

全体プロジェクト 

本プロジェクトに引き続き、その後の 3 年関で「ナ」国側は 750 本の施設を建設する。その

後も「ナ」国側が調達機材を使用し施設建設を継続することによって、全体プロジェクトの上

位目標である村落給水・衛生状況の改善を達成する。 

本プロジェクトは、資機材の供与に加え機材操作指導を行う。また同時に、井戸掘削計画・デ
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ータ管理・機材維持管理強化の支援と給水施設の運営・維持管理強化の支援をソフトコンポーン

ネントで行う。表 1-1 に本プロジェクトで調達する資機材を示す。 

表 1-1 調達機材リスト 

番号 資機材名称 主な仕様又は構成 単位 数量 

1 井戸掘削リグ 

 形式：トラックマウント式（含標準付属品）トップ

ヘッドドライブ方式 
 掘削方式：泥水掘削／DTH 工法併用 
 掘削深度：100m 以上 
 掘削孔径：泥水掘削～10-5/8"、DTH～6-1/4" 
 対象地質：沖積層～硬岩類 
 運搬方式：トラック搭載型 
 積載用トラック：全輪駆動方式（4×4 または 6×4）

台 

ケッビ州 :1 
ナイジャ州:1 
タラバ州 :1 
オンド州 :1 
エヌグ州 :1 

2 
掘削ツールおよび
消耗品 

[掘削ツール] 
 上記リグが掘削するために必要なドリルパイ プ、ハ

ンマービット、ワークケーシングその他必要な工具、

アクセサリー類 
[消耗品] 
 ドラックビット、ローラービット、DTH ハンマー及

びハンマービットで構成 
 掘削泥材(ベントナイト、CMC、発泡剤) 

式 

ケッビ州 :1 
ナイジャ州:1 
タラバ州 :1 
オンド州  :1 
エヌグ州 :1 

3 高圧コンプレッサー 

 吐出圧：2.01MPa (20.5 ㎏/㎝ 2)以上･高圧式 
 吐出量：11.3m3/分以上 
 運搬方式：トラック搭載型 
 積載用トラック：全輪駆動方式（4×4 または 6×4）

台 

ケッビ州 :1 
ナイジャ州:1 
タラバ州 :1 
オンド州  :1 
エヌグ州 :1 

4 クレーン付トラック 

 積載能力：6 トン以上 
 駆動形式：全輪駆動方式（4×4 または 6×4） 
 エンジン：ディーゼルエンジン（水冷式） 
 荷台寸法：6.0m 以上 
 クレーン能力：2.9t 

台 

ケッビ州 :1 
ナイジャ州:1 
タラバ州 :1 
オンド州 :1 
エヌグ州 :1 

5 揚水試験機材 

 水中ポンプ：30ℓ/分×70m (1.5kW、50Hz) 
 発動発電機：5kVA 以上 
 水位計：測定深度 100m 式 

ケッビ州 :1 
ナイジャ州:1 
タラバ州 :1 
オンド州 :1 
エヌグ州 :1 

6 水質試験機材 

測定項目：pH、溶存酸素、電気伝導度、T.D.S、水温 

式 

ケッビ州 :1 
ナイジャ州:1 
タラバ州 :1 
オンド州 :1 
エヌグ州 :1 

7 物理探査用機材 

電気探査 
 最大有効探査深度：100m 
 測定項目：見掛けの比抵抗値、自然電位 
 測定レンジ：0.1mV～10V 
 付属品：解析ソフト 
 特記事項：孔内検層機併用型（比抵抗：検層深度～

100m、検層用ケーブル 100m 付） 
電磁探査 
 スリングラム法 
 測定項目：見かけ比抵抗 
 最大有効探査深度：40～60m 
 付属品：解析ソフト 

式 

ケッビ州 :1 
ナイジャ州:1 
タラバ州 :1 
オンド州 :1 
エヌグ州 :1 
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番号 資機材名称 主な仕様又は構成 単位 数量 

 ハンドポンプは、UNICEF 及び実施機関の標準機種

である VLOM タイプの Indian Mark III とする。 
ケッビ州 :100 
ナイジャ州:100 
タラバ州 :100 
オンド州 :100 
エヌグ州 :100 

 ハンドポンプ用修理工具：住民レベルで使用可能な

軽微な修理用。 
ケッビ州 :100 
ナイジャ州:100 
タラバ州 :100 
オンド州 :100 
エヌグ州 :100 

8 ハンドポンプ 

 ハンドポンプ用修理工具：重要な故障時の地方政府 
メカニック用 

式 

ケッビ州 :13 
ナイジャ州:24 
タラバ州 :15 
オンド州 :18 
エヌグ州 :9 

9 ケーシングパイプ 

 材質：uPVC (Unplastised polyvinyl chloride) 
 規格：φ4″(O.D.114.4mm1) x 3.0m 
 管厚：5.5mm 以上 
 継手形式：ねじ式 式 

各州以下の井戸

本数分 
ケッビ州 :100 
ナイジャ州:100 
タラバ州 :100 
オンド州 :100 
エヌグ州 :100 

10 スクリーンパイプ 

 材質：uPVC (Unplastised polyvinyl chloride) 
 規格：φ4″(O.D.114.4mm1) x 3.0m 
 管厚：5mm 以上 
 継手形式：ねじ式 
 開口方式：スリット方式(幅 0.8-1.0mm) 
 開孔率：3％以上 

式 

各州以下の井戸

本数分 
ケッビ州 :100 
ナイジャ州:100 
タラバ州 :100 
オンド州 :100 
エヌグ州 :100 

11 井戸掘削泥材 

 ベントナイト 
 調泥材 
 発泡剤 
 

式 

ケッビ州 :1 
ナイジャ州:1 
タラバ州 :1 
オンド州 :1 
エヌグ州 :1 

(3) 対象 5 州の給水事業の現状と問題点（解決すべき課題） 

対象 5 州の実施機関は州水資源省1の管轄下で地方給水衛生事業を担当している。本プロジェク

トで調達される資機材が活用され効果的に給水施設が建設されるためには、対象 5 州の実施機関

が行う事業の運営・管理体制をさらに強化・改善する必要がある。強化・改善すべき主な課題（問

題点）は以下の通りである。 

① 実施機関は給水施設建設の実施に当って、適切な工事運営・管理計画を作成していない。 

② 実施機関による過去の事業実績や給水施設の記録等の整理・管理は十分ではない。 

③ 実施機関の資機材維持管理は不十分である。また、ワークショップは機材が不足し機能を果

たしていない。 

④ 給水施設の維持管理に関して、実施機関と地方政府の支援体制の連携が不十分である。 

⑤ 自助努力によって給水施設の維持管理を行うとの意識が村落住民に不足している。 

                                                 
1 エヌグ州、タラバ州、ケッビ州、ナイジャ州の実施機関は水資源省の下部組織であるが、オンド州では特別事

業省の下部組織である。 
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⑥ 給水施設建設後の、実施機関と地方政府による維持管理状況のモニタリング業務が適切に行

われていない。 

⑦ 実施機関職員の給水衛生事業の運営管理に必要な専門的知識・技術力が不十分であり、また、

それを習得する機会も少ない。 

２． ソフトコンポーネント導入の必要性 

各州実施機関は調達機材の効率的な運用を行う意志を持ち、また、対象村落は調達機材によ

り建設される給水施設の持続的な運営・維持管理を行う意思を持っている。これを支援するた

めに、下記ソフトコンポーネントを実施する。 

① 井戸建設計画策定・データ管理・機材維持管理技術強化のための支援 

② 給水施設の運営・維持管理強化のための支援 

(1) 井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理指導の必要性 

本プロジェクトは、各州実施機関が 100 箇所の深井戸給水施設を機材調達後の 2 年間で建設

する計画である。本プロジェクトで調達される資機材を有効活用し、効率的に事業を実施する

ためには、以下の支援が必要となる。 

①機材の操作方法、井戸掘削技術、探査技術等の技術面の強化 

②井戸建設計画策定・データ管理・機材維持管理技術の指導 

上記①に関しては、調達業者の技術指導にて対応し、②に関してソフトコンポーネントで実

施する。これによって実施機関の限られた人的資源・予算の有効活用が可能となる。加えて、

入念に計画された工程管理によって施工速度を速め、本プロジェクトの事業効果を最大限に発

揮することができる。 

また、実施機関は、過去の井戸掘削データを記録していないため、効率的な井戸建設計画を

立案できない。更に、機材の日常点検や機材の維持管理・修繕を計画的に行っていないため、

機材の故障が多発し井戸掘削が頻繁に中断し、完成施設数が目標値を下回る。以上の問題の対

策として、データ管理技術の強化や機材管理計画の策定が必要である。この技術支援は各州実

施機関に対して行う。 

(2) 給水施設の運営維持管理体制強化の必要性 

村落給水施設の建設と運営・維持管理は、実施機関、地方政府、村落組織の 3 者の連携によ

り実施される(図 2-1 参照)。 
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図 2-1 村落給水施設の建設と運営・維持管理 

また、実施機関による給水・衛生事業は、次の手順を踏んで実施される。 

深井戸給水施設建設の要請 
 

事業実施のための予算確保 
 

サイト調査（自然条件、社会状況） 
 

住民組織の設立 
 

施設の建設 
 

水質検査 
 

建設直後の啓発活動 

実施機関が建設した施設は完成後にコミュニティに引き渡される。その後、コミュニティの

村落水衛生委員会（WASHCOM）が運営維持管理を行う。各地方政府の給水課に所属する水衛

生班職員は、実施機関と連携し WASHCOM を支援する。 

しかしながら、実施機関職員、地方政府職員及びコミュニティ住民 3 者による連携体制が不

十分である。特に、3 者連携の中心的存在となるべき地方政府職員に対する研修・指導が行わ

れているにもかかわらず、地方政府職員の専門的な知識・技術力が不足している。その結果、

地方政府によるコミュニティ支援が効果的に行われていないため、給水施設の運営・維持管理

が持続的に実施されない。 

対象 5 州の実施機関は、UNICEF が作成したマニュアルを使って地方政府が指導を行なって

いる。しかし、この内容は、参加型村落指導に関する一般的な手法の紹介であり、各州の給水

実態を反映したものではないため十分な効果を発揮しているとは言い難い。より平易で各州の

村落給水特性を反映したマニュアルの作成が必要である。日常的な維持管理を担当するコミュ

ニティ用のマニュアルが無いためこれを作成する価値は高い。 

実施機関による地方政府・コミュニティ支援体制を整備し、関係者間の連携体制を強化する

ことによって、住民組織設立や住民啓発活動が適切に行われる。これを目的として、本プロジ

ェクトではソフトコンポーネントの実施によって、実施機関職員に対して専門知識・技術移転

実施機関(州政府) 

地方政府 

村落組織 (村落水衛生委員会) 

給水施設建設の要請 

給水施設建設の要請 

給水施設の建設 

給水施設の建設 

運営・維持管理支援 

運営・維持管理支援 
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を行い、職員のキャパシティデベロップメントを図る。 

(3) ソフトコンポーネントの実施体制 

上記ソフトコンポーネントは必要最小限の規模で実施する。ソフトコンポーネントの内容に

応じて、必要な技術と経験を有する専門家が担当する。専門家は、対象州の実施機関を訪問し、

対象職員に対して技術指導を行う。技術指導の方法として、専門家はファシリテ－ターとして

活動し、ソフコンの必要性や目標を達成するための方法論に関し、対象職員間に活発な議論を

誘発し、同時に技術指導を行う。ソフトコンポーネントの項目ごとにこの方法を繰り繰り返し、

対象職員の意識・技術力を高め、最終的に職員自身による各種の計画・マニュアル作成が可能

なレベルに職員を引き上げる。したがって、専門家には、ソフトコンポーネントの内容に応じ

た技術的専門性と、ファシリテーターとしての会議運営能力とコミュニケーション能力が要求

される。 

専門家は日本人、現地人あるいはその両者から選定する。実施方法としては選定された複数

の専門家が全体を監督・指導し、一部活動は補助要員を活用し実施する。実施時期に関しては、

各州実施機関への機材引渡し前にソフトコンポーネントを終了する方針とする。 

３． ソフトコンポーネントの目標 

ソフトコンポーネントの目標は以下のとおりである。 

1) 井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理技術の強化 

a) 井戸建設計画の立案 

本プロジェクトで供与された資器材を使用して 2 年間で 500 本の井戸掘削を行うた

めには、効率的な井戸建設計画が必要であり、ソフトコンポーネントで井戸建設計

画を策定する。また。プロジェクト対象地域では深井戸の地下水汚染が発生してお

り、地下水汚染を防止するための井戸構造の立案が急務であり、ソフトコンポーネ

ントで対処する。 

b) データ管理 

効率的な井戸建設計画の立案や、既存井戸の管理を行うためには、既設井戸の情報

を井戸台帳に整理・保存し、必要に応じて情報を活用可能とする必要がある。ソフ

トコンポーネントにおいて井戸台帳を作成し、その有効活用を図る。  

c) 機材維持管理計画を策定 

調達機材を用いて、持続的に給水施設を建設するためには、機材の維持管理が不可

欠である。ソフトコンポーネントにおいて機材管理計画を策定し、また、ワークシ

ョップへの修理機器導入計画を立案する。 

2) 給水施設の運営維持管理体制の強化 

a) 業務内容の明確化 

給水施設運営維持に関する実施機関・地方政府・コミュニティ 3 者の業務内容が曖

昧であることが 3 者連携不足の原因の一つであるため、業務内容を明確にし、業務

分担マニュアルを作成する。 

b) モデルコミュニティ選定と技術支援 

対象村落の中から技術移転の場としてのモデルコミュニティを選定し、水衛生委員
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会(WASHCOM)を設置する。このモデルコミュニティと委員会をモデルケースとし

て、実施機関職員が地方政府職員に対してコミュニティ支援の技術指導を行う。こ

のモデルケースを通じて、実施機関と地方政府の連携の仕方と WASHCOM 設立と啓

発活動の方法を学ぶ。 

c) 組織化・運営マニュアルの作成 

実施機関と地方政府の職員が、上記研修の成果を整理し WASHCOM 組織化・運営マ

ニュアルを作成する。 

４． ソフトコンポーネントの成果 

本プロジェクトのソフトコンポーネント業務による直接的な成果は以下の通りである。 

1) 井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理技術の強化 

 井戸建設計画に基づく工事が実施され、建設工期が短縮する。 

 井戸台帳に基づき井戸管理が強化される。 

 井戸構造が改善され、地下水汚染が防止される。 

 ワークショップが整備され、機材の維持管理が強化される。 

2) 給水施設の運営・維持管理体制の強化 

 実施機関が担当する給水施設運営・維持管理支援に関する業務内容が明確になり、業

務実施体制が整備される。 

 実施機関と地方政府の連携が強化され、村落水衛生委員会への支援が継続的に行われ

る。 

 モデルコミュニティにおける活動を通じて、実施機関と地方政府 職員が住民組織化・

啓発活動の技術を習得する。 

 各コミュニティに水衛生委員会が設立される。 

 運営マニュアルに沿って、給水施設の運営・維持管理が継続的に行われる。 

５． 成果達成度の確認方法 

ソフトコンポーネントによる成果と達成度確認事項は、表5-1および表5-2に示すとおりである。

ソフトコンポーネント実施前に関係者から聞き取り調査を行って現状を把握する。限られた実施

期間内に最大限の効果を得るための活動内容を検討する。ソフトコンポーネントの活動終了時に

担当者は成果達成度を確認・評価し、その結果を取りまとめた「Final Report」を相手国実施機関

に提出する。 

表 5- 1 井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理技術指導による成果と達成度確認事項 

活動項目 直接的効果（ソフコン活動終了時） 達成度の確認項目 

1.井戸建設計画策定指導 

 地質状況に対応した井戸構造図が作

成される 
 施設建設工期短縮のための井戸建設

計画が策定される 

 井戸構造図の有無とその内容の妥当性

 井戸建設計画書（工程計画、管理計画、

要員計画、安全計画等）の有無とその

内容の妥当性 

2.井戸データの整備指導 井戸台帳が整備される 井戸台帳の有無とその内容の妥当性 

3.機材維持管理指導 
機材維持管理計画が策定され、修理用機

器導入計画が策定される 
機材維持管理計画書と修理用機器導入計

画書の有無とその内容の妥当性 
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表 5- 2 給水施設の運営維持管理強化指導による成果と達成度確認事項 

活動項目 直接的効果（ソフコン活動終了時） 達成度の確認項目 

1.実施機関の給水施設運

営・維持管理支援体制

の整備指導 

給水施設運営・維持管理支援体制が整備さ

れ、業務内容が明確になる 

 給水施設運営・維持管理支援体制

の妥当性 
 業務内容の妥当性 

2. 実施機関と地方政府 
との連携強化指導 

実施機関と地方政府 担当班による村落支

援の業務運営管理規則が作成され、支援分

担内容が明確になる 

村落支援に関する業務運営管理規則

の有無とその内容の妥当性 

3. 村落水衛生委員会の

組織化と住民啓発活

動支援 

モデルコミュニティで水衛生委員会が設置さ

れ、同時に実施機関／モデル地方政府 職
員が住民組織化／啓発活動のノウハウを

習得する 

 モデルコミュニティの水衛生委員会の

設立実績。 
 実施機関・モデル地方政府 職員に

よる住民組織化・啓発活動に関す

る記録の有無とその妥当性。 

 

機材調達後に、実施機関が給水施設建設の進捗状況を日本側に月例報告することになっている。

その際に、井戸台帳整備状況、機材の維持管理状況、村落への支援活動状況、モニタリング等の

実施状況に関して実施機関から報告を受けることによって日本側が達成度を継続的に確認する。 

６． ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

支援活動は以下の 2 項目である。 

1) 井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理技術指導 

工事開始に先立って邦人コンサルタントが実施機関の担当部局の職員に対して、技術指導

を行う。技術指導の内容と実施機関の対象部局を表 6-1 に示す。 

表 6- 1 ソフトコンポーネント対象部局（井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理技術） 

 対象州 
項目 

ケッビ ナイジャ タラバ オンド エヌグ 

(1) 井戸掘削計画 
地方給水・衛生

公社  機材管理

部 

地方給水・衛生

公社 給水部 
地方給水・衛生

公社 給水部 
水衛生プロジェ

クト 給水部 
地方給水・衛生

公社 給水部 

(2) データ管理 
地方給水・衛生

公社 給水部 
地方給水・衛生

公社 給水部 
地方給水・衛生

公社 給水部 
水衛生プロジェ

クト 給水部 
地方給水・衛生

公社 給水部 

(3) 機材維持管理 
地方給水・衛生

公社  機材管理

部 

地方給水・衛生

公社  機材管理

部 

地方給水・衛生

公社  機材管理

部 

水衛生プロジェ

クト  機材管理

部 

地方給水・衛生

公社  機材管理

部 

2) 給水施設の運営維持管理体制の強化指導 

工事開始に先立って邦人コンサルタントが実施機関の担当部局の職員に対して、技術指導

を行う。技術指導の内容と実施機関の対象部局を表 6-2 に示す。 

表 6- 2 ソフトコンポーネント対象部局（給水施設の運営維持管理体制の強化） 

 対象州 
項目 

ケッビ ナイジャ タラバ オンド エヌグ 

(1) 
給水施設の運営維

持管理体制の強化 

地方給水・

衛 生 公 社 
村落啓発部 

地方給水・衛

生公社  村落

啓発部 

地方給水・衛生公

社 村落啓発・衛

生推進部 

水衛生プロジ

ェクト村落啓

発・衛生教育部 

地方給水・衛生

公 社  村 落 啓

発・衛生部 

 

活動内容を表 6-3 及び 6-4 に示す。また、ソフトコンポーネントに必要となる人材及び資機材等

の投入計画を表 6-5 及び表 6-6 に示す。 
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表
6-

 3
 

活
動

明
細

計
画

(1
/2
）

 

活
動
項
目

 
活

動
内

容
 

実
施

方
法

 
直

接
的
成

果
 

1.
地

質
状
況

に
対
応

し
た
井

戸
構
造
図

が
作
成

さ
れ

る
。

  

2.
施

設
建
設

工
期
の

短
縮
を

目
的
と
し

た
井
戸

建
設

計
画
が
策

定
さ
れ
る

。
 

3.
 井

戸
台
帳
が

整
備

さ
れ
る

。
 

4.
 機

材
維
持
管

理
計

画
が
作

成
さ
れ
、

修
理
用

機
器

導
入
計
画

が
作
成
さ

れ
る
。

 

1.
井

戸
建

設
計

画
策

定
指
導

 

 

1-
1.

 井
戸

構
造

図
の

作
成

 

1-
2.

 要
員

計
画

お
よ

び
施

工
計

画
の

作
成

1-
3.

 工
程

管
理

計
画

策
定

 

1-
4.

 安
全

管
理

計
画

策
定

 

 

①
 実

施
機

関
に

施
工

計
画

チ
ー

ム
を

設
立

す
る

。
 

②
 井

戸
構

造
図

を
作

成
す

る
。

 

③
 施

工
計

画
書

を
作

成
す

る
。

 

④
 工

程
管

理
計

画
書

を
作

成
す

る
。

 

⑤
 安

全
管

理
計

画
を

作
成

す
る

。
 

（
備

考
１

参
照

）
 

2.
 井

戸
台

帳
の

整
備

指
導

 

 

2-
1.

 井
戸

台
帳
の

整
備

 

 

①
既

存
井

戸
デ

ー
タ

の
収

集
、

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

の
作

成
。

 

②
デ

ー
タ

の
イ

ン
プ

ッ
ト

。
 

（
備
考

2参
照

）
 

3.
 機

材
維

持
管

理
指

導
 

3-
1.
機

材
維
持

管
理

計
画

策
定

 

3-
2.
機

材
維
持

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
作

成
 

3-
3.
修

理
用
機

器
導

入
計

画
作

成
 

 

①
 機

材
維

持
管

理
計

画
チ

ー
ム

を
設

立
す

る
。

 

②
 機

材
維

持
管

理
計

画
を

作
成

す
る

。
 

③
 修

理
用

機
器

材
導

入
計

画
を

作
成

す
る

。
 

④
 関

連
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

を
作

成
す

る
（

備
考

3参
照

）
 

投
入
・
資

機
材

 

1.
 邦

人
ｺ
ﾝｻ

ﾙ
ﾀﾝ

ﾄ
 1

 名
 

 
 ﾛ
ｰ
ｶ
ﾙｺ
ﾝ
ｻﾙ
ﾀ
ﾝﾄ

 1
 名

 

2.
 車

輌
：
邦
人

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
用

1 
台
ｘ

21
3 

日
 

3.
 関

連
資
料
の

準
備

 
1式

 

 ＜
相
手
国

側
＞

 

1.
 各

州
実
施

機
関

 4
～

10
名

 

<
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

>
 

(各
州

) 

(1
) 
指

導
員

 

a)
 邦

人
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 1
 名

 

b)
  ロ

ー
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 1
 名

 

 (2
) 
対

象
者

：
実

施
機

関
職
員

(各
州

) 

a)
 施

工
計

画
チ
ー
ム
：

 

給
水

部
職

員
 4

 名
 

b)
 井

戸
台

帳
管

理
チ
ー
ム

 

  
 給

水
部
職

員
 

4 
名

 

c)
 .機

材
維

持
管
理
チ
ー
ム

 

機
材

管
理

部
職

員
 4
名

 

 

備
考

 

1.
井

戸
建
設

計
画

策
定

指
導

 
(a

) 
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

の
説

明
、

担
当

員
の

責
任

の
重

要
性

を
説

明
、

各
課

の
協

力
の

 
  

  
重

要
性
を

説
明

 
(b

) 
施

工
計

画
書

の
目

次
案

の
作

成
 

(c
) 
井

戸
構

造
と

地
下

水
汚

染
に

関
し

て
の

講
義

  
(d

) 
品

質
、

工
程

、
安

全
管

理
に

つ
い

て
の

講
義

 
(e

) 
掘

削
チ
ー

ム
編

成
の

提
案

 
(h

) 
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

類
の

作
成

 
(i

) 
他

の
事

例
の

紹
介

 
(f

) 
井

戸
構
造

図
の
作

成
 

(j
) 
施

工
計

画
書

の
作

成
 

 

2.
井

戸
台
帳

の
整
備

指
導

 
(a

) 
井

戸
デ
ー
タ

の
重

要
性
を

説
明

 
(b

) 
デ

ー
タ
管

理
の
現

状
と
問

題
点
に
つ

い
て
の

理
解

 
(c

) 
井

戸
デ
ー
タ

管
理

フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の

策
定

 
(d

) 
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
実

施
時
の

井
戸
デ
ー

タ
入
力

方
法
の
確

認
 

 3.
機

材
の
維

持
管
理

指
導

 
(a

) 
機

材
維
持
管

理
計

画
の
目

次
案
作
成

 
(b

) 
修

理
用
機

器
導
入

計
画
の

目
次
案
作

成
 

(c
) 
機

材
維
持
管

理
計

画
の
作

成
 

(d
) 
修

理
用
機

器
導
入

計
画
の

作
成

 
(e

) 
関

連
マ
ニ
ュ

ア
ル

・
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー

ト
類
の

作
成
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表
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活
動

明
細

計
画

 (
2/

2）
 

2)
 給

水
施
設
の
運
営
・
維
持
管
理
体
制
強
化
支
援
（
対
象

5
州
の
実
施
機
関
に
対
し
て
）

 

活
動

項
目

 
活

動
内
容

 
実

施
方

法
 

直
接
的
成

果
 

1.
 実

施
機

関
の

給
水

施
設

運
営
維
持
管

理

支
援

体
制

の
整

備
指

導
 

 

1-
1.

 
給

水
施
設

運
営

維
持

管
理

体
 

  
  

制
の

明
確
化

 

①
 給

水
施

設
運

営
維

持
管

理
支

援
の

現
状

を
把

握
す

る
。

 

②
 給

水
施

設
運

営
維

持
管

理
に

関
す

る
業

務
を

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

す
る

。
 

③
 同

業
務

に
対

す
る

実
施

機
関

―
地

方
政

府
―

村
落

水
衛

生
委

員
会

の
役
割
分

担
を
整

理
す
る
。

 

2-
1.

 分
担

業
務
の
確

認
 

①
 モ

デ
ル
地

方
政
府

 を
選
定
し

、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を

設
立

す
る
。

(備
考

1参
照

) 

②
 モ

デ
ル
地

方
政
府

 の
水

衛
生

管
理

ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄと

の
会

議
を

開
催

し
、

業
務

分
担

を
確

認
す

る
。

 

2.
 実

施
機

関
と

地
方

政
府

 と
の

連
携
強

化
指
導

 

 
2-

2.
 業

務
運
営
管
理

規
則

の
作

成
 

①
 施

設
故
障

時
対
応

体
制

、
ス
ペ
ア
パ
ー
ツ
供

給
支

援
体

制
、
定

例
会
議
開

催
等

の
村
落

水
衛
生
委

員
会
支

援
の

た
め

の
業

務
運

営
管

理
規

則
を

検
討

す
る

。
 

②
 業

務
運

営
管

理
規

則
を

文
書

化
す

る
。

 

3-
1.

 分
担

業
務
の
確

認
 

 

①
 モ

デ
ル
地

方
政
府

の
中
か

ら
対

象
村

落
を

決
め

、
モ
デ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

決
定

す
る
。

 

②
 モ

デ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

住
民
に

対
し
、

実
施
機

関
―

地
方

政
府

―
村
落
水
衛

生
委
員

会
の
業
務

分
担
を

説
明
す

る
。

 

3-
2.

 村
落

水
衛
生
委

員
会

設
立

支
援

①
 村

落
水

衛
生

委
員

会
の

必
要

性
・
役

割
、
住

民
に

よ
る

施
設

運
営
維
持
管

理
の
重

要
性
に
関

し
説
明

す
る

。

②
 村

落
水
衛

生
委
員

会
の

メ
ン
バ
ー
を
選

出
し
、

メ
ン
バ
ー
リ
ス
ト
を

作
成
す

る
。

 

1.
 給

水
施
設
運

営
維

持
管
理

に
関
す
る

体
制

が
整
備
さ

れ
、
業
務

内
容
が

明
確
に
な

る
。

2.
 実

施
機
関
と

地
方

政
府
の

村
落
水
衛

生

委
員
会
支

援
の
業
務

運
営
管

理
規
則
が

作
成
さ
れ

、
支
援
分

担
内
容

が
明
確
に

な

る
。

 

3.
 モ

デ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

村
落
水

衛
生
委

員
会

が
設
立
さ

れ
、
実
施

機
関

/地
方
政
府
職

員
が
住
民

組
織
化

/啓
発
活
動

の
技
術
を

習
得
す
る

。
 

4.
 モ

ニ
タ
リ
ン
グ
方

法
を
決
定

し
、

マ
ニ
ュ
ア
ル

が
作
成
さ

れ
る
。

 

3-
3.

 給
水

施
設
の
維

持
管

理
費

用

徴
収
に
関

す
る
啓
発

活
動

支
援

 

①
 村

落
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催

す
る

。
 

②
 給

水
施

設
の

維
持

管
理

費
用

の
必

要
性

を
説

明
す

る
。

 

③
 維

持
管

理
費

用
に

関
す

る
討

議
を

行
う

。
 

  
 (
金

額
、

支
払

い
頻

度
、

支
払

い
方

法
、

徴
収

・
保

管
方

法
等

を
決
定
す

る
。

) 

④
 村

落
水

衛
生

委
員

会
の

運
営

規
則

(支
払

い
方

法
等

)を
作

成
す

る
。

 

3-
4.

 給
水

衛
生
関
連

の
啓

発
活

動
 

 
 

支
援

（
備
考

3参
照
）

 

①
 給

水
施

設
周

辺
や

家
庭

の
水

廻
り

等
の

衛
生

環
境

改
善

に
関

す
る
啓
発
活

動
を
行

う
。

 

②
 水

因
性

疾
患

予
防

に
関

す
る

啓
発

活
動

を
行

う
。

 

3.
 村

落
水

衛
生

委
員

会
の

組
織
化
と
住

民

啓
発

活
動

支
援

（
備

考
2参

照
）

 

 

3-
5.

 給
水

施
設
の
修

理
・

点
検

法
 

  
  

の
指

導
 (
備
考

4参
照

) 

①
 井

戸
故

障
時

の
対

処
方

法
を

説
明

す
る

。
(業

務
分

担
と

連
絡

体
制

) 

②
 ハ

ン
ド

ポ
ン

プ
修

理
工

に
対

し
井

戸
修

理
・

点
検

の
訓

練
を

行
い
、
修
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
付
し

説
明
す

る
。

投
入
・
資

機
材

 

＜
日
本
側

＞
 

1.
 邦

人
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 1
名

 

2.
 邦

人
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
用

車
両

1 
台
ｘ

15
1日

  

3.
 関

連
資
料
の

準
備

 
1式

 

＜
相
手
国

側
＞

 

1.
 実

施
機
関

担
当
者

 4
名

 

2.
 地

方
政
府

担
当
者

 5
名

 

3.
 上

記
担
当

者
移
動
用

車
両

 

<
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

>
 (
各

州
) 

a)
 邦

人
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 

 
 

(フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

) 
  

  
  

 1
 名

 

b)
 実

施
機

関
職

員
  

  
  

  
 4

 名
 

c)
 地

方
政

府
 水

衛
生

管
理

職
員

  
 2

 名
 

  
  

  
  

  
  

d)
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 :
U

N
IC

E
F
職

員
 

  
(地

方
給

水
ｼｽ
ﾃ
ﾑ
、

衛
生

教
育

担
当

者
) 

e)
 参

加
者

：
1 

モ
デ
ル
地

方
政
府

、
1 
モ
デ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

備
考

 

1.
 ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は

邦
人

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

1 
名

、
実

施
機

関
の

関
連

部
課

か
ら

の
代

表
者

計
4名

、
モ
デ
ル
地

方
政

府
 水

衛
生
管
課

職
員
代

表
者

2名
、

計
7 
名

で
構
成

す
る
。

 

邦
人

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

な
り

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が

主
体
で

各
活

動
を
実

施
す

る
。

ま
た
、

U
N

IC
E

F
(地

方
給

水
シ
ス
テ
ム
担

当
者

)に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
参

加
し
て

も
ら
う

。
 

2.
 ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

中
で
実

施
機
関

職
員
が

モ
デ
ル
地
方

政
府

 水
衛

生
管

理
課

職
員

と
と

も
に

種
々

の
活

動
を
行

う
。

 

3.
 衛

生
教
育
は

2 
回

実
施

し
、

そ
の

う
ち

1 
回

は
女

性
の

み
を

対
象

と
す

る
。

 

4.
 モ

デ
ル
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
あ

る
実

施
機

関
が

建
設

し
た

既
存

井
戸

を
使

用
し

て
、

ハ
ン

ド
ポ

ン
プ

修
理

工
や
水

衛
生
管

理
委
員
会

に
対
し

て
、
ハ
ン

ド
ポ
ン

プ
修
理
法

の
訓
練

を
行
う
。
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表 6-5 詳細投入計画(井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理技術) 

州 支援内容 活動項目 活動内容 詳細活動（実働日数） 活動場所 成果 成果品

テキストの作成
・指導内容、活動計画の作成（10日）
・必要書類、備品の準備（5日）

日本 ・指導テキスト（活動計画、資料等）

・成田-アブジャ（2日）
・アブジャにて打ち合わせ（JICA、水資源省）（2日）

移動日

施工計画チームの設立
・移動アブジャ→エヌグ(1日)
・施工計画チームの設立および指導内容の説明等（2日）

・井戸構造図作成指導
・要員計画および施工計画策定指導

・井戸構造図の作成(3日)
・施工計画作成方法、品質管理、工事手順の説明、質疑応答および施工計
画書作成（6日）

工程管理計画策定指導 ・工程管理の説明、工事優先順位の付け方、工程計画書作成（5日）

安全管理計画策定指導(一部作業をローカ
ルコンサルタントにて実施）

・安全マニュアルを用いた安全管理講義（1日）
・現場での安全指導、安全管理計画書作成（2日）

井戸台帳整備
井戸台帳作成指導(一部作業をローカルコ
ンサルタントにて実施）

・既存井戸データの収集(2日)
・井戸台帳フォーマットの作成(2日)
・データの入力インプット(ローカルコンサルタント委託)

・ 井戸台帳が整備される ・井戸台帳

機材維持管理計画
・機材維持管理計画作成指導(一部作業を
ローカルコンサルタントにて実施）
・機器導入計画作成指導

・機材維持管理計画チームの設立(1日)
・機材維持管理計画の作成(4日)
・修理用機器材導入計画の作成(4日)
・関連マニュアル・チェックシートの作成(2日)

・ 機材維持管理計画が策定される。
・ 機材維持管理計画書/機材維持管理マニュアル(機
   材チェックシート)
・ 修理用機器導入計画

報告書の作成 ・ソフトコンポーネント完了報告書原稿の作成(2日）　　
・ Final Report（実施機関）
・ 指導記録、現地写真等

施工計画チームの設立
・移動エヌグ-オンド（1日）
・施工計画チームの設立および指導内容の説明等（2日）

・井戸構造図作成指導
・要員計画および施工計画策定指導

・井戸構造図の作成(3日)
・施工計画作成方法、品質管理、工事手順の説明、質疑応答および施工計
画書作成（6日）

工程管理計画策定指導 ・工程管理の説明、工事優先順位の付け方、工程計画書作成（5日）

安全管理計画策定指導(一部作業をローカ
ルコンサルタントにて実施）

・安全マニュアルを用いた安全管理講義（1日）
・現場での安全指導、安全管理計画書作成（2日）

井戸台帳整備
井戸台帳作成指導(一部作業をローカルコ
ンサルタントにて実施）

・既存井戸データの収集(2日)
・井戸台帳フォーマットの作成(2日)
・データの入力インプット(ローカルコンサルタント委託)

・ 井戸台帳が整備される ・井戸台帳

機材維持管理計画
・機材維持管理計画作成指導(一部作業を
ローカルコンサルタントにて実施）
・機器導入計画作成指導

・機材維持管理計画チームの設立(1日)
・機材維持管理計画の作成(4日)
・修理用機器材導入計画の作成(4日)
・関連マニュアル・チェックシートの作成(2日)

・ 機材維持管理計画が策定される。
・ 機材維持管理計画書/機材維持管理マニュアル(機
   材チェックシート)
・ 修理用機器導入計画

報告書の作成 ・ソフトコンポーネント完了報告書原稿の作成(2日）
・ Final Report（実施機関）
・ 指導記録、現地写真等

施工計画チームの設立
・オンド-タラバ（2日）
・施工計画チームの設立および指導内容の説明等（2日）

・井戸構造図作成指導
・要員計画および施工計画策定指導

・井戸構造図の作成(3日)
・施工計画作成方法、品質管理、工事手順の説明、質疑応答および施工計
画書作成（6日）

工程管理計画策定指導 ・工程管理の説明、工事優先順位の付け方、工程計画書作成（5日）

安全管理計画策定指導(一部作業をローカ
ルコンサルタントにて実施）

・安全マニュアルを用いた安全管理講義（1日）
・現場での安全指導、安全管理計画書作成（2日）

井戸台帳整備
井戸台帳作成指導(一部作業をローカルコ
ンサルタントにて実施）

・既存井戸データの収集(2日)
・井戸台帳フォーマットの作成(2日)
・データの入力インプット(ローカルコンサルタント委託)

タラバ(ジャ
リンゴ)市内

・ 井戸台帳が整備される ・井戸台帳

機材維持管理計画
・機材維持管理計画作成指導(一部作業を
ローカルコンサルタントにて実施）
・機器導入計画作成指導

・機材維持管理計画チームの設立(1日)
・機材維持管理計画の作成(4日)
・修理用機器材導入計画の作成(4日)
・関連マニュアル・チェックシートの作成(2日)

・ 機材維持管理計画が策定される。
・ 機材維持管理計画書/機材維持管理マニュアル(機
   材チェックシート)
・ 修理用機器導入計画

報告書の作成 ・ソフトコンポーネント完了報告書原稿の作成(2日）
・ Final Report（実施機関）
・ 指導記録、現地写真等

移動
・タラバ-アブジャ（陸路）（1日）
・アブジャにて打ち合わせ（JICA、水資源省）（2日）
・アブジャ-成田（2日）

施工計画チームの設立
・移動タラバ→ケッビ(1日)
・施工計画チームの設立および指導内容の説明等（2日）

・井戸構造図作成指導
・要員計画および施工計画策定指導

・井戸構造図の作成(3日)
・施工計画作成方法、品質管理、工事手順の説明、質疑応答および施工計
画書作成（6日）

工程管理計画策定指導 ・工程管理の説明、工事優先順位の付け方、工程計画書作成（5日）

安全管理計画策定指導(一部作業をローカ
ルコンサルタントにて実施）

・安全マニュアルを用いた安全管理講義（1日）
・現場での安全指導、安全管理計画書作成（2日）

井戸台帳整備
井戸台帳作成指導(一部作業をローカルコ
ンサルタントにて実施）

・既存井戸データの収集(2日)
・井戸台帳フォーマットの作成(2日)
・データの入力インプット(ローカルコンサルタント委託)

井戸台帳が整備される 　井戸台帳

機材維持管理計画
・機材維持管理計画作成指導(一部作業を
ローカルコンサルタントにて実施）
・機器導入計画作成指導

・機材維持管理計画チームの設立(1日)
・機材維持管理計画の作成(4日)
・修理用機器材導入計画の作成(4日)
・関連マニュアル・チェックシートの作成(2日)

機材維持管理計画が策定される。
・ 機材維持管理計画書/機材維持管理マニュアル(機
   材チェックシート)
・ 修理用機器導入計画

報告書の作成 ・ソフトコンポーネント完了報告書原稿の作成(2日）　　
・ Final Report（実施機関）
・ 指導記録、現地写真等

施工計画チームの設立
・移動ケッビ-ナイジャ（1日）
・施工計画チームの設立および指導内容の説明等（2日）

・井戸構造図作成指導
・要員計画および施工計画策定指導

・井戸構造図の作成(3日)
・施工計画作成方法、品質管理、工事手順の説明、質疑応答および施工計
画書作成（6日）

工程管理計画策定指導 ・工程管理の説明、工事優先順位の付け方、工程計画書作成（5日）

安全管理計画策定指導(一部作業をローカ
ルコンサルタントにて実施）

・安全マニュアルを用いた安全管理講義（1日）
・現場での安全指導、安全管理計画書作成（2日）

井戸台帳整備
井戸台帳作成指導(一部作業をローカルコ
ンサルタントにて実施）

・既存井戸データの収集(2日)
・井戸台帳フォーマットの作成(2日)
・データの入力インプット(ローカルコンサルタント委託)

井戸台帳が整備される 　井戸台帳

機材維持管理計画
・機材維持管理計画作成指導(一部作業を
ローカルコンサルタントにて実施）
・機器導入計画作成指導

・機材維持管理計画チームの設立(1日)
・機材維持管理計画の作成(4日)
・修理用機器材導入計画の作成(4日)
・関連マニュアル・チェックシートの作成(2日)

機材維持管理計画が策定される
・ 機材維持管理計画書/機材維持管理マニュアル(機
   材チェックシート)
・ 修理用機器導入計画

報告書の作成 ・ソフトコンポーネント完了報告書原稿の作成(2日）
・ Final Report（実施機関）
・ 指導記録、現地写真等

移動
・ナイジャ－アブジャ（陸路）（1日）
・アブジャにて打ち合わせ（JICA、水資源省）（2日）
・アブジャ-成田（2日）

・成田-アブジャ（2日）
・アブジャにて打ち合わせ（JICA、水資源省）（3日）
・アブジャ-成田（2日）

移動日

　関係者からの聞き取り調査、現場視察、実施期間からの聞き取り調査およ
び達成度評価(20日)

エヌグ州、
オンド州、タ

ラバ」州
ソフトコンポーネント完了報告書（JICA）

数量

5.09M/M

2.93M/M

45日

ナイジェリア側

数量

邦人コンサルタント(井戸掘削計画・データ管理指導1）移動用 125.5日

邦人コンサルタント(井戸掘削計画・データ管理指導2）移動用 66.5日

数量

約6ヶ月

5日

ナイジェリア側移動用車両等必要時

101.5日(ソフコン本体)＋24日(達成度評価)=125.5日。邦人スタッフ用

国内準備

移動

2車両

井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理指導（ﾛｰｶﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）

井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理指導2（邦人ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）

・井戸構造図
・要員計画および施工計画
・工程管理計画書
・安全管理計画書/安全管理ﾏﾆｭｱﾙ

・工期短縮のための井戸建設計画が策
定される。

・井戸構造図
・要員計画および施工計画
・工程管理計画書
・安全管理計画書/安全管理ﾏﾆｭｱﾙ

エ
ヌ

グ

井戸掘削計画・
データ管理・機
材管理の支援
（ナイジャ州）

井戸建設計画策定

井戸掘削計画・
データ管理・機
材管理の支援

（エヌグ州）

井戸建設計画策定

井戸掘削計画・
データ管理・機
材管理の支援

（ケッビ州）

井戸掘削計画・
データ管理・機
材管理の支援

（オンド州）

井戸掘削計画・
データ管理・機
材管理の支援

（タラバ州）

井戸建設計画策定

井戸建設計画策定

・井戸構造図
・要員計画および施工計画
・工程管理計画書
・安全管理計画書/安全管理ﾏﾆｭｱﾙ

ナイジャ(ミ
ンナ)市内

適用

国内：0.23M/M(7日)
現地：2.70M/M(81日)

3

邦人スタッフ用

4 8

8

3 5

8

2

・工期短縮のための井戸建設計画が策
定される。

3 4 適用

・井戸構造図
・要員計画および施工計画
・工程管理計画書
・安全管理計画書/安全管理ﾏﾆｭｱﾙ

エヌグ市内

・井戸構造図
・要員計画および施工計画
・工程管理計画書
・安全管理計画書/安全管理ﾏﾆｭｱﾙ

オンド市内

車輌（4WD)

要員

日本側

井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理指導1（邦人ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）

井戸掘削計画・管理ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑの職員（4～8名程度）

車輌（4WD)

日本側

作業部屋、会議室、その他

その他

ナイジェリア側

1

作業部屋

ＬＧＡ会議：5日

適用

成
果

達
成

度

ソフトコンポーネ
ント全体の成果
達成度評価

移動日

成果達成度評価調査(エヌグ州、オンド州、タラバ州）

4

投
入

計
画

会議室

5

5

給水部井戸掘削・水理地質職員　計4～8名

各州9日人×5州=45人日

国内：0.23M/M(7日)
現地：4.86M/M(118日+28日=146日)

5

8

1 2

3

1 2

1

・工期短縮のための井戸建設計画が策
定される。

4

工期短縮のための井戸建設計画が策
定される。

オ
ン

ド
タ

ラ
バ

州
ケ

ッ
ビ

ナ
イ

ジ
ャ

井戸建設計画策定
工期短縮のための井戸建設計画が策
定される

ケッビ市内
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表 6-6 詳細投入計画（村落給水施設運営・維持管理） 

 
州 支援内容 活動項目 活動内容 詳細活動（実働日数） 活動場所 成果 成果品

指導内容、計画検討、資料作成
・指導内容、活動計画の作成（10日）
・必要書類、備品の準備（5日）

日本 指導テキスト（活動計画、資料等）

・成田-アブジャ（2日）
・アブジャにて打ち合わせ（JICA、水資源省）（2日）

移動日

準備作業､ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑ立ち上げ
・国内移動（アブジャ－エヌグ）（1日）
・モデルLGA,コミュニティ選定とﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑの立ち上げ（2日）

運営維持管理体制の明確化指
導

・既存井戸サイト、LGA情報の整理（1日）
・既存給水施設運営維持管理体制の整理と改善点の検討（2日）
・給水施設運営維持管理業務内容と関係者の業務分担の整理（3日）
・各機関の業務内容の文書化（2日）

給水施設運営維持管理に関する
体制が整備され、業務内容が明確
になる。

実施機関とLGAの連携強化
分担業務の確認と業務運営管
理規則の作成指導

・モデルLGA水衛生管理課との会議（2日）
・業務運営管理規則の検討（2日）
・業務運営管理規則の文書化（3日）

実施機関とLGAの村落水衛生委員
会支援の業務運営管理規則がで
き支援分担内容が明確になる。

村落水衛生委員会の組織
化と住民啓発支援

村落水衛生委員会組織化と住
民啓発活動等に関する支援

・コミュニティ支援活動準備作業（1日）
・住民分担業務説明、村落水衛生委員会設立、維持管理費用検討（2
日）
・衛生教育（男女別）（1日）
・給水施設の修理・点検マニュアルの配布・説明（2日）
・活動内容の改善点の検討（1日）

モデルコミュニティで村落水衛生委
員会が設立され、同時に実施機関
/LGA水衛生管理課職員が住民組
織化/啓発活動のﾉｳﾊｳを習得す
る。

・村落水衛生委員会メンバーリスト、委員
会規則等
・ハンドポンプメンテナンスマニュアル
・衛生教育、啓発活動資料

報告書の作成 　ソフトコンポーネント完了報告書原稿の作成(4日）  
・Final Report（実施機関）
・指導記録、現地写真等

準備作業､ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑ立ち上げ
・国内移動（エヌグ－オンド）（1日）
・モデルLGA,コミュニティ選定とﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑの立ち上げ（2日）

運営維持管理体制の明確化指
導

・既存井戸サイト、LGA情報の整理（1日）
・既存給水施設運営維持管理体制の整理と改善点の検討（2日）
・給水施設運営維持管理業務内容と関係者の業務分担の整理（3日）
・各機関の業務内容の文書化（2日）

給水施設運営維持管理に関する
体制が整備作成され、業務内容が
明確になる。

実施機関とLGAの連携強化
分担業務の確認と業務運営管
理規則の作成指導

・モデルLGA水衛生管理課との会議（2日）
・業務運営管理規則の検討（2日）
・業務運営管理規則の文書化（3日）

実施機関とLGAの村落水衛生委員
会支援の業務運営管理規則がで
き支援分担内容が明確になる。

村落水衛生委員会の組織
化と住民啓発支援

村落水衛生委員会組織化と住
民啓発活動等に関する支援

・コミュニティ支援活動準備作業（1日）
・住民分担業務説明、村落水衛生委員会設立、維持管理費用検討（2
日）
・衛生教育（男女別）（1日）
・給水施設の修理・点検マニュアルの配布・説明（2日）
・活動内容の改善点の検討（1日）

モデルコミュニティで村落水衛生委
員会が設立され、同時に実施機関
/LGA水衛生管理課職員が住民組
織化/啓発活動のﾉｳﾊｳを習得す
る。

・村落水衛生委員会メンバーリスト、委員
会規則等
・ハンドポンプメンテナンスマニュアル
・衛生教育、啓発活動資料

報告書の作成 　ソフトコンポーネント完了報告書原稿の作成(4日）
・Final Report（実施機関）
・指導記録、現地写真等

準備作業､ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑ立ち上げ
・国内移動（オンド－タラバ）（1日）
・モデルLGA,コミュニティ選定とﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑの立ち上げ（2日）

運営維持管理体制の明確化指
導

・既存井戸サイト、LGA情報の整理（1日）
・既存給水施設運営維持管理体制の整理と改善点の検討（2日）
・給水施設運営維持管理業務内容と関係者の業務分担の整理（3日）
・各機関の業務内容の文書化（2日）

給水施設運営維持管理に関する
体制が整備作成され、業務内容が
明確になる。

実施機関とLGAの連携強化
分担業務の確認と業務運営管
理規則の作成指導

・モデルLGA水衛生管理課との会議（2日）
・業務運営管理規則の検討（2日）
・業務運営管理規則の文書化（3日）

実施機関とLGAの村落水衛生委員
会支援の業務運営管理規則がで
き支援分担内容が明確になる。

村落水衛生委員会の組織
化と住民啓発支援

村落水衛生委員会組織化と住
民啓発活動等に関する支援

・コミュニティ支援活動準備作業（1日）
・住民分担業務説明、村落水衛生委員会設立、維持管理費用検討（2
日）
・衛生教育（男女別）（1日）
・給水施設の修理・点検マニュアルの配布・説明（2日）
・活動内容の改善点の検討（1日）

モデルコミュニティで村落水衛生委
員会が設立され、同時に実施機関
/LGA水衛生管理課職員が住民組
織化/啓発活動のﾉｳﾊｳを習得す
る。

・村落水衛生委員会メンバーリスト、委員
会規則等
・ハンドポンプメンテナンスマニュアル
・衛生教育、啓発活動資料

報告書の作成 　ソフトコンポーネント完了報告書原稿の作成(4日）
・Final Report（実施機関）
・指導記録、現地写真等

移動
・タラバ－アブジャ（陸路）（1日）
・アブジャにて打ち合わせ（JICA、水資源省）（2日）
・アブジャ-成田（3日）

準備作業､ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑ立ち上げ
・国内移動（タラバ－ケッビ）（1日）
・モデルLGA,コミュニティ選定とﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑの立ち上げ（2日）

運営維持管理体制の明確化指
導

・既存井戸サイト、LGA情報の整理（1日）
・既存給水施設運営維持管理体制の整理と改善点の検討（2日）
・給水施設運営維持管理業務内容と関係者の業務分担の整理（3日）
・各機関の業務内容の文書化（2日）

実施機関とLGAの連携強化
分担業務の確認と業務運営管
理規則の作成指導

・モデルLGA水衛生管理課との会議（2日）
・業務運営管理規則の検討（2日）
・業務運営管理規則の文書化（3日）

実施機関とLGAの村落水衛生委員
会支援の業務運営管理規則がで
き支援分担内容が明確になる。

村落水衛生委員会の組織
化と住民啓発支援

村落水衛生委員会組織化と住
民啓発活動等に関する支援

・コミュニティ支援活動準備作業（1日）
・住民分担業務説明、村落水衛生委員会設立、維持管理費用検討（2
日）
・衛生教育（男女別）（1日）
・給水施設の修理・点検マニュアルの配布・説明（2日）
・活動内容の改善点の検討（1日）

モデルコミュニティで村落水衛生委
員会が設立され、同時に実施機関
/LGA水衛生管理課職員が住民組
織化/啓発活動のﾉｳﾊｳを習得す
る。

・村落水衛生委員会メンバーリスト、委員
会規則等
・ハンドポンプメンテナンスマニュアル
・衛生教育、啓発活動資料

報告書の作成 ・ソフトコンポーネント完了報告書原稿の作成(4日）  
・Final Report（実施機関）
・指導記録、現地写真等

準備作業､ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑ立ち上げ
・国内移動（ケッビ－ナイジャ）（1日）
・モデルLGA,コミュニティ選定とﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑの立ち上げ（2日）

運営維持管理体制の明確化指
導

・既存井戸サイト、LGA情報の整理（1日）
・既存給水施設運営維持管理体制の整理と改善点の検討（2日）
・給水施設運営維持管理業務内容と関係者の業務分担の整理（3日）
・各機関の業務内容の文書化（2日）

給水施設運営維持管理に関する
体制が整備作成され、業務内容が
明確になる。

実施機関とLGAの連携強化
分担業務の確認と業務運営管
理規則の作成指導

・モデルLGA水衛生管理課との会議（2日）
・業務運営管理規則の検討（2日）
・業務運営管理規則の文書化（3日）

実施機関とLGAの村落水衛生委員
会支援の業務運営管理規則がで
き支援分担内容が明確になる。

村落水衛生委員会の組織
化と住民啓発支援

村落水衛生委員会組織化と住
民啓発活動等に関する支援

・コミュニティ支援活動準備作業（1日）
・住民分担業務説明、村落水衛生委員会設立、維持管理費用検討（2
日）
・衛生教育（男女別）（1日）
・給水施設の修理・点検マニュアルの配布・説明（2日）
・活動内容の改善点の検討（1日）

モデルコミュニティで村落水衛生委
員会が設立され、同時に実施機関
/LGA水衛生管理課職員が住民組
織化/啓発活動のﾉｳﾊｳを習得す
る。

・村落水衛生委員会メンバーリスト、委員
会規則等
・ハンドポンプメンテナンスマニュアル
・衛生教育、啓発活動資料

報告書の作成 ・ソフトコンポーネント完了報告書原稿の作成(4日）
・Final Report（実施機関）
・指導記録、現地写真等

移動
・ナイジャ－アブジャ（陸路）（1日）
・アブジャにて打ち合わせ（JICA、水資源省）（2日）
・アブジャ-成田（3日）

数量

3.36M/M

2.39M/M

10人日

数量

邦人コンサルタント1（給水施設維持管理強化指導）移動用 77.5台日

邦人コンサルタント2（給水施設維持管理強化指導）移動用 50.5台日

数量

約5ヶ月

5日

ナイジェリア側移動用車両等必要時

業務運営管理規則

ナイジャ(ミ
ンナ)市内、
モデルLGA,
モデルコミュ

ニティ

業務運営管理規則

ケッビ市内、
モデルLGA,
モデルコミュ
ニティ

要員

給水施設運営維持管理体制強化指導1（邦人ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）

UNICEF担当職員、2人日/州×5州=10人日

邦人スタッフ用 

給水施設運営維持管理体制強化指導2（邦人ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）

車輌（4WD)

国内：0.23M/M(7日)
現地：2.16M/M(65日)

給水施設運営
維持管理体制
強化の支援
（ナイジャ州）

給水施設運営維持管理支
援体制の整備

給水施設運営
維持管理体制
強化の支援
（ケッビ州）

給水施設運営維持管理支
援体制の整備

ナ
イ

ジ
ャ

国内準備

移動

エ
ヌ

グ
オ

ン
ド

タ
ラ

バ
ケ

ッ
ビ

給水施設運営
維持管理体制
強化の支援（オ
ンド州）

給水施設運営
維持管理体制
強化の支援
（タラバ州）

給水施設運営維持管理支
援体制の整備

業務運営管理規則

作業部屋、会議室、その他

給水施設運営維持管理体制強化ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑの職員(6名程度

2

外部アドバイザー

車輌（4WD)
日本側

日本側

給水施設運営維持管理支
援体制の整備

ナイジェリア側

オンド市内、
モデルLGA,
モデルコミュ

ニティ

タラバ(ジャ
リンゴ)市

内、モデル
LGA,モデル
コミュニティ

エヌグ市
内、モデル
LGA,モデル
コミュニティ

適用

適用

国内：0.23M/M(7日)
現地：3.13M/M(94日)

給水施設運営維持管理に関する
体制が整備作成され、業務内容が
明確になる。

業務運営管理規則

業務運営管理規則

ＬＧＡ会議：5日

投
入

計
画

会議室

その他

ナイジェリア側

1

作業部屋

2

実施機関：各州4名
LGA：各州2名（エリアハンドポンプメカニック1名、保健担当1名）

3 4

4

3 4

給水施設運営
維持管理体制
強化の支援
（エヌグ州）

1 2

給水施設運営維持管理支
援体制の整備

1 2

邦人スタッフ用

車両 1

4 適用3

3
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７． ソフトコンポーネント計画の実施リソースの調達方法 

本プロジェクトのソフトコンポーネント業務による支援項目と実施リソースの調達方法は以下

の通りである。 

表 7-1 ソフトコンポーネントの支援項目と実施リソースの調達方法 

技術支援項目 最適なリソース像 実施リソース調達方法 

１）井戸掘削計画・

データ管理・機材維

持管理技術支援 

対象 5 州の水理地質、相手側の実施能力、調達さ

れる機材の内容を把握し、以下の知識、技術を有

する人材が要請される。 

＜井戸掘削計画＞ 
井戸掘削を効率的にするための計画立案を立案す

る。井戸地点選定、井戸掘削、工事管理、揚水試

験に関する知識・経験が要求される。   

＜井戸台帳整備＞ 
水理地質、井戸台帳の内容、データベースに関す

る知識が必要である。 

＜機材維持管理計画＞ 
井戸掘削機材の仕様・構造・機能、機材点検・修

理方法に関する知識が要求される。 
＜ファシリテーター＞ 
ファシリテーターとして会議を運営する技術と研

修員を指導するコミュニケーション能力が必要で

ある。 
 

最適なリソース像を満たす現

地リソースを探し出すのは困

難である。したがって、邦人コ

ンサルタントによる直接支援

とする。また、活動内容は広範

に及ぶため、一部活動をローカ

ルコンサルントにより実施す

る。 

２）給水施設の運営

維持管理体制支援 
対象5州の給水施設維持管理の問題点を把握して、

以下の知識・技術を有する人材が要請される。 

＜支援体制整備＞ 
実施機関の組織・機能・能力に精通し、その問題

点を見出し、改善策を提案する能力が必要である。

また、実施機関・地方政府・村落組織の給水事業

における役割分担に精通している必要がある。 

＜村落水衛生委員会組織化と住民啓発活動支援＞

村落給水委員会の組織・役割を熟知し、その組織

化における問題と改善策を提案する能力が必要で

ある。また、村落給水における色々な問題点(維持

管理技術、料金徴収と運営、水質管理、モニタリ

ング方法)に関する知識・経験が必要である。 

＜ファシリテーター＞ 
ファシリテーターとして会議を運営する技術と研

修員を指導するコミュニケーション能力が必要で

ある。 
 

最適なリソース像を満たす現

地リソースを探し出すのは困

難である。したがって、邦人コ

ンサルタントによる直接支援

とする。また、活動内容は広範

に及ぶため、一部活動を本分野

に お け る 活 動 実 績 を 持 つ

UNICEF 専門家により実施す

る。 
 

 

1）井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理強化支援のための指導は、実施機関の給水部に所属

する井戸掘削班・水理地質職員および機材維持管理部の職員を対象に、邦人コンサルタントとロ

ーカルコンサルタントが実施する。主な支援項目は井戸建設計画、井戸台帳整備、機材維持管理

に関連した内容とし、本プロジェクトで調達される機材を活用した効率的な施設建設促進を目的

とする。支援の一部の作業をローカルコンサルタントを雇用し実施する。 

2）給水施設の運営・維持管理体制強化のための指導は、各実施機関の村落啓発担当課の職員を対
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象として、邦人コンサルタントが実施する。主な支援項目は、給水施設運営・維持管理体制の整

備、実施機関と地方政府の連携強化、村落水衛生委員会の組織化と住民啓発に関連した内容とす

る。 

８． ソフトコンポーネントの実施工程 

ソフトコンポーネントは、井戸建設工事開始に先立って実施する。実施機関の職員が参加でき

るように断食月を避けつつ、井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理支援、給水施設運営・維

持管理支援の分野を実施する。ソフトコンポーネントの実施工程を表 8-2 に示す。コンサルタン

ト契約締結の 9 ヶ月後から開始し約 7.0 ヶ月間の現地作業を予定する。ソフトコンポーネント全

体の成果達成度の確認については、ソフトコンポーネント活動が終了してから約 2 ヵ月後に 0.5

ヶ月間の現地作業を予定する。ソフトコンポーネント実施に当たっては、ローカルコンサルタン

トを活用するなど、日本人技術者の従事期間を可能な限り短縮した計画とする。 

表 8-1 ソフトコンポーネントの内容と実施時期・期間 

実施期間 
内容 担当 開始時期 

日本 ナイジェリア

担当-1 0.23 ヶ月 3.93 ヶ月 
① 

井戸掘削計画・データ管

理・機材維持管理支援 担当-2 0.23 ヶ月 2.70 ヶ月 

担当-3 0.23 ヶ月 3.13 ヶ月 
② 

給水施設の運営維持管理

支援 担当-4 

コンサルタント契約後9ヶ月後

0.23 ヶ月 2.16 ヶ月 

③ 成果達成度の確認 担当-1 
ソフトコンポーネント活動が

終了してから約 2 ヶ月後 
- 0.93 ヶ月 

 

ソフトコンポーネントの実施工程を表 8-2 に示す。 
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表 8-2 ソフトコンポーネント実施工程表（案） 

日本人コンサルタント（国内）

日本人コンサルタント（現地）

（　）の数値は作業日数

　　　　日本人

活動 担当 渡航回数 現地 国内

ﾃｷｽﾄ作成(7日)
7

移動(東京-ｱﾌﾞｼﾞｬ、FMWR協議)（3日）
1 3

井戸建設計画・データ管理・機材維持管理技術指導(エヌグ州）(35日）
35

報告書作成（2日）
2

井戸建設計画・データ管理・機材維持管理技術指導(オンド州）(35日）
35

報告書作成（2日）
2

井戸建設計画・データ管理・機材維持管理技術指導(タラバ州）(35日）
35

報告書作成（2日）
2

移動(タラバ-アブジャ、FMWR協議、アブジャ－東京）（4日）
4

ﾃｷｽﾄ作成(7日)
7

移動(東京-ｱﾌﾞｼﾞｬ、FMWR協議)（3日）
1 3

井戸建設計画・データ管理・機材維持管理技術指導(ケッビi州）(35日）
35

報告書作成（2日）
2

井戸建設計画・データ管理・機材維持管理技術指導(ナイジャ州）(35日）
35

報告書作成（2日）
2

移動(ﾅｲｼﾞｬ-アブジャ、FMWR協議、アブジャ－東京）（4日）
4

2 199 14 小計

ﾃｷｽﾄ作成(7日)
7

移動(東京-ｱﾌﾞｼﾞｬ、FMWR協議)（3日）
1 3

給水施設の運営維持管理指導(エヌグ州）(27日）
27

報告書作成（2日）
2

給水施設の運営維持管理指導(オンド州）(27日）
27

報告書作成（2日）
2

給水施設の運営維持管理指導(タラバ州）(27日）
27

報告書作成（2日）
2

移動(タラバ-アブジャ、FMWR協議、アブジャ－東京）（4日）
4

ﾃｷｽﾄ作成(7日)
7

移動(東京-ｱﾌﾞｼﾞｬ、FMWR協議)（3日）
1 3

給水施設の運営維持管理指導(ケッビ州）(27日）
27

報告書作成（2日）
2

給水施設の運営維持管理指導(ナイジャ州）(27日）
27

報告書作成（2日）
2

移動(ﾅｲｼﾞｬ-アブジャ、FMWR協議、アブジャ－東京）（4日）
4

2 159 14 小計

移動(東京-アブジャ、FMWR・JICA・NWRI協議）　（4日)　
1 4

評価・確認調査(20日）
20

移動(ﾅｲｼﾞｬ-アブジャ、FMWR協議、アブジャ－東京）（4日）
4

1 28 小計

5 386 28 合計

②
給

水
施

設
の

運
営

維
持

管
理

体
制

強
化

の
た

め
の

支
援

ソ
フ

ト
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

成
果

達
成

度
確

認
調

査

井
戸

掘
削

計
画

・
デ

ー
タ

管
理

・
機

材
維

持
管

理
支

援
1

給
水

施
設

の
運

営
維

持
管

理
体

制
強

化
の

た
め

の
支

援
1

①
井

戸
掘

削
計

画
・
デ

ー
タ

管
理

・
機

材
維

持
管

理
支

援

5 6

井
戸

掘
削

計
画

・
デ

ー
タ

管
理

・
機

材
維

持
管

理
支

援
1

1 2 43

井
戸

掘
削

計
画

・
デ

ー
タ

管
理

・
機

材
維

持
管

理
支

援
2

給
水

施
設

の
運

営
維

持
管

理
体

制
強

化
の

た
め

の
支

援
2
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９． ソフトコンポーネントの成果品 

ソフトコンポーネントの各業務内容の成果及び成果品は表 9-1 に示す通りである。 

表 9-1 ソフトコンポーネントの成果および成果品 

成果品・作成資料 
活動項目 活動内容 成果 

ﾅｲｼﾞｪﾘｱ国側 日本側 

① 井 戸 建 設 計

画・データ管

理・機材維持管

理指導 

a) 井戸建設計画策定

支援 

b) 井戸台帳整備支援 

c) 機材維持管理計画

策定支援 

a) 地質状況に対応した

井戸構造図が作成さ

れる。 

b) 工期遵守のための井

戸建設計画が策定さ

れる。 

b) 井戸台帳が整備され

る。 

c) 機材管理計画が策定

され、修理機材の導

入計画が策定され

る。 

 

・ 井戸構造図 

・ 井戸建設計画マニュア

ル/井戸建設計画書 

・ 安全管理計画マニュア

ル/安全管理計画書 

・ 井戸台帳管理マニュア

ル/井戸台帳フォーマッ

ト 

・ 機材管理マニュアル/機

材管理計画書 

・ テキスト（活動計

画、資料等） 

・ Final Report 

・ 業務完了報告書 

②給水施設運営

維持管理強化

支援 

a) 実施機関の給水施

設運営維持管理支

援体制の整備 

b) 実施機関と地方政

府  との連携強化

支援 

c) 村落水衛生委員会

の組織化と住民啓

発活動支援 

 

a) 給水施設運営維持管

理に関する体制が整

備され、業務内容が

明確になる。 

b) WATSAN プロジェクト 

と地方政府  の村落

水衛生委員会支援の

業務運営管理規則が

でき、支援分担内容

が明確になる。 

c) モデルコミュニティで村

落水衛生委員会が設

置され、同時に実施

機関/地方政府水衛生

管理班職員が住民組

織化/啓発活動の技術

を習得する。 

・ 業務運営管理規則 

・ モデルコミュニティの水

衛生委員会メンバーリ

スト/委員会規則等 

・ 衛生教育/啓発活動資

料 

・ ハンドポンプ修理マニュ

アル 

 

・ テキスト（活動計

画、資料等） 

・ Final Report 

・ 業務完了報告書 

 

 

 

業務完了報告書は、①井戸掘削計画・データ管理・機材維持管理技術指導と②給水施設の運営

維持管理強化の両分野の活動が終了し、ソフトコンポーネント全体の達成度の確認評価を行った

後、上記①、②を併せた全体報告書を作成し、成果品とともに提出する。 

１０． ソフトコンポーネントの概算事業費 

ソフトコンポーネントの概算事業費は 41 百万円である。 

 

１１． 相手国実施機関の責務 

ソフトコンポーネントの目標達成のためには、対象 5 州の職員が、活動を通じて習得した技術
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を継続して業務の中に活用することが求められる。ソフトコンポーネントの円滑な実施に当たっ

ては、「ナ」国側の負担事項は以下のとおりである。 

(1) 共通事項 

 ソフトコンポーネントに開始に先立ち、実施機関が、ソフトコンポーネント計画に基づき

研修対象職員を選定し研修チームを編成する。 

 ソフトコンポーネント実施期間中に対象職員が活動に専念できる業務体制を確立する。 

 ソフトコンポーネント活動を行う会場・会議室・ワークショップを準備する。 

 対象職員は研修の成果として計画書・マニュアル類を自身の努力で作成する。実施機関は

対象職員の上記作業実施に対して協力を行う。 

 

(2) 工事計画策定・データ管理・機材維持管理強化の指導 

 本分野は、井戸構造図作成、施工計画書作成、井戸台帳作成、機材維持管理計画書作成等

の広範にわたる活動内容を持っているため、短期間で効率的な作業が要求される。実施機

関の担当職員は事前にソフトコンポーネント計画書を通じて活動内容を熟知し準備を行

い、課題を整理したうえで、目的意識を持ってソフトコンポーネント活動に望む。 

 既存の井戸建設計画、井戸台帳、機材管理計画を整理し、ソフトコンポーネント開始時に、

研修指導者に提出し、これを各活動の出発点とする。 

 井戸掘削サイトを訪問するケースも想定されるため、職員移動用の車両を準備する。 

 一部の作業を現地コンサルタントに委託する予定であり、研修対象部門の補助が可能な現

地コンサルタントに関する情報を日本側に提供する。 

 

(3) 村落給水施設の運営・維持管理体制の強化支援 

 ソフトコンポーネント開始前に、モデル地方政府とモデルコミュニティを本プロジェクト

の対象地域の中から選定する。 

 上記のモデル地方政府・コミュニティに対して、事前活動内容を説明し、ソフトコンポー

ネントへの参加協力を得る。 

 モデル地方政府・コミュニティにおける現地研修実施のために、職員移動用の車両を準備

する。 

 研修の一部を UNICEF 専門家に依頼する計画であり、関係する UNICEF 事務所と専門家に

関する情報を日本側に提供する。 

 

ソフトコンポーネント終了後に、実施機関やコミュニティ住民が行う活動の実施可能性、阻害要

因、必要措置は以下の通りである。 
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表 11-1 実施機関やコミュニティ住民が行う活動の実施可能性・阻害要因・必要措置 

継続的な取り組み 実施可能性 阻害要因 必要措置 

実施機関職員は、工事計画に

基づいて井戸施設建設を継

続的に実施する。 

実施可能であ

ると判断する。

・ 事業資金の不足 
・ 大幅な職員数の減少・異動 
・ 工事中の突発的事故 
・ 天候不順 

・ 実施機関は建設工事進捗状況

を日本側に月例報告する。 
・ 日本側が州政府・実施機関に

対して是正を要請する。 

実施機関職員は、井戸台帳を

作成し給水施設のデータ管

理を継続的に実施する。 

実施可能であ

ると判断する。

・ 事業資金の不足 
・ 指導を受けた職員の異動 
・ コンピュータの故障･盗難 

・ 入力・管理が容易な井戸台帳

の様式を整備する 
・ 井戸台帳の管理状況を日本側

に月例報告する 
・ 日本側が州政府・実施機関に

対して是正を要請する。 

実施機関職員が、業務運営管

理規則に従い、給水施設の運

営維持管理支援を継続的に

行う。 

実施可能であ

ると判断する。

・ 事業資金の不足 
・ 大幅な職員数の減少 
・ 業務運営管理規則の紛失 
・ 指導を受けた職員の異動 

・ 実施機関の活動状況を定期的

に日本側に月例報告する 
・ 日本側が州政府・実施機関に

対して是正を要請する。 

実施機関職員と地方政府水

衛生管理班職員が連携して

コミュニティに対する組織

支援/啓発活動を継続的に実

施する。 

実施可能であ

ると判断する。

・ 事業資金の不足 
・ 大幅な職員数の減少 
・ 指導を受けた職員の異動 
・ 地方政府が協力しない。 
・ コミュニティが支援を受け入

れない 

・ 実施機関の活動状況を定期的

に日本側に月例報告する 
・ 地方政府が協力しない場場合

は州政府が地方政府に協力要

請を行う。 
・ 日本側が州政府・実施機関に

対して是正を要請する。 

各コミュニティに設立され

た村落水衛生委員会メンバ

ーが給水施設の主体的な運

営維持管理を継続して行う。

実施可能であ

ると判断する。

・ 実施機関と地方政府が支援を

行わない 
・ コミュニティが実施機関の給

水衛生事業内容を理解しない 
・ コミュニティ水衛生委員会が

解散する 
・ 住民が維持管理費を払わない 

・ 地方政府がモニタリングを行

ない、実施機関に月例報告す

る 
・ 実施機関－地方政府－コミュ

ニティが協議し対応を検討す

る。 
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資料 6(2) 気象データ 

 

（1）対象州の月平均降雨量 
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図 6.2-1 ケッビ州の月平均降水量 

（2007 年～2009 年、ビルニン･ケッビ、

州農業省、農業研究所測定データ） 

図 6.2-2 ナイジャ州の月平均降水量 

（1999 年～200１年、ミンナ、 

州統計資料 2004 年による） 

図 6.2-3 タラバ州の月平均降水量 

（2000 年～2008 年、ガッソール LGA、

ベヌエ川下流流域事務所資料による）

図 6.2-4 オンド州の月平均降水量 

（2006 年～2009 年、アクレ、 

州農業省資料による） 

図 6.2-5 エヌグ州の月平均降水量 

（2004 年～2006 年、エヌグ、 

州統計資料による） 
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資料 6(3) 地質データ 

 

対象州の地質図および地質区分表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 6.3-1 ケッビ州地質区分表 

地質年代 層序区分 岩層 

第四紀 沖積層 砂、礫、粘土等 

第三紀 
グワンドゥ累層 
ソコト層群 

粘土、砂岩（グリッツ）等 
粘土、頁岩等 

白亜紀 
リマ層群 
グンﾄﾞゥミ累層 
イロ累層 

砂岩、泥岩、一部石灰岩等 
粘土岩、砂岩（グリッツ）、一部中礫岩等 
含豆石粘土岩、砂岩（グリッツ）等 

先カンブリア紀
基 
盤 
岩 

古期花崗岩類 
片麻岩等複合岩類

花崗岩類 
ミグマタイト、片麻岩、片岩等 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 100km
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表 6.3-2 ナイジャ州地質区分表 

地質年代 層序区分 岩層 

第四紀 沖積層 砂、礫、粘土等 
白亜紀 ヌプ砂岩層 長石質砂岩、シルト岩等 

先カンブリア紀 
基 
盤 
岩 

古期花崗岩類 
片麻岩等複合岩類

花崗岩類 
ミグマタイト、片麻岩、片岩等 

 

 

 

 

 

0 100km
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0 100km

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 6.3-3 タラバ州地質区分表 

地質年代 層序区分 岩層 

第四紀 沖積層 砂・シルト・礫等 

白亜紀 

海成層 
イゼ・アク頁岩層群 
ビマ砂岩層及びヨルデ累層
 

頁岩、石灰岩 
黒色頁岩、シルト岩等 
長石質砂岩、砂質粘土岩、頁岩、石灰
岩質砂岩、頁岩質石灰岩等 

先カンブリア紀
基 
盤 
岩 

古期花崗岩類 
片麻岩等複合岩類 

花崗岩類 
ミグマタイト、片麻岩、片岩等 
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表 6.3-4 オンド州地質区分表 

地質年代 層序区分 岩層 

第四紀 
沖積層 
海岸平野砂層 

砂、礫、粘土等 
砂、粘土 

第三紀 
リグナイト累層 
ボンデ・アメキ層群 
イモ粘土･頁岩層群 

粘土、砂岩、褐鉄鋼、頁岩等 
粘土、粘土質砂、頁岩等 
粘土、頁岩、一部石灰岩等 

白亜紀 
偽層砂岩層・上部石炭層 
アスタ･ンクポロ頁岩層群

偽層砂岩、石炭、頁岩等 
頁岩、泥岩 

先カンブリア紀
基 
盤 
岩 

古期花崗岩類 
片麻岩等複合岩類 

花崗岩類 
ミグマタイト、片麻岩、片岩等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 100km

Tm 

Kuc Kb 

Kro Bs 

0 100km

Qp 

Tl 

Qp; Coastal Plains Sand 

Tl; Lignite Formation 

Tm; Imo Clay Shale Group 

Kuc; Falsebeded Sandstones & 

 Upper Coal Measures 

Kb; Abeokuta Formation 

Kro; Asata Nkporo Shale Group 

Bs; Basement Rocks  
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表 6.3-5 エヌグ州地質区分表 

地質年代 層序区分 岩層 

第四紀 沖積層 砂、礫、粘土等 

第三紀 イモ粘土･頁岩層群 粘土、頁岩、一部石灰岩等 

白亜紀 

偽層砂岩層と上部石炭層 
下部石炭層 
アスタ･ンクポロ頁岩層群
アウグ･ンデボウ頁岩層群
アス･リバー層群 

偽層砂岩、石炭、頁岩等 
石炭、砂岩、頁岩等 
頁岩、泥岩等 
頁岩、石灰岩等 
頁岩、石灰岩等 

 

 

 

0 100km

Tm 

Kug 

Klc 
Kro 

Kwn

Kea 

Kar 

Tm; Imo Clay Shale Group 

Kuc; Falsebeded Sandstones and 

Upper Coal Measures 

Klc; Lower Coal Measures 

Kro; Asata Nkporo Shale Group 

Kwn; Awgu Ndeaboh Shale Group 

Kea; Eze Aku Shale Group 

Kar; Asu River Group  



資料-7 その他の資料・情報 
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資料 7 収集資料リスト  

資料入手方法 
州 No. 資 料 名 称 

写真撮影 電子データ 紙媒体 

ケッビ K-1 RUWASSA_Drilling Record ○   

ケッビ K-2 SMWR_Water Quality Record ○   

ケッビ K-3 Statistical Year Book 2007 ○   

ナイジャ N-1 RUWASSA_Drilling Record ○   

ナイジャ N-2 WaterBoard_Report ○   

ナイジャ N-3 RUWASSA_WaterQuality ○   

ナイジャ N-4 Statistics Year Book 2004 ○   

ナイジャ N-5 Population 2006 ○   

ナイジャ N-6 Rainfall Data ○   

タラバ T-1 RUWASSA_Drilling Record ○   

タラバ T-2 RUWASSA_VES Report ○   

タラバ T-3 RUWASSA_Water Quarity Record ○  ○ 

タラバ T-4 MDG_Drilling Record ○   

タラバ T-5 Taraba Statistics Data ○   

タラバ T-6 Ground Water Study & Development Nigeria ○   

オンド O-1 WATSAN_Drilling Record ○   

オンド O-2 WATSAN_Statistics Data  ○  

オンド O-3 WATSAN_BOREHOLE INVENTORY  ○  

オンド O-4 WATSAN_Geophysical Survey Report ○   

オンド O-5 WATSAN_Watwr Quality Record   ○ 

オンド O-6 Meteorological Data ○   

エヌグ E-1 RUWASSA_Drilling Record Data Base ○   

エヌグ E-2 RUWASSA_Drilling Record ○   

エヌグ E-3 RUWASSA_Water Quality Record   ○ 

エヌグ E-4 RUWASSA_Geophysical Survey Report ○   

エヌグ E-5 Statistical Year Book 2001-2006 ○   

     

※1：写真撮影＝調査団員がデジタルカメラで資料を撮影したもの。    

※2：電子データ＝相手側から電子データで提供されたもの（ウイルスチェック済）。 
※3：紙媒体＝相手側から紙媒体（印刷物）で提供されたもの。    
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